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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁

１ ホームページ運営事業 秘書広報課

２ 広報紙発行事業 秘書広報課

３ 広聴事業 地域活動課

４ 市民相談事業 地域活動課

５ 情報公開推進事業 法務監察課

６ 統計書作成事業 総務管財課

７ 議会情報公開推進事業 議会事務局

８ 市政のしおり発行事業 議会事務局

９ ＦＭコミュニティ放送活用事業 秘書広報課

広報板設置事業 秘書広報課

ツイッター活用事業 秘書広報課

地域活性化まちづくり推進補助事業 地域活動課

校区門真まつり補助事業 地域活動課

行政協力支援事業 地域活動課

自治会館建設支援事業 地域活動課

自治基本条例推進事業 公民協働課

（仮称）地域協働センター整備事業 公民協働課

コミュニティビジネス推進事業 公民協働課

ＮＰＯ設立支援事業 地域活動課

市民公益活動支援センター運営事業 地域活動課

人・まち・元気事業 公民協働課

市民公益活動事業補助事業 地域活動課

地域通貨発行運営交付金事業 地域活動課

南部市民サービスコーナー運営事業 南部市民センター

市民課窓口フロアマネージャー配置事業 市民課

国民健康保険窓口フロアマネージャー配置事業 健康保険課

受付案内サービス事業 総務管財課

第５次総合計画進行管理事業 企画課

幸福度指標策定事業 企画課

職員人事評価事業 人事課

職員研修事業 人事課

市税コールセンター運営事業 納税課

市税徴収事務事業 納税課

保育料コールセンター運営事業 保育幼稚園課

保育料コンビニ収納事業 保育幼稚園課

庁内ＩＣＴ環境整備事業 企画課

住民情報システム等運用事業 企画課

電子入札システム運用事業 法務監察課

証明書コンビニ交付サービス事業 市民課

市税電子申告事業 課税課

広域連携の推進 広域連携推進事業 企画課

北河内地区図書館広域利用事業 図書館

大阪市隣接都市協議会図書館部会連携事業 図書館

自治活動の活性化
コミュニティ活動の
支援

効率的、効果的な
行政運営

職員の人材育成と適
正な人事管理

行財政運営の改善

電子自治体の推進
ＩＣＴ（情報通信技
術）化の推進

行政情報の積極的
な提供

情報公開の推進

多様な情報伝達手段
の活用

ボランティア・市民
活動組織の育成

市民公益活動の活性
化

窓口サービスの改善

計画的な執行管理
計画的な行政施策の
展開

都市間連携の強化
共同事業の拡充

Ｂ 行政の効果をみるためのもの

１．門真市第５次総合計画における行政評価対象事業

まちづくりの基本目標 事務事業名称

基本目標-１
みんなの協働でつ
くる地域力のある
まち

広報・広聴活動の
充実

広報紙・ホームペー
ジの充実

広聴活動の充実

市民公益活動の促
進

市役所組織の改善
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

１ 就学援助事業 学校教育課

２ 奨学金事業 学校教育課

３ 地域子育て支援事業 子育て支援課

４ つどいの広場運営事業 子育て支援課

５ ファミリー・サポート・センター運営事業 子育て支援課

６ 養育支援訪問事業 子育て支援課

７ 子育て応援ポータルサイト運営事業 子育て支援課

８ 赤ちゃんの駅設置事業 子育て支援課

９ こんにちは赤ちゃん事業 子育て支援課

簡易・家庭保育施設補助事業 保育幼稚園課

民間保育所運営補助事業 保育幼稚園課

延長保育事業 保育幼稚園課

公立保育所運営事業 保育幼稚園課

病児保育事業 保育幼稚園課

認可外保育施設利用者補助事業 保育幼稚園課

児童の健全育成の支
援

放課後児童クラブ運営事業 子育て支援課

妊婦健康診査公費負担事業 健康増進課

乳幼児健康診査事業 健康増進課

妊産婦・乳幼児訪問指導事業 健康増進課

育児サポートセンター門真親子教室事業 健康増進課

母子保健教室・相談事業 健康増進課

未熟児の届出受理及び訪問指導事業 健康増進課

未熟児養育医療給付事業 こども政策課

こども医療助成事業 こども政策課

相談体制の充実 家庭児童相談事業 子育て支援課

ひとり親家庭医療助成事業 こども政策課

ひとり親自立支援事業 子育て支援課

学校安全推進事業 学校教育課

子どもの安全見守り事業 生涯学習課

地域での子育て支援
ネットワークづくり

キッズ・カーニバル事業 子育て支援課

世代間交流の促進 学校・園における各種世代間交流事業 学校教育課・保育幼稚園課

私立幼稚園児保護者補助事業 保育幼稚園課

私立幼稚園就園奨励費補助事業 保育幼稚園課

幼児教育推進事業 保育幼稚園課

家庭や地域と連携し
た教育力の強化

学校支援地域本部事業 生涯学習課

適応指導教室運営事業 学校教育課

児童生徒支援事業 学校教育課

スクールアドバイザー配置事業 学校教育課

子ども悩み相談サポート事業 学校教育課

家庭教育支援（つながるハート）事業 生涯学習課

学校保健事業 学校教育課

健康診断事業 学校教育課

生活習慣の定着と食
育の充実

食に関する学習実施事業 学校教育課

幼児（就学前）教育
の充実

相談体制の充実

健康な体づくり

学校保健の充実

基本目標-２
将来を担う子ども
が育つ教育力のあ
るまち

子育て支援環境の
充実

子育て支援サービス
の充実

保育サービスの充実

母子保健の充実
子どもや母親の健康
づくりの支援

援助が必要な家庭
の支援

みんなで支える子
育て環境づくり

ひとり親家庭などへ
の自立支援

子どもの安心な暮
らしづくり

子どもの安全を守る
活動の推進

子どもの教育環境
の充実
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

青少年健全育成事業 生涯学習課

青少年社会環境整備事業 生涯学習課

社会を明るくする運動門真市実施委員会補助事業 人権女性政策課

少年補導活動ネットワーク事業 生涯学習課

成人祭事業 生涯学習課

青少年の主張事業 生涯学習課

優れた教職員の育成 教職員研修事業 学校教育課

学力向上支援員加配事業 学校教育課

一貫教育推進プラン実施事業 学校教育課

情報教育推進事業 学校教育課

学力調査推進事業 学校教育課

きめ細かな指導を実現する35人学級事業 学校教育課

特別支援教育推進事業 学校教育課

看護師派遣事業 学校教育課

「まなび舎Ｙｏｕｔｈ」事業 学校教育課

「まなび舎Ｋｉｄｓ」事業 生涯学習課

「かどま土曜自学自習室サタスタ」事業 生涯学習課

学校図書館司書配置事業 学校教育課

教育課程研究活動事業 学校教育課

研究指定校事業 学校教育課

ＡＥＴ（英語指導助手）派遣事業 学校教育課

人権教育の推進 人権教育推進支援事業 学校教育課

豊かな心や人間関係
を築く力を育む教育
の推進

豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業 学校教育課

学校規模の適正化 学校適正配置推進事業 教育総務課

小学校施設整備事業 教育総務課

中学校施設整備事業 教育総務課

小学校運動場芝生化事業 学校教育課

創造性や社会性を
育む学校教育の推
進

わかる授業の推進

特別支援教育の充実

自ら学ぶ力の育成

特色ある学校づくり

基本目標-２
将来を担う子ども
が育つ教育力のあ
るまち

青少年の健全育成

青少年を健やかに育
む環境づくり

青少年が活躍できる
場づくり

児童・生徒の確か
な学力の育成

学校施設の充実 学校施設・設備の充
実
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

１ 門真市防犯協議会補助事業 地域活動課

２ 更生保護事業 人権女性政策課

３ 防犯灯電気料金補助事業 地域活動課

４ 防犯カメラ設置促進事業 地域活動課

５ 防犯灯LED化補助事業 地域活動課

交通安全意識の高揚 ６ 交通安全対策事業 まちづくり推進課

交通安全のための環
境づくり

７ 交通安全施設整備事業 土木課

８ 消費者団体育成事業 地域活動課

９ 消費者月間啓発事業 地域活動課

消費生活相談事業 地域活動課

消費生活センター運営事業 地域活動課

消火栓等整備事業 危機管理課

消防活動事業 危機管理課

危機管理と災害時
対策

危機管理体制の充実 防災対策事業 危機管理課

自主防災訓練実施事業 危機管理課

地域避難所案内板設置事業 危機管理課

自主防災組織の育成
支援

自主防災組織リーダー育成事業 危機管理課

建物の耐震改修の促
進

建築物診断・改修補助事業 建築指導課

治水対策の強化 雨水貯留浸透施設設置指導事業 土木課

シンボルゾーンの整
備

新橋町第２地区整備事業 まちづくり推進課

小路中第１地区整備事業 まちづくり推進課

石原東・大倉西地区整備事業 まちづくり推進課

中町地区整備事業 まちづくり推進課

幸福町・垣内町地区整備事業 まちづくり推進課

大和田駅周辺地区整備事業 まちづくり推進課

泉町・松葉北地区整備事業 まちづくり推進課

大倉町地区整備事業 まちづくり推進課

北島地区土地区画整理事業 まちづくり推進課

第二京阪道路高架下利用事業 土木課

水道管布設及び布設替事業 上下水道局工務課

浄・配水場耐震化事業 上下水道局工務課

公共下水道施設維持管理事業 公共下水道課

調整池維持管理事業 土木課

水路敷有効活用事業 土木課

公共下水道整備事業 公共下水道課

公共下水道長寿命化事業 公共下水道課

臨時ごみ収集運搬事業 クリーンセンター業務課

一般ごみ収集運搬事業 クリーンセンター業務課

施設棟管理運営事業 クリーンセンター施設課

し尿処理施設運営管理事業 環境政策課

消防体制の充実

第二京阪道路沿道の
市街地整備

快適に暮らせる生
活基盤の整備

上水道整備と適正な
管理・運営

下水道・水路整備と
適正な管理

ごみ・し尿処理の適
正な処理と施設管理

交通安全対策

消費生活対策

消費者意識の高揚

消費者保護対策

市民の自主防災の
強化

自主防災意識の高揚

地震や治水対策の
強化

北部地域の災害に強
いまちづくり

まちの顔づくり

消防力の向上

防犯思想の普及・啓
発と地域の自主防犯
活動の育成

明るいまちづくり

防犯対策

基本目標-３
安全・安心で快適
に暮らせる明るい
まち
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

道路維持管理事業 土木課

道路整備事業 土木課

橋りょう長寿命化事業 土木課

コミュニティバス運行補助事業 まちづくり推進課

バスカード購入補助事業 高齢福祉課

駅前広場などの整備 自転車対策事業 まちづくり推進課

歩いて暮らせるま
ちづくり

歩行者や自転車の道
の整備

サイクルロード整備事業 土木課

都市計画によるまち
づくり

住居表示整備事業 まちづくり推進課

開発事業に対する適
切な指導

開発指導要綱に基づく指導事業 建築指導課

建築物の中間検査・完了検査に関する事務事業 建築指導課

住宅・建築物アスベスト飛散防止対策事業 建築指導課

木造住宅等建て替え促進事業 建築指導課

危険家屋等対策事業 建築指導課

建築行為に伴う狭あい道路拡幅整備事業 建築指導課

市営住宅の管理と改
善整備

市営住宅維持管理事業 営繕住宅課

府営住宅の改善整備 府営門真住宅建替計画調整事業 企画課

良好な住環境の誘導

道路・交通網の充
実

生活道路の整備

公共交通サービスの
充実

計画的なまちづく
り

住宅・住環境の整
備

基本目標-３
安全・安心で快適
に暮らせる明るい
まち
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

非核平和都市の実
現

非核平和の都市づく
り

１ 非核平和推進事業 人権女性政策課

人権の擁護 ２ 人権相談事業 人権女性政策課

人権尊重の啓発 ３ 人権啓発推進事業 人権女性政策課

４ 男女共同参画社会推進事業 人権女性政策課

５ （仮称）門真市女性サポートセンター設置事業 人権女性政策課

労働の場での男女の
共同参画

６ 就職差別撤廃月間啓発事業 人権女性政策課

多文化共生社会の
形成と国際交流の
促進

国際交流の促進 ７ 国際交流推進事業 生涯学習課

８ 社会教育活動促進事業 生涯学習課

９ 生涯学習センター運営事業 生涯学習課

めざせ世界へはばたけ事業 生涯学習課

子ども英会話・理科講座運営事業 生涯学習課

文化施設予約システム運用事業 生涯学習課

市民プラザ運営事業 生涯学習課

（仮称）市立生涯学習複合施設建設事業 生涯学習課

図書館運営事業 図書館

図書館市民プラザ分館運営事業 図書館

読み聞かせ事業 図書館

ブックスタート事業 図書館

第２次子ども読書活動推進計画策定事業 図書館

公民館運営事業 生涯学習課

南部市民センター運営事業 南部市民センター

スポーツ推進委員育成事業 スポーツ振興課

スポーツ団体育成事業 スポーツ振興課

テニスコート･青少年運動広場運営管理事業 スポーツ振興課

市民プラザ体育館・グラウンド運営管理事業 スポーツ振興課

スポーツ施設予約システム運用事業 スポーツ振興課

（仮称）市立総合体育館建設事業 スポーツ振興課

校区体育祭補助事業 スポーツ振興課

学校体育施設開放事業 スポーツ振興課

なみはやドームプール補助事業 スポーツ振興課

（仮称）スポーツ・レクリエーション大会事業 スポーツ振興課

文化・芸術振興体制
の充実

文化芸術振興事業 生涯学習課

市立文化会館運営事業 生涯学習課

市民文化会館及び市民交流会館運営事業 生涯学習課

音楽と活気のあふれるまちづくり推進事業 生涯学習課

歴史資料館運営事業 生涯学習課

歴史遺産整備事業 生涯学習課

市民スポーツの振
興

市民の生涯スポーツ
活動への支援

男女が平等に社会参
画できる環境づくり

スポーツ活動推進体
制の充実

市民生活に息づく
文化・芸術の振興

市民文化・芸術活動
の支援

歴史文化遺産の保存
と継承

地域文化の保存と
継承

基本目標-４
いきいきと人が輝
く文化薫るまち

基本的人権の尊重

男女共同参画社会
の推進

生涯学習環境の充
実

社会教育推進体制の
充実

生涯学習活動の充実

図書館活動の充実
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

１ 社会福祉協議会補助事業 地域福祉課

２ 民生委員児童委員協議会活動助成事業 地域福祉課

３ 地域福祉計画進行管理事業 地域福祉課

４ 小地域ネットワーク活動推進事業 地域福祉課

５ コミュニティソーシャルワーカー配置事業 地域福祉課

６ 国民健康保険コールセンター運営事業 保険収納課

７ 保険料収納推進事業 保険収納課

８ 禁煙外来受診費用助成事業 健康保険課

９ 後期高齢者医療保険料コンビニ収納事業 保険収納課

後期高齢者医療保険料収納推進事業 保険収納課

後期高齢者医療保険コールセンター運営事業 保険収納課

敬老会事業 高齢福祉課

長寿祝金等贈与事業 高齢福祉課

老人福祉センター等運営管理事業 高齢福祉課

高齢者保健福祉計画策定事業 高齢福祉課

高齢者虐待防止事業 高齢福祉課

在日外国人高齢者等特別給付金給付事業 高齢福祉課

高齢者日常生活用具給付事業 高齢福祉課

高齢者福祉電話貸与・補助事業 高齢福祉課

緊急通報装置貸与事業 高齢福祉課

シルバーハウジング生活援助員派遣事業 高齢福祉課

街かどデイハウス運営事業 高齢福祉課

老人医療助成事業 障がい福祉課

介護保険サービスの
充実

介護保険サービス実施事業 高齢福祉課

老人クラブ連合会補助事業 高齢福祉課

シルバー人材センター補助事業 高齢福祉課

シルバー人材センター就業先開拓事業 高齢福祉課

こども発達支援センター運営事業 こども発達支援センター

外国人障がい福祉金支給事業 障がい福祉課

障がい者団体活動補助事業 障がい福祉課

障がい者福祉センター運営事業 障がい福祉課

成年後見制度利用支援事業 障がい福祉課

身体障がい者及び知的障がい者医療助成事業 障がい福祉課

障がい者（児）歯科診療事業 健康増進課

自殺防止対策事業 障がい福祉課

重度障がい者訪問看護利用料助成事業 障がい福祉課

小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業 障がい福祉課

難聴児特別補聴器購入費助成事業 障がい福祉課

障がい者虐待防止事業 障がい福祉課

発達障がい児支援体制整備サポート事業 こども発達支援センター

障がい者基幹相談支援センター運営事業 障がい福祉課

重度障がい者等住宅改造助成事業 障がい福祉課

地域生活支援事業 障がい福祉課

身体障がい者福祉電話貸与事業 障がい福祉課

高齢者福祉推進体制
の充実

基本目標-５
健やかな笑顔あふ
れる支え合いのま
ち

障がい者（児）福
祉の充実

在宅福祉サービスの
充実

高齢者福祉の充実

社会参加の促進

障がい者（児）福祉
推進体制の充実

地域福祉の推進

地域福祉活動の推進

社会保障制度の適
正な運営

国民健康保険制度の
適正運用

後期高齢者医療制度
の適正運用

家庭で安心して暮ら
せる支援体制の充実

地域福祉推進体制の
充実



－ 77 －

基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

生活保護給付事業 保護総務課・保護課

適正化推進事業 保護総務課・保護課

年金調査事業 保護総務課・保護課

扶養義務調査充実事業 保護総務課・保護課

債権管理適正化事業 保護総務課・保護課

援護資金貸付事業 地域福祉課

ホームレス自立支援事業 地域福祉課

就労支援等事業 保護総務課・保護課

子どもの健全育成事業 保護総務課・保護課

健康管理支援事業 保護総務課・保護課

就労意欲喚起支援事業 保護総務課・保護課

生活保護受給者権利擁護支援事業 地域福祉課

生活困窮者自立支援事業 地域福祉課

健康づくり推進体制
の充実

保健福祉センター運営事業 健康増進課

健康づくり活動の推
進

「歩こうよ・歩こうね運動」推進事業 高齢福祉課

訪問指導事業 健康増進課

失語症リハビリテーション事業 健康増進課

健診・各種がん検診等事業 健康増進課

衛生関係事業 健康増進課

健康教育・相談の充
実

健康教室・相談事業 健康増進課

病気の予防対策の
充実

感染症の予防対策 予防接種事業 健康増進課

救急医療協議会事業 健康増進課

保健福祉センター診療所運営事業 健康増進課

救急医療情報キット配付事業 健康増進課

基本目標-５
健やかな笑顔あふ
れる支え合いのま
ち

地域医療環境の充
実

救急医療・休日診療
体制の充実

生涯を通じた健康
づくり

保健活動の推進

保健サービスの充実

生活保護の適正化

生活保障と自立支
援対策

生活自立への支援
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基本施策 主な実施施策 担当課名 掲載頁まちづくりの基本目標 事務事業名称

１ 資源化処理事業 クリーンセンター施設課

２ 再生資源集団回収奨励金交付事業 環境政策課

３ リサイクルプラザ施設維持管理・運転等事業 クリーンセンター施設課

４ 「もったいない」普及事業 環境政策課

５ リサイクルプラザ運営・管理事業 環境政策課

６ 環境学習推進事業 環境政策課

７ リサイクルプラザ活性化事業 環境政策課

環境保護活動の充実 ８ 地球環境保全事業 環境政策課

９ 公害対策事業 環境対策課

第二京阪道路環境監視事業 環境対策課

環境美化意識の高揚 環境美化推進事業 環境対策課

防疫事業 環境対策課

地域猫不妊・去勢手術費補助事業 環境対策課

自然・歴史的景観の
保全

保存樹等助成事業 土木課

親水空間などの整備 親水空間整備事業 土木課

公園維持管理事業 土木課

公園整備事業 土木課

緑のネットワークの
充実

緑化推進事業 土木課

ものづくり企業立地促進制度奨励金事業 産業振興課

新規ビジネス創出支援事業(メイドイン門真) 産業振興課

産学官連携によるも
のづくりの促進

守口門真商工会議所事業補助事業 産業振興課

ベンチャービジネス
の育成支援

創業支援事業 産業振興課

商業の振興 商業振興補助事業 産業振興課

フラッシュ門真ＤＥものづくり事業 産業振興課

企業操業支援補助事業 産業振興課

カドマイスターを探せ！事業 産業振興課

中小企業サポートセンター運営事業 産業振興課

ものづくり企業展示場出展補助事業 産業振興課

ものづくりネットワーク事業 産業振興課

農業振興事業 産業振興課

市民農園運営事業 産業振興課

農業まつり補助事業 産業振興課

産業を支える人づ
くりの促進

多様な人材・後継者
の育成支援

中小企業大学校等研修補助事業 産業振興課

就労の支援 就労支援事業 産業振興課

労働環境改善などへ
の支援

勤労対策事業 産業振興課

２．１以外の事業

担当課名 掲載頁

地域活動課

地域活動課

産業振興課

健康保険課

健康保険課

健康保険課

保険収納課

健康保険課後期高齢者医療事業

環境教育の充実

環境美化活動の充
実

国民健康保険料コンビニ収納事業

多様なビジネスの
育成

住民活動災害補償事業

計量器定期検査事業

イメージキャラクター活用事業

国民健康保険事業

ジェネリック医薬品推進事業

うるおいづくり

公園・緑地ネット
ワークの充実

公園の整備

人間ドック検診事業

既存産業を活かし
た産業活性化環境
の形成

工業の振興

農業の振興

労働環境の向上

事業名称

基本目標-６
環境と調和し、産
業が栄える活力の
あるまち

公害対策の充実

美しいまちづくり活
動の促進

新たな産業の育成と
雇用の創出

環境保全対策

循環型社会の形成
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６月

１月11月

金額 説明（節）

Ｈ２４

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

広報費

事　業　費　の　内　訳

２月

負担金・分担金・寄附金

12月

その他府支出金
一般財源

国庫支出金

年間アクセス件数

特定財源

2,551,855円

市債

Ｈ２６

単位 件

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

需用費

項 総務管理費

目

財　源　の　内　訳

平均

Ｈ２５

役務費

説明（節） 金額

９月 10月

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

委託料

直接事業費

事業概要
市民等への行政情報の提供を図るとともに、市民の声を行政に反映させるため、市ホー
ムページの運営を行う。

事務事業コード

事業目的
市民等が必要とする情報を即座に提供し、住民サービスの向上に努めるとともに、より
多くの市民等の声を市政に反映させるため。

担当課
事業名

ホームページ運営事業

秘書広報課

３月 合計

平成26年度ホームページアクセス件数
（件）

　市のホームページでは、市の紹介やお知らせ、イベント情報、施設案内等、数多く
の情報を提供している。最新の情報を詳しく掲載するとともに、文字拡大機能や背景
色変更機能、翻訳機能により、視覚障がいのある人や外国の人にも利用しやすいホー
ムページ運営に努めている。また、写真を多く掲載するなど、より一層市民にとって
親しみやすいホームページとなるように工夫を凝らしたり、動画配信やツイッターに
よる情報発信などで、多くの市民等への情報発信に努めた。

４月 ５月 ７月 ８月

１．門真市第５次総合計画における行政評価対象事業
　⑴　基本目標－１　みんなの協働でつくる地域力のあるまち
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委託料

　市民参画の更なる活性化を図るため、読みやすく、わかりやすい紙面づくりに努め
た。

２．声の広報・点字広報
　⑴声の広報　月１回発行　発行本数　50本　（年度累計　600本）
　⑵点字広報　月１回発行　発行部数　25部　（年度累計　300部）

広報紙発行部数

Ｈ２４

　視覚障がいのある市民へ行政情報を伝達する手段として発行した。

市民等への行政情報の提供を図るため、広報紙の編集及び発行業務を行うとともに、視
力障がい者のために、「点字広報」や録音テープによる「声の広報」の発行業務を行
う。

事務事業コード

その他

単位

府支出金

事業名
広報紙発行事業

秘書広報課

事業概要

事業目的

部

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

報償費

需用費

総務費

使用料及び賃借料

説明（節）

役務費

執行状況
及び

事業成果

活動指標

賃金

項 総務管理費

目

財　源　の　内　訳

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

人人

備品購入費

人

再任用職員一般職員
従事職員数

広報費

特定財源

金額説明（節）

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

一般財源
国庫支出金

15,344,702円

市債

金額

行政情報や市内イベントの情報等を市民に周知し、市民の利便性を高めるとともに、相
互の理解と協力を図り、市政参画へのきっかけを醸成するため。

１．広報かどま
　⑴発行部数　66,500部（月１回　発行日１日）　（年度累計　798,000部）
　⑵版型　タブロイド版（１色・４色刷り併用）
　⑶配布方法　門真市シルバー人材センターへ委託し、全戸配布

３．市民特派員
　市民の中から門真市広報市民特派員（４人）を募集し、特派員となった市民が地域
の行事等を取材した。広報紙最終面の夢いろキャンバスへの掲載をはじめ、平成25年
度からは、市ホームページ内に市民特派員専用ページを設け、広報紙ではスペースの
都合等で掲載できなかった記事を掲載した。
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事務事業コード

金額

事業名
広聴事業

地域活動課担当課

事業概要
市政に反映させるため、広く市民からの意見や要望を聴く。懇談が必要な場合は、関係
課と調整して実施するなどの対応をする。

事業目的 市民からの意見や要望などを広く市政に反映させるため。

市債

要望件数 単位 件

執行状況
及び

事業成果

活動指標

項 ―

目

Ｈ２５

説明（節）

０円

一般職員
従事職員数

金額

国庫支出金

人人

臨時職員

人

再任用職員

負担金・分担金・寄附金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 ―

Ｈ２６

府支出金

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

その他

要望書の受付件数　  　　　　　 14件　（内　懇談　５件）
投書箱（市民の声）　　　　　 　93件
市ホームページ（質問・提案）　185件

Ｈ２４

特定財源
財　源　の　内　訳

―

一般財源
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毎月１回

各種相談内容及び件数 （件）

随時
毎月１回

相談担当者

行政相談委員

相談日

事業名
市民相談事業

地域活動課

従事職員数
人

再任用職員一般職員

委託料

臨時職員

人人

目

説明（節） 説明（節）

市債

款

府支出金

役務費

報償費

総務費

旅費

事務事業コード

・市民、とりわけ相談者及び関係者が平穏に日常生活を過ごせるようにするため。
・相談する先がわからない市民に助言をするため。
・交通事故など、さまざまなトラブルの解消のため。
・心の悩みなど、日々生活をする上で生じる市民の悩み解決の一助とするため。

4,893,734円

Ｈ２６

弁護士

Ｈ２５

件

執行状況
及び

事業成果

負担金・分担金・寄附金

担当課

事業概要
市民が抱える問題や悩みに応えるための交通事故相談・法律相談など、各種市民相談を
行う。

事業目的

単位法律相談件数

市民相談
こころの相談

金額

財　源　の　内　訳

広聴費

直接事業費総務管理費

一般財源

需用費

その他

金額
事　業　費　の　内　訳

活動指標

特定財源
国庫支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項

Ｈ２４

弁護士

市職員
臨床心理士

司法書士・土地家屋調査士

税務相談 税理士

法律相談
相談名

行政相談
交通事故法律相談
登記相談

毎週火・木・金曜日
毎月１回
毎週１回
毎月１回

相談件数

０
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計

開示
受付件数

処
理
状
況

申出

９

開示請求（申出）件数

・市民が市の保有する公文書の開示を請求する権利を保障することにより、市民の市政への参加と開かれた
市政の一層の推進を図り、もって市の諸活動を市民に説明する責務が全うされるようにし、地方自治の本旨
に即した市政の発展に寄与するため。
・情報公開制度の趣旨を広く周知、徹底させるため。

旅費

部分開示
５

府支出金

需用費

事務事業コード

一般管理費

担当課
事業名

情報公開推進事業

法務監察課

臨時職員

人

再任用職員

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

人
従事職員数

負担金・分担金・寄附金

役務費

総務管理費

目

活動指標

一般職員

説明（節）

報償費

その他

147,169円

市債
特定財源

国庫支出金

財　源　の　内　訳

項 直接事業費

一般財源

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額 金額

Ｈ２６

単位 件開示受付件数

Ｈ２４ Ｈ２５

事業概要 開かれた市政を実現するため、実施機関が保有する各種行政情報の公開を推進する。

事業目的

請求

執行状況
及び

事業成果

２
４ ８

開示
拒否

４３ １

不開示・存否不応答
不存在

２０

※受付件数と処理件数が異なるのは、同一課で異なる内容の請求をまとめて１枚で受付
しているため。

○研修会等の実施
　外部講師及び内部講師による研修を開催し、職員の意識向上に努めるとともに、法
務監察課職員も情報公開業務の担当者会議に参加し、他市との情報交換を行ってい
る。

○かどま市民大学での講座の開催
　かどま市民大学において「門真市における個人情報保護と情報公開制度」という内
容の講座を開催した。
　これにより、個人情報保護制度や情報公開制度の概要及び門真市における取組につ
いて一定周知することができた。

○平成26年度情報公開請求（申出）及び処理状況
（件）

計
取下げ
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平成28年
１月以降
順次

商業統計調査
商業の実態を明らかにし、商
業施策の基礎資料を得る。

同上従業者数、年間商品販売
額、売場面積等

全国消費実態調査
家計の収支、資産を調査し、
所得、消費、資産に係る水準
や構造などを明らかにする。

事業概要

  人口、産業、教育、福祉、文化及び行政等幅広い分野にわたり基本的な統計データ
を総合的に収録し、本市の現状の把握につなげる。

農業、林業の基礎的事項を明
らかにし、農林行政の基礎資
料を整備する。

経営耕地面積、従事状
況、農産物の販売額、保
有山林面積等

農林業センサス
平成28年
３月

調査名

学校基本調査

工業統計調査
製造業の事業所を対象として
工業の実態を明らかにし、工
業施策の基礎資料を得る。

事業名
統計書作成事業

総務管財課事務事業コード

本市の各種統計情報をまとめるために、統計資料を収集し、統計書として公表する。

担当課

平成26年
12月

公表時期

説明（節）

事業目的
実地調査により世帯や事業所の実態等を把握し、各種行政、民間のための基礎資料とす
るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

実施調査数

人

需用費

報酬

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

負担金補助及び交付金

使用料及び賃借料

その他

金額

一般職員 臨時職員

役務費

人人

再任用職員

項 統計調査費

負担金・分担金・寄附金
一般財源

財　源　の　内　訳

目

特定財源
市債

賃金

旅費

国庫支出金

直接事業費

府支出金

委託料

統計調査総務費

8,968,510円

事　業　費　の　内　訳

報償費

金額 説明（節）

Ｈ２５Ｈ２４

調査

Ｈ２６

調査内容調査目的
学校に関する基本的事項を明
らかにする。

学校数、生徒数、産業
別・職業別就職者数等

収入及び支出関連事項、
年間収入及び貯蓄・借入
金関連事項等

平成27年
７月以降
順次

事業所等の経済活動を調査す
ることにより、経済の構造を
明らかにする。

従業者数、前年総売上
額、決算月、法人全体の
常用雇用者数等

平成27年
11月以降
順次

単位

経済センサス‐
基礎調査

○門真市統計書

経営組織、従業者数、資
本金額又は出資金額、製
造品出荷額等
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事業目的
議会活動について、「議会だより」や本会議の映像配信等でわかりやすく情報提供をすることにより、市民
の議会と市政への関心・理解を高め、市政への参加・参画意識の向上を図るとともに、職員にも議会情報の
周知を図る。また、より開かれた議会となることで、一層の議会活動の活性化を図るため。

事務事業コード
事業名

議会情報公開推進事業

議会事務局

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 議会費

財　源　の　内　訳

活動指標

　１．議会だより
　　⑴発行部数　66,500部
　　⑵発行回数　年５回（定例会号（平成26年５月１日、８月１日、11月１日、
　　　　　　　　平成27年２月１日）、臨時会号（平成26年７月１日））
　　⑶判型等　　定例会号…タブロイド判（８ページ、カラー）
　　　　　　　　臨時会号…タブロイド判（４ページ、カラー）
　　⑷配布方法　シルバー人材センターへ委託

    　平成26年度から、定例会号については４ページから８ページへ、
　　臨時会号については２ページから４ページへ拡大を行った。

  ２．本会議録画中継
　  ⑴配信月　　　平成26年５月、６月、９月、12月、平成27年３月
　　　　　　　　　（本会議開催月）
　  ⑵アクセス数　3,002件（平成26年４月～平成27年３月）

部

担当課

執行状況
及び

事業成果

事業概要
市民の議会と市政への関心・理解を高めるため、本会議や委員会での審議・審査内容等
を記載した「議会だより」を年５回全戸配布する。また、迅速性にすぐれたインター
ネットを活用し、市ホームページでの本会議の録画中継を行う。

Ｈ２５

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

議会費目

Ｈ２４

国庫支出金

一般職員

金額

使用料及び賃借料

金額説明（節）

人 人

臨時職員

説明（節）

府支出金

役務費

事　業　費　の　内　訳

委託料

需用費

市債

Ｈ２６

5,088,204円

特定財源

議会だより配布部数 単位

議会費

一般財源
その他

項
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事務事業コード
事業名

市政のしおり発行事業

議会事務局担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

議会及び議員の活動等に資するため、市政概要の冊子を作成し、市ホームページへ掲載
するとともに、議員、職員及び図書館などの公共施設等へ提供する。

議会及び議員の調査活動の活性化に資するため。

作成部数

Ｈ２４

１．発行部数　350部
２．発 行 日  平成26年９月１日
３．判 型 等　Ａ５判（186ページ）

臨時職員

人人

再任用職員一般職員
従事職員数

単位 部

その他

107,730円

市債

直接事業費

人

金額

財　源　の　内　訳

項 議会費

目 議会費

款 議会費

需用費

事業概要

事業目的

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

金額

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源
国庫支出金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

説明（節）
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事務事業コード

府支出金

Ｈ２４

直接事業費

担当課

その他

災害時の緊急情報、行政情報の提供を図るため、FM-HANAKOによるコミュニティ放送を行
う。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

再任用職員一般職員

国庫支出金

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２６

単位

Ｈ２５

市政情報の年間放送日数

項 総務管理費

目 広報費

説明（節）

委託料

臨時職員

人

説明（節）

従事職員数
人 人

市債

事　業　費　の　内　訳
金額

事業目的

一般財源

行政情報や地域情報をはじめ、災害時などに緊急情報を迅速かつ正確に提供するため。
また、行政情報や地域情報を提供することで、市への理解と愛着を深めてもらうため。

　１．防災防犯等緊急情報
　　　災害や犯罪に対する注意喚起及び災害が発生した場合の情報等を随時放送
　２．早朝情報
　　　雨天中止情報等を午前７時から放送
　３．光化学スモッグ情報
　　　発生したときに即時放送
　４．定時番組
　　⑴月曜日～日曜日　午前９時15分～９時28分（さわやかワイド82.4！内）
　　⑵月曜日～金曜日　午後３時３分～３時30分（プロムナード82.4内）
　　　プロムナード82.4内「みんなのかどま」では午後３時３分～３時15分の「元気
　　トークかどま」のコーナーに市民や市職員等が出演
　５．スポットCM
　　　平日５本、土・日曜日４本（20秒スポットCM換算）

　市民の安全と安心を確保するため、災害時には迅速かつ正確な情報を市民に提供で
きる体制を整えている。平時には、行政・イベント情報のほか、市民が主役となった
地域密着型の番組を提供することにより、市民サービスの充実とコミュニティづくり
を進めた。市ホームページにFM-HANAKOの専用ページを配置したほか、広報かどまにお
いては特集を掲載するなどし、市民周知に努めた。

特定財源

款 総務費

金額

財　源　の　内　訳

日

12,973,056円

負担金・分担金・寄附金

事業概要

事業名
FMコミュニティ放送活用事業

秘書広報課

FM-HANAKOによるコミュニティ放送
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平成26年度広報板の修理・新設枚数（140枚中）

　⑴修理　12枚
　
　⑵新設　３枚

　広報板は、老朽化等により、倒壊の危険性等があるものについて修理を実施した。
インターネットの普及により、市民に対する啓発や情報提供はホームページ等に移行
している部分もあるが、自治会等からは、広報板の新規設置の要望等も多くあること
から、重要な情報発信の手段となっている。

327,689円

広報費

負担金・分担金・寄附金 その他

総務費

直接事業費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額

備品購入費

人
従事職員数

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項 総務管理費

目

一般財源
国庫支出金

金額説明（節）

臨時職員

人

再任用職員

府支出金

款

特定財源
市債

財　源　の　内　訳

需用費

事業概要 地域における情報の伝達手段である広報板の設置や維持管理を行う。

事業目的 市民への啓発や行政情報等の提供を行うとともに、地域情報の周知を図るため。

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２６

単位 枚修繕等枚数

Ｈ２４ Ｈ２５

事業名
広報板設置事業

秘書広報課担当課事務事業コード

活動指標
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※各年度末の人数

（人）
平成25年度 平成26年度

　平成25年11月11日からツイッターによる情報発信を開始している。
　運用マニュアル等により、ツイッターによる情報発信に関するルールを定め、行政
情報等を発信し、できるだけ多くの市民等への情報発信に努めた。

　１．ツイッターによる情報発信件数（平成26年度）
　　⑴新着・トピックス　337件
　　⑵緊急情報　　　　　６件
　　　（台風情報、インフルエンザ情報、還付金詐欺情報等）
　２．フォロワー数

金額説明（節）

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

人 人

事　業　費　の　内　訳

一般職員

事業目的

０円

―

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 件

―

一般財源

説明（節）

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

ツイッターが有する即時性や拡散性を活用し、市政情報等を積極的に発信していくほ
か、大規模災害時における迅速な情報提供を図るため。

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

―

活動指標

情報発信件数

府支出金

目

事業概要
ツイッターを活用し、市政情報をより多くの市民に、よりタイムリーに発信すること
で、本市の広報機能の強化を図る。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

ツイッター活用事業

秘書広報課
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四宮校区 グラウンドゴルフ大会・スリータッチボール大会
沖校区 子どもフェスティバル・スポーツ大会・高齢者お楽しみ会

上野口校区

二島校区 グラウンドゴルフ大会（五月田、二島、速見校区共催）

負担金補助及び交付金

説明（節）

五月田校区
グラウンドゴルフ大会（五月田、二島、速見校区共
催）・ふれあい祭

速見校区

門真校区 グラウンドゴルフ大会

大和田校区
グラウンドゴルフ大会・グランドゴルフ大会（大和
田、上野口校区共催）

市民ウォーキング大会

東校区
グラウンドゴルフ大会・ゲートゴルフ大会・スリー
タッチボール大会等

グラウンドゴルフ大会

防災ピクニック・グラウンドゴルフ大会・グラウン
ドゴルフ大会（大和田、上野口校区共催）

脇田校区

一般職員

人 人

再任用職員 臨時職員

役務費

項

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

1,330,055円

事業概要
地域の活性化の促進を図るため、自治連合会、校区自治連合会が行う地域活性化事業に
対して、補助金を交付する。

事業目的 地域活動の活性化を図り、地域における住民相互の交流の充実を図るため。

単位

活動指標

グラウンドゴルフ大会砂子校区

目

負担金・分担金・寄附金府支出金国庫支出金

直接事業費総務管理費

事　業　費　の　内　訳

その他

金額説明（節）金額

Ｈ２６

財　源　の　内　訳

グラウンドゴルフ大会・グラウンドゴルフ大会（五
月田、二島、速見校区共催）

地域活性化まちづくり推進活動補助金交付団体数

補助額(円)

補助率は事業費の1/2に相当する額とし、上限額は世帯数に応じる。

担当課

内容

合計
グラウンドゴルフ大会門真市自治連合会

事務事業コード
事業名

地域活性化まちづくり推進補助事業

地域活動課

校区名

執行状況
及び

事業成果

北巣本校区

総務費

Ｈ２５

団体

Ｈ２４

市債
一般財源

款

特定財源

地域コミュニティ費

人
従事職員数
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上野口校区 盆踊り・模擬店　等

盆踊り・模擬店・歌謡ショー　等

人
従事職員数

府支出金

団体

※補助金の上限額は１団体につき500,000円

盆踊り・模擬店　等沖校区

合計

金額

直接事業費

市債

5,231,603円

事　業　費　の　内　訳

その他

款

単位

事務事業コード 担当課

総務費

砂子校区

速見校区 盆踊り・模擬店　等

再任用職員

特定財源

目

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

臨時職員一般職員

人人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

負担金補助及び交付金

説明（節）

役務費

項 総務管理費

国庫支出金

地域コミュニティ費

一般財源

事業概要
地域の連帯感の高揚、コミュニティ活動の活性化を図るため、小学校区単位で門真まつ
りを実施する団体に対して、補助金を交付する。

事業目的 地域の連帯感の高揚を図り、コミュニティ活動の活性化に寄与するため。

（円）
補助額

執行状況
及び

事業成果

金額

活動指標

補助金交付団体数

Ｈ２４ Ｈ２５

事業名
校区門真まつり補助事業

地域活動課

五月田校区
東校区

模擬店　等
模擬店・歌謡ショー・カラオケ大会　等

脇田校区
北巣本校区 盆踊り・模擬店　等

模擬店・移動動物園　等

校区名
大和田校区
四宮校区
古川橋校区

内容

模擬店　等
模擬店　等
盆踊り・模擬店　等



－ 92 －

交付金額：地域振興支援（18,000円）＋行政協力支援（１世帯年額90円×自治会の世
　　　　帯数）の合計額

金額

交付総額：6,590,160円

一般財源

単位

説明（節）

役務費

世帯

説明（節） 金額

款

総務管理費

事　業　費　の　内　訳

総務費

6,617,180円

市債府支出金 その他

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

地域コミュニティ費

一般職員

負担金補助及び交付金

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

目

臨時職員再任用職員

人 人

活動指標

自治会加入世帯数

Ｈ２４

交付対象：継続して活動している市内117の自治会

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

項

事業概要
住民相互の交流、地域住民の福祉等のため、自治会に対して行政協力支援金を交付す
る。

事業目的
自治会活動の促進を図り、もって地域における住民相互の交流の充実及び地域の活性化
を図るため。

執行状況
及び

事業成果

担当課
事業名

行政協力支援事業

地域活動課事務事業コード
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備品購入費

執行状況
及び

事業成果

大池町

合計

大池町自治会
野口公会堂

会館名

事業名
自治会館建設支援事業

地域活動課

（円）

事業概要

事業目的

地域文化の向上及び福祉の増進を図るためのコミュニティの場として自治会館の建設等
を行う自治会に対して、自治会館建設等事業補助金の交付又は貸し付けを行う。

事務事業コード

自治会館の建設等の促進を図ることにより、自治会活動の振興に寄与するため。

担当課

活動指標

補助金（自治会館建設）交付団体数

Ｈ２４

１．自治会館用地借地料補助事業（会館用地の借地料への補助金を５自治会に交付）

　　自治会館の建設資金の貸付のための預託金　5,000,000円

Ｈ２５

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

総務管理費

役務費

一般財源

負担金補助及び交付金

説明（節）

人 人

臨時職員再任用職員一般職員

人

貸付金

従事職員数

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

総務費

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

金額

その他市債

地域コミュニティ費

財　源　の　内　訳

府支出金

5,890,555円項

目

特定財源
国庫支出金

※補助限度額は、１自治会につき100,000円
２．大池町児童遊園借地料補助事業

単位

　　大池町児童遊園の借地料を負担する大池町自治会に対し借地料補助

３．自治会館建設資金貸付事業
    　年間借地料　752,208円　　補助金額　376,104円　　※１/２を補助

直接事業費

団体

日新

下島町自治会館下島町

日新自治会館

補助金額

上・下島頭自治会館上・下島頭

野口

自治会名 年間借地料
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金額説明（節）

負担金補助及び交付金

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

人 人

事　業　費　の　内　訳

使用料及び賃借料

一般職員

事業目的

921,855円

公民協働費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 校区

１（累計１）

総務費

一般財源

説明（節）

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

市民が地域について自ら考え、課題解決に取り組むことで、「市民力」、「地域力」を
高め、市民が主体となった協働によるまちづくりを推進し、自律発展都市の形成に繋げ
るため。

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

総務管理費

活動指標

地域会議準備会設立数

府支出金

目

事業概要
門真市自治基本条例第16条に規定する中学校区単位を原則とした地域の課題解決をめざ
すとともに、協働推進に取り組む組織である「地域会議」への財政支援等の支援を行
う。

第五中学校区
　平成26年４月に第五中学校区地域会議準備会が設立され、平成27年１月に第五中学
校区地域会議が設立。地域会議において活動拠点の決定や、校区内における地域情報
誌の発行、配布などの活動を実施

第三中学校区
　平成26年７月に第三中学校区地域会議準備会の設立に向けた呼びかけ人会議を実施
し、類似の活動をする大阪狭山市の南中学校区円卓会議の視察などを行い、平成27年
中の地域会議の設立に向けた活動を実施

第七中学校区
　平成27年１月に地域会議の設立に向け、同校区住民代表が公民協働課と懇談。地域
会議準備会の設置条件等を説明し、平成27年中に地域会議準備会及び地域会議の設立
に向けた活動を実施予定

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

自治基本条例推進事業

公民協働課
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Ｈ２４

―

Ｈ２６

特定財源

事業目的
（仮称）地域協働センターを拠点に、地域会議や、その他の地域において活動する各種
団体の活動促進及び相互の交流を図るとともに、新たな協働の担い手となる人づくりを
展開することで、より一層、協働によるまちづくりを推進するため。

（仮称）地域協働センターの整備に向けた取組

活動指標

執行状況
及び

事業成果

１(累計１)―

一般財源

説明（節）

使用料及び賃借料

事　業　費　の　内　訳

その他

金額 説明（節）

地域会議設立数

Ｈ２５

人

市債

人

負担金・分担金・寄附金

一般職員

人

再任用職員

府支出金

金額

項

公民協働費

臨時職員

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

6,103円

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 総務費

総務管理費

事業概要

単位 校区

担当課事務事業コード

　各中学校区における（仮称）地域協働センターの候補地選定を行
い、（仮称）地域協働センター整備構想案及びスケジュール案を作
成。また、第三中学校区、第七中学校区における整備に関し、社会
資本整備総合交付金の活用に向け、都市再生整備計画の提出を行っ
た。

平成26年度

事業名
（仮称）地域協働センター整備事業

公民協働課

市民が主体的かつ積極的に協働によるまちづくりへ参加・参画する環境を整備するた
め、中学校単位で地域の課題解決に向けた、協働による取組を促進する拠点となる（仮
称）地域協働センターの整備を図る。
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＾

団体名

町田市

活動内容

　啓発セミナーやシンポジウムなどを積極的に実施し、地域社会の課題を
ビジネスの手法を活用して解決する取組、地域の新たな起業及び雇用の創
出等が推進されている。
　子どもを預けたい人と預かりたい人とのマッチングサービスや、地産地
消を図るための有償援農ボランティア活動への参加呼びかけなど、複数の
分野において、活動を展開している。

　大阪市は、市職員を対象とした講習の実施やコミュニティビジネスの立
ち上げに関する助成金支援等を実施している。
　また、特定非営利活動法人大阪ＮＰＯセンターは、相談窓口の設置や、
市民等を対象にした講習の実施などを行い、活動の展開が図られている。

大阪市

※町田市及び大阪市の取り組み内容

事業名
コミュニティビジネス推進事業

公民協働課担当課

地域においてコミュニティビジネスの理解を深め、担い手となる人材の発掘・育成を促
進することで、市内におけるコミュニティビジネスの展開に向けた支援を行う。

単位 人

事業概要

事務事業コード

事業目的

　平成26年度においては、平成27年度のセミナー実施に向け、大阪市や東京都町田市
でのコミュニティビジネスの取組等を視察し、調査研究に努めた。

活動指標 Ｈ２４

1,938円総務管理費項

公民協働費

―

Ｈ２６

セミナー参加者数（合計）

Ｈ２５

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 総務費

人

一般職員 臨時職員

人人

特定財源
財　源　の　内　訳

目

事　業　費　の　内　訳
金額

その他府支出金

再任用職員

負担金・分担金・寄附金 市債

執行状況
及び

事業成果

―

これまで培われてきた地域の人材やノウハウ等、様々な資源を活用し、地域の課題解決を図ると
ともに、地域における新たな事業や雇用の創出、働きがいや生きがいを生み出し、地域コミュニ
ティの活性化を図ることで、「市民力」「地域力」を高め、自律発展都市の形成を図るため。

金額

一般財源

説明（節）

使用料及び賃借料

説明（節）
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団体

611,134円

市債府支出金

財　源　の　内　訳

款

直接事業費

一般財源
特定財源

人

負担金補助及び交付金

国庫支出金

金額

旅費

事　業　費　の　内　訳

役務費

需用費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

地域コミュニティ費

総務管理費

総務費

再任用職員
従事職員数

説明（節）

人

金額説明（節）

臨時職員一般職員

人

単位

Ｈ２４

　自立支援交付金　  　（３団体）

NPO法人の交付金交付団体数

執行状況
及び

事業成果

その他負担金・分担金・寄附金

項

目

事務事業コード

事業概要
公民協働の推進を図るため、NPO法人の設立時及び初動期に活動支援事業交付金を交付す
る。

事業目的 市民公益活動法人を支援し、自立を促すとともに、公民協働の推進を図るため。

Ｈ２６Ｈ２５活動指標

特定非営利活動法人門真はすねクラブ

事業名
NPO設立支援事業

地域活動課

補助額

担当課

門真市市民公益活動法人活動支援事業交付金交付事業

特定非営利活動法人麦の子共同保育園
合計

※補助金の上限額は１団体につき200,000円

特定非営利活動法人ことはじめ

団体名
（円）
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　⑴指定管理者  「特定非営利活動法人あいまち門真ステーション」

　⑸主たる事務所が市内にのみあるNPO法人数

　⑷NPO・ボランティア団体等相談件数　   16件

　　            会議室利用回数　　     636回
　⑶利用状況（年間利用回数）

　　　　　  　・市民公益活動事業への支援業務等
　　　　　　  ・施設の維持管理業務
　⑵業務内容　・施設利用に関する業務

　　　　　　　  指定管理委託料　  15,364,652円

回

16,897,805円

その他

金額説明（節）

市民等が営利を目的とせず、自発的かつ自主的に取り組む社会貢献活動を支援し、行政
との協働を促進することを目的として、市民公益活動支援センターの運営を行う。

事業目的

国庫支出金 府支出金 市債

Ｈ２６

直接事業費総務管理費

単位

款

Ｈ２５

事務事業コード

総務費

事業概要

金額

市民公益活動支援センター施設管理運営業務

負担金・分担金・寄附金

特定財源
一般財源

会議室利用回数

Ｈ２４

従事職員数

使用料及び賃借料

需用費

委託料

事　業　費　の　内　訳

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節）

人人

一般職員 臨時職員再任用職員

人

担当課

市民等が営利を目的とせず、自発的かつ自主的に取り組む社会貢献活動を支援し、行政
との協働を促進することにより、活力ある地域社会の実現に寄与するため。

市民公益活動支援センター費

執行状況
及び

事業成果

　　（平成27年３月末現在）　　　　     26団体

項

目

財　源　の　内　訳

　⑹事務ブース利用団体数　　　　　     12団体

事業名
市民公益活動支援センター運営事業

地域活動課
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事業概要

事務事業コード
事業名

人・まち・元気事業

公民協働課担当課

Ｈ２６Ｈ２５

協働によるまちづくりを推進するため、市民の市政や地域活動、まちづくりへの関心を高め、協
働の意識を醸成することを目的に、職員が講師として出向き講義を行う出前講座、テーマごとに
短期集中型で学ぶ市民講座、専門的な知識を得ることができる市民大学を実施するもの。

事業目的
出前講座や市民講座及び市民大学を通じて市民の協働意識の醸成を図り、協働の担い手
を育成し、協働によるまちづくりを推進するため。

単位 人

子育て・教育
安全まちづくり

０人

執行状況
及び

事業成果

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

一般職員 臨時職員

人

金額

その他市債負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

役務費

委託料

説明（節）

人

活動指標

かどま市民大学への参加人数（延べ）

直接事業費 1,666,924円

特定財源

公民協働費

項 総務管理費

国庫支出金

財　源　の　内　訳

目

一般財源

説明（節）

府支出金

金額

使用料及び賃借料

○自治基本条例出前講座
　計27回開催し、延べ729人に対し、条例の内容や目的等について説明を行った。
○かどま市民講座
　第５次総合計画の６分野に沿ってテーマを設定し、平成27年２月21日、28日、３月
７日の午前・午後、計６回の講座を行い、延べ103人の参加があった。
○かどま市民大学
　地域リーダーコース、分野別専門コース、聴講生の３つのコースを設定し、全28回
の講座、全５回のグループワークを行い、延べ62人の参加があった。

※平成26年度かどま市民大学実績 （参加人数）
コース 受講生 修了生

○協働によるまちづくり人材バンク
　平成26年11月に創設し、平成27年３月末で延べ90件（団体含む。）の登録があった。

０人
１人

１人

地域リーダーコース 18人 ９人
３人地域活性化

０人

―

Ｈ２４

分野別専門コース ６人
３人 １人

２人
生涯学習

聴講生 （延べ）30人
合計 （延べ）62人 （延べ）16人

健康福祉
環境・産業振興 ２人２人



－ 100 －

事業

※補助金は事業費の１/２に相当する額とし、上限額は１団体につき500,000円

若者が中心となり、日頃身に付けたスポーツ・音楽・ジャズダン
スの技術発表のイベントを地域の総合力で開催し、スポーツ、レ
クレーションの振興を通じ地域の活性化と、地域のコミュニティ
の再生を図る。

220,000円

子育ての孤立や不安感の解消に取り組み、育児力を向上
させ、安心して産み育てる町をつくる。

門真ジャズフェスティバル2014を開催し市域の活性化
と、市民音楽文化の育成、向上をはかる。

500,000円

認知症の方と介護するご家族が、共に集い語り合える場所として
お寺を借りてサロンを実施し、介護経験者同士の対話や専門家へ
の相談などを通じて在宅介護における精神的負担を軽減、高齢者
虐待などを防止することを目的とする。

110,000円

説明（節）

単位

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金府支出金

財　源　の　内　訳
特定財源

直接事業費 2,214,400円

地域コミュニティ費

その他市債

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額

国庫支出金
一般財源

負担金補助及び交付金

報償費

需用費

報酬

一般職員
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項 総務管理費

目

款 総務費

臨時職員

人 人

再任用職員

活動指標

市民公益活動事業申請数

Ｈ２４

役務費

人

事業名
市民公益活動事業補助事業

地域活動課担当課事務事業コード

2,092,000円

執行状況
及び

事業成果

500,000円

469,000円

事業概要
NPO法人等が自発性と創意工夫によって新たな事業を立ち上げ、又は事業を拡大すること
を誘発し、もって市民公益活動の促進を図るため、市民公益活動支援公募補助金を交付
する。

合計

社会的交流を持つ機会の少ない「０歳～３歳児」の親子を対象に、気
軽に社会参加の出来る機会を作り、コミュニケーションの取りやすい
環境を作る事で、日頃の子育ての不安を少しでも解消出来る機会を増
やし、最終的に子育ての悩みからくる虐待行為を未然に防ぐ事を目的
とする。

応募事業数　　８事業　　補助金交付事業　　６事業

門真市介護保
険サービス事
業者連絡会

特定非営利活
動法人ことは
じめ

特定非営利活動
法人あいまち門
真ステーション

門真ジャズフェス
ティバル実行委員
会

事業目的 市民公益活動の促進を図るため。

293,000円

補助額事業提案内容

門真に活気あふれる賑わいづくりを行います。市内は勿論、近隣
都市より来訪集客も狙い、市内での商業の活性化並びに子供たち
の健全育成にも寄与し、蓮ちゃんを代表するゆるキャラ達の人気
を笑顔に変えて門真を盛り上げます。

NPO法人ボ
ディ・アライ
アンス

種類

未来創造型

テーマ⑤
在宅児に対
する子育て
支援

未来創造型

未来創造型

テーマ⑤
在宅児に対
する子育て
支援

未来創造型

あわてんぼうワン
ちゃんとゆっくり
カタツムリさんの会
ステップ・ステップ

団体名
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担当課

平成26年度　　累計発行額　　106,664,700蓮

執行状況
及び

事業成果

活動指標

加盟店店舗数

Ｈ２４

手助け活動実績   283件

単位

事業名
地域通貨発行運営交付金事業

地域活動課

事業概要
コミュニティの活性化、多様なボランティア活動の誘発と連携、市内の経済の活性化を
図るため、自主的・自発的に地域通貨を発行運営する市内NPO法人に交付金を交付する。

事業目的 市内のコミュニティの再生及び活性化並びに経済の活性化を図るため。

交付金交付団体　　特定非営利活動法人あいまち門真ステーション

話し相手、室外作業、室内作業、外出補助、買い物補助等

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

人 人

金額 金額

総務費

項

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

5,447,000円

国庫支出金

負担金補助及び交付金

負担金・分担金・寄附金 市債

説明（節）

総務管理費

財　源　の　内　訳

目

一般財源

地域コミュニティ費

その他
特定財源

府支出金

直接事業費

　　　　　　　累計換金額　　 99,248,500蓮
　　　　　　　累計流通額　　  7,416,200蓮

事務事業コード

Ｈ２５ Ｈ２６

店
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・市民課に属する業務

・その他の業務

４

件

※平成25年度より印鑑の登録及び廃止と住基カード交付申請受付を開始した。

なみは
やドー
ムプー
ル入場
引換券

執行状況
及び

事業成果

戸籍の
附票

し尿
処理券

通

通

住民票
記載事
項証明
書

ゴミ
処理券
600円

件

事業名
南部市民サービスコーナー運営事業

南部市民センター事務事業コード

印鑑登
録証明
書

印鑑の
登録及
び廃止

その他

Ｈ２６

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

使用料及び賃借料

旅費

役務費

報酬

府支出金 負担金・分担金・寄附金

Ｈ２４

戸籍
除籍・
原戸籍

住民票
年金現
況届証
明

金額

財　源　の　内　訳

事業概要

事業目的

市民の利便性の向上を図るため、各種証明書等の発行、し尿処理券・粗大ゴミ処理券・
なみはやドームプール入場引換券の販売等を行う。

本市における窓口サービスの向上により、市民の利便性を図るため。

不在住
証明

母子健
康手帳

住居表
示証明

住基
カード
交付申
請受付

9,308,366円

活動指標

市府民
税課税
証明書

ゴミ
処理券
300円

Ｈ２５

証明書等発行件数

担当課

その他
戸籍の
証明

項 総務管理費

目

一般財源

単位 件

４

市債

臨時職員

説明（節）

再任用職員

人

款 総務費

南部市民センター費

平成26年度　証明書等の発行状況

特定財源
国庫支出金

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

人

一般職員
従事職員数
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金額

戸籍住民基本台帳費

単位

その他

直接事業費 2,366,200円

【執行状況】
  ○配置場所　別館１階　市民課カウンター前
  ○事業内容
    派遣業者に委託したフロアマネージャーを番号案内発券機付近に配置し、申請手
  続に来庁した市民に対して、的確な案内業務を行った。

【事業成果】
　平成26年４月の機構改革に伴う市民課への国民年金グループ編成や、それに係る番
号案内システムの移設改修、証明発行カウンターのレイアウト変更及び平成26年７月
からの大阪府権限移譲による旅券発給事務開設などの理由から、窓口混雑状況の変化
や証明発行及び申請・届出件数に増加がみられたが、申請手続時に市民に対して、的
確な案内業務を行うことにより、待ち時間の短縮など手続きが円滑に行えるようにし
た。

款 総務費

一般財源

説明（節）

市債

金額説明（節）

財　源　の　内　訳
特定財源

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金府支出金

需用費

委託料

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人 人

一般職員

項 戸籍住民基本台帳費

目

臨時職員

国庫支出金

再任用職員

事業概要
市民課の申請手続時に市民に対して、的確な案内業務を行うことにより待ち時間の短縮
など窓口サービスの改善を目的としてフロアマネージャーを配置する。

事業目的
来庁者に対し、申請書の記入方法や受付窓口を案内するなどの窓口サービス向上を図る
ため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

証明発行及び申請・届出の受付件数 件

事業名
市民課窓口フロアマネージャー配置事業

市民課事務事業コード

Ｈ２４

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６



－ 104 －

事務事業コード 担当課

案内件数 単位

負担金・分担金・寄附金

件

一般財源

Ｈ２６

国庫支出金

Ｈ２４

従事職員数
人

特定財源

金額 金額説明（節）

Ｈ２５

府支出金

2,392,552円

市債 その他

人

再任用職員一般職員

説明（節）

国民健康保険費

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

需用費

項 国民健康保険費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

目

事業概要
国民健康保険の申請手続時に市民に対して、的確な案内業務を行うことにより待ち時間
の短縮など窓口サービスの改善を目的としてフロアマネージャーを配置する。

事業目的
来庁者に対し、受付窓口を案内するなどの案内業務を通じて、窓口サービス向上を図る
ため。

委託料

【執行状況】

  ○配置場所　市役所別館１階　健康保険課カウンター前
　
　○事業内容
      国民健康保険の申請手続等での来庁者の待ち時間の短縮やスムーズな手続を図
    るため、市民課との共同で派遣業者に委託したフロアマネージャーを番号案内発
    券機前に配置することにより、来庁者に対し的確な案内を行った。
　
　
　
【事業成果】
　平成18年度よりフロアマネージャーを配置することにより、窓口の混雑を緩和させ
ることができた。

事業名
国民健康保険窓口フロアマネージャー配置事業

健康保険課
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平成26年度受付者数    　 　53,937人

事業名
受付案内サービス事業

総務管財課担当課

　庁舎別館１階に窓口を設置し、平日午前９時から午後５時30分まで派遣職員にて対
応している。来庁者がスムーズに目的の部署に行くことができるよう対応を行ってい
る。

・平成26年４月から平成27年３月までの窓口案内実績                      （人）

来庁者数

受付者数

　 ９月 11月

委託料

単位 人

説明（節） 説明（節）

事業概要 来庁者の利便性の向上を図るため、案内業務を行う。

事業目的

款 総務費

財　源　の　内　訳

Ｈ２５ Ｈ２６

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

需用費

項 総務管理費

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

12月 １月

来庁者に対し受付窓口を案内するなどの窓口サービス向上を図るため。

事務事業コード

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

金額金額

その他
一般財源

府支出金

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

国庫支出金

2,390,729円

市債

一般管理費

特定財源
負担金・分担金・寄附金

受付案内利用者数

Ｈ２４

２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 10月

別
館

平成26年度来庁者数   　 　288,124人
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総務費

市債
一般財源

一般管理費目

金額

その他

総務管理費 直接事業費

特定財源
府支出金

旅費

報償費

報酬

役務費

人

8,121,074円

説明（節）

Ｈ２５

単位

負担金・分担金・寄附金

金額
事　業　費　の　内　訳

活動指標

事務事業コード

「市民ご意見番」参加者数

国庫支出金

Ｈ２４

事業目的
第５次総合計画に掲げる施策をより効率的・効果的に推進し、将来像として掲げた
「人・まち“元気”体感都市　門真」の実現を図るため。

委託料

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

再任用職員

項

人

説明（節）

臨時職員

人

一般職員
従事職員数

人

財　源　の　内　訳

款

Ｈ２６

「門真市第５次総合計画」の各施策について、学識経験者で構成する施策評価委員会を開催し、施策展開の
進捗状況を評価するとともに、評価結果に基づき改善を図るＰＤＣＡサイクルの仕組みを構築する。また、
事務事業についても「市民ご意見番」制度によるアンケート調査を実施し、市民ニーズに基づいた評価作業
を行う。

事業概要

担当課

執行状況
及び

事業成果

　「門真市第５次総合計画」が計画策定から５年経過することを受け、施策の進捗状
況及び社会経済情勢などの変更を踏まえ、中間見直しを行った。中間見直しに際して
は、公募市民や学識経験者などで構成する「門真市総合計画審議会」を開催したほ
か、庁内検討会議や市民意識調査アンケート、改定案に係るパブリックコメント（意
見公募手続）を実施した。

○門真市総合計画審議会の開催（３回）
　平成26年７月３日、11月19日、平成27年１月26日

　公募市民からなる「市民ご意見番」によるアンケート方式での事務事業評価を実施
した。
　また、市民で構成する「門真市第５次総合計画施策評価委員会ワーキンググルー
プ」において、市民の視点で「門真市第５次総合計画」に掲げる各基本施策について
自由に意見交換を行っていただき、それらの意見及び「市民ご意見番」による評価結
果を基礎資料として、６人の学識経験者で構成する「門真市第５次総合計画施策評価
委員会」により、進捗状況等の評価を行った。

〇門真市第５次総合計画施策評価委員会の開催（３回）
　平成26年８月19日、９月10日、10月14日
〇門真市第５次総合計画施策評価委員会ワーキンググループの開催（２回）
　平成26年８月19日、31日

事業名
第５次総合計画進行管理事業

企画課
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事業概要

事業名
幸福度指標策定事業

企画課

人やまちの心の豊かさ（幸福度）を向上させていくためのツールである幸福度指標につ
いて調査研究を行い、門真市幸福度指標の策定を行う。

項

事務事業コード 担当課

臨時職員

活動指標

門真市幸福度指標策定委員会開催回数

府支出金

単位 回

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

市債

総務費

一般財源

旅費

一般管理費

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額

その他

人 人

委託料

特定財源
国庫支出金

金額説明（節）

9,709,270円

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２６

一般職員

―

目

役務費

報酬

財　源　の　内　訳

Ｈ２５

直接事業費総務管理費

―

第２回 平成26年10月28日
・市民の幸福感に関するアンケート調査結果の報告につい
て
・門真市幸福度指標（案）の検討について

事業目的

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２４

第３回 平成27年１月23日

・「市民の幸福感に関するアンケート調査」の主な調査結
果について
・門真市幸福度指標（案）の答申案について
・門真市幸福度指標の市政への活用について
・答申

市民生活における幸福度を向上させていくため。

〇門真市幸福度指標策定委員会

　門真市幸福度指標策定に当たり、意見を反映するため、市民に対するアンケートを
実施した。また、公募市民・学識経験者・市職員で構成する「門真市幸福度指標策定
委員会」を開催した。

開催日 概要

第１回 平成26年８月28日

・委員長、副委員長の選出について
・諮問
・会議の公開について
・幸福度指標に関する、門真市におけるこれまでの検討経
緯について
・幸福度市民アンケート調査の結果について
・今後のスケジュールについて
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○人事評価制度
　平成20年度から人事評価制度を導入し、人材育成の一環として段階的に対象を拡
大、平成24年度から管理監督職全員を対象に実施した。また、平成24年度から評価結
果をこれまでの人材育成や異動、昇任への活用に加え、勤勉手当及び昇給に反映させ
た。なお、平成26年度は、試行的に副参事・主任級以下の職員についても実施した。

○人事評価研修（前期・後期）
　１．実施日　平成26年７月24、29、30日（前期）
　　　　　　　平成26年12月18日、平成27年１月８、９日（後期）
　２．受講人数　118人（前期）・72人（後期）
　３．研修内容
　　⑴人事評価の意義
　　⑵本市における人事評価制度のポイント
　　⑶評価者の心構えと評価実施上の基本ポイント
　　⑷面談のポイント

事業名
職員人事評価事業

人事課

―
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 ―

特定財源
国庫支出金

直接事業費

負担金・分担金・寄附金
一般財源

課長補佐以上

評価対象者

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２４

項 ―

目

人

府支出金

再任用職員一般職員

担当課

Ｈ２５

課長補佐以上

Ｈ２６

職員の能力や業務に対する取組姿勢、目標の達成度に対する業績評価を行い、職員の人
材育成と能力の向上と組織の活性化を進める。また、職員の能力、業績を重視した人事
管理を行う。

職員の人材育成と能力の向上を目指し、組織の活性化の推進を図るため。

従事職員数
臨時職員

全職員（副参事以下は試行実施）

その他

０円

市債

人 人

金額金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節） 説明（節）

単位 ―

事務事業コード

財　源　の　内　訳

事業概要

事業目的
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Ｈ２４ Ｈ２５

事務事業コード

人

事業目的
職員の職務の遂行に必要な知識、技能及び教養の向上を図り、公務員としての資質を高
めるため。

担当課

単位

Ｈ２６

事業名
職員研修事業

人事課

事業概要
職員が業務を行う上で必要な知識の習得、能力や資質の向上を図るため、人材育成基本
方針に基づいた研修計画に沿って、職員の役職や業務内容に応じた効果的な研修を企画
し、実施する。また、必要に応じて他の研修機関等への職員の派遣も行う。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

執行状況
及び

事業成果

活動指標

研修参加者の延べ人数

総務費

財　源　の　内　訳

項

人

一般職員 臨時職員

負担金補助及び交付金

再任用職員

特定財源

従事職員数
人

府支出金

役務費

使用料及び賃借料

負担金・分担金・寄附金

金額

国庫支出金

人

直接事業費

説明（節）

4,976,972円

職員研修費

総務管理費

その他市債

説明（節） 金額

平成26年度　門真市職員研修

○研修参加者数　延べ2,080人

○研修項目
　１．一般研修
　　研修内容：　新規採用職員研修、現業職員研修、管理監督職員研修等
　２．特別研修
　　研修内容：　人権問題研修、IT能力向上研修、指導者養成研修等
　３．派遣研修
　　  派遣先：　国際文化アカデミー、マッセOSAKA等
　
○研修実施期間　平成26年４月１日～平成27年３月31日

一般財源

報償費

旅費

需用費

目

事　業　費　の　内　訳
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執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

通電件数
①

56.21％

事業名
市税コールセンター運営事業

納税課

Ｈ２６

納付承諾率
②/①

単位 件

27,244,620円

事業概要
新たな市税滞納者の発生を防ぐため、現年課税分のうち納付期限を過ぎても納付のない
納税者に対し、保険収納課及び保育幼稚園課と合同でコールセンターを設置し、自主納
付の呼びかけ等納税勧奨を行う。

事業目的
現年課税分について現年中に納税勧奨を行い、新たな市税滞納者の発生を防止するとと
もに市民の納税意識を高め、市税徴収率の向上を図るため。

納付確認額
④

納付達成率
④/③

一般職員

事　業　費　の　内　訳

役務費

人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

市債

金額金額説明（節）

臨時職員

人

3,139,298円

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 その他負担金・分担金・寄附金

直接事業費

府支出金

総務費

委託料

説明（節）

項 徴税費

一般財源

目 賦課徴収費

48,465,550円

Ｈ２５活動指標

架電件数

Ｈ２４

納付対象額
③

2,167件

納付承諾件数
②

1,644件

担当課

75.87％

  市税徴収率向上の取組として、コールセンターによる納税勧奨を行い税金の未納を
早期に防止したことにより、56.21％の納付達成率が図られた。
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（件）

軽自動車税

市・府民税

計
軽自動車税

計

その他

Ｈ２６

金額金額

特定財源

直接事業費

財　源　の　内　訳

Ｈ２５

5,962,938円

賦課徴収費

一般財源

担当課

○コンビニによる収納額

固定資産税・都市計画税

納付忘れの防止や納めやすい環境を構築することにより、納期限内完納を推進し徴収率
向上を図るため。

（千円）○コンビニによる収納件数
市・府民税
固定資産税・都市計画税

事業名
市税徴収事務事業

納税課

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

督促状発送件数

Ｈ２４

事業概要
市税の納付を促進するため、コンビニエンスストアでの納付を可能とし、納税者の利便
性を向上し納付機会を拡充する。

単位

事業目的

件

事務事業コード

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

委託料

項 徴税費

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

府支出金国庫支出金 負担金・分担金・寄附金 市債

説明（節）

臨時職員
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納付承諾件数
②

803件

通電件数
①

480件

納付達成率
④/③

13,399,650円 8,654,310円

納付承諾率
②/①

  保育料収納率向上の取り組みとして、コールセンターによる納付勧奨を行い保育料
の未納を早期に防止したことにより、64.59％の納付達成率が図られた。

納付対象額
③

納付確認額
④

一般財源

架電件数

Ｈ２４

児童福祉総務費

特定財源
負担金・分担金・寄附金

事務事業コード

直接事業費

人

金額

臨時職員

人

市債

金額

府支出金

一般職員

事　業　費　の　内　訳

国庫支出金 その他

Ｈ２５ Ｈ２６

説明（節）

目

単位 件

従事職員数
人

再任用職員

執行状況
及び

事業成果

活動指標

役務費

項 児童福祉費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳

1,985,100円

委託料

・市債権の適正管理を図るため。
・保育料収納率の向上を図るため。

事業名
保育料コールセンター運営事業

保育幼稚園課担当課

説明（節）

事業概要
市税・国民健康保険料の自主的な納付を呼びかける「もしもし案内センター」の対象を
保育料まで拡大し、市民負担の公平性を確保する。

事業目的
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2,794,010円 287件

現年度分収納率 収納額 収納件数

70,908,400円 4,154件

滞納繰越分収納率 収納額 収納件数

執行状況
及び

事業成果

活動指標

民生費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

児童福祉費 307,450円

国庫支出金

直接事業費

その他府支出金
一般財源

件

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

目

款

金額

項

児童福祉総務費

特定財源
財　源　の　内　訳

人

再任用職員 臨時職員

人
従事職員数

人

一般職員

コンビニ収納件数

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２６Ｈ２４

委託料

担当課

Ｈ２５

事務事業コード

事業概要
保育料をコンビニエンスストアで収納できるようにする。保護者の納付機会・場所を拡
大し、利便性を向上させて収納額の確保、収納率の向上を図る。

事業目的 保育料の収納率の向上のため。

事業名
保育料コンビニ収納事業

保育幼稚園課

市債

単位
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【執行状況】
　平成26年11月に、府域LGWANネットワーク（※）の更新作業、平成27年２月に統合型
GISシステム（地図情報システム）のサーバ機器の更新・バージョンアップを行った。
　
　※大阪府のLGWAN設備と府内市町村を結ぶ行政専用の総合行政ネットワーク
　（LGWAN）を利用するために必要な回線等の設備機器の総称

【事業成果】
　全体的に、年度を通じて、住民サービスや行政業務に大きな支障を与えるようなシ
ステム障害や故障、ウイルス感染等のセキュリティ事故は生じず、安定した運用を行
うことができた。
　既存機器の賃借や保守等、経常予算以外の大きな作業としては、府域LGWANネット
ワークの更新作業と統合型GISシステムのサーバ機器更新があり、府域LGWANネット
ワークの更新作業は、大阪府及び事業者との調整により、当初予定の平成27年１月よ
りも大幅に時期を繰り上げて平成26年11月に障害も無く無事スムーズに完了した。
　統合型GISシステムのサーバ機器更新とバージョンアップは、当初予定のとおり平成
27年２月に無事完了し、本稼働している。

一般財源

事　業　費　の　内　訳

旅費

負担金補助及び交付金

府支出金 市債負担金・分担金・寄附金

金額

役務費

需用費

説明（節）

人人

再任用職員一般職員
従事職員数

人

委託料

使用料及び賃借料

臨時職員

金額説明（節）

その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

項 総務管理費

目

単位 個

Ｈ２５

直接事業費 156,755,353円

ＩＴ推進費

事業目的 行政事務の効率化や住民サービスの向上を図るため。

Ｈ２６

執行状況
及び

事業成果

活動指標

クラウド・ASP型等のシステム

Ｈ２４

事業名
庁内ICT環境整備事業

企画課事務事業コード

事業概要
ICT（情報通信技術）化を推進し、行政事務の効率化や住民サービスの向上を図るため、行政事
務に必要なパソコンや出先機関とのネットワーク及び総合行政ネットワーク（LGWAN）などのイ
ンフラ環境整備と庁内事務システムの構築及び維持管理を行う。

担当課
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事業概要
住民情報システムの運用を標準的な事務に対応したパッケージシステムを本市の包括的
なアウトソーシングの事務形態に合わせ、適正に運用管理することで、法改正対応コス
ト・運用管理コストの妥当性の確保と効率的な業務運用を行う。

事業目的
法改正対応コスト・運用管理コストの妥当性の確保と業務の標準化を含めた効率的な業
務運用の実施を図ることを目的とする。

事務事業コード 担当課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源
国庫支出金 その他

金額

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金
一般財源

項

市債

433,194,006円

総務費

直接事業費総務管理費

ＩＴ推進費

会議（月例・臨時）開催回数

Ｈ２４

単位

Ｈ２６

【執行状況】
　総合行政システムの運用コストの削減と業務効率化を目的に再構築を行い、平成24
年１月５日より本稼働し運用を開始した。
　法改正への主な対応として、平成24年度には「住民基本台帳法」改正への対応、平
成24年度から平成25年度にかけては「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援
するための法律」への対応、そして、平成26年度においては、「行政手続における特
定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」及び「子ども・子育て支援新
制度」への対応を行った。

【事業成果】
　本市の事務フローに合わせた機能付加を行い、改修経費・経常経費が割高になって
いた旧システムに比して、機能が標準化され多くの自治体で利用されている既製品の
住民情報システムのパッケージシステムを採用することによって、大規模な法改正に
対し、開発費や改修費のコストダウン・標準的な機能を利用することによる事務経費
のコストダウンを図ることができた。
　平成24年度は「住民基本台帳法」の改正、平成26年度は「番号制度」、「子ども・
子育て支援新制度」など非常に大きな制度改正や法改正への対応を行ったことで一時
経費が発生しているものの、経常経費は旧システムの年間平均約3.5～4.0億円（契約
ベース）から、現行システムでは年間平均約2.7億円（契約ベース）に下がっており、
効果的なコストダウンを図ることができた。

事業名
住民情報システム等運用事業

企画課

委託料

金額

負担金補助及び交付金

人
従事職員数

再任用職員一般職員

人

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

回

活動指標 Ｈ２５

款

目

府支出金

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 説明（節）
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Ｈ２６

単位 件

計

旅費

水道局発注分

説明（節） 金額

項

目

説明（節） 金額

委託料

人

総務費

一般財源
国庫支出金

従事職員数
人

一般管理費

特定財源
財　源　の　内　訳

款

再任用職員一般職員

使用料及び賃借料

総務管理費 直接事業費

門真市発注分

工事

Ｈ２５

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

人

事　業　費　の　内　訳

その他市債

事業目的 入札契約事務の公正性・透明性の確保、競争性の向上や効率化を図るため。

府支出金

3,947,818円

Ｈ２４

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

執行状況
及び

事業成果

活動指標

０

工事及びコンサルタント業務電子入札対象件数

担当課

事業概要
入札事務の公正性、透明性等の向上や、入札における事務の効率化を図るため、電子入
札システムを導入しインターネット環境を活用した入札事務を行う。

事務事業コード

　平成26年度における電子入札システムを用いて行った入札件数については、下記の
とおりである。

工事に係る設計業務

事業名
電子入札システム運用事業

法務監察課

電子入札実施件数 （件）

計
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金額説明（節）

単位

3,782枚

合計印鑑登録証明書

1,536枚

款

Ｈ２６

人
従事職員数

人 人

再任用職員一般職員 臨時職員

その他

Ｈ２５

総務費

4,622,674円

市債国庫支出金

事務事業コード

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

負担金補助及び交付金

役務費

委託料

財　源　の　内　訳

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

活動指標

証明書発行枚数

Ｈ２４

金額

目

事　業　費　の　内　訳

項 総務管理費/戸籍住民基本台帳費

一般財源
府支出金

直接事業費

2,246枚

証明書発行枚数

ＩＴ推進費/戸籍住民基本台帳費

旅費

特定財源

枚

事業概要
市民の利便性向上を図るため、住民票等をコンビニエンスストアにおいて住民基本台帳
カードを利用することで交付できるように整備する。

事業目的 市民の利便性向上を図るため。

【執行状況】
　現在、コンビニエンスストアで住民票と印鑑登録証明書交付が可能となっている。
　なお、平成27年３月現在、全国で97団体が実施し、セブン－イレブン、ローソン、
サークルＫサンクス及びファミリーマートで取得可能である。

【事業成果】
　下記のとおり証明書の発行を行った。

担当課

住民票

事業名
証明書コンビニ交付サービス事業

市民課
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○電子申告導入による効果
　
住民の利便性の向上：申告書等の紙出力、添付資料の複写、提出先地方団体ごとの仕
　　　　　　　　　分け封入作業等が削減した。
　　　　　　　　　　申告書送付のためのコストが削減した。
　
事務合理化の効果：郵便物の開封・仕分け作業が削減した。
　　　　　　　　　基幹システムとデータの連携によりパンチ入力作業が削減した。
　　　　　　　　　紙資料の保管が不要になることにより保管スペースが減少した。
　　　　　　　　　プレ申告書等の出力・封入・郵送費が削減した。

金額

Ｈ２５ Ｈ２６

特定財源

金額 説明（節）

その他市債負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

委託料

臨時職員

人 人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

一般職員

2,250,000円

賦課徴収費

Ｈ２４

目

徴税費

事　業　費　の　内　訳

事業概要
市民の利便性向上を図るため、市税に関する申告・届出等の手続きがインターネットを
利用してできる環境の整備を行う。

事業目的

単位

電子申告化することにより、市民の利便性の向上と事務の合理化を図るため。

執行状況
及び

事業成果

件

活動指標

周知媒体件数

担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 直接事業費

事業名
市税電子申告事業

課税課

総申告数電子申告数

○平成26年度市税電子申告等利用状況

利用率（％）

固定資産税（償却資産）

法人市民税

　

全体

給与支払報告書
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第１回総務
主管者会議

会議種類

・平成25年度事業報告及び決算について
・平成26年度監事の選任について

会議種類

第１回幹事
会議

平成27年３月13日

平成27年３月26日

執行状況
及び

事業成果

目

款 総務費

活動指標

【執行状況】

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

事業名
広域連携推進事業

企画課

事業目的

広域的な共通課題の解決を図り、市民生活の利便性を向上させるため、大阪市及び大阪
市に隣接する都市並びに北河内地域７都市間の連携について検討する。

事業概要

人

再任用職員

説明（節） 金額

単位会議等開催回数

Ｈ２４

総務管理費

一般財源
国庫支出金

直接事業費項

人

・平成27年度予算について
・平成27年度事業計画について

Ｈ２５ Ｈ２６

回

臨時職員
従事職員数

特定財源

人

旅費

一般職員

負担金補助及び交付金

38,200円

市債府支出金

金額

担当課

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

財　源　の　内　訳

一般管理費

負担金・分担金・寄附金

（書面開催）

その他

・平成27年度事業計画について

北河内都市連絡会（北河内７市で構成）

住民の日常生活や経済活動が広域化している状況において、大都市圏における自治体が
連携し広域的な共通課題の解決を図り、市民生活の利便性を向上させるため。

事務事業コード

【事業成果】
  上記の会議に出席し、大阪府からの権限移譲をはじめとする動きが進められている
ことから、事務の広域連携の可能性の検討をはじめとする都市間連携の可能性につい
て議論を行った。

開催日 概要

第１回主担
者会議

平成26年７月29日
・平成25年度の取組内容について
・平成26年度の取組計画について

大阪市隣接都市協議会（大阪市及び大阪市に隣接する各市で構成）

第２回総務
主管者会議

概要開催日
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（点）

款

四條畷市民

その他

交野市交野市民

その他

財　源　の　内　訳

０円直接事業費

負担金・分担金・寄附金

特定財源
一般財源

Ｈ２５

項

市債

Ｈ２６

―

一般職員

金額
事　業　費　の　内　訳

臨時職員

人

再任用職員

人

金額

従事職員数
人

説明（節）

事業目的
・北河内の広域行政推進のため。
・北河内地区図書館の相互利用推進のため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

単位

（点）

点

大東市民

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

目

―

―

説明（節）

国庫支出金 府支出金

Ｈ２４

門真市から北河内７市の市民（在住・在勤・在学）への年間貸出点数

寝屋川市民

枚方市民

事業概要

大東市

担当課

枚方市

図書館の広域利用を促進し、住民相互の学習の場を拡大するため、北河内地域７市の住
民（在住・在勤・在学）の図書館利用を可能とするなど、利用者の利便性の向上を図
る。

事務事業コード

守口市民 守口市

門真市民の他市からの年間借受
点数

事業名
北河内地区図書館広域利用事業

図書館

※その他は摂津市民等、北河内での在勤、在学者

合計

門真市から北河内７市の市民
（在住・在勤・在学）への年
間貸出点数

寝屋川市

四條畷市

合計
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説明（節）

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節） 金額

特定財源

再任用職員

人 人

臨時職員

金額

市債

事　業　費　の　内　訳

一般財源

項

―

直接事業費

活動指標

財　源　の　内　訳

０円

国庫支出金 その他

目

府支出金

担当課

Ｈ２４ Ｈ２５

・大阪市隣接都市協議会の推進のため。
・大阪市立図書館との相互利用推進のため。

点門真市から大阪市民（在住者）への年間貸出点数

Ｈ２６

単位

款 ―

―

負担金・分担金・寄附金

事業名
大阪市隣接都市協議会図書館部会連携事業

図書館

事業目的

執行状況
及び

事業成果

事業概要

事務事業コード

大阪市隣接都市協議会図書館部会において大阪市と門真市で協定を結び、大阪市と門真
市住民の相互図書館利用を可能とすることにより、両市住民相互の学習の場の拡大や利
用者の一層の利便性の向上に努める。

大阪市民への貸出点数

※大阪市民への貸出は減少している。

（点）

門真市民への借受点数
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役務費

説明（節）

扶助費

学校教育法の規定に基づき、経済的理由により就学することが困難な児童及び生徒の保
護者に対して義務教育の円滑な実施に資するため。

【執行状況】

担当課

需用費

単位 千円

【事業成果】
　  経済的に就学が困難な児童及び生徒の保護者に対して就学援助を行い、義務教育
　の円滑な実施に寄与している。

Ｈ２６

府支出金

Ｈ２４ Ｈ２５

直接事業費 211,646,196円

一般財源

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 その他市債

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額 金額

人

臨時職員

人

活動指標

補助額

目

負担金・分担金・寄附金

項 教育総務費

教育振興費

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

一般職員

教育費

事業名
就学援助事業

学校教育課

事業概要

事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

子どもたちが平等に学ぶ機会を得られるよう、経済的理由で就学困難な児童や生徒の保
護者に対し就学援助を行う。

事業目的

修学旅行費

（人） （円）

医療費

学用品費等

支給項目 人数 　　　　　支給額　　　　

合計
中学校夜間学級就学援助費
特別支援教育就学奨励費
林間・臨海学舎等参加費
学校給食費
新入学児童生徒学用品費等

　⑵　基本目標－２　将来を担う子どもが育つ教育力のあるまち
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【執行状況】
　〇門真市奨学生に対し、月額5,000円の給付を行った。
　  １年生43人に対し  計2,530,000円
  　２年生31人に対し　計1,810,000円
　  ３年生22人に対し　計1,320,000円

【事業成果】
　〇教科書代や教材費、行事費等に使用されており、経済的困難を持つ家庭への支援
　に貢献している。（奨学金の使用用途についてのアンケートより）
　〇平成25年度より向学心に富む生徒への奨学金給付のため、面接及び論文による選
　考を行い、生徒自身の将来への思いなどを確かめている。平成26年度は、新規採用
　者が平成25年度の36名から７名増の43人となった。

事業目的
市内に在住し、向学心に富みながら経済的理由のため高等学校・高等専門学校等への進
学が困難な者に対して、奨学金の給付を行い、教育の機会均等を図るため。

担当課事務事業コード

事業概要
学習意欲がありながら家庭の経済状況等で就学困難な高校生のために奨学金を支給す
る。

事業名
奨学金事業

学校教育課

一般職員

執行状況
及び

事業成果

活動指標

奨学金給付者数

Ｈ２４

単位 人

一般財源

負担金補助及び交付金

Ｈ２５

従事職員数
人 人 人

再任用職員 臨時職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

財　源　の　内　訳
特定財源

役務費

教育総務費

目

説明（節）

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金府支出金

教育振興費

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

5,694,976円項

金額

その他市債国庫支出金

金額 説明（節）
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財　源　の　内　訳

直接事業費

市債

8,369,792円

目

説明（節）

（回） （人）

役務費

委託料

備品購入費

Ｈ２６

説明（節）

特定財源

年齢別広場
計

児童福祉費

あおぞら保育（市内公園）

計

園庭開放、絵本読み聞かせ、あおぞら保育実施回数

民生費

一般財源

需用費

その他

実施回数

あそびにおいで（市内公共施設）

Ｈ２５Ｈ２４

児童措置費/保育園費

府支出金 負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳
金額

単位 回

　　　参加者数　（延べ人数）　　　　　実施回数
絵本読み聞かせ

一般職員 再任用職員

金額

従事職員数
臨時職員

人人人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

国庫支出金

項

執行状況
及び

事業成果

活動指標

公立保育園

上野口保育園

実施回数

園庭開放

事業目的
子育て中の親子が気軽に集い、子育てについて相談できる場を整備するとともに、遊び
方のアドバイスや育児に関する情報提供を通じて、親同士、子ども同士の交流を図り、
育児負担の軽減を図るため。

担当課事務事業コード

事業概要
子育て中の親子が気軽に集い、交流や相談などを行えるよう、地域子育て支援センター
の運営など、地域での子育てを支援する環境整備を行う。

事業名
地域子育て支援事業

子育て支援課

絵本読み聞かせ 園庭開放

（人）

南保育園

計
浜町保育園

園庭開放事業
参加者数

地域子育て支援センター
（回）

あおぞら保育・あそびにおいで
（回）

公立保育園、あおぞら保育・
あそびにおいで　実施回数

実施回数 　154回

※「あおぞら保育・あそびにおい
で」は、地域子育て支援担当保育
士等が、市内公園又は市内公共施
設で育児プログラム等を実施

　（人）
参加者数
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11月
10月

１月

３月

Ｈ２６

年合計

育児プログラムの実施回数

Ｈ２４

４歳以上
４月

担当課

大人 ０歳

５月
６月

12月

２月

７月

９月
８月

人

再任用職員一般職員

人

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

報酬

需用費

役務費

旅費

委託料

備品購入費

直接事業費

その他

Ｈ２５

臨時職員

人

児童福祉総務費

民生費

説明（節）

府支出金 負担金・分担金・寄附金国庫支出金

4,892,327円

市債

財　源　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

活動指標

児童福祉費

目

負担金補助及び交付金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

特定財源

金額

項

単位 回

１歳 ２歳 ３歳 月合計
（人）

事業名
つどいの広場運営事業

子育て支援課事務事業コード

事業目的
家の中で子どもを育て、不安や悩みを相談できずに一人で子育てを抱え込むことのない
ように、子育て親子が気軽に集い、お互いに交流することで精神的に安定し、育児不安
を解消する機会を提供するため。

事業概要
地域での子育てを支援するため、市民プラザに地域子育て拠点施設として、つどいの広
場（施設名称：なかよし広場）を開設し、子育て中の親子が気軽に集える場や情報を提
供するとともに子育て相談、イベントを行う。

実施日　月曜日～金曜日（祝日等除く。）　午前９時30分～午後５時

一般財源

従事職員数

実施場所　市民プラザ１階　なかよし広場

対  象　市内在住の原則０歳児～３歳児と保護者

利用組数（延べ）　5,652組

利用人数（延べ）
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預かり前の自宅へのお迎え
預かり後の自宅への送り
合計

保護者等の外出の場合の援助

放課後児童クラブ開始前の預かり

保育所・学校等休み時の援助

学童の放課後の預かり
放課後児童クラブの送り

件数

担当課事務事業コード

活動内容

放課後児童クラブの迎え

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助

保育所・幼稚園の登園前の自宅への迎え

保育所・幼稚園の送り

放課後児童クラブ終了後の預かり
子どもの習い事等の場合の援助

保育所・幼稚園の帰宅後の預かり

児童福祉総務費

金額

府支出金

説明（節）

財　源　の　内　訳

臨時職員

人 人

一般財源
国庫支出金

金額

負担金補助及び交付金

市債

報酬

従事職員数

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

人

再任用職員一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

会員数（協力・依頼・両方）

Ｈ２５ Ｈ２６

項

Ｈ２４

事業概要
有償による子育ての援助を行う人（協力会員）が援助を必要とする人（依頼会員）を支
えるボランティア活動の拠点となるファミリー・サポート・センターの運営を行う。

事業目的
育児の援助を会員同士が相互に行うことにより、地域における子育て環境の充実を図
り、保護者の仕事と家庭の両立及び子どもの健やかな育成を支援するため。

目

3,326,958円

需用費

役務費

その他

報償費

旅費

活動指標

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

事業名
ファミリー・サポート・センター運営事業

子育て支援課

執行状況
及び

事業成果

保育所・幼稚園の迎え

民生費

会員数：依頼会員199人、協力会員121人、両方会員14人
（件）

特定財源

児童福祉費

保育所・幼稚園の登園前の預かり

単位 人
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一般財源
国庫支出金

612,900円

特定財源

Ｈ２５

その他

養育支援訪問回数

執行状況
及び

事業成果

事業概要

事業目的

単位

延べ回数

回

Ｈ２４

直接事業費項 児童福祉費

目

活動指標

府支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金 市債

人

児童福祉総務費

事　業　費　の　内　訳

財　源　の　内　訳

説明（節）

人

再任用職員一般職員 臨時職員

人

説明（節） 金額

委託料

金額

従事職員数

養育支援訪問員派遣実績（事業費は委託料のみを掲載）

実家庭数

保健師・社会福
祉士・臨床心理
士等

款 民生費

事業名
養育支援訪問事業

子育て支援課事務事業コード

養育支援が特に必要と判断した家庭に対して、養育に関する助言・指導を行い、適切な
養育環境を確保し、子どもの健やかな育成を支援するため。

担当課

派遣延べ回数

養育支援が特に必要と判断された家庭に対して、養育支援訪問員がその居宅を訪問し、
養育に関する助言・指導を行う。

（件） （回）

（内　不在11回）

（回）

　育児・家事援助は、門真市においてヘルパー派遣の実績のある事業所が、ヘルパー
を派遣し、支援を行う。
　専門的相談支援は、保健師・社会福祉士・臨床心理士等の専門職が、育児に関する
相談に応じ、助言等を行う。これらの支援を通じて、養育状況の改善、育児負担を軽
減することで子どもの健やかな成長を支援する。

　８

育児・家事援助 ヘルパー

支援内容 支援者

専門的相談支援
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一般財源

事業目的
子育て中の市民が子育て支援に関する情報を容易に得る環境が整えられることにより、
安心して子どもを産み・育てるまちづくりを推進するため。

活動指標

新着情報掲載件数：142件

項 児童福祉費

目

財　源　の　内　訳

金額

執行状況
及び

事業成果
平成26年度閲覧回数：159,291回

事業名
子育て応援ポータルサイト運営事業

子育て支援課

事業概要
子育て支援の充実のため、携帯電話やパソコンから子育ての応援のための情報を容易に
取得できるポータルサイトを運用する。

Ｈ２６

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

府支出金

委託料

臨時職員

人

Ｈ２４

市債負担金・分担金・寄附金

　妊娠中から概ね中高生の子どもを持つ保護者までに役立つ情報として、健康診断や
予防接種の情報、各種手当に係る情報、保育所、幼稚園やなかよし広場、小・中学
校、生涯学習・スポーツ施設等に係る情報、子育て等の相談窓口や医療機関に係る情
報、その他の子育て支援施策やイベント情報等を提供した。
　情報提供にあたって、感染症に対する注意喚起や不審者情報など緊急に知らせる必
要がある場合は、担当部署から直接入力するシステムを取り入れることにより、市民
への即時の提供に努めている。

回

その他

事務事業コード

直接事業費

担当課

Ｈ２５

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

国庫支出金

児童福祉総務費

特定財源

こんにちは赤ちゃん事業の訪問（周知）回数

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

金額 説明（節）

単位

617,142円
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―

設置支援環境設備

41箇所（平成22年度より順次設置）

門真市立浜町幼稚園、門真市立北巣本幼稚園

1（41）

箇所

門真市立さつき園・くすのき園

一般財源

直接事業費

廃止箇所

担当課

１箇所

Ｈ２６

―

設置箇所数

府支出金

金額

2（43）

負担金・分担金・寄附金

０円

市債 その他

説明（節） 金額 説明（節）
事　業　費　の　内　訳

人

臨時職員

項 ―

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

人

一般職員

活動指標

新規の設置箇所数（累計）

Ｈ２４

2（41）

Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

単位

１．授乳の設備
２．おむつ替えの設備
３．手洗い設備

累計設置箇所数

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

事業概要
乳幼児を抱える保護者が安心して出かける機会をつくるため、授乳、おむつ替えをでき
るスペースを公共施設や民間施設に設置する。

事業目的
乳幼児を持つ親が、外出時に授乳やおむつ替えの心配をすることなく、安心して外出す
ることができる子育て支援環境を整備するため。

事務事業コード

設置施設名 門真自動車教習所

事業名
赤ちゃんの駅設置事業

子育て支援課
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需用費

事　業　費　の　内　訳

直接事業費

款

項

民生費

特定財源

事業目的

こんにちは赤ちゃん訪問結果（実数）

執行状況
及び

事業成果

訪問員定例会　隔月開催

生後４か月を迎えるまでの乳児のいる家庭を全戸訪問し、子育ての悩み等を傾聴し、子
育て関連の情報提供を行うとともに、支援が必要な家庭へ早期に対応し、子どもの健全
な育成環境の確保を行う。

子育ての孤立化を防ぎ、家庭が抱えるさまざまな問題を早期に発見して地域の中で子ど
もたちが健やかに育つ環境づくりを図るため。

こんにちは赤ちゃん訪問面会率（％）

  市内を４地区に分け各地区割の訪問員の進捗状況を評価、確認及び共有し適切な家
庭訪問に努める。

不在

拒否

Ｈ２６

面会対象者に対する面会者率

Ｈ２５Ｈ２４

単位

89％

一般財源
府支出金

目 児童福祉総務費

国庫支出金

1,801,758円児童福祉費

委託料

役務費

人人人

再任用職員一般職員
従事職員数

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節）

臨時職員

％

金額

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金 市債

金額

その他

活動指標

うち再訪問（相談）希望

事務事業コード

転出等

事業概要

事業名
こんにちは赤ちゃん事業

子育て支援課担当課

（件）

９

１

対象乳児

面会
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財　源　の　内　訳

年間延べ利用者数 単位

Ｈ２６

市債

人

Ｈ２５

事業目的

児童福祉費

執行状況
及び

事業成果

款

たんぽぽ保育園
門真学園

年間延べ利用者数

金額 説明（節）
事　業　費　の　内　訳

一般財源
負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

項

負担金補助及び交付金

臨時職員

人人

再任用職員

特定財源
国庫支出金

25,740,695円

その他

直接事業費

説明（節）

事業名
簡易・家庭保育施設補助事業

保育幼稚園課

府支出金

民生費

保育所の補完的な役割を果たしている簡易保育施設や家庭保育施設における保育所運営
を支援するため、各施設の運営に対する補助金を交付する。

認可保育所の補完的機能を果たす簡易・家庭保育施設を支援するため。

施設名
麦の子共同保育園

Ｈ２４

事務事業コード

児童措置費

末広保育所
計

定員

目

活動指標

事業概要

（人）

担当課
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（ （人）
年間延べ利用者数

直接事業費

施設名

脇田保育園

古川園

おおわだ保育園
北巣本保育園

計

智鳥保育園
門真保育園
めぐみ保育園

うちこし保育園
三ツ島保育園

担当課

Ｈ２５Ｈ２４

定員

執行状況
及び

事業成果

府支出金

事業名
民間保育所運営補助事業

保育幼稚園課

その他

民間保育所での各保育サービスを支援するため。

項 児童福祉費

事務事業コード

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

特定財源
国庫支出金

負担金補助及び交付金

事業概要
民間保育所における保育サービスを充実させるため、民間保育所運営に対する補助金を
交付する。

Ｈ２６

臨時職員

人 人
従事職員数

人

再任用職員一般職員

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額

事業目的

財　源　の　内　訳

単位 人年間延べ利用者数

目

活動指標

柳町園
きたじま保育園
まこと小路保育園

一般財源

いずみっこ保育園

金額

173,530,655円

児童措置費

市債負担金・分担金・寄附金

説明（節）
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施設名 年間延べ利用者数

事業名
延長保育事業

保育幼稚園課事務事業コード

国庫支出金

児童福祉費

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

府支出金

金額

民生費

特定財源

計

款

負担金補助及び交付金

66,709,000円

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

財　源　の　内　訳

直接事業費

その他

児童措置費

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

金額

人
従事職員数

人

再任用職員一般職員

人

延長保育実施施設数

古川園
めぐみ保育園

Ｈ２４

単位

一般財源
市債

箇所

目

活動指標

項

Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

事業概要

事業目的

保護者の就労形態の多様化に伴う保育時間の延長ニーズに対応するため、保育時間の拡
大を行う。

保育所入所児童の保護者の就労形態の多様化、通勤時間の増加等に伴う保育時間の延長
に対する需要に対応するため。

三ツ島保育園

担当課

（人）

上野口保育園
南保育園
浜町保育園

うちこし保育園
まこと小路保育園
きたじま保育園
柳町園
いずみっこ保育園

門真保育園
智鳥保育園
脇田保育園
北巣本保育園
おおわだ保育園
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施設名

計

３月６月

保護者のニーズに応じた保育サービスが提供できるように、施設改修等も含め、適切に
公立保育所を運営する。

府支出金

事業概要

執行状況
及び

事業成果

事業目的 保育を必要とする児童を保育するため。

９月

使用料及び賃借料
工事請負費

財　源　の　内　訳

一般財源

賃金

役務費

備品購入費
需用費

原材料費

報酬
金額

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人 人

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

その他

補償補填及び賠償金

Ｈ２５

項

款 民生費

負担金補助及び交付金

委託料

旅費

直接事業費

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

報償費

年間延べ利用者数

Ｈ２４

目 児童福祉総務費/保育園費

137,234,358円

説明（節）

児童福祉費

説明（節） 金額
事　業　費　の　内　訳

国庫支出金

事務事業コード

11月 12月 １月

担当課

10月

市債

Ｈ２６

10,758,960円

特定財源

人単位

事業名
公立保育所運営事業

保育幼稚園課

計
（人）

４月 ５月 ２月７月 ８月

平成26年度公立保育所延べ利用者数

上野口保育園
南保育園
浜町保育園

○施設整備

門真市立浜町保育園他１園建具他改修工事
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事業目的 児童の福祉の向上を図るため。

事務事業コード

保育所等に預けることが困難な病気の児童を病院等に併設された施設で保育することに
より、保護者の子育て支援の拡充を図る。

事業名
病児保育事業

保育幼稚園課担当課

事業概要

執行状況
及び

事業成果

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

年間延べ利用者数

一般職員

児童福祉費

病児保育室ティーグル
登録者数

単位

臨時職員

児童措置費

人

需用費

金額説明（節）

人

再任用職員

説明（節）

府支出金

人

その他

事　業　費　の　内　訳

施設名

財　源　の　内　訳
特定財源

10,553,840円項

負担金補助及び交付金

金額

国庫支出金

活動指標

登録者数

Ｈ２４ Ｈ２５

（人）

Ｈ２６

一般財源

目

市債負担金・分担金・寄附金

直接事業費
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執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要
保育所の補完的な役割を果たしている認可外保育施設を利用する保護者の負担を軽減す
るため、保育料補助金を交付する。

たんぽぽ保育園
門真学園
なごみ広場

事業名
認可外保育施設利用者補助事業

保育幼稚園課

活動指標

補助対象児童延べ人数

府支出金

目

項

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

認可外保育施設の利用者に保育料補助を行うことにより、利用者の経済的な負担軽減及
び認可外保育施設の利用促進を図り、安心して子育てができる環境を整備し、もって児
童の福祉の向上を図るため。

民生費

一般財源

説明（節）

事業目的

18,826,234円

児童措置費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 人

人 人

負担金補助及び交付金

一般職員

市債

金額

特定財源
国庫支出金

児童福祉費

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

Ｈ２５

（人）
施設名 補助対象児童延べ人数

末広保育所
麦の子共同保育園

合計
ポポラー大阪古川橋園
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放課後における児童の健全育成を図るため、全小学校において放課後児童クラブの運営
を行う。

事務事業コード

単位

担当課

在籍児童数

人

児童に対し、適切な遊びと生活の場を与えるとともに、異なった学年による児童の集団
活動を推進し、放課後における児童の健全育成を図るため。

在籍児童数
門真小学校

学校名

門真みらい小学校

臨時職員

人人

委託料

再任用職員一般職員

人
従事職員数

役務費

旅費

放課後児童クラブ在籍児童数（各年度５月１日現在）

その他

需用費

報償費

報酬 備品購入費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

一般財源

款 民生費

特定財源
国庫支出金

活動指標

項 228,701,224円

金額 金額

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２６

児童福祉費

目 児童福祉総務費

Ｈ２５

市債

財　源　の　内　訳

府支出金

事業目的

説明（節）

Ｈ２４

実施日　月曜日～土曜日（平成26年４月１日～平成27年３月30日）

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

対象者　市立小学校の１年生～６年生

脇田小学校
北巣本小学校
五月田小学校
東小学校
砂子小学校

計

古川橋小学校
四宮小学校

執行状況
及び

事業成果

速見小学校

事業概要

開設校及び在籍児童数（平成26年５月１日現在)

事業名
放課後児童クラブ運営事業

子育て支援課

（人）

二島小学校
大和田小学校

上野口小学校
沖小学校

学校名
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担当課

人

Ｈ２６

実人数 延べ人数

衛生費

受診人数

事業名
妊婦健康診査公費負担事業

健康増進課事務事業コード

府支出金国庫支出金

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

特定財源

金額

その他

（人）

妊婦１人につき14回、100,000円の公費負担を実施

Ｈ２５

項 保健衛生費

説明（節）

目

76,127,252円

市債

款

臨時職員

人人人

再任用職員

委託料

一般財源

扶助費

役務費

保健衛生総務費

金額

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般職員

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

需用費

事業概要

直接事業費

妊婦の方々の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図るため、妊婦健康診査受診費用
の一部を助成する。

妊娠高血圧症の予防や低体重児の発症予防など、健やかに出産できる体制を推進するた
め。

実施状況

妊婦健康診査延べ受診者数 単位

事業目的

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２４

　（１回目20,000円　２～14回目5,000円　補助券３枚　5,000円）

妊娠届出時に、母子健康手帳とともに交付

大阪府内の医療機関・助産院で使用可
※里帰り等で府外の医療機関で受診された場合、償還払いの制度あり。
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乳児一般受診人数

実施回数

歯科健診受診人数
24回 861人

実施回数
12回

歯科健診受診人数
733人

24回

実施回数
861人

受診人数

受診人数
772人

一般健診受診人数

12回
一般健診受診人数

733人

受診人数

受診人数
739人

実施回数
43回

657人
乳児後期受診人数

742人

424人

対象人数
905人

対象人数
872人

対象人数
529人

事業名
乳幼児健康診査事業

健康増進課

対象人数 実施回数

事務事業コード

４か月児健診受診者数

担当課

単位

１.４か月児健康診査

872人

対象人数
913人

Ｈ２６

目

事業概要
乳幼児の健康増進を図るため、４か月児、１歳６か月児、３歳６か月児等を対象に、身
体計測や診察、育児に関する相談等を行う。

事業目的 乳幼児の健康の保持増進を図り、健やかな成長・発達の促進に資するため。

21,160,584円

２.１歳６か月児健康診査

３.２歳６か月児歯科健康診査

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

項

衛生費

執行状況
及び

事業成果

活動指標

金額

Ｈ２５

６.乳児一般・乳児後期健康診査

４.３歳６か月児健康診査

５.経過観察健診

備品購入費

役務費

委託料

旅費

一般職員 臨時職員

人 人

その他

説明（節）

Ｈ２４

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

市債

金額

一般財源

人

直接事業費保健衛生費

負担金・分担金・寄附金

需用費

報償費

府支出金

保健衛生総務費
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事業概要

執行状況
及び

事業成果

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

妊産婦・新生児・乳幼児の健康の保持・増進を図るため、本人・保護者等からの依頼に
応じ訪問指導を実施する。また、関係機関等からの情報提供により、必要に応じて保健
師等が訪問指導を行う。

事業目的

金額

妊産婦・新生児・乳幼児訪問延べ件数 単位 件

需用費

従事職員数

541,458円

市債

説明（節）

直接事業費

金額

役務費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

臨時職員

人人 人

再任用職員一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２４

その他府支出金

報償費

活動指標

事業名
妊産婦・乳幼児訪問指導事業

健康増進課

・妊産婦・新生児・乳幼児の健康保持・増進を図るため。
・育児サポート体制の充実を図るため。

特定財源
負担金・分担金・寄附金

項 保健衛生費

国庫支出金

（件）

事務事業コード

款 衛生費

一般財源

財　源　の　内　訳

目 保健衛生総務費

産婦 合計幼児乳児
実施状況

※未熟児は「未熟児の届出受理及び訪問指導事業」にて再度計上

妊婦
訪問延べ件数

未熟児新生児
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その他

財　源　の　内　訳

実施状況

育児サポートセンターの在籍実人数は平成元年７月（開所日）から2,508人

年間在籍実人数　228人

人

臨時職員

担当課

Ｈ２５

事業概要

事業目的

各種乳幼児健康診査や相談等において必要であろうと認められる親子に対して、子ども
の発達を促し、親の育児不安の軽減を図るため、集団での保育の場をとおして適切な指
導、助言を行う親子教室を実施する。

単位 人

Ｈ２６

児童の健全な育成を図るため。

金額
事　業　費　の　内　訳

金額説明（節）

需用費

備品購入費

国庫支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

119,788円

市債

役務費

説明（節）

従事職員数
再任用職員一般職員

人人

款

項 児童福祉費

目 児童福祉総務費

特定財源
府支出金 負担金・分担金・寄附金

一般財源

事業名
育児サポートセンター門真親子教室事業

健康増進課事務事業コード

民生費

年間在籍者実人数

Ｈ２４

直接事業費

活動指標

12月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計

利用延べ
人数

月別在籍
実人数

３月９月 10月 11月執行状況
及び

事業成果

―

(人）
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200人

説明（節）

34人 32人 36人

受講人数

款

Ｈ２５

事務事業コード

実施月
１．乳幼児相談・妊産婦健康相談（２箇月に１回実施）

２．ママパパ教室（平日コース年８回、日曜コース年４回実施）

３．離乳食講習会（年10回実施）

４．赤ちゃんランド

衛生費

事業名
母子保健教室・相談事業

健康増進課担当課

合計

直接事業費

８月

46人

報償費

需用費

事業概要
妊婦（父親も含む。）に対して、妊婦教室等を開催し、妊産婦の健康管理に関する相談
や交流の場の提供を行う。また、育児の孤立化を防ぎ、栄養に関する知識の向上や育児
の不安軽減のため離乳食講習会や乳幼児相談会等を行う。

事業目的

・妊産婦や乳幼児の健康保持・増進のため。
・妊娠・出産・育児に関する知識の習得のため。
・母親が地域で孤立することなく安心して育児に取り組める環境を提供するため。
・外出できる場所を提供することで、母親のリフレッシュ及び相談や交流の機会を提供するため。

目

臨時職員

人

単位 人

10月 12月 ２月

項 保健衛生費

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

活動指標

394,757円

金額

その他市債府支出金

のびのび（隔月実施）

妊婦（ママパパ）教室の延べ人数

341人

Ｈ２６

215人

Ｈ２４

延べ人数 めばえ（月１回実施）

※児の数を計上

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

保健衛生総務費

金額

37人 19人

128人

126人

人数

参加人数
延べ人数（平日） 延べ人数（日曜）

174人

開催回数
10回 142人

参加人数

執行状況
及び

事業成果

42人
４月

延べ人数

６月
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件単位

金額

負担金・分担金・寄附金

255,630円

府支出金

金額

衛生費

一般財源

款

旅費

需用費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

市債 その他

活動指標

項 保健衛生費

目

Ｈ２５

保健衛生総務費

Ｈ２４

国庫支出金
特定財源

人

再任用職員

直接事業費

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

助産師による未熟児訪問延べ件数

Ｈ２６

従事職員数

役務費

報償費

説明（節）

事業概要
未熟児の健康状態や出産後における産婦の心身の状態を把握するため保健師・助産師訪
問による指導を行う。

事業目的
低体重で出生する乳児は、より丁寧な健康管理を行う必要がある場合が多く、保護者も養育上多くの不安を
持ちやすい。そのため、出生後の早い時期に家庭訪問等の育児支援を実施し、保護者の不安解消を図り、異
常の早期発見、治療や育児について指導・助言を行い、育児の万全に期するため。

実施状況 （件）

62（保健師36、助産師26）訪問指導（延べ件数）

低体重児の届出受理

担当課
事業名

未熟児の届出受理及び訪問指導事業

健康増進課事務事業コード
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平成26年度助成件数：44件

対象
門真市内に居住する未熟児で、医師が入院養育を必要と認めた
もの

１医療機関当たり１日500円、月２日（1,000円）を限度とし
て負担。１人当たりの負担合計額が月2,500円を超えた場合
は申請に基づき超えた額を償還

一旦、健康保険が適用される医療費の自己負担金を給付し、世
帯の所得税額等に応じた徴収基準月額を養育医療一部自己負担
金として算定し徴収する。

（ただし、徴収金額はこども医療助成制度を併用した後の金
額）

※養育医療給付を受けることができるのは、全国の指定医療機
関に限る。

※こども医療助成制度の一部自己負担

給付内容

金額説明（節）

使用料及び賃借料

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

人 人

事　業　費　の　内　訳

扶助費

役務費

一般職員

事業目的

10,017,321円

保健衛生総務費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 件

償還金利子及び割引料

衛生費

一般財源

説明（節）

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

未熟児の養育に必要な医療の給付を行うことにより、必要とする入院養育医療を容易に
受け健康の保持増進を図り健やかに成長することを期待するため。

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

保健衛生費

活動指標

未熟児養育医療給付件数

府支出金

目

事業概要
身体の発育が未熟なまま生まれ、入院養育を必要とする未熟児に対して、指定養育医療
機関において養育に必要な医療の給付を行う。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

未熟児養育医療給付事業

こども政策課
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通院

健康保険に加入し、門真市内に居住し、かつ、住民登録のある
小学校６年生年度末（12歳に達した日以降の最初の３月31日）
までの児童

小学校３年生年度末まで

対象

小学校６年生年度末まで

入院

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

こども医療助成事業

こども政策課

事業概要
こどもの健全な育成に寄与するとともに、児童福祉の向上を図るため、児童の入通院に
係る医療費の一部を助成する。

児童福祉費

活動指標

こども医療助成件数

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

こどもに係る医療費の一部を助成することにより、必要とする医療を容易に受け健康の
保持増進を図るため。

扶助費

民生費

一般財源

説明（節）

事業目的

222,146,054円

こども医療助成費

Ｈ２４ Ｈ２６

単位 件

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

旅費

一般職員

需用費

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

金額説明（節）

平成26年度助成件数：119,602件

健康保険が適用される医療費の自己負担金から一部自己負担額
を控除した額を助成

※一部自己負担

１医療機関当たり１日500円、月２日（1,000円）を限度とし
て負担。１人当たりの負担合計額が月2,500円を超えた場合
は申請に基づき超えた額を償還

※小学校４～６年生年度末までの児童の入院医療費の一部助成
は、申請による償還払い方式

助成内容
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１．家庭児童相談センターにおける相談（実数）

２．児童虐待種類別実数

（件）

その他の相談

委託料

Ｈ２６

単位

事業名
家庭児童相談事業

子育て支援課

事業概要
すべての子どもが健全に育つよう様々な相談に応じた支援を家庭児童相談センターで提供し、スー
パーバイザーによる指導員のスキルアップを行う。児童虐待の早期発見・早期援助のため関係機関等
と連携し、通告の際には近隣住民の協力も得ながら子どもの安全確認・安全確保を行う。

担当課事務事業コード

事業目的
・18歳未満の子どもに関するあらゆる問題について、家庭やその他からの相談に応じ、多様な社会資
源を活用して適切な支援を提供するため。
・相談において虐待の可能性を考慮し危険度・緊急度の観点から子どもの安全確保に留意するため。

旅費

報酬

報償費

事　業　費　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

活動指標

項 児童福祉費

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

件

財　源　の　内　訳

児童家庭相談件数

Ｈ２４

民生費

11,141,476円直接事業費

款

Ｈ２５

再任用職員一般職員
従事職員数

人

臨時職員

人

国庫支出金

説明（節）

需用費

役務費

金額

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

説明（節）

人

金額

市債

児童福祉総務費

特定財源
負担金・分担金・寄附金 その他

一般財源
府支出金

視聴覚障害相談

育児・しつけ相談

適正相談

養護相談
児童虐待相談

知的障害相談

保健相談

重症心身障害相談

触法行為等相談

不登校相談

性格行動相談

計

非行相談

育成相談

性的虐待

ぐ犯行為等相談

（件）

計

ネグレクト

障がい相談

身体的虐待

その他の相談

肢体不自由相談

言語発達障害等相談

発達障害相談

心理的虐待
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従事職員数

役務費

人人

扶助費

一般職員

人

再任用職員 臨時職員

直接事業費

負担金・分担金・寄附金 市債 その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

一般財源

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

旅費

こども政策課

執行状況
及び

事業成果

対象
児童扶養手当の支給要件に該当する、ひとり親家庭の児童等を
養育している父、母又は養育者と児童（18歳に到達した最初の
３月31日まで）

助成内容

健康保険が適用される医療費の自己負担金から一部自己負担額
を控除した額を助成

平成26年度助成件数：36,982件

特定財源
国庫支出金 府支出金

活動指標

ひとり親家庭医療助成件数 単位 件

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

96,696,870円項 社会福祉費

目 ひとり親家庭医療助成費

款 民生費

※一部自己負担

１医療機関当たり１日500円、月２日（1,000円）を限度とし
て負担。１人当たりの負担合計額が月2,500円を超えた場合
は申請に基づき超えた額を償還

事業名
ひとり親家庭医療助成事業

事務事業コード

事業概要
ひとり親家庭の父・母・養育者及び児童に対し、生活の安定と児童の健全育成を図るた
め、医療費の一部を助成する。

事業目的
ひとり親家庭に対し医療費の一部を助成することにより、必要とする医療を容易に受け
健康の保持増進を図るため。

担当課
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（件）

平成24年度 平成25年度 平成26年度

５ ５ ６

平成25年度 平成26年度

Ｈ２５

府支出金

件

Ｈ２４ Ｈ２６

単位

金額

特定財源

人

臨時職員

人

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

従事職員数

財　源　の　内　訳

人

再任用職員一般職員

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報酬

項

国庫支出金

児童福祉総務費

自立支援相談実績報告（実数）

高等職業訓練給付金の給付件数

事業概要
ひとり親家庭等が抱えている様々な問題に対して、母子・父子自立支援員により適切な
相談や助言を行うとともに就労に対する自立支援を行う。

事業目的
・ひとり親や寡婦の経済的自立の助成と生活意欲の助長を図り、その扶養している子の福祉の増進のため。
・社会、経済的に不安定な状況にあるひとり親家庭の母及び父や寡婦への就労をはじめとする各種支援によ
る自立促進のため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

目

説明（節） 説明（節）金額

役務費

扶助費

負担金補助及び交付金

事業名
ひとり親自立支援事業

子育て支援課担当課事務事業コード

民生費

一般財源

児童福祉費

給付件数

9,207,577円

その他

旅費

款

市債

平成24年度

（件）

高等職業訓練促進給付金の給付件数

母子相談

離婚前相談

計
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割合

11校14校

活動指標

交通安全教室実施回数

執行状況
及び

事業成果 割合

14校 12校

事業名
学校安全推進事業

学校教育課

事業目的 児童の登下校における安全確保を図るため。

○子どもたちの交通ルール、マナーの意識を高めるための取組

事務事業コード

登下校時における児童の安全確保を図るため、危険箇所への交通専従員の配置を行う。事業概要

担当課

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

項 小学校費

目

財　源　の　内　訳
特定財源

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

金額
事　業　費　の　内　訳

その他

Ｈ２６

市債

直接事業費 22,047,005円

国庫支出金

説明（節）

単位

人 人

備品購入費

需用費

金額

回

学校管理費

一般職員

委託料

府支出金

小学校数

小学校数

教室実施校

  ・こども自転車運転免許証交付講習会実施校数（平成26年度）

一般財源

説明（節）

Ｈ２４ Ｈ２５

  ・交通安全教室実施校数（平成26年度）

教室実施校
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単位 人

金額

Ｈ２６

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

府支出金

1,791,936円

市債

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

項

一般財源

役務費

報償費

負担金・分担金・寄附金

説明（節） 金額

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

人

その他

需用費

臨時職員

青少年費

直接事業費

再任用職員

人人
従事職員数

担当課

社会教育費

目

活動指標

キッズサポーター人数（※Ｈ24年度までは登録人数、Ｈ25年度からは実動人数）

Ｈ２４ Ｈ２５

登下校時における子どもの安全を確保するため、スクールガードリーダーによる巡回、
公用車による青色防犯パトロールやキッズサポーター等の見守り活動を行う。

事業目的 子どもの安全確保のため。

執行状況
及び

事業成果

１．キッズサポーター事業
    キッズサポーターが各小学校区ごとに活動し、学校・教育委員会・警察と連携の
  もと、地域全体で登下校時の通学路における子どもたちに対する犯罪を未然に防ぐ
  ことができた。
　  校区数　14校区
　  人　数　1,032人

２．青色回転灯事業
    青色回転灯とスピーカーを設置した公用車による「子ども安全見守り」活動を実
　施した。また、青色防犯パトロール講習を平成26年５月22日及び23日に市立文化会
　館で行い、35人が受講した。

３．スクールガードリーダー
　　退職警察官等をスクールガードリーダーとして委嘱し、キッズサポーター・学校
　などと連携して、主に下校時の安全見守り活動を行った。

事業概要

事務事業コード
事業名

子どもの安全見守り事業

生涯学習課
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子育て中の親子がともに楽しみ、親同士やさまざまな子育て支援関係者が交流し連携す
ることにより、安心して子どもを産み、育てることができる地域社会の実現と、地域全
体で子育てを支援するという意識の醸成を図るため。

執行状況
及び

事業成果

○実行委員会実施回数　６回

○来場者数（推計）　4,824人

○実施内容
　・体育館
　  開会式、舞台発表（ふじ幼稚園、門真なみはや高校ダンス部、第七中学校ギ
　ター・マンドリン部、脇田保育園）、門真なみはや高校美術部及び書道部の作
　品展示、児童虐待防止啓発（Melting Soulコンサート）、子育て支援等講演会
　（吉本芸人ライブ）

　・柔道場、剣道場、談話室、男子更衣室
　  赤ちゃんランド、手作りおもちゃ、カプラ、昔遊び、百ます計算、英語遊び、
  スマートボール、小学生川柳の展示、影絵、親子ふれあい遊び、ベビーサイン、
  おやさいビンゴ、お化け屋敷

　・グラウンド
  　親子フリーマーケット、木工教室、フェイスペイント、バルーンアート、
  白バイ・パトカー・ミニ消防車の展示、模擬店

事業名
キッズ・カーニバル事業

子育て支援課担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 社会福祉費

目

事業概要
地域で子育てを支援する意識の醸成とネットワークの形成を目的として、市民プラザで
子どもや子育てに関する様々なイベントを実施する。

事業目的

活動指標

来場者数（推計）

直接事業費 3,027,930円

社会福祉総務費

Ｈ２４

特定財源

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

一般職員

金額

臨時職員

人 人

事　業　費　の　内　訳

負担金補助及び交付金

単位 人

その他

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

金額説明（節）
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【執行状況】
　〇各学校園における世代間交流行事
　  ・昔遊びの継承　　  　　  ７件
    ・運動会への招待　   　　 20件
    ・クラブ活動指導　    　　10件
    ・平和学習　　　　    　　７件
    ・年賀状　　　　      　　７件
    ・高齢者施設交流   　 　　４件
　　・地域の老人の方との交流　16件
　　・地域の人との農作業　　　２件

【事業成果】
　〇昔遊びや伝統行事等を学ぶときにゲストティーチャ―として地域の高齢者の方々
　を招き、教えてもらったり、高齢者の方々への運動会・体育祭への招待や年賀状を
　送ったりするなど、学校園において様々な形で世代を超えた交流が続いている。
  〇世代を超えたこれらの交流により、学校園が地域との連携を密にするともに、高
　齢者の方々の体験や蓄積された文化等を子どもたちが学ぶことができた。

金額

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

単位

一般財源

項

説明（節） 金額

―

目

事　業　費　の　内　訳

０円

府支出金 市債

―

国庫支出金

説明（節）

その他

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員一般職員

担当課

特定財源

人 人

回

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 ―

財　源　の　内　訳

事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

活動指標

地域住民（高齢者）との交流行事回数

Ｈ２４

事業概要
世代を超えた交流を深めることを目的とし、地域の高齢者との交流会や、園児・児童・
生徒の交流事業を行う。

事業目的
世代を超えた交流により、学校園が地域との連携を密にするともに、高齢者等の体験や
蓄積された文化等を子どもたちが学ぶことができるようにするため。

事業名
学校・園における各種世代間交流事業

学校教育課・保育幼稚園課
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大阪愛徳幼稚園
すずらん幼稚園
ふじ幼稚園
さくら幼稚園
大阪ひがし幼稚園
たちばな幼稚園

計

だいわ幼稚園
門真めぐみ幼稚園

一般財源

説明（節）

府支出金

負担金補助及び交付金

単位

担当課

幼稚園教育の振興を図るため。

（人）

説明（節） 金額

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

一般職員

負担金・分担金・寄附金

直接事業費 14,969,425円

市債 その他

教育振興費

金額

国庫支出金

事業概要
保護者の経済的負担の軽減、教育の振興を図るため、私立幼稚園児保護者に対して、補
助を行う。

事業目的

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

財　源　の　内　訳
特定財源

目

Ｈ２４

（円）

Ｈ２６

千円

幼稚園名 人数 補助額

事業名
私立幼稚園児保護者補助事業

保育幼稚園課事務事業コード

項 教育総務費

執行状況
及び

事業成果

活動指標

補助額：児童１人あたり月額1,600円

補助額

Ｈ２５
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計
市外22園
門真めぐみ幼稚園
だいわ幼稚園

幼稚園名

すずらん幼稚園

担当課

私立幼稚園の設置者が徴収する入園料、保育料に対し、園児の保護者の所得状況に応じ
て補助を行う。

事務事業コード

大阪愛徳幼稚園

事業名
私立幼稚園就園奨励費補助事業

保育幼稚園課

一般職員

人 人

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

項

金額

Ｈ２６

教育総務費

その他

役務費

目

金額

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

Ｈ２４ Ｈ２５

負担金・分担金・寄附金
一般財源

活動指標

事業目的
私立幼稚園を利用する幼児の保護者の経済的負担の軽減を図り、幼稚園教育の振興を図
るため。

執行状況
及び

事業成果

負担金補助及び交付金

事業概要

事　業　費　の　内　訳

市債

説明（節）説明（節）

府支出金

単位

直接事業費 160,743,775円

教育振興費

補助額 千円

たちばな幼稚園
大阪ひがし幼稚園
さくら幼稚園
ふじ幼稚園

（円）（人）
補助認定者数 補助額
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（

【

事業名
幼児教育推進事業

保育幼稚園課

事業概要
門真市幼児教育振興検討委員会答申に基づき、幼児教育の充実につながる具体的な施策
等を検討し実施する。幼児教育についての理解を深め、指導力の向上を目的とし、幼稚
園の管理職、教職員を対象に講演会や研修会を開催する。

事業目的
「新しい教育内容の創造」「豊かな教育環境の保障」「連携の重視」を柱として、今後
の門真市における幼稚園教育の一層の充実を図るとともに、保育所等とも連携しなが
ら、新たな幼児教育のあり方についての研究を進めるため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２６

【執行状況】
　⑴平成26年７月14日　公立幼稚園教員研修会（公開保育）
　⑵平成26年８月１日　公立幼稚園管理職研修会
　⑶平成26年11月13日　門真市公私立幼稚園協議会　講演会
　⑷平成26年11月17日　門真市公私立幼稚園協議会　研修会
　⑸平成27年２月24日　幼稚園教員実技研修会
　⑹平成27年２月26日　公立幼稚園管理職研修会
　⑺平成27年２月27日　公立幼稚園教員人権研修会　講演会

【事業成果】
  〇幼稚園教員を対象として、造形表現活動や人権教育・保育に係る研修会等を開
　催し、幼児（就学前）教育の充実に向け、各幼稚園教員の意識と指導力の向上に
　努めた。
  〇神戸親和女子大学教授の講演による管理職を対象とした研修会を開催した。
  〇門真市公私立幼稚園協議会と共催し、保護者や園長を対象に講演会を行った。

担当課

府支出金

単位 回

Ｈ２５

直接事業費 89,860円

市債

再任用職員

幼稚園教員研修実施回数

Ｈ２４

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般職員

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金 その他

臨時職員

人

目 教育振興費

款

教育総務費

教育費

人 人

説明（節） 金額
事　業　費　の　内　訳

項

金額

報償費

旅費

事務事業コード

説明（節）

一般財源
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事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

その他市債

事業概要
地域で活動する団体や地域住民が社会教育等において習得した知識や技術の成果を学校
の教育活動に活用し、地域社会全体で子どもを育む体制づくりを推進する。

事業目的 学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整えるため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

単位

Ｈ２６

〇事業の執行は学校支援地域本部事業実行委員会へ委託

〇この事業をとおして、学校と地域とが連携・交流することにより、様々な特色ある
取組が継続・発展してきている。各校区の取組は、第二中校区においては読み聞かせ
の実施や相談室の開設、第三中校区においては講演会や田植え等の体験活動の実施、
第四中校区においては環境整備や幼稚園でのふしぎ理科実験の実施、第五中校区にお
いてはクラブ活動支援や昔遊び体験活動の実施、第七中校区においては新成人の集い
の開催、門真はすはな中校区においては夏休みに体験学習キャンプを実施など各校区
多岐にわたり、学校の教育活動への大きな支援となっている。

金額
事　業　費　の　内　訳

府支出金

Ｈ２５

直接事業費

金額

特定財源

1,622,247円社会教育費

説明（節） 説明（節）

項

青少年費

負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

一般職員

目

財　源　の　内　訳

一般財源

再任用職員

人 人

臨時職員

Ｈ２４

委託料

款 教育費

国庫支出金

事業名
学校支援地域本部事業

生涯学習課

回

事務事業コード

学校支援コーディネーター会議開催回数

担当課
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単位

担当課事務事業コード

通室児童・生徒数

【執行状況】
  〇適応指導教室主任指導員として１人、適応指導教室指導員として４人の非常勤
　特別職職員を配置した。
　　・教室名　　　　　　適応指導教室　かがやき
　　・対象者　　　　　　門真市立小・中学校児童・生徒
　　・通室児童・生徒数　16人
　　・指導員　　　　　　非常勤特別職　５人
　　・場所　　　　　　　門真市教育センター　適応指導教室
　　・実施日　　　　　　平成26年５月１日～平成27年３月31日
　　　　　　　　　　　　（土日祝日及び長期休業中を除く。）
　　・活動内容　　　　　国語、算数・数学、英語等の学習指導、体操等の軽い運
　　　　　　　　　　　　動も含む。
【事業成果】
  〇門真市適応指導教室「かがやき」への相談・入室によって、不登校児童・生徒
　の人間関係の回復や学習への意欲の育成、社会的自立を促すことができた。
  〇本教室に通うことで、学ぶことの楽しさに気づいたり、仲間と過ごすことの
　良さに気づいたりすることにより、学校への復帰や進学につながった児童・生徒
  の存在もある。
  〇平成26年度は、20人の児童・生徒の面接相談・体験入室を実施し、16人が正式
　入室として通室した。４人はほぼ学校へ復帰することができ、７人についても別
　室登校したり、週に数回程度登校したり、一度「かがやき」に通室してから登校
　したりするなど、学校に登校できるようになった。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業概要 不登校児童・生徒の学校への復帰を援助するため、専門職員による指導・相談を行う。

事業目的

Ｈ２５

人

人間関係の回復や社会的自立を促し、学校への復帰を援助するため。

項

事業名
適応指導教室運営事業

学校教育課

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

臨時職員再任用職員

財　源　の　内　訳

目

Ｈ２４

国庫支出金

教育総務費

一般財源

款 教育費

人 人

事　業　費　の　内　訳

報酬

一般職員

金額説明（節）金額説明（節）

府支出金

需用費

その他市債

Ｈ２６

5,795,856円

特定財源
負担金・分担金・寄附金

直接事業費

教育センター費
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人 人
従事職員数

一般職員 再任用職員 臨時職員

人

需用費

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

報償費

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄附金 市債 その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

直接事業費 1,113,000円項 教育総務費

目 教育振興費

活動指標

防犯ブザー配布数 単位 個

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

事業概要
児童・生徒が、夢をもって安心して学べる学校づくりを推進するため、不登校対策学生
フレンドの配置等を行う。また、新１年生児童に防犯ブザーを配布する。

事業目的
・各学校における生徒指導上の問題や不登校・いじめ等の教育課題を解決するため。
・登下校時の安全を確保するため。

執行状況
及び

事業成果

【執行状況】
　〇不登校対策学生フレンド報償費
    １回4,000円×200回分＝800,000円
  〇防犯ブザー購入
    １個313円×1,000個分＝313,000円

【事業成果】
　〇申請のあった学校に不登校対策学生フレンドを派遣し、不登校傾向にある児童・
  生徒に対して登校再開等に向けた支援を行うことができた。
　〇小学校新１年生に防犯ブザーを配付することによって、登下校の安全を図るとと
  もに、児童・保護者への不審者対応の啓発に寄与した。

担当課 学校教育課
事業名

児童生徒支援事業

事務事業コード
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平成26年10月
平成26年９月

年間合計

平成26年８月 平成27年３月
平成26年７月 平成27年２月
平成26年６月 平成27年１月
平成26年５月 平成26年12月

学校訪問
平成26年４月 平成26年11月

来庁 電話 学校訪問 時期 来庁 電話

市債
特定財源

国庫支出金

報酬

教育費

一般財源
府支出金

目

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

直接事業費

教育振興費

単位 回

Ｈ２４

時期

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金 その他

金額

教育総務費

財　源　の　内　訳

校長経験者３名をスクールアドバイザーとして配置し、保護者、学校からの教育相談に
対し迅速な対応を行う。また、経験の浅い教員等に対し、授業改善等の指導・助言を行
う。課題を抱える学校に対し、助言を行う。

・児童生徒の問題行動等に対する保護者、市民、学校からの教育相談に迅速に対応した
り、学校の課題解決の取組を促進するため。
・授業改善の支援を行うことによって、学校の学力向上支援を行うため。

説明（節）

人

臨時職員再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

項 7,921,200円

款

活動指標

相談対応回数（面談と電話）

従事職員数
人

一般職員

担当課事務事業コード

人

事業概要

事業目的

執行状況
及び

事業成果

（件）

【事業成果】
　〇スクールアドバイザーにより全校で実施した「苦情対応研修」の効果もあり、苦
  情の件数が減少した。
  〇保護者、市民からの教育相談は平成26年度で窓口対応52件、電話対応は117件に
  上り、丁寧な対応の下、適切な助言等を行うことができた。
  〇教職経験の浅い教員や困難な課題を抱える学校に対し、指導・助言を行い、教職
　員の資質向上や学校の抱える課題の解決に寄与した。
　（平成26年度の学校訪問回数は121回）

【執行状況】
　〇配置場所及び配置人数　　学校教育課内　３人

事業名
スクールアドバイザー配置事業

学校教育課
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【事業成果】
  〇いじめ・暴力行為等の問題行動や不登校に関して悩む児童生徒やその保護者、学
  校からの電話相談に326件、来庁相談に323件対応し、構成員の専門性を生かした助
　言等を行うことで、課題解決に効果をあげた。
  〇いじめ・暴力行為等の問題行動や不登校などの課題解決のため、生徒指導担当指
  導主事の指示のもと、サポートチームが学校に出向き、平成26年度ではケース会議
　を43回実施し、支援活動を行った。

【執行状況】
　〇配置場所　　教育センター内
　〇構成員　　　３人（カウンセラー、スクールソーシャルワーカー、校長OB）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（件）

金額説明（節）

6,448,239円

人 人

事　業　費　の　内　訳

需用費

報酬

報償費

金額

一般職員

事業目的

役務費

備品購入費

Ｈ２５

教育振興費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 件

教育費

一般財源

説明（節）

特定財源
国庫支出金 市債

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

・不登校傾向や暴力行為等の問題行動を行ったり、いじめられている児童生徒及びその保護者に対して、カウンセラーやスクールソーシャルワーカー
（社会福祉士の専門家）が学校や家庭を支援することで、その課題解決を図るため。
・本人の発達に課題があると思われる児童・生徒及びその保護者の相談に応じるため。
・校長OB等が学校教育相談員として、児童生徒や保護者等から相談に応じることで、関係機関との連携や方策を学校に対してアドバイスするため。

教育総務費

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

活動指標

相談件数

府支出金

目

項

事業名
子ども悩み相談サポート事業

学校教育課

電話 ケース会議

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要
いじめ、不登校・暴力行為等の問題行動の課題解決を図るため、教育センター内に子ど
もサポートチームを配置し、児童・生徒やその保護者等からの悩みの相談に応じるとと
もに、学校と連携し、ケース会議を開き対応する。

時期 面談 電話 ケース会議 時期 面談
平成26年４月 平成26年11月
平成26年５月 平成26年12月
平成26年６月 平成27年１月
平成26年７月 平成27年２月

年間合計

平成26年８月 平成27年３月

平成26年10月
平成26年９月
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人

教育費

人

一般職員

役務費

事業目的

1,084,774円

Ｈ２６

単位 件

相談件数 407件（内アウトリーチは115件）

研修回数 全４回

特定財源
市債

報償費

説明（節） 金額説明（節）

社会教育費

一般財源
その他

項

Ｈ２５

青少年費目

直接事業費

活動指標

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

金額

国庫支出金

需用費

事　業　費　の　内　訳

担当課

相談件数（訪問型含む。）

府支出金 負担金・分担金・寄附金

Ｈ２４

―

・孤立化しがちな家庭や、ひきこもり傾向にある家庭が学校や社会に参画できるようにするため。
・不登校傾向や暴力行為等、問題行動を行う児童生徒及びその保護者に対して、臨床心理士等の専門家が支
援することで、その課題解決を図るため。

  大阪府から発達障がいの専門知識を持つコーディネーターを派遣いただき、相談員
の発達障がい児に対する支援力の向上を図った。

事業名
家庭教育支援（つながるハート）事業

生涯学習課

平成26年７月15日
担当者ごとの事例検討ワークシートを活用し、課題解決のためのグ
ループワーク

実施日 内容

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要
家庭教育支援相談員を各小学校に配置し、青少年やその保護者等からの相談に応じると
ともに、ひきこもり傾向等、孤立しがちな家庭に対しては相談員が訪問し、その家庭を
支援する。

担当者ごとの事例検討ワークシートを活用し、課題解決のためのグ
ループワーク

平成26年９月９日

担当者ごとの事例検討ワークシートを活用し、課題解決のためのグ
ループワーク

平成26年11月11日

過去の課題について、その後の支援状況と今後の対応について平成27年１月20日
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  ・学校保健委員会設置校（平成26年度）

（校） （校） （％）

○子どもたちの健康づくりを推進するため、各小中学校に学校保健委員会を設置した。

中学校 ６ ６

　 校数 設置校 設置率

小学校

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

Ｈ２４ Ｈ２５

小学校費/中学校費/保健体育費 3,058,360円

特定財源

金額

単位各小中学校の学校環境衛生事業実施校数

財　源　の　内　訳

校

説明（節） 金額

負担金・分担金・寄附金国庫支出金

負担金補助及び交付金

Ｈ２６

学校管理費/保健体育総務費

一般財源

項

臨時職員

人 人

役務費

報償費

一般職員

市債府支出金

需用費

その他

活動指標

備品購入費

委託料

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

目

直接事業費

使用料及び賃借料

教育費

従事職員数
人

事務事業コード

児童・生徒の心身の健康の維持を図るため、学校保健備品の整備、各種学校環境衛生検
査を実施するとともに、門真市学校保健会活動を通じて、学校保健の向上を図る。

担当課

執行状況
及び

事業成果

事業名
学校保健事業

学校教育課

児童・生徒の保健・環境衛生管理と保健活動の充実を図るため。

事業概要

事業目的
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  ・就学時健康診断

　  実施項目：内科検診、歯科検診、視力検査

（省略心電図） １年 １年 

結核検診 抽出者 抽出者

１年～３年 ―

心臓検診 １検診 全員 全員

ぎょう虫卵検査

尿検査 全員 全員

耳鼻科検診 全員

歯科検診 全員 全員

１年と抽出者

内科検診 全員 全員

事業名
健康診断事業

学校教育課事務事業コード

小学校

特定財源

小学校費/中学校費/保健体育費

目

事業概要
児童・生徒の健康状態を把握し、日常の健康管理を行うため、学校保健安全法に基づく
各種健康診断等を行う。

事業目的

眼科検診 全員

執行状況
及び

事業成果

中学校

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

委託料

使用料及び賃借料

単位

  ・健康診断実施状況

学校における保健管理に関し、児童、生徒の健康の保持増進を図り、もって学校教育の
円滑な実施とその成果の確保するため。

全員

担当課

○児童・生徒を対象に健康診断を実施

事　業　費　の　内　訳
金額金額

回

学校管理費/保健体育総務費

負担金・分担金・寄附金

項

一般財源

就学時健康診断実施回数

臨時職員

人
従事職員数

説明（節）

人人

再任用職員一般職員

Ｈ２６

27,643,603円

Ｈ２５

府支出金

財　源　の　内　訳

活動指標 Ｈ２４

市債

直接事業費

役務費

報償費

需用費

説明（節）

その他

款

国庫支出金

教育費
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Ｈ２４

事業名
食に関する学習実施事業

学校教育課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 ―

特定財源
国庫支出金

項 ―

目 ―

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

児童・生徒が、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけ、食を通じて豊かな
人間性の育成を図ることができるよう、栄養教諭を中心に食に関する学習を行う。

食を大切にする態度や食事の重要性及び健康の保持増進のために望ましい栄養や食事の
とり方を学習し育成するため。

食育を実施した授業（出前授業）の回数

従事職員数
臨時職員

人人 人

再任用職員一般職員

府支出金

金額 説明（節）

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

その他

０円

市債

事業目的

金額

単位 回

執行状況
及び

事業成果

活動指標

【執行状況】
  ○全校において「食に関する指導全体計画」を作成し、栄養教諭等が中心となって
    各校で食育授業を実施した。また、各校の栄養教諭と学校栄養職員で構成される
    食育班を依頼のある学校に派遣し、出前授業を実施した。
　○食育班による出前授業
　  １．平成26年６月３日 砂子小学校 　　１年  「給食について」
  　２．平成26年６月18日 北巣本小学校 　２年  「食べ物のなかまわけについて調べよう」
　  ３．平成26年９月16日 脇田小学校 　　１年  「サラダでげんき」
　  ４．平成26年10月17日 上野口小学校 　１年  「やさいとなかよくなろう」
　  ５. 平成26年10月７日 上野口小学校　 ４年  「おいしさについて」
　  ６．平成26年10月31日 脇田小学校 　　３年  「レンコン掘り」
　  ７．平成26年11月７日 北巣本小学校 　３年  「レンコンを使った調理実習」
　  ８．平成26年11月５日 上野口小学校 　３年  「レンコンを使った調理実習」
　  ９．平成26年12月16日 上野口小学校 　４年  「みそづくり」
　  10. 平成27年２月24日 上野口小学校 　２年  「おなべで元気！」
　　11. 平成27年２月24日 上野口小学校   ４年　「おやつについて」
　  12. 平成27年３月10日 上野口小学校 　２年  「栄養のなかまわけ」
    13. 平成27年３月11日 上野口小学校   ２年　「おなべで元気！」
　　14. 平成27年３月13日 上野口小学校　 ４年　「栄養三食」
　○子どもたちでも簡単に朝ご飯が作れるよう、「めざせ！朝ごはん名人～だれでも
    すぐできる朝ご飯レシピ集～」を食育班で作成した。
【事業成果】
　○上記のテーマで、専門家の立場から授業を実施することで、子どもたちの食に対する興味
　　関心が高まるとともに、教職員にとっても自校で食育を進める際に大いに参考となった。

一般財源

事務事業コード

財　源　の　内　訳

事業概要
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対象事業名

各種スポーツ大会開催事業等

青少年非行防止市民決起大会事業等

校区パトロール活動に関する事業等

〇青少年健全育成に関係する団体への補助金交付状況 （円）

門真市校区青少年育成協議会

門真市青少年育成協議会連合会

門真市子ども会育成連合会

団体名

（25,000円×14校区）

金額

事務事業コード 担当課
事業名

青少年健全育成事業

生涯学習課

単位

事業概要 青少年健全育成に関係する団体の各種事業に対して補助金を交付する。

事業目的
青少年健全育成に関係する団体の各種事業に対して補助金を交付することで、青少年の
健全育成及び青少年健全育成に関係する団体の育成を図るため。

目

執行状況
及び

事業成果

活動指標

門真市子ども会育成連合会会議開催回数

Ｈ２４

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

人 人

臨時職員

Ｈ２５ Ｈ２６

教育費

特定財源
国庫支出金

直接事業費 865,000円項

人
従事職員数

社会教育費

一般財源

一般職員

負担金・分担金・寄附金府支出金

再任用職員

回

説明（節）

青少年費

その他

金額

財　源　の　内　訳

市債

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）

負担金補助及び交付金
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事業名
青少年社会環境整備事業

生涯学習課事務事業コード 担当課

臨時職員

人

再任用職員

人

目

事業概要
青少年指導員が青少年の保護育成と地域力の向上を図るため、校区パトロール等を通じ
て街頭指導や啓発活動を行う。

事業目的 青少年の健全育成と安全確保を図るため。

執行状況
及び

事業成果

委嘱者数

教育費

一般職員

金額

報償費

従事職員数
人

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

府支出金

Ｈ２５

回

Ｈ２６

単位青少年指導員運営協議会代表者会議開催回数

款

63人（校区ごとの内訳は以下のとおり）

市債国庫支出金

社会教育費

青少年費

役務費

直接事業費

負担金補助及び交付金

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）

活動指標

653,169円

一般財源
その他

項

大和田小 ５人 二島小 ５人 四宮小

Ｈ２４

門真小 ３人
古川橋小 ４人 沖小 ５人 上野口小 ４人 速見小 ５人

５人

脇田小 ５人 北巣本小 ４人 砂子小 ５人

　　　　　　    講義テーマ  「門真市における少年犯罪等の現状」

五月田小 ５人
東小 ５人 門真みらい小 ３人

　　　　　　　　　　　　　　「少年非行防止活動ネットワークについて」　　　         
　　　　　　　　　　　　　　「危険ドラッグについて」
　　　　　　　　　　　　　　「非行と犯罪被害から子どもを守るために」
    少年補導活動ネットワーク事業の連携と活動の全面協力

  　青少年社会環境実態調査（青少年にとって有害な影響を及ぼす行為や社会環境の
　　浄化に努める一環として、青少年健全育成条例の趣旨の啓発や事業者の営業状況
　　調査）の実施

  ○活動内容
    青少年指導員による校区の巡回
    各校区代表者会議（毎月１回開催）
    各校区における問題解決や情報交換などの協議
　　研修会　　　実施日　    平成26年10月３日
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33人

１

２

３

日程 配布物

啓発ティッシュ600個
ハンドタオル300枚

啓発ティッシュ600個
ハンドタオル300枚

啓発ティッシュ600個
ハンドタオル300枚

参加人数

35人

活動指標 Ｈ２５

９団体

８団体

３. 社会を明るくする運動作文コンテスト　応募数：中学生34人
　  次代を担う小・中学生を対象に、日常生活・学校生活の中で体験したことをも
　とに、犯罪・非行のない地域社会づくり等を題材とした作文を募集した。

平成26年７月２日

平成26年７月３日

33人

事　業　費　の　内　訳
金額金額

目

財　源　の　内　訳

説明（節）

負担金補助及び交付金

市債国庫支出金

臨時職員

人 人

再任用職員一般職員

人
従事職員数

100,000円直接事業費

款 総務費

その他負担金・分担金・寄附金府支出金

事業概要
少年の非行防止や更生の援助を図るため、「社会を明るくする運動」門真市実施委員会
が行う啓発事業に対して、補助金を交付する。

事業目的
全国で展開されている「社会を明るくする運動」が、門真市内でも円滑に実施されるよ
うにするため。

項

説明（節）

執行状況
及び

事業成果

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人権政策推進費

街頭啓発活動におけるグッズ配布数（H25まではティッシュ・H26からはティッシュ・ハンドタオル）

Ｈ２４

場所 参加団体数

総務管理費

一般財源
特定財源

Ｈ２６

門真市駅周辺 ７団体

個単位

※その他、啓発ティッシュ200個を人権女性政策課前啓発コーナーに設置して配布

大和田駅周辺

古川橋駅周辺

平成26年７月１日

１. 市内各所に啓発ポスターを掲示　ポスター掲示数：200枚
　  構成団体と連携して、自治会・郵便局・ガソリンスタンドに依頼し、啓発ポス
  ターを掲示した。

２. 社会を明るくする運動街頭キャンペーン
　  強調月間である７月に、実施委員会を構成する団体の協力を得て、市民に啓発
  ティッシュ・ハンドタオルを配布

事業名
社会を明るくする運動門真市実施委員会補助事業

人権女性政策課事務事業コード 担当課
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　　　　　　　　　　　　　　「少年非行防止活動ネットワークについて」　　　         

　　　　　　「非行と犯罪被害から子どもを守るために」
参加者数　　39名

その他

Ｈ２６

金額説明（節） 説明（節）

　　　　　　    実施場所　　門真市立文化会館１階ホール
　　　　　　　　講　　師　　門真警察署　生活安全課　少年係　係長　大塚　広樹

単位 回合同パトロール実施回数

講義テーマ  「門真市における少年犯罪等の現状」
講　　師　　大阪府政策企画部　青少年・地域安全室　青少年課
　　　　　　非行防止対策グループ　総括主査　村田　靖弘
講義テーマ　「少年非行防止活動ネットワークについて」
　　　　　　「危険ドラッグについて」

府支出金

金額

直接事業費

人

事　業　費　の　内　訳

役務費

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

活動指標

青少年費

一般財源
特定財源

人

市債

一般職員

4,050円

臨時職員

財　源　の　内　訳

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

項 社会教育費

目

事業概要
地域に根ざした少年非行対策を図るため、青少年育成団体・少年非行防止関係団体を
コーディネートし、「少年補導センター」と同等の機能を持たせる。

事業目的

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２４ Ｈ２５

事業名
少年補導活動ネットワーク事業

生涯学習課事務事業コード

地域に根ざした少年非行防止策を講じることを目的とする。

担当課

研修会　　　    実施日時　　平成26年10月３日 午後７時～午後８時40分

活動内容

合同パトロール　実施回数　　41回
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対象者数 1,380人(男697人、女683人)

目

(平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれの人)

社会教育費

参加者数

Ｈ２４

項 直接事業費

青少年費

説明（節）

府支出金国庫支出金

役務費

負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

その他

事　業　費　の　内　訳
金額

需用費

521,174円

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

臨時職員

人

使用料及び賃借料

一般職員

報償費

款 教育費

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業目的 成人祭のプログラム等を通じて新成人が大人としての自覚を育むため。

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

単位 人

事務事業コード

開催日

事業概要

事業名
成人祭事業

生涯学習課

参加者 892人（男：445人、女：447人）
参加率 64.6%（前年参加率　67.6％）

新成人から構成されるプロジェクトメンバー（９人）が企画に積極的に関わった。

新成人のお祝い及び大人としての自覚と行動を促すため、成人祭プロジェクトの支援を
行う。

平成27年１月12日
場所 市民文化会館ルミエールホール 大ホール
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単位

196,839円

・中学生の部 （件）

件

小学３・４年生の部 ３人　小学５・６年生の部 ６人　中学生の部 ６人

場所
応募原稿数

直接事業費

執行状況
及び

事業成果

項

目

款

役務費

報償費

需用費

一般財源
国庫支出金

財　源　の　内　訳

説明（節）

教育費

特定財源
その他市債

青少年費

金額

Ｈ２４ Ｈ２５

開催日時

件応募作品件数

Ｈ２６

市民文化会館ルミエールホール 小ホール

府支出金 負担金・分担金・寄附金

説明（節）

人 人
従事職員数

再任用職員 臨時職員

事業名
青少年の主張事業

生涯学習課

社会教育費

一般職員

事務事業コード

青少年が生活の中で考えていること、感じていることを自己の主張として文章にまとめ、社会に
提言・主張することにより、物事に対する正しい考え方や理解力を高めるとともに、国際社会の
中で活躍できる広い視野と創造性をもった青少年の育成を図るため。

人

事　業　費　の　内　訳

担当課

金額

自らの体験による考えをもとに、発表する機会を通して青少年の健全な育成に寄与する
ため、「青少年の主張」を開催する。

・小学生の部 （件）
３年生

事業概要

活動指標

平成26年12月７日午後１時～午後３時30分

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

事業目的

使用料及び賃借料

４年生 ５年生 ６年生 計

１年生 ２年生 ３年生 計

発表者

合計

・高校生及び一般　0件
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　〇大阪府教育センター等の研修や大阪府教育研究所連盟の活動に参加
  〇市内全校で研究授業を実施

【事業成果】
  〇市内全校で研究協議を伴う研究授業が実施され、授業改善の取組が進みつつあ
　り、教育委員会指導主事も各校の研究授業に参加し、学校と連携しながら子ども主
　体の授業づくりをめざした授業改善を進めることができた。
  〇「門真市版授業スタンダード」及び「門真市学びのススメ」を活用し、教職員及
　び保護者に対して授業の改善と家庭学習の改善について啓発活動を実施することが
  できた。
  〇授業づくり研修を20回実施して授業の改善に向けた方向性を示し、各学校での活
　用を促進した。

５
３

事業名
教職員研修事業

学校教育課

事業目的
・市立小・中学校の教職員に対して研修を実施することにより、教職員の資質と指導力
の向上を図るため。
・各校における授業改善の推進を支援するため。

担当課

教職員の資質向上を図るため、教育センターにおいて市立小・中学校教職員に対して研
修を行う。また、各校での研究授業や公開授業を進める。

事務事業コード

法定研修

事業概要

３学期 ２学期１学期（夏季休業中を含む。）

その他の研修

その他の研修

授業に関する研修

回

授業に関する研修

Ｈ２４

款

4,873,973円

その他の研修
合計

目

Ｈ２５

市債

執行状況
及び

事業成果

法定研修 ICT活用研修 ３

ICT活用研修
８

活動指標

５

国庫支出金

直接事業費

教育振興費/教育センター費

府支出金
一般財源

教育総務費

教育費

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

市教育委員会主催の教職員研修実施回数

再任用職員

人

臨時職員一般職員

役務費

説明（節） 説明（節）

報酬

人人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額
事　業　費　の　内　訳

使用料及び賃借料

需用費

特定財源
その他

Ｈ２６

従事職員数

旅費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

報償費

項

【執行状況】
  〇市教育委員会主催の研修を71回実施
    ・対象　　　　　　門真市立小・中学校教職員
  　・実施場所　　　　門真市教育センター　他
    ・実施時期　　　　平成26年度                                　     （回）

金額

回単位
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事業名
学力向上支援員加配事業

学校教育課

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

府支出金

金額

特定財源

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報酬

項

負担金・分担金・寄附金

事務事業コード

28,039,400円

単位

Ｈ２４ Ｈ２５

教育総務費

款 教育費

従事職員数

市債 その他

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

人

事業概要

事業目的

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般財源
国庫支出金

授業研究や生徒指導の課題解決等を通して、学力向上に積極的に取り組む市立小・中学
校に対して、人的支援を実施する。

目

財　源　の　内　訳

金額

校

担当課

教育振興費

説明（節）

【執行状況】
  ○学力向上支援員・・・門真小学校、大和田小学校、四宮小学校、古川橋小学校、
　　　　　　　　　　　　上野口小学校、速見小学校、北巣本小学校、東小学校、
　　　　　　　　　　　　砂子小学校、第四中学校、第五中学校に各１人（計11人）
　　　　　　　　　　　　を配置
　　小学校の配置校９校では、学力向上支援員を活用し、１年～６年の少人数指導、
  習熟度別指導、ティームティーチングや放課後学習等を行った。中学校配置校２校
  では、学力に課題のある生徒に対する個別指導や補充指導、校内適応指導教室の整
  備にあたり、学力の底上げを行った。

【事業成果】
  ○学力向上支援員を配置することにより、個に応じたきめ細かな指導を行うことが
　でき、児童・生徒の学習に対する意欲が高まった。
    また、学力向上担当者や生徒指導担当者を学校組織の中心として位置づけ、校内
  研究体制、生徒指導体制の充実を図ることができた。

直接事業費

Ｈ２６

学力向上支援員を配置した学校数

小学校：学力向上主担教員等が学校組織として対応できる体制を構築するため。
中学校：生徒指導主担教員等が学校組織として対応できる体制を構築するため。
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臨時職員

人 人 人

報償費

従事職員数
一般職員 再任用職員

説明（節） 金額 説明（節） 金額
事　業　費　の　内　訳

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

その他

項 教育総務費

目 教育振興費

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄附金 市債

活動指標

一貫教育課程研究委員会の開催回数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

直接事業費 50,000円

幼児・児童・生徒の学びや生活の連続性を確保するために就学前から義務教育修了まで
の一貫した教育を目指す。

単位 回

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

【執行状況】
　〇一貫教育課程研究委員会の開催（年間４回）

【事業成果】
　〇定期的に幼小中の教員が一堂に会して協議することをとおして、就学前から義務
　教育修了までの教育のあり方を研究する場を持つことができた。これによって、各
　中学校区における幼小中の連携が活性化している。
　〇神戸親和女子大学の廣岡義之教授の「幼小・小中の連携の可能性」～道徳教育を
　基軸として～をテーマに保幼小中合同研修会を実施し、豊かな心を育むための就学
  前から義務教育修了までの一貫した教育のあり方について学ぶことができた。
　〇各中学校区で、昨年度作成した「共同実践計画」の共同実践を具体的に実施し、
　もたらした成果や課題を協議し、加筆・修正を加え、次年度の共同実践の計画表を
  完成させた。

執行状況
及び

事業成果

事業目的

事業概要

担当課

就学前教育から義務教育修了時点までの子どもたちの学びや生活の連続性を確保し、門
真の子どもたちの豊かな成長に資するため。

学校教育課
事業名

一貫教育推進プラン実施事業

事務事業コード
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事務事業コード 担当課

【執行状況】
　〇門真市立全小・中学校に対し、ケーブルインターネット回線契約によってイン
　ターネット接続環境を提供した。
　〇学校放送BGMを第三中学校、第四中学校、門真はすはな中学校に提供した。

【事業成果】
　〇ICT機器を活用し、情報教育を推進する中で、小・中学校のインターネット接続
　は必要不可欠である。本事業によって、小・中学校にインターネット接続環境を安
　定して提供し、校内のICT活用及び普通教室・PC教室での情報教育を推進することが
　できた。
　〇学校放送BGMシステムにより、校内放送の効率化を図ることができた。
　〇市教育委員会主催による研修を33回（13回は教育センター、20回は市内各校）開
　催した。

負担金・分担金・寄附金

教育委員会主催の情報教育研修会実施回数

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

府支出金

単位

金額

臨時職員

金額

再任用職員

人

財　源　の　内　訳

国庫支出金 その他

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

市債

目

1,500,323円直接事業費

特定財源

執行状況
及び

事業成果

活動指標

役務費

項 教育総務費

説明（節）

教育振興費

一般財源

人人

一般職員
従事職員数

教育費

事業名
情報教育推進事業

学校教育課

事業概要

回

児童・生徒の学力向上及び情報モラルの向上を図るため、わかりやすく魅力ある授業の
実践に向けた教職員情報機器活用研修を行う。

事業目的
教職員に授業におけるICT機器の効果的活用方法等を習得させることを通して、授業改善
に資するため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款
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人 人

【執行状況】
  〇門真市学習到達度調査
　　・対象者　　門真市立全小学校５年生
　　・調査内容　国語・算数・理科の学力に関する調査
　　・実施日　　平成26年６月６日
　　・調査業者　東京書籍関西第二支社
　　・その他　　平成26年６月30日に結果を各校及び参加児童に送付

【事業成果】
　〇国語に関しては調査業者による総合評価では「全国平均値と同程度」と見なして
　も良いというものであった。
　〇各小学校では、本調査の結果を分析し、２学期以降の授業改善を進めた。その際
　に、担当指導主事が各小学校に入り、指導助言を実施した。

従事職員数
一般職員 再任用職員 臨時職員

人

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

委託料

負担金・分担金・寄附金 市債 その他

項 教育総務費

目 教育振興費

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金

市立小学校に在籍する小学校５年生を対象に市独自の学力調査を実施し、学力の実態を
把握・分析し、授業改善につなげる。

事業目的
小学校５年生で本調査を実施し、その結果を分析することをとおして、校内研究体制の見直しや
授業改善を行い、翌年度の小学校６年生における全国学力･学習状況調査等で検証することができ
るようにする。これらの一連の取組をとおして、児童の学力向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

直接事業費 1,099,008円

学校教育課担当課

活動指標

事業概要

事業名
学力調査推進事業

事務事業コード

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

学力調査実施回数 単位 回
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【執行状況】
　平成26年度は、小学校５・６年生及び中学校１年生において35人学級を実施するた
めに、小学校８校、中学校２校に市費負担教員を配置し、よりきめ細かな指導を行っ
た。また、大阪府の臨時的任用職員の給料表等の改定に伴い、市費負担教員の給料表
や勤務条件等を府に準じたものにするため条例の改正も行った。

【事業成果】
  児童・生徒一人ひとりの状況をより把握しやすくなり、授業改善やきめ細かな生徒
指導につながり、児童生徒が落ち着いた環境の中で一層安心して学ぶことが可能と
なった。今後は35人学級が適用される前後の学力状況を比較するなど、定量的な効果
測定についても実施していく。執行状況

及び
事業成果

事務事業コード
事業名

きめ細かな指導を実現する35人学級事業

学校教育課

事業概要
児童・生徒一人ひとりに行き届いた教育を行い、より確かな学力の定着をめざすため、
現在、国と府の施策として小学校１・２年生で実施している35人学級を、全市立小学校
５・６年生及び中学校１年生において実施する。

教育総務費/小学校費/中学校費

活動指標

加配人員

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

１学級を少人数編制にすることにより、教員が児童・生徒一人ひとりの状況を把握し、
よりきめ細かな指導を行い、学力の向上を図るため。

負担金補助及び交付金

役務費

旅費

教育費

一般財源

説明（節）

事業目的

59,778,007円

学校管理費/教育振興費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 人

人 人

事　業　費　の　内　訳

共済費

給料

一般職員

職員手当等

市債

金額

Ｈ２５

―

特定財源
国庫支出金

項

金額説明（節）
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執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

賃金

特定財源
国庫支出金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

説明（節） 金額

事業概要

事業目的

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

報酬

報償費

需用費

役務費

教育振興費

人

款 教育費

金額

財　源　の　内　訳

項 教育総務費

目

一般職員
従事職員数

単位 人

その他

26,746,621円

市債

直接事業費

事務事業コード

臨時職員

人人

再任用職員

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

障がいのある児童生徒等の教育の充実を図るため、教職員研修・巡回相談業務等を行
い、介助員や支援教育支援員等を派遣する。

支援学級や通常学級に在籍する特別な支援が必要な児童･生徒に対して、一人ひとりの障
がいの状況に応じた、適切な支援が行われるように、総合的な支援体制の整備･充実を図
るため。

介助員の配置人数

Ｈ２４

【執行状況】
　〇支援教育支援員、支援学級介助員の配置状況
    ・支援教育支援員・・・小学校14校に各校１人ずつ配置
    ・支援学級介助員・・・小学校８校、中学校１校に各校１名ずつ配置

【事業成果】
  〇肢体不自由児に対する整形外科診断及び理学療法巡回指導を実施することで、一
　人ひとりの障がいに合った専門的な支援を行うことができた。
  〇適正就学に係る教育相談を行い、保護者への支援を行った。
  〇ボランティアグループによる観劇会や学習ビデオへの字幕作成を行い、聴覚障が
　いのある児童への学習支援ができた。
  〇発達障がいの専門医として、小児科専門医による相談会や研修会を実施し、及び
　臨床心理士による発達検査を実施したことで、児童・生徒への支援体制を明確化、
　共有化し、一人ひとりの指導に生かすことができた。
  〇門真市巡回相談チームが市内各校からの要請に応じて、巡回相談を行い、児童・
　生徒への支援の手立てを提示するとともに、発達検査を実施し、児童・生徒一人ひ
　とりの障がいを理解し、その指導に活用できた。

事業名
特別支援教育推進事業

学校教育課
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財　源　の　内　訳

事業概要

事業目的

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

説明（節）

直接事業費

負担金・分担金・寄附金府支出金
一般財源

金額

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

臨時職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

人

目

負担金補助及び交付金

教育振興費

説明（節）

事業名
看護師派遣事業

学校教育課

教育総務費

Ｈ２５

教育費

項

単位

事務事業コード

Ｈ２４

特定財源
国庫支出金

医療的ケアを要する児童･生徒の就学の機会を拡充し、より安全な学校生活や学習生活を
保障する等、教育条件の充実を図るため。

看護師の配置人数

事　業　費　の　内　訳

賃金

【執行状況】
    医療的ケアを要する児童・生徒への対応のため、臨時的任用職員（非常勤）とし
  て、門真市内の小学校２校、中学校１校に看護師を配置した。

【事業成果】
    看護師の有資格者を医療的ケアが必要な児童・生徒が在籍する学校へ配置できた
  ことで、円滑な学校生活をつなげることができた。また、宿泊学習等の活動にも看
  護師を派遣し、対象児童・生徒が安全に活動できるよう、医療的ケアに対応でき
  た。

その他

4,251,185円

款

担当課

Ｈ２６

市債

医療的ケアを必要とする児童・生徒に医療的措置を行うために、看護師を派遣する。
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事務事業コード 担当課

【執行状況】
  対象者　　　門真市立全６中学校生徒
  参加者数　　延べ  1,341人
  場所　　　　各中学校図書室、教室等
  実施日　　　平成26年４月～平成27年３月（毎週２回程度）
  活動内容　　生徒の学力向上に寄与できる大学生、地域人材を学習支援アドバイ
　            ザー（報償費１時間1,000円）として担当教員とともに配置し、放課
　　　　　　　後自習室を設置し生徒に学習機会を提供した。学習には自学自習支
　　　　　　　援ソフト「みんなの学習クラブ」を活用した。

【事業成果】
　　定期的に実施することで自ら課題を用意する生徒が現れ、自主的に学習する姿勢
　がみられた。３年生は、部活動を引退して、受験体制に入ると毎回参加する生徒も
　いた。本市中学校の卒業生を学習支援アドバイザーとして活用するなど、地域との
　連携が図れた。

負担金・分担金・寄附金

実施校数

Ｈ２４ Ｈ２５

府支出金

従事職員数
人

特定財源

金額

臨時職員

金額

再任用職員

Ｈ２６

単位 校

その他

説明（節）

1,333,745円

市債

人

一般職員

説明（節）

教育振興費

一般財源

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報償費

項 教育総務費

目

財　源　の　内　訳

国庫支出金

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

事業概要
中学校の放課後において自習室を開設し、学生や地域ボランティア等の協力を得ながら
生徒に学習機会の場を提供することで、学習習慣の定着と学力の向上を図る。

事業目的
「地域の子どもは地域で守る」意識の醸成や、学ぶ意欲がある子どもたちに対して、教
科学習を中心とした放課後の学習機会を提供し、地域の教育力の向上を図るため。

需用費

使用料及び賃借料

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

事業名
「まなび舎Youth」事業

学校教育課
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財　源　の　内　訳

社会教育費 1,710,119円

参加者数 延べ　7,398人

内容 宿題、自習、プリント学習、読書

Ｈ２４

役務費

特定財源

金額説明（節）

その他

Ｈ２５

人

臨時職員

直接事業費

五月田小学校　　　２年生～６年生
門真みらい小学校　３年生～６年生
東小学校　　　　　３年生～６年生

Ｈ２６

砂子小学校　　　　１年生～６年生

款

府支出金 負担金・分担金・寄附金

青少年費

一般財源

項

目

報償費

一般職員

教育費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）金額

人

市債

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

事業概要
小学校の放課後において自習室を開設し、学生や地域ボランティア等の協力を得ながら
児童に学習機会の場を提供することで、学習習慣の定着を図る。

事業目的
「地域の子どもは地域で守る」意識の醸成や、学ぶ意欲がある子どもたちに対して、教
科学習を中心とした放課後の学習機会を提供し、地域の教育力の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

需用費

校まなび舎Kids事業の実施校数 単位

人

再任用職員
従事職員数

実施日 平成26年５月～平成27年３月（学校長期休業日を除く毎週水曜日）

担当課事務事業コード

活動指標

事業名
「まなび舎Kids」事業

生涯学習課

対象者 四宮小学校　　　　１年生～３年生

事業効果   小学校８校で実施している。また、対象学年を拡大したり、登録制と自由
出席制にするなど、各校のニーズや実情に応じて実施しており、児童の学習
習慣の定着に、地域全体で取り組む体制づくりにもつながった。

上野口小学校　　　２年生～６年生

沖小学校　　　　　１年生～３年生
北巣本小学校　　　３年生～５年生
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事務事業コード

事業概要
土曜日の小・中学校において自習室を開設し、学習アドバイザー・管理員の協力により
児童・生徒の学習習慣の定着を図る。

事業目的

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

事業名
「かどま土曜自学自習室サタスタ」事業

生涯学習課

対象者

需用費

役務費

上野口小学校 ３年生～６年生　速見小学校　　　　４年生～５年生

門真小学校　 ４年生～６年生　大和田小学校　　　４年生～６年生

児童・生徒の学習習慣の定着を図り、豊かな心や、生きる力を育むとともに、地域人材
の有効な活用を図ることで、地域の教育力の向上を目指すため。

説明（節）

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報償費

項 社会教育費

目

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

単位 回

その他

サタスタ実施回数

金額

6,693,820円

市債

教育振興費

特定財源

直接事業費

一般財源
国庫支出金 府支出金

金額

二島小学校　 ４年生～６年生　四宮小学校　　　　４年生～６年生
古川橋小学校 ３年生～６年生　沖小学校　　　　　４年生～６年生

脇田小学校　 ４年生～６年生　北巣本小学校　　　４年生～６年生

Ｈ２４

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

五月田小学校 ４年生～６年生　東小学校　　　　　３年生～６年生
砂子小学校　 ４年生～６年生　門真みらい小学校　３年生～６年生
　

第二中学校　 ２年生～３年生　第三中学校　      １年生～３年生
第四中学校　 ２年生～３年生　第五中学校　      ２年生～３年生
第七中学校　 ２年生～３年生　門真はすはな中学校 ３年生

事業効果   全小・中学校で実施している。また、各校のニーズや実情に応じて、対
象学年を変更、拡大したり、英語活動を取り入れるなど、新たな取組を地
域主体で展開しており、児童・生徒の学習習慣の定着に、地域全体で取り
組む体制づくりにもつながった。

参加者数 延べ7,992人（内小学生6,899人、中学生1,093人）
実施日 平成26年５月～平成27年３月（学校長期休業日を除く毎週土曜日）
内容 宿題、プリント学習等（主に国語、算数、数学、英語）
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執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

学校図書館司書配置事業

学校教育課

事業概要
専任の学校司書を概ね２校に１名配置し、学校の司書教諭及び図書担当者と連携して、
図書・資料の貸出・返却、調べ学習に必要な資料や情報の提供、読み聞かせ（小学
校）、配架・配列整備、蔵書点検、製本作業などを行う。

教育総務費

活動指標

配置する司書の人数

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

専任の学校司書配置により、児童生徒と本をつなぐ役割を果たし、読書に対する興味関
心を喚起し、読書習慣を身につけ、言語活動の充実を図るとともに、豊かな人間性と情
操、創造性を育んでいくため。

教育費

一般財源

説明（節）

事業目的

2,514,447円

教育振興費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 人

人 人

事　業　費　の　内　訳

需用費

報酬

一般職員

旅費

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

【執行状況】
　  学校図書館司書を門真小学校・速見小学校の２校に１名、門真みらい小学校・門
　真はすはな中学校の２校に１名、大和田小学校、四宮小学校の２校に１名、１日４
　時間配置した。

【事業成果】
　  学校図書館司書を配置した学校では、図書・資料の貸出・返却、簡易レファレン
　ス、配架・配列整備、蔵書点検、製本作業等の業務を担当し、子どもたちが使いや
　すい学校図書館づくりが進み、子どもたちへの読み聞かせやおすすめの本の紹介、
　夏季休業中の図書館開放等、様々な取組ともあわせて、学校によっては貸出冊数が
　昨年度よりも1,000冊以上増加するなど、子どもたちの読書習慣の育成に大きく貢献
　した。また、市図書館主催の研修に司書が参加するなど、連携も進んでいる。

金額説明（節）
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【執行状況】
  ○門真市立小・中学校（研究指定校を除く。）に対し、校内研究活動を推進し、授
  業研究等の活性化を促すため、教育課程研究活動費として、報償費40,000円、消耗
  品費40,000円を交付した。
　○教育課程研究活動事業実施校
　　二島小学校、上野口小学校、脇田小学校、北巣本小学校、五月田小学校、
　　東小学校、砂子小学校、門真みらい小学校、第二中学校、第五中学校、
　　第七中学校

【事業成果】
　○経験年数の浅い教職員が増加傾向にあるため、校内研究活動を推進し教職員の育
  成を図ることが重要である。教育課程研究活動費によって、校内の教員による指
  導・育成のみではなく、外部講師から広く、継続して学ぶことができた。
　○招聘した外部講師は大学教授・NPO・元教諭等、各校の課題に応じて多岐にわたっ
  ている。

事業名
教育課程研究活動事業

学校教育課事務事業コード

事　業　費　の　内　訳

事業概要
児童・生徒の確かな学力、健やかな身体の育成を図るため、各学校の教育課程編成を支
援し、教職員の研修や学校での学習活動に対して補助金を交付する。

事業目的
市立小・中学校における校内研究活動を推進し、学校の授業研究等の活性化を図るた
め。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

人

金額

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報償費

項 教育総務費

目

説明（節）

校内授業研究を５回以上実施した校数

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

単位 校

金額説明（節）

需用費

553,919円

市債

教育センター費

特定財源

直接事業費

国庫支出金 その他府支出金
一般財源

担当課
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担当課

事業概要
市内全体の教育活動の活性化を図るため、市立小・中学校において、指導方法の工夫改
善等、優れた特色ある教育研究活動を行う学校を教育研究指定校として指定し、研究会
の実施やその研究集録の作成等に対して補助を行う。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事業目的 門真市内小・中学校の教育研究活動の活性化をめざすため。

事業名
研究指定校事業

学校教育課

執行状況
及び

事業成果

活動指標

負担金補助及び交付金

項 教育総務費

目

一般財源

教育振興費

研究指定校数

Ｈ２４

事務事業コード

臨時職員

人

教育費

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

財　源　の　内　訳

単位 校

その他

2,700,000円

市債

金額金額

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

国庫支出金

説明（節）

府支出金

説明（節）

【執行状況】
  ○門真市教育研究指定校補助金として、研究指定校９校（門真小学校、大和田小学
  校、四宮小学校、古川橋小学校、沖小学校、速見小学校、第三中学校、第四中学
  校、門真はすはな中学校）に対して300,000円を交付し、研究活動を推進した。

【事業成果】
  ○研究指定校４校（門真小学校、大和田小学校、第四中学校、門真はすはな中学
  校）では、公開研究会の実施や研究集録の作成等により研究成果を市内に広く公開
  し、発信することをとおして、本市全体の教育研究を発展させ、児童・生徒の学力
  向上に寄与することができた。また、教育研究指定校となった学校においては、教
  職員の校内研究活動に関する意識の統一や研究体制の確立、学校組織の改善、意識
  や意欲の向上等、豊かな学校教育活動の展開が見られた。
　

事　業　費　の　内　訳

特定財源
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目

一般財源
その他

活動指標

幼10　小10　中35

国庫支出金

項

Ｈ２６

中学校では、AETが授業を行うことにより、生徒の英語への興味関心を高め、コミュニケーション能力の向
上を図るため。幼稚園・小学校では、AET又は外国語活動支援員を通じて幼児・児童が英語に慣れ親しみ、
外国の文化に触れることで、英語への興味関心を高め、コミュニケーション能力の素地を養うため。

【執行状況】
  ○実施校園授業時数・回数
　  ・門真市立幼稚園　２園　全学級において年間15回派遣
　  ・門真市立小学校　14校　小学校５・６年生全学級において年間15回派遣
　  ・門真市立中学校　６校　全学級において年間17回派遣

　○門真市英語教育活動業務委託に関する受託者選定審査委員会
　  業者企画提案会　日時：平成27年２月24日 午後２時30分～

【事業成果】
    AETと共に「外国語活動」（小学校５・６年生）「活用型授業」（中学校）の授業
  を受けることにより、児童・生徒が英語で話そうとする意欲が高まり、AETに対して
  英語で話しかける場面が増えた。
　（中学校３年生・小学校６年生対象のアンケート結果）
　  ・AET・外国語活動支援員の授業は楽しい…90％（中３）91％（小６）
　  ・異文化に触れることのできる時間である…90％（中３）86％（小６）
　  ・英語を「話す」力がついたと思う…84％（中３）79％（小６）
　  ・英語を使って「話す」力がついたと思う…79％（中３）71％（小６）

市債負担金・分担金・寄附金

幼15　小15　中17

委託料

府支出金

児童生徒の英語に関する興味関心を高め、英語力・コミュニケーション力を高めるため
に、市立小・中学校にAET（英語指導助手）を派遣する。

19,835,200円

Ｈ２４

直接事業費

単位 回

金額

年間派遣回数

教育費

説明（節）

教育総務費

事　業　費　の　内　訳

事業概要

事業目的

執行状況
及び

事業成果

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人 人
従事職員数

人

再任用職員

報酬

臨時職員一般職員

教育振興費

特定財源

金額

事業名
AET（英語指導助手）派遣事業

学校教育課事務事業コード 担当課

款

財　源　の　内　訳

Ｈ２５

幼10　小10　中35

説明（節）
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目

【執行状況】
　○自立支援通訳派遣事業
　　平成26年度：渡日教育サポーター（11人）
  　4,854回（１回30分）：８言語（中国語、ポルトガル語、スペイン語、英語、
　　　　　　　　　　　　フィリピノ語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語）
　○進路選択支援事業
  　平成26年度：進路相談員（１人）
　　70回（原則として月曜日・水曜日の午後１時30分～午後５時30分）

【事業成果】
　○８言語11人の渡日教育サポーターを登録し、市内小・中学校及び市立幼稚園に派
  遣することにより、渡日児童・生徒に対して入国直後の初期対応から、日本語指導
  や学習指導、アイデンティティや文化について学習を支援することができた。
　○経験豊かな進路相談員による面談等をとおして、学ぶ意欲があるにも関わらず、
　経済的な事由により進学が困難な状況にある青少年の進路選択支援を行い、147件の
  本人や保護者等の相談業務を、関係機関等との連携を図りながら迅速かつ的確に実
  施することができた。

一般財源

財　源　の　内　訳

Ｈ２５Ｈ２４

国庫支出金

教育総務費

款 教育費

8,214,760円

負担金・分担金・寄附金

特定財源

回

その他府支出金 市債

人権教育推進費

Ｈ２６活動指標

項

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

委託料

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

人

臨時職員再任用職員

説明（節） 金額金額

単位

担当課

需用費

報償費

事業目的

・人権が尊重される環境づくりをめざすため。
・教職員としての自覚を持ち、人権及び人権問題の理解と認識を深め、人権教育の充実を図るため。
・各種研究会に参加し、教育の場において人権教育の推進を図り、部落差別をはじめ現存する差別の問題を
解消するため。

執行状況
及び

事業成果

従事職員数
人

直接事業費

自立支援通訳者派遣回数

旅費

役務費

負担金補助及び交付金

人

一般職員

人権問題に関する理解の促進を図るため、人権教育の推進事業を行う協議会に対する補
助金の交付、研修会の開催、また、渡日児童・生徒に対する日本語習得のための支援等
を行う。

事務事業コード

事業概要

事業名
人権教育推進支援事業

学校教育課
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事業名
豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業

学校教育課担当課

事業概要

事務事業コード

【執行状況】
  門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金として、４推進中学校区（第二
中学校区、第三中学校区、第七中学校区、門真はすはな中学校区）に対して200,000円
を交付し、道徳教育の充実に係る取組を推進した。

【事業成果】
　○４推進中学校区では、３つの必須項目
　　【道徳教育公開講座】
　　【道徳の授業づくりに関する研修会や校内研修】
　　【「こころの再生」府民運動の趣旨に沿った取組】を実施した。豊かな心を育て
  るために、学校・家庭・地域が一体となった取組を行い、三者がともに連携するこ
  との大切さを共有することができた。
　○児童・生徒が、主体的な取組（清掃活動やボランティア活動）を行うことで、達
  成感や自己有用感を高めることができた。
　○中学校においては、意識調査における「自分には良いところがある」「将来の夢
  や目標を実現するために努力している」「人の気持ちが分かる人間になりたい」の
  ３つの項目で、学年があがるにつれて、肯定的に回答する割合が向上した。

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２６

こどもの豊かな人間性を育むため、中学校区を単位に地域の実態に応じた工夫ある取組
を推進し、道徳教育を充実させることで、子どもの自己肯定感・意欲を高める。

単位 校道徳の授業研究の全校実施

Ｈ２５

直接事業費

款 教育費

活動指標 Ｈ２４

負担金補助及び交付金

800,000円教育総務費項

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

教育振興費

特定財源

人人

財　源　の　内　訳

その他

金額説明（節）

市債

人

臨時職員一般職員 再任用職員

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

府支出金

事業目的
学校・家庭・地域の協働体制の構築に中学校区で取り組む中で、道徳教育を充実させ、
子どもの自己肯定感・意欲を高めるため。

金額

一般財源
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目

事業目的

Ｈ２４

財　源　の　内　訳

○今後の門真市学校適正配置事業の内容を検討
　
　平成24年度に見直しを図った門真市学校適正配置事業実施方針（第４版）に記載し
ている第二中学校校区内の小学校再編及び第四中学校校区と第五中学校区の再編につ
いて検討するため、児童数や校区の状況の把握に努めた。

小・中学校数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

府支出金

説明（節）

款 ―

特定財源
国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

一般財源

人

一般職員 臨時職員

人
従事職員数

人

再任用職員

項

市債

０円

その他

事　業　費　の　内　訳
金額 説明（節）

活動指標

門真市学校適正配置審議会の答申に基づき、児童・生徒のより良い教育環境の整備・充
実を目指し、学校の統合・校区再編を行う。

単位 校

事務事業コード

事業概要

Ｈ２６Ｈ２５

担当課

―

― 直接事業費

執行状況
及び

事業成果

学校の適正な配置の実現による、児童・生徒への適正な教育環境の提供を行うため。

事業名
学校適正配置推進事業

教育総務課
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使用料及び賃借料

金額説明（節）

事業概要

Ｈ２４

説明（節）

府支出金

事　業　費　の　内　訳

事務事業コード

金額

負担金補助及び交付金

備品購入費

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

校

市債

工事請負費

従事職員数
一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

委託料

人

再任用職員 臨時職員

人 人

特定財源
国庫支出金

教育費

一般財源

591,540,442円

大規模改造実施校数

財　源　の　内　訳

項

その他

活動指標

―

Ｈ２５

小学校費

目 学校管理費

児童が楽しく充実した学校生活が送れるよう、小学校施設・設備等の改修及び維持管理
を行い教育環境の改善を図る。

事業目的
修繕・改造工事等の維持管理を行い、児童が安全安心な学校生活を送れるようにするた
め。

執行状況
及び

事業成果

〇教育環境において児童の日常的な生活環境の場である建物施設が老朽化し、児童の
活動に支障をきたす部分が増えてきているため、学校からの修繕要望に対し、速やか
に対応した。

【執行状況及び事業成果】
  ・五月田小学校LAN設定業務委託料　　　　　　　　　　　　　 　　　777,600円
  ・五月田小学校大規模改造工事（第２期）工事監理業務委託料　　　8,424,000円
  ・沖小学校校舎等大規模改造工事（第１期）実施設計業務委託料　 22,183,200円
　・仮設校舎借上料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44,116,434円
　・五月田小学校大規模改造工事（第２期）　　　　　　　　　　　512,359,560円
　・二島小学校公共下水道接続工事　　　　　　　　　　　　　　　　　159,840円
  ・校用備品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,476,848円
  ・沖小学校公共下水道事業受益者負担金　　　　　　　　　　　　　1,042,960円

担当課

単位

事業名
小学校施設整備事業

教育総務課
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〇教育環境において生徒の日常的な生活環境の場である建物施設が老朽化し、生徒の
活動に支障をきたす部分が増えてきているため、学校からの修繕要望に対し、速やか
に対応した。

【執行状況及び事業成果】
  ・第五中学校パソコン移設業務委託料　　　　　　　　　　　　　  1,054,080円
　・第五中学校校舎等大規模改造工事（第２期）実施設計業務委託料 13,284,000円
  ・第五中学校校舎等大規模改造工事（第１期）監理業務委託料　　 12,096,000円
  ・仮設校舎借上料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 82,555,200円
  ・第五中学校下足棟新設工事　　　　　　　　　　　　　　　　   36,621,309円
  ・第五中学校校舎等大規模改造工事（第１期）　　　　　　　　　519,324,976円
  ・校用備品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,102,210円

教育費

事　業　費　の　内　訳

市債 その他

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

金額説明（節）

備品購入費

委託料

執行状況
及び

事業成果

活動指標

国庫支出金

大規模改造実施校数 校

一般職員

人

再任用職員

人

臨時職員

担当課

単位

Ｈ２４

―

事務事業コード

生徒が楽しく充実した学校生活が送れるよう、中学校施設・設備等の改修及び維持管理
を行い教育環境の改善を図る。

Ｈ２６

目 学校管理費/学校建設費

工事請負費

直接事業費 667,037,775円

一般財源

金額

事業目的
修繕・改造工事等の維持管理をし、生徒が安全安心な学校生活を送れるようにするた
め。

―

府支出金

Ｈ２５

従事職員数
人

財　源　の　内　訳
特定財源

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

使用料及び賃借料

項 中学校費

事業名
中学校施設整備事業

教育総務課

事業概要
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活動指標

一般財源

教育費

金額

429,132円小学校費

市債

説明（節）

人人 人

再任用職員
従事職員数

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

特定財源

目

款

財　源　の　内　訳

その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

項

学校管理費

直接事業費

負担金・分担金・寄附金

需用費

臨時職員一般職員

事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

○運動場芝生化実施校

事業概要
府の「公立小学校の運動場芝生化推進事業」を活用し、市内小学校運動場の芝生化を推
進する。

事業目的

校

府支出金

事業名
小学校運動場芝生化事業

学校教育課担当課

　・二島小学校　（平成22年６月実施）

小学校の運動場の芝生維持校数

○芝生の活用状況

Ｈ２５

　・授業の時間の活用
　　高飛び、馬とび、側転など体育授業時に活用し、ケガ防止に役立っている。
　・休憩時間の活用
　　外遊びのときの遊び場として活用し、外遊びの機会を増やしている。
　・地域での活用
　　保育園、幼稚園の子どもたちの学校訪問時にお弁当の場として提供し、交流の場
　として役立っている。
　　他校の３年生の授業、「門真市内探検」のときにお弁当の場として活用してい
　る。

・芝生化及び維持管理を通して地域住民との公民協働意識の形成のため。
・児童のケガの防止、運動機会の増加のため。
・芝生化による景観向上、ヒートアイランド現象の緩和のため。

単位

Ｈ２６

　・五月田小学校（平成22年２月実施）

Ｈ２４

　・門真小学校　（平成23年３月実施）
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３．防犯に係る啓発事業

　　平成26年６月１日、９月７日、11月16日、平成27年２月22日

総務管理費

説明（節）

負担金補助及び交付金

金額

2,938,969円

その他市債国庫支出金

目

総務費

項

Ｈ２６

直接事業費

地域コミュニティ費

款

活動指標 Ｈ２５

灯

LED型防犯灯への補助のみ

単位

　⑸犯罪追放！門真市民決起大会　平成26年10月17日
　⑹歳末特別警戒支部詰所巡回　平成26年12月26日

事務事業コード

　　平成26年４月22日、９月29日
　⑵街頭啓発運動（２回）

　⑴支部長会議（２回）

　  支部助成金　1,085,400円
　  歳末活動費　　565,000円

説明（節）

臨時職員

一般財源

再任用職員
従事職員数

人

一般職員

府支出金

金額

財　源　の　内　訳
特定財源

執行状況
及び

事業成果

１．防犯支部活動助成事業

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

　⑶防犯キャンペーン（４回）

人

　⑷ナンバープレート盗難防止ネジ取付けキャンペーン　平成26年10月18日

防犯灯設置費等補助灯数（LED型防犯灯以外）

Ｈ２４

人

負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

事業概要
犯罪のない明るい門真市の実現を図るため、門真市防犯協議会が行う啓発事業等に対し
て、補助金を交付する。

事業目的 犯罪のない明るい門真市の実現を図るため。

　　平成26年４月21日、10月10日

２．防犯灯設置補助事業（詳細は、防犯灯LED化補助事業を参照）

事業名
門真市防犯協議会補助事業

地域活動課担当課

　⑶　基本目標－３　安全・安心で快適に暮らせる明るいまち
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３.　門真市更生保護サポートセンターの開設への支援

 開設日：平成26年10月１日
 場　所：門真市民プラザ１階

  地域における更生保護活動並びに犯罪予防活動の拠点となる「門真市更生保護サ
ポートセンター」の開所を支援した。

事業名
更生保護事業

人権女性政策課担当課事務事業コード

事業概要
罪を犯した者の更生、少年の非行防止等地域社会の浄化を図るための地区保護司会が行
う更生保護活動等に対して、補助金を交付する。

事業目的
罪を犯した人たちの更生を助けるとともに、地域の犯罪を予防し安全・安心な地域社会
を築くため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

２．更生保護活動の意義や内容の周知

  法務省作成のチラシやリーフレットを人権女性政策課前啓発コーナーに設置し、更
 生保護活動の意義や内容が市民に深まるよう周知した。

財　源　の　内　訳

一般財源

直接事業費

特定財源

款

目

説明（節）

人権政策推進費

総務費

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

負担金補助及び交付金

項 総務管理費

Ｈ２６Ｈ２４

金額

人

再任用職員一般職員

人

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

国庫支出金

金額

その他

説明（節）

人

１. 門真地区保護司会に補助金を交付

   安全で安心して暮らすことのできる社会を目指し、犯罪を犯した者や非行のある少
年が再び犯罪や非行に走らず、社会の一員として立ち直ることができるよう、地域に
根ざした活動をしている保護司会が行う「犯罪予防活動事業」と「研修研究活動事
業」に対し補助金を交付した。

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２５

府支出金

270,000円

市債

単位自主研修等の延べ参加人数
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116団体
5,944,329円6,082,167円補助金総額

対象灯数 6,764灯 6,755灯

116団体

自治会等が市内に設置する防犯灯に係る電気料金に
対し、２分の１を補助する。

算出方法

合計

12,026,496円
―

―
下半期上半期

補助金交付団体

事務事業コード

事業概要
地域の防犯に資するため、自治会等が設置した防犯灯に係る電気料金に対して、補助金
を交付する。

事業目的 街頭犯罪の防止のため。

事業名
防犯灯電気料金補助事業

地域活動課

事　業　費　の　内　訳

一般財源
市債

説明（節）説明（節）

負担金補助及び交付金

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

役務費

項 総務管理費

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

単位 箇所

その他

Ｈ２４

金額

防犯灯電気料金補助箇所数

財　源　の　内　訳

款

金額

12,058,790円

地域コミュニティ費

直接事業費

国庫支出金
特定財源

総務費

府支出金
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事業名
防犯カメラ設置促進事業

地域活動課

基単位

活動指標

補助金交付された自治会設置の防犯カメラの基数

事務事業コード 担当課

事業概要
市内の街頭犯罪多発地域の自治会に対し、防犯カメラ設置補助をすることにより、街頭
犯罪の発生を抑制する。

事業目的 市内の街頭犯罪を抑止し、安全・安心なまちを形成するため。

○街頭緊急通報装置更新事業

○防犯カメラ設置補助金交付事業

　大阪府警と共同設置していた従来の街頭緊急通報装置５基を防犯カメラへの更新工
事（撤去工事を含む。）に対する門真市負担分の工事費用を負担する。

執行状況
及び

事業成果

　　　　　　 　ては、防犯カメラ１基につき２枚の看板を製作し、製作費に対

○駐輪場等設置防犯カメラ修繕料　　　　　　　174,960円

　　　　　   　し10割補助を行い、看板１枚当たりの製作費の限度額は8,500円

総務管理費

Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２４

設置基数　　　　　　　　　　　　　　　 16基
補助金総額　　　　　　　　　 　　  　　6,519,425円

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

再任用職員

財　源　の　内　訳

負担金補助及び交付金

款

項

使用料及び賃借料

人

一般職員

需用費

臨時職員

人 人
従事職員数

金額

特定財源
負担金・分担金・寄附金

8,743,768円

金額

総務費

国庫支出金
一般財源

目

直接事業費

市債

役務費

府支出金

地域コミュニティ費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

その他

                  とする。

市負担分の更新工事費用　　　　　　　 1,942,311円
電柱共架料　　　　　　　　　　　　　　　16,200円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
光熱水費　　　　　　　　　　　　　　　　87,522円

算出方法　　　　　　防犯カメラの修繕費、電気料金など維持管理費用を除いた設
　　　　　　　　　置費用に相当する金額に対し10割の補助を行う。ただし、防犯
　　　　　　　　　カメラ１基の設置費については限度額40万円、周辺看板につい

  自治会の設置要望に基づき、警察と協議し設置要望箇所の優先順位を決定して、上
位16箇所に防犯カメラを設置した自治会に対して、設置費及び周辺看板製作費の補助
を行う。

防犯カメラを設置した補助金交付団体　　 16自治会
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補助金交付団体　73団体

　　　　　　　20,000円とを比較して少ない方の額
算出方法　　　　１灯につき、設置に要した費用に３分の２を乗じて得た額と
申請灯数　　　　1,560灯
補助金総額　　　18,641,359円

金額説明（節）

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

総務管理費

人 人

事　業　費　の　内　訳

負担金補助及び交付金

一般職員

事業目的

18,641,359円

地域コミュニティ費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 灯

活動指標

総務費

一般財源

説明（節）

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

地域団体の防犯灯の電気料金の低廉化や電球交換等の省力化で、より維持・管理をしや
すくするため。

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

LED型防犯灯設置費等補助灯数

府支出金

目

項

事業概要
街頭犯罪の防止を図るため、地域団体が設置する防犯灯のLED化事業に対して補助金を交
付する。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

防犯灯LED化補助事業

地域活動課
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Ｈ２６

・啓発立看板400ｍｍ×1,200ｍｍ　11枚作成
・啓発立看板200ｍｍ×500ｍｍ　　３枚作成
・啓発立看板900ｍｍ×400ｍｍ　　２枚作成
　　自治会及び市民の要望により設置

回

広く市民に交通安全思想の普及浸透を図り、交通マナーの実践を習慣付けることで交通
事故の防止と駐車秩序の確立を図る。また、市民が安全に道路を利用できるよう、危険
箇所に看板等を設置し、交通安全の啓発等を行う。

交通事故の削減により、安心で快適な市民生活の促進を図るため。

旅費

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

金額

需用費

国庫支出金

金額

特定財源

道路橋りょう費

負担金・分担金・寄附金 その他市債府支出金

土木費

財　源　の　内　訳

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

款

項

一般財源

説明（節）

交通政策費

委託料

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

負担金補助及び交付金

1,215,161円

人

交通安全の啓発及び安全対策のための交通安全啓発立看板の作成

　門真市交通安全推進協議会をはじめ、警察署及び各関係機関との協力により、交通
安全対策に係る事業を行ってきた。そのような中で市民等の要望により、交通安全啓
発立看板の設置を行い、また、信号機設置等の要望、相談を警察署へ行う等、積極的
に取り組み、交通事故防止等、安全対策を図ってきた。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

○交通安全啓発立看板作成委託

交通安全総点検開催回数

目

単位

事業概要

事業目的

事業名
交通安全対策事業

まちづくり推進課担当課

Ｈ２４

（内容）

事務事業コード

Ｈ２５
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業務名

工事名

四宮24号線
歩道整備工事

（円）

市内一円交通安全
施設設置工事

交差点部歩道改良・道路照明灯・道路反射鏡
区画線・道路標示・路側帯カラー舗装
（月出町地内・北巣本宮前線交差点改良工事も含
む。）

決算額
公共用地購入

単位 箇所

公有財産購入費

執行状況
及び

事業成果

公有財産購入費・補償補填及び賠償金 （円）

工事請負費
工事内容

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

人

工事請負費

説明（節）

26,562,320円

目

財　源　の　内　訳

款

人

道路新設改良費

市債

人

Ｈ２５

交通事故を減らし、道路を安全に安心して通行できるよう、交通安全施設の整備を行
う。

歩行者や自転車、特に交通弱者が安全に安心して道路を通行できるようにするため。交
通事故が多発している道路での交通安全を確保し、交通事故の防止を図るため。また、
道路における交通環境の改善を行い、交通の円滑化に資するため。

交通安全施設整備箇所数

直接事業費道路橋りょう費

業務内容

決算額

再任用職員一般職員
従事職員数

その他

項

府支出金

補償補填及び賠償金

事業概要

事業目的

特定財源

門真中央線月出南北線交差点　月出町地内
通学路の交差点改良に伴う用地買収及び物件補償物件補償

Ｈ２６

土木費

一般財源

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

事業名
交通安全施設整備事業

土木課事務事業コード 担当課

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 金額

Ｈ２４

下馬伏町地内　道路拡幅・歩道整備
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事務事業コード 担当課

消費生活研究会が行った環境にやさしい安全・安心な生活普及活動回数 単位

負担金・分担金・寄附金

回

一般財源

Ｈ２６

国庫支出金

Ｈ２４

従事職員数
人

特定財源

金額 金額説明（節）

Ｈ２５

府支出金

250,000円

市債 その他

人

再任用職員一般職員

説明（節）

消費生活対策費

臨時職員

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

負担金補助及び交付金

項 商工費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

財　源　の　内　訳

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

目

事業概要
消費生活改善を図るため、消費生活研究会が行う環境にやさしい安全・安心な生活普及
活動事業に対して、補助金を交付する。

事業目的 市民の消費生活の向上、環境にやさしい安全・安心な生活の普及のため。

  消費生活研究会が行う環境にやさしい安全・安心な生活普及活動に補助をし、消費
者行動のけん引を担う消費者団体の支援を行う。

（門真市消費生活研究会の活動内容）
  ・食用油の廃油回収・石けん普及活動
  ・牛乳パックのリサイクル活動・・・「手すきハガキ」教室
  ・食の安全・安心活動・・・「手造りみそ」講習・共同購入
  ・再生紙の製品普及・・・物資の有効活用を促進し、省資源運動の促進活動
  ・消費生活に関する学習、啓発
  ・啓発冊子の発行

事業名
消費者団体育成事業

地域活動課
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事業目的
毎年５月を「消費者月間」とし、消費者団体との協働により、「消費者月間」啓発キャ
ンペーンを行うため。

金額

一般財源

説明（節）

報償費

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

需用費

役務費

説明（節）

再任用職員

負担金補助及び交付金

事　業　費　の　内　訳
金額

人

臨時職員

人

―

消費者月間に係る教育・啓発活動

Ｈ２５

人

その他府支出金

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 商工費

活動指標 Ｈ２４

390,992円商工費項

消費生活対策費

―

Ｈ２６

消費者月間である５月に、消費生活研究会による廃油回収活動ＰＲ等を行い、併せて消
費者問題を啓発することで消費者意識を高める。

単位 回

事業概要

事務事業コード

門真市消費生活研究会と協働により、消費者意識を高めるため次の事業を実施した。
（実施内容）
　実 施 日：平成26年５月30日
　午前の部：食用廃油回収活動を市役所本館東側にて実施
　午後の部：笑福亭鶴笑さんによる落語「消費者月間記念落語鶴笑ワールド」を
　　　　　　市立文化会館にて実施した。
　参加人数：52人

事業名
消費者月間啓発事業

地域活動課担当課
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（件）

（件）

18人

８月

26人自己破産
任意整理

１．消費生活相談　　　　　　　　　　

２．多重債務相談

弁護士紹介 内訳

⑴販売方法別相談件数

⑵年代別相談件数

20歳
未満

30歳代

事業名
消費生活相談事業

地域活動課

事業概要
消費者相談の迅速な解決と被害救済の促進、被害拡大の防止を図るための消費者相談事
業・多重債務の解消のための相談事業を行う。

担当課事務事業コード

消費生活相談件数

事業目的 被害の拡大防止・的確な早期処理・被害救済・未然防止を図るため。

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２４活動指標 Ｈ２５

累計

役務費

委託料

直接事業費商工費

目

財　源　の　内　訳

一般財源

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項 12,030,011円

人

消費生活対策費

款 商工費

報償費

市債
特定財源

負担金補助及び交付金

臨時職員一般職員 再任用職員

人

旅費

説明（節）

人

需用費

負担金・分担金・寄附金府支出金

説明（節） 金額

単位 件

報酬

金額

Ｈ２６

その他国庫支出金

60歳代
70歳
以上

９

その他
不明

８
11月 １月 ２月

８
10月

８

50歳代

８

40歳代

３月６月 ７月５月
７

12月９月

９回

総件数

３．消費者意識の高揚

４月

総件数

販売方法

受付件数

相談受付（件）
面談回数（回）

延べ申込者数
166人
395人

消費生活講座
くらしの講座（出前講座）

講座名称 実施回数
２回

その他
訪問
販売

通信
販売

８

マルチ
的商法

受付件数

電話勧誘
販売

店舗
購入

20歳代
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消費生活センターの周知・啓発
○センター啓発用マスクを作成・市内イベントやくらしの講座で配布 2,000枚
○センター啓発用絞レトルトへらを作成・市内イベントやくらしの講座で配布2,200個

Ｈ２４ Ｈ２５

項

事業名
消費生活センター運営事業

地域活動課

事業概要
府の補助金を活用し、イベント等で啓発グッズを配布し広く市民にセンターの存在を周
知する。

事業目的
消費生活センターの周知を行い、センターの利用を促進し、市民の安全・安心な生活を
図るため。

Ｈ２６

単位 件

執行状況
及び

事業成果

活動指標

消費生活相談件数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

負担金・分担金・寄附金

金額

商工費

目

説明（節）

財　源　の　内　訳

府支出金

説明（節）

臨時職員

人
従事職員数

人

再任用職員一般職員

需用費

人

260,000円

市債

消費生活対策費

特定財源

直接事業費

国庫支出金 その他

事　業　費　の　内　訳

一般財源

金額

事務事業コード 担当課
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特定財源
国庫支出金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額

一般財源

　消防水利を確保し、消防活動が円滑に行われるよう公設及び簡易消火栓の維持、管
理及び整備を行った。

○簡易消火栓…2,970,480円
　○新設　計４栓
　　・岸和田３丁目18番 　　 ・堂山町８番
　　・城垣町１番　　　　　　・千石西町15番
　○応急的な修繕　計２栓
　　・打越町３番13号
　　・沖町28番２号

○公設消火栓…9,292,672円
　○取替え　計16栓（水道管工事の際に取替え等）
　　・中町地区（１栓）　　　・東田町地区（２栓）
　　・四宮地区（４栓）　　　・島頭地区（３栓）
　　・北島町地区（１栓）　　・新橋～松葉町地区（２栓）
　　・岸和田地区（１栓）　  ・元町地区（１栓）
　  ・南野口町地区（１栓）
　○応急的な修繕　計２栓
　　・宮前町10番25号　　　　・元町12番１号

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

消防施設費

説明（節）

事業概要

事業目的

負担金補助及び交付金

府支出金 負担金・分担金・寄附金

需用費

消防費

目

直接事業費

人

款 消防費

金額

財　源　の　内　訳

項

再任用職員一般職員
従事職員数

単位 栓

その他

12,263,152円

市債

事務事業コード

臨時職員

人人

Ｈ２５ Ｈ２６

火災発生時に迅速かつ円滑な消防活動が行えるよう、公設消火栓及び簡易消火栓の整備
を行う。

消防水利の確保と維持により、円滑な初期消火活動に資するため。

公設消火栓整備数（新設及び取替）

Ｈ２４

事業名
消火栓等整備事業

危機管理課担当課
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事業名
消防活動事業

危機管理課事務事業コード

事業概要
火災及びその他の災害時に、市民の生命・身体・財産を守るため、守口市と広域の常備
消防体制を運営し、消防訓練や防火啓発活動等を実施し、消防力の充実・強化を図る。

事業目的 消防組織の充実・強化により、市民の生命・身体・財産を守るため。

執行状況
及び

事業成果

目

回

Ｈ２５ Ｈ２６

1,648,272,414円

活動指標

消防団の火災出動回数

Ｈ２４

人 人

再任用職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 消防費

財　源　の　内　訳
特定財源

臨時職員

報償費

一般職員

交際費

旅費

災害補償費

報酬 需用費

役務費

委託料

職員手当等

備品購入費

負担金補助及び交付金

府支出金

常備消防費/非常備消防費

その他負担金・分担金・寄附金

直接事業費

一般財源

項 消防費

金額説明（節）

市債

説明（節）

国庫支出金

金額
事　業　費　の　内　訳

単位

担当課

訓練、啓発活動等の更なる充実を図り、火災発生の防止に努めた。

○消防団員数…227人（平成26年４月１日現在、条例定数247人）

○報酬（消防団員報酬）　7,881,900円

○出動手当甲種（火災出動）　　347回×2,800円＝971,600円
　出動手当乙種（訓練等出動）　1,831回×2,200円＝4,028,200円
　消防自動車整備手当等　　　　513,600円

○消防団員の退職に伴う報償金　6,013,000円

○消防団員制服等購入　1,178,834円
　消防団車両定期検査・修繕等　1,000,570円
　消防団車両ガソリン代等　284,920円

○小路分隊車庫新築工事実施設計委託料　1,695,600円

○消火活動用ホース等　669,600円

○負担金
　・守口市門真市消防組合分担金　1,614,960,000円
　・各種共済基金負担金　5,812,764円
  ・大阪府消防協会負担金等　875,600円
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財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

44,100,701円

市債府支出金 負担金・分担金・寄附金 その他

防災対策総務費/水防費/災害救助費

土木費/消防費

防災対策費/消防費/災害救助費 直接事業費

扶助費

備品購入費

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）

一般職員

一般財源

需用費

報酬

臨時職員

人 人

再任用職員

役務費

説明（節） 金額

負担金補助及び交付金

従事職員数
人

委託料

旅費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

項

使用料及び賃借料

事業概要
地震などの災害が発生した際の対応として、物資の備蓄を行うとともに防災用の資材を
適切に管理する。また、国の被害想定及び大阪府地域防災計画の見直しを踏まえ、門真
市地域防災計画の一部改定を行う。

事業目的 危機事象発生においても迅速な応急対応をするため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

個

Ｈ２６

アルファ化米の備蓄量

事業名
防災対策事業

危機管理課担当課

Ｈ２４ Ｈ２５

　災害が発生した際の対応として、備蓄物資の購入を行うとともに、防災設備等の維
持管理に努めた。

○備蓄物資
　・粉ミルク　　　　288箱（124,104円）
　・アルファ化米　3,200個（755,200円）
　・缶入りパン　　1,608缶（459,888円）

○負担金
　・淀川左岸水防事務組合負担金　2,865,000円
　・大阪府防災情報充実強化事業負担金　846,000円
　・大阪府防災行政無線再整備事業負担金　15,929,000円
　・無線従事者養成講習参加負担金　13,000円

○防災無線設備保守点検等委託料　7,372,080円

○防災無線利用料及び電波利用料　3,650,160円

○災害見舞金　120,000円

単位

事務事業コード
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従事職員数
人

再任用職員一般職員

一般財源
負担金・分担金・寄附金

単位 回自主防災訓練等実施回数

その他

自主防災対策費

市債

Ｈ２４

金額説明（節）

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

国庫支出金

事務事業コード

人

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

土木費

特定財源

臨時職員

人

目

143,568円

款

執行状況
及び

事業成果

活動指標

需用費

項 防災対策費

金額

府支出金

　地域住民の防災についての理解及び意識の高揚、また、地元消防団と地域住民の交
流においても成果を上げた。

事業概要
災害時等における地域住民の自主的な防災活動が円滑に行えるよう、各地区において自
主防災訓練が実施されるように支援する。

事業目的 災害に備えた自助・共助による初期対応力の向上のため。

財　源　の　内　訳
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節）

役務費

○平成26年度防災訓練等実施団体数
　3 団体

○平成 年度防火防災訓練災害補償等共済制度掛金（130,000円）
　自主防災組織活動時における、負傷等に対する共済掛金

事業名
自主防災訓練実施事業

危機管理課



－ 207 －

金額説明（節）

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金

単位 箇所

その他

人 人

事　業　費　の　内　訳

委託料

金額

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

一般職員

活動指標

避難所案内看板箇所数

直接事業費 202,400円

災害救助費

Ｈ２４

特定財源
財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 災害救助費

目

事業概要
災害時に円滑な避難が行えるよう、避難所周辺の電柱に避難所案内看板を、都市計画公
園内等に避難所案内板をそれぞれ整備する。

事業目的

事業名
地域避難所案内板設置事業

危機管理課担当課

市内23箇所の避難所に円滑な避難ができるよう、災害情報伝達の充実を図るため。

執行状況
及び

事業成果

○避難所案内看板張替　計40箇所
　北巣本小学校８箇所、大和田小学校９箇所、五月田小学校10箇所、第二中学校９箇
所、古川橋小学校４箇所
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執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源
国庫支出金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

説明（節） 金額

事業概要

事業目的

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

負担金補助及び交付金

款 土木費

金額

財　源　の　内　訳

項 防災対策費

目 自主防災対策費

従事職員数

単位

人

その他

1,221,200円

市債

直接事業費

事務事業コード

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

人

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

地域における自主防災活動の中心となる人材を育成するために、消防団員を対象に防災
士養成講習及び普通救命講習費用を市が負担し、防災士の資格取得を行う。

自主防災組織の中核的役割を果たしている消防団員の中から防災士資格を取得させるこ
とで、地域における自主防災活動の中心となる人材を育成するため。

防災士の資格取得者数

Ｈ２４

　自主防災組織の中核的役割を果たしている消防団員に防災士資格を取得させ、地域
における自主防災活動の中心となる人材の育成に努めた。

○平成26年度防災士資格取得消防団員数…20人

○防災士育成講座参加負担金
　60,920円×20人＝1,218,400円

○普通救命講習Ⅰ参加負担金
　200円×14人＝2,800円

事業名
自主防災組織リーダー育成事業

危機管理課
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事業概要

事業名
建築物診断・改修補助事業

建築指導課

事業目的 地震発生時の市域における人的被害、経済的被害を軽減するため。

単位 回

平成26年度

　・戸建住宅　 　　４戸＝2,200,000円　（国・府・市）

執行状況
及び

事業成果

　・特定建築物（幼稚園）　　　　　＝894,000円

活動指標

  ・戸建住宅　　　 ５戸＝500,000円    （国・府・市）

臨時職員

人人

○耐震診断補助実績
  ・戸建住宅、長屋（31戸）  　　　＝1,259,000円　（国・府・市）

事務事業コード

門真市住宅・建築物耐震改修促進計画に基づき、建築物の耐震化率の向上を図るため、
耐震診断・設計費・改修費に対する補助金の交付、啓発を行う。

  耐震化への所有者の取組の支援として、既存民間建築物耐震診断補助制度及び木造
住宅耐震改修設計補助制度、木造住宅耐震改修補助制度により、耐震化の促進に努め
る。

一般職員

4,987,819円

担当課

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般財源
府支出金

役務費

説明（節） 金額

負担金補助及び交付金

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

特定財源
負担金・分担金・寄附金

項 都市計画費

財　源　の　内　訳

金額

その他国庫支出金 市債

Ｈ２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　4,853,000円

○大阪建築物震災対策推進協議会負担金　　　              　130,000円

○耐震改修補助実績

補助制度の周知活動回数

直接事業費

○耐震改修設計補助実績

款

都市計画総務費

Ｈ２５ Ｈ２６

目

土木費
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㎥

基

㎥

㎥

基
㎡

㎡

㎡

説明（節）

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

雨水浸透桝

総開発面積
　地下貯留 ㎥ オープン貯留

基㎡ ―雨水浸透桝

款 ―

㎥透水性舗装

０円

Ｈ２６

申請件数

Ｈ２４

寝屋川流域における浸水被害の防止を図るため。

事務事業コード

協議件数 ４ 件

許可件数 ８

事業概要

事業目的

㎥

㎥

㎡

浸水被害を防止するため、雨水浸透阻害行為及び開発行為を行う者に対し、特定都市河
川浸水被害対策法及び大阪府特定都市河川流域における浸水被害の防止に関する条例に
基づき、雨水貯留浸透施設の設置について、技術的な助言、指導を行う。

㎥㎡

法許可

項

国庫支出金

説明（節）

負担金・分担金・寄附金 その他

―

府支出金

事　業　費　の　内　訳

一般財源

財　源　の　内　訳

臨時職員

金額 金額

―

人

再任用職員

人

―

―

単位 件

Ｈ２５

人

直接事業費

担当課

件

目

特定財源

一般職員
従事職員数

市債

㎡

事業名
雨水貯留浸透施設設置指導事業

土木課

―
透水性舗装
（内、舗装面積）

オープン貯留

地下貯留

貯留方式
貯留量

㎥

貯留量開発面積

○大阪府特定都市河川流域における浸水被害の防止に関する条例

○特定都市河川浸水被害対策法

開発面積

㎡

㎡

㎡

―

―

条例協議

―

―
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事業概要

説明（節）

活動指標

住宅市街地総合整備事業費

1,479,600円

事業目的

金額

担当課

その他

Ｈ２６

直接事業費

負担金・分担金・寄附金

項 都市計画費

目

金額

財　源　の　内　訳

市債

臨時職員

人

再任用職員

人

土木費

人

一般職員
従事職員数

事　業　費　の　内　訳

Ｈ２５

門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置づけられており、門真
市駅周辺を市の玄関口にふさわしい魅力あるものとするため、新橋町第２地区整備事業
を実施する。

耐震性が不十分である門真プラザの再整備を検討し、駅前広場の整備を行うと共に、駅
南側の密集市街地の改善を図ることで、市の玄関口としてふさわしい魅力あるシンボル
ゾーンの整備を目的とする。

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

Ｈ２４

単位 ％

　「門真市営新橋住宅再整備基本計画」に基づき、新橋市営住宅の耐震性が不足して
いることに起因した入居者の移転先案として、民間住宅及び高齢者向け住宅の借上手
法について検討を行った。
　また、権利者に対しては、現況の報告及び再整備の意向の確認を行い、門真プラザ
の再整備の事業化に向けた調査・検討を行った。

・事業推進支援業務委託

一般財源
特定財源

説明（節）

府支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

委託料

事業名
新橋町第２地区整備事業

まちづくり推進課事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

款
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事業名
小路中第１地区整備事業

まちづくり推進課事務事業コード

事業目的
密集市街地を改善することで、住環境の改善、防災性の向上が期待できることから、北
部地域の災害に強いまちづくりの実現を図る。

Ｈ２５ Ｈ２６

単位 ％

執行状況
及び

事業成果

担当課

事業概要
門真市第５次総合計画において、門真市再生の「顔づくり」と位置づけられている小路
中第１地区の密集市街地の改善を行うことで、北部地域の災害に強いまちづくりの実現
を図る。

臨時職員

人 人

再任用職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

項 都市計画費

一般財源

目

財　源　の　内　訳

一般職員

事　業　費　の　内　訳
金額

その他

説明（節）

補償補填及び賠償金

府支出金

活動指標 Ｈ２４

小路中第１地区主要生活道路内老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

21,657,000円

市債

説明（節）金額

住宅市街地総合整備事業費

　住宅市街地総合整備事業により、老朽建築物等除却を行った。

・老朽建築物等除却　２棟

負担金・分担金・寄附金

特定財源
国庫支出金

直接事業費
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その他

事業概要
門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置付けられている石原
東・大倉西地区の密集市街地の改善を行うことにより、北部地域の災害に強いまちづく
りの実現を図る。

項

　住宅市街地総合整備事業により、公共施設整備工事を行った。

・公園整備工事：554.05㎡

事業目的
密集市街地を改善することで、住環境の改善、防災性の向上が期待できることから、北
部地域の災害に強いまちづくりの実現を図る。

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２５Ｈ２４

％老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

事業名
石原東・大倉西地区整備事業

まちづくり推進課

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

事務事業コード

市債

担当課

20,601,000円

款

都市計画費

臨時職員一般職員

単位

人 人

再任用職員

工事請負費

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

土木費

目

府支出金

人

住宅市街地総合整備事業費

一般財源
特定財源

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

金額

Ｈ２６

直接事業費

国庫支出金

金額説明（節）
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工事請負費

公有財産購入費

負担金補助及び交付金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項

事業概要

406,025,649円直接事業費都市計画費

目 住宅市街地総合整備事業費

事業目的

人

一般職員

財　源　の　内　訳

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

Ｈ２４ Ｈ２５

　住宅市街地総合整備事業により、老朽建築物等除却及び公共用地の取得を行った。

・老朽建築物等除却　13棟
・公共用地取得（道路用地）　215.83㎡
・土地鑑定業務委託
・建替促進助成金（設計費）　１棟
・公共施設整備工事（繰越）　道路整備　4,916㎡

金額

委託料

臨時職員

人

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額説明（節）

補償補填及び賠償金

従事職員数
再任用職員

人

府支出金
特定財源

負担金・分担金・寄附金

活動指標

執行状況
及び

事業成果

単位 ％

一般財源

款 土木費

事業名
中町地区整備事業

まちづくり推進課担当課事務事業コード

Ｈ２６

市債国庫支出金

門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置付けられており、市民
の貴重な財産である市の土地を最大限に有効活用しながら市民の誰もが誇りに思えるま
ちづくりの実現を図る。

当地区は、旧体育館、市庁舎等の集積した様々な公益施設の再編を行うと共に、防災機能を有す
る公園や区画道路等の都市環境と一体となった魅力あるシンボルゾーンの整備を目的とする。ま
た、周辺の密集市街地を改善することにより、災害に強いまちづくりを実現する。

その他
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事務事業コード

特定財源

旧第一中学校跡地を有効活用し、まちなか交流広場と図書館等生涯学習複合施設を整備すること
で、魅力あるシンボルゾーンの形成を図る。また、旧第一中学校周辺の商店街及び密集市街地を
改善することにより、災害に強いまちづくりを実現するため。

担当課

Ｈ２６

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数） 単位

事業名
幸福町・垣内町地区整備事業

まちづくり推進課

金額

負担金・分担金・寄附金

人人

再任用職員一般職員

人

臨時職員
従事職員数

説明（節）

需用費

説明（節）

公有財産購入費

工事請負費

国庫支出金 市債

452,261,371円直接事業費

財　源　の　内　訳

款 土木費

その他

都市計画費

目 住宅市街地総合整備事業費

金額

一般財源
府支出金

補償補填及び賠償金

Ｈ２５

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

委託料

事　業　費　の　内　訳

項

　住宅市街地総合整備事業により、老朽建築物等除却及び公共用地の取得を行った。
　また、建物調査業務及び現況測量業務並びに土地鑑定業務を行った。

・老朽建築物等除却    14棟
・公共用地取得        ９画地
・土地鑑定業務委託
・宅地計画
・建物調査

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業概要

事業目的

門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置づけられており、市民
の貴重な財産である市の土地を最大限に有効活用しながら市民の誰もが誇りに思えるま
ちづくりの実現を図るため、幸福町・垣内町地区整備事業を実施する。

Ｈ２４

％
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  平成24年度までに実施した事業推進調査の結果を用いて、今後の事業化に向けた検
討を行った。

執行状況
及び

事業成果

担当課

活動指標

事業概要

事業目的

門真市第５次総合計画において、道路・公園網の充実と位置付けられており、駅前広場
の整備によりターミナル機能の向上及び大和田駅への幹線道路を拡充し、併せて駅周辺
の密集市街地を改善するため、大和田駅周辺地区整備事業を実施する。

大和田駅周辺は、交通結節点としての機能強化や駅前にふさわしい土地利用の増進、密
集市街地の改善による防災性の向上を図るため、駅周辺のまちづくりに寄与する駅前広
場の整備を実施するため。

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数） ％単位

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

事　業　費　の　内　訳

項 ―

目

特定財源

Ｈ２６

その他府支出金 負担金・分担金・寄附金

金額

市債国庫支出金

―

直接事業費

Ｈ２４

０円

―

Ｈ２５

従事職員数

説明（節） 説明（節）

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

人

金額

財　源　の　内　訳

一般財源

款

事業名
大和田駅周辺地区整備事業

まちづくり推進課事務事業コード
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　住宅市街地総合整備事業により、事業化に向けた推進調査を実施した。

・事業推進調査業務委託
・土地鑑定業務委託
・公共用地取得　83.95㎡

金額説明（節）

公有財産購入費

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

人 人

事　業　費　の　内　訳

委託料

一般職員

事業目的

16,285,070円

住宅市街地総合整備事業費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 ％

土木費

一般財源

説明（節）

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置づけられている北部地
域の密集市街地の改善を行うことにより、北部地域の災害に強いまちづくりの実施を図
るため。

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

都市計画費

活動指標

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

府支出金

目

事業概要
門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置づけられている北部地
域の密集市街地の改善を行う。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

泉町・松葉北地区整備事業

まちづくり推進課
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執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

大倉町地区整備事業

まちづくり推進課

事業概要
門真市第５次総合計画において門真市再生の「顔づくり」と位置づけられている石原
東・大倉西地区に隣接する延伸地区の密集市街地の改善を行う。

都市計画費

活動指標

老朽建築物等除却率（各年度までの除却棟数/総除却棟数）

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

密集市街地を改善することで、住環境の改善、防災性の向上が期待できることから、北
部地域の災害に強いまちづくりの実現を図るため。

土木費

一般財源

説明（節）

事業目的

2,775,600円

住宅市街地総合整備事業費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 ％

人 人

事　業　費　の　内　訳

委託料

一般職員

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

　住宅市街地総合整備事業により、事業化に向けた推進調査を実施した。

・事業推進調査業務委託

金額説明（節）
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  第二京阪沿道のまちづくりを推進するため、土地区画整理促進調査業務及び「北島
東土地区画整理準備組合」に対する支援業務を行った。

・門真市北島東土地区画整理促進調査業務委託

・門真市北島東地区まちづくり支援業務２委託

事務事業コード

直接事業費

府支出金 負担金・分担金・寄附金

事業名
北島地区土地区画整理事業

まちづくり推進課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

特定財源
国庫支出金

一般財源

財　源　の　内　訳

項 都市計画費

目 土地区画整理事業費

15,343,560円

市債

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業概要

事業目的

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

門真市第５次総合計画において門真市再生の「まちの顔づくり」と位置付けられてお
り、第二京阪道路沿道の計画的なまちづくりを進めるために、北島地区において土地区
画整理事業を導入し、良好な都市基盤の整備を行い健全な市街地形成を図る。

第二京阪道路沿道に、新たな都市機能誘致・農地・宅地等の集積などをめざした計画的
な開発整備を進めるとともに、関係権利者の良好な土地利用の増進を図るため。

―

市支援補助の執行率（各年度までの支援補助額/総支援補助額） 単位 ％

その他

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

人

委託料

従事職員数

説明（節）説明（節） 金額
事　業　費　の　内　訳

金額

担当課
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事業名
第二京阪道路高架下利用事業

土木課

従事職員数
臨時職員

人人 人

再任用職員一般職員

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

事業概要

事業目的

Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２４

事務事業コード

第二京阪道路の高架下スペースを有効活用するべく、第二京阪道路高架下利用計画に基
づき、放置自動車・資材保管場所を設置し、道路行政の円滑な運用を図ると共に、地域
の交流などのために必要な場所に公園を整備する。

第二京阪道路の高架下スペースを、まちづくりのために有効活用するため。また、第二
京阪道路沿道において、公園や遊び場が少ない地域があり、市民が憩い集い安心して遊
べる場所を、その地域で確保するため。

担当課

高架下利用計画に基づく土木課所管の利用計画箇所（全5箇所）のうち利用が開始された箇所数

　平成24年度に整備が完了し供用を開始した第二京阪高架下北公園（北巣本町）は、
地域住民の遊び場として利用され、事業の目的を果たしているところである。土木資
材置場と放置自動車保管場所についても、有効に活用され、円滑な事務執行に資して
いる。

　現在までに３箇所（ゾーン）の利用を開始済み（全て土木課所管）
・「行政サービス基盤ゾーン」２箇所（土木資材置場、放置自動車保管場所）
・「地域交流にぎわいゾーン」１箇所（公園）

　未利用箇所（ゾーン）は次のとおり
・「地域交流にぎわいゾーン」３箇所（内、土木課所管２箇所）
・「行政サービス基盤ゾーン」３箇所
・「防災拠点ゾーン」６箇所

執行状況
及び

事業成果

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

一般財源

活動指標

財　源　の　内　訳

単位 箇所

項 ―

府支出金

―

―

目

国庫支出金
特定財源

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

市債

説明（節）

０円

その他

金額
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項 （水道事業会計）建設改良費

目

事　業　費　の　内　訳

府支出金

工事請負費

事業名
水道管布設及び布設替事業

上下水道局工務課

整備事業費

市債

財　源　の　内　訳

直接事業費

その他

臨時職員

人人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

工事請負費

金額

Ｈ２５

○平成26年度事業
　配水管口径 φ300㎜～φ75㎜
　布設替延長 = 1784.20m
　平成26年度末耐震化率 ： 17.92％

【比較参考値】
　平成25年度末耐震化率 ： 16.91％
　平成24年度末耐震化率 ： 16.17％

Ｈ２４ Ｈ２６

国庫支出金

421,014,000円

一般財源
負担金・分担金・寄附金

説明（節）

人

再任用職員一般職員

配水設備改良費

従事職員数

説明（節）

款 （水道事業会計）資本的支出

特定財源

金額

事業目的

執行状況
及び

事業成果

単位

活動指標

（水道事業会計）整備事業費/配水設備改良費

水道水の安定供給のため。

耐震性能のある素材と継手（管の接合部）が備わった配水管整備延長 ｍ

担当課事務事業コード

事業概要
安定した水道の供給を実施するため、市内各所における水道管の新規布設や、更新業務
を行う。



－ 222 －

○浄・配水場耐震化事業
　平成28年度着工予定の配水池新設工事にむけ、支障となる旧ポンプ棟基礎の撤去工
事及び仮設水道管布設工事を実施した。
　また、配水池新設に伴い大阪広域水道企業団からの受水管が支障となるため、受水
管の移設工事を実施した。

　・旧ポンプ棟基礎撤去工事　１式

　・仮設水道管布設工事　φ400mm　布設延長L=50.87m

　・仮設流量計設置工事　１基

　・大阪広域水道企業団受水管移設工事
　　・配水池工事に伴い支障となるため、負担金工事として実施した。（門真市上下
　　水道局が工事請負費を負担）
　　・平成26年度から平成27年度にまたがる工事のため、平成26年度は土留工事と地
　　盤改良工事を実施した。
　

市債

101,875,165円

Ｈ２６

単位 ―

配水管移設開始

活動指標

配水池の工事状況

府支出金

目 （水道事業会計）配水設備改良費

国庫支出金

―

一般職員

金額

人 人

事　業　費　の　内　訳

工事請負費

説明（節）

事業目的

特定財源

従事職員数
人

Ｈ２４

水道水の安定供給のため。

負担金

金額

直接事業費

一般財源

項

Ｈ２５

設計

（水道事業会計）資本的支出

財　源　の　内　訳

（水道事業会計）建設改良費

説明（節）

臨時職員

負担金・分担金・寄附金

再任用職員

その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事業概要 安定した水道の供給を実施するため、配水施設の耐震化業務を行う。

担当課

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

浄・配水場耐震化事業

上下水道局工務課
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金額金額

市債

686,031,204円

（公共下水道事業特別会計）下水道管理費

一般財源

（公共下水道事業特別会計）下水道事業費

（公共下水道事業特別会計）事業費

直接事業費

款

財　源　の　内　訳
特定財源

項

目

臨時職員

府支出金国庫支出金

説明（節）

その他

人

原材料費

一般職員

事　業　費　の　内　訳

需用費 負担金補助及び交付金

役務費

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

委託料

人

再任用職員

使用料及び貸借料

工事請負費

人
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２６活動指標

管渠維持補修箇所数※管渠（かんきょ）：公共下水道管のこと 箇所

Ｈ２４

事業名
公共下水道施設維持管理事業

公共下水道課事務事業コード 担当課

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２５

事業概要 公共下水道施設の機能保持を図るため、維持管理を行う。

事業目的
公共下水道施設を効率的に運用し、機能を十分に発揮させるとともに、その機能を保持
するため。

単位

○委託料
　公共下水道管渠等清掃委託料　　 　 6,047,650円
　  本管浚渫　　21箇所
　  桝清掃　　  30箇所
　公共下水道台帳システム委託料等　　3,499,200円
　
○工事請負費
　公共下水道施設補修工事   ８箇所　 2,601,486円
　公共桝設置工事（区域内） 18箇所  10,827,991円
　
○負担金補助及び交付金
　流域下水道事業維持管理負担金  　661,669,431円
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委託内容

三ツ島調節池消防設備点検委託

三ツ島調節池自家用電気工作物
保安管理業務委託

一番町調節池自家用電気工作物
保安管理業務委託

門真南調節池自家用電気工作物
保安管理業務委託

消防設備点検
（２回/年）

一番町調節池消防設備点検委託

門真南調節池消防設備点検委託

三ツ島調節池設備点検委託

消防設備点検
（２回/年）

消防設備点検
（２回/年）

調節池設備点検
（２回/年）

自家用電気工作物保安管理
（６回/年）

自家用電気工作物保安管理
（６回/年）

自家用電気工作物保安管理
（６回/年）

調節池設備点検
（２回/年）

Ｈ２５

単位

一番町調節池設備点検委託

委託場所

三ツ島３丁目

一番町

三ツ島２丁目

一番町

門真南調節池設備点検委託
調節池設備点検
（２回/年）

担当課

三ツ島２丁目

三ツ島３丁目

契約金額
（円）

委託名

事務事業コード

回

款

一番町

活動指標 Ｈ２４

三ツ島３丁目

施設点検、電機保安点検等の回数

三ツ島２丁目

項 直接事業費

財　源　の　内　訳

その他

河川総務費目

Ｈ２６

土木費

7,750,114円

負担金・分担金・寄附金

河川費

特定財源
一般財源

市債

説明（節） 金額

府支出金

人

再任用職員 臨時職員

人

一般職員

負担金補助及び交付金

備品購入費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

需用費

金額
事　業　費　の　内　訳

委託料

委託料

国庫支出金

大阪府により設置された流域調節池（一番町調節池、三ツ島調節池、門真南調節池）に
ついて、大阪府と協定を結び、門真市により維持管理を行う。

役務費

事業目的 大雨降雨時の浸水被害の防止を図るため。

執行状況
及び

事業成果

説明（節）

事業名
調整池維持管理事業

土木課

事業概要
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負担金 （円）
概要 負担内容 決算額

上野口町・野里町地内　自転車歩行者専用道路として
整備　排水工・舗装工・道路付属物設置工など

門真第３水路整備
工事

北巣本城垣水路整
備工事

北巣本町・城垣町地内　自転車歩行者専用道路として
整備　盛土工・舗装工・道路付属物設置工など

（円）
工事名 工事内容 決算額

門真第３水路整備
工事（H26繰越）

上野口町・野里町地内　自転車歩行者専用道路として
整備するための水路改修工・蓋掛け工

工事請負費

（円）
業務名 業務内容 決算額

門真第６水路整備
土質調査業務委託

岸和田３丁目地内　自転車歩行者専用道路整備の設計
をするため、事前調査としての土質調査

委託料

特定財源

単位

Ｈ２６Ｈ２５

府支出金 負担金・分担金・寄附金

Ｈ２４

国庫支出金

河川総務費

直接事業費

その他

113,811,534円

財　源　の　内　訳

河川費

目

項

従事職員数

市債

人

再任用職員一般職員

人

臨時職員

人

一般財源

事　業　費　の　内　訳
金額

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

工事請負費

説明（節）金額説明（節）

負担金補助及び交付金

委託料

事務事業コード

水路敷を有効利用することで、通行の安全性や利便性の向上を図るため、自転車・歩行
者道路等を整備する。

款 土木費

門真市は、車道と歩道が分離されていない狭あいな生活道路が多いことから、水路敷を
有効利用し、自転車・歩行者道路等として整備し、通行の安全性や利便性を向上させる
ため。

回【門真第６水路】水路整備調整会議の開催や、地域住民に対する説明会の回数

事業概要

門真第３水路整備
地下埋設物移設工
事負担金（H26繰
越）

水路改修・道路整備に伴い支障となるガス管・水道管
の所有者・管理者に、補償としてその移設工事費用を
負担

事業名
水路敷有効活用事業

土木課担当課

事業目的

執行状況
及び

事業成果
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執行状況
及び

事業成果

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

役務費

特定財源
国庫支出金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

説明（節） 金額

事業概要

事業目的

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

備品購入費

（公共下水道事業特別会計）下水道整備費

需用費

委託料

工事請負費

使用料及び賃借料

人

款 （公共下水道事業特別会計）事業費

金額

財　源　の　内　訳

項 （公共下水道事業特別会計）下水道事業費

目

一般職員
従事職員数

単位 ％

その他

1,077,453,726円

市債

直接事業費

事務事業コード

臨時職員

人人

再任用職員

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

市民の快適な生活環境の確保を図るべく、未整備地区の公共下水道を計画的に整備す
る。

浸水の防除、生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を図るため。

処理人口普及向上率

Ｈ２４

○工事請負費
　公共下水道北島管渠築造工事(5)　 　　　           190,754,150円
　公共下水道舟田東管渠築造工事(3)　　　　          111,737,880円
  公共下水道千石東管渠築造工事(7)         　　  　　86,295,240円
　公共下水道島頭西管渠築造工事　         　 　　　　47,116,080円
　公共下水道第２工事　　　　　　           　　　   61,645,320円
  公共下水道第３工事　         　  　　　　         10,481,400円
　公共下水道枝１工事　　　      　　   　　　　　　 32,214,240円
　公共下水道枝２工事　　　　　　    　　            43 円
　公共下水道東田第１管渠築造工事に伴う附帯工事　　 円
　公共下水道島頭西管渠築造工事に伴う附帯工事　　　　 円

公共下水道北島管渠築造工事(5)に伴う附帯工事     27,942,840円
　公共下水道工事に伴う舗装復旧工事　　　　　       5,348,160円
　公共下水道東田第１管渠築造工事（繰越明許費分）   112 ,150円
　公共下水道東田管渠築造工事(2)（繰越明許費分）　   34,106,620円
  公共下水道舟田管渠築造工事 （繰越明許費分）　　 26,471,230円
  公共下水道舟田東管渠築造工事 （繰越明許費分）　 24,052,280円
○委託料
土木積算システム委託料　　　　　　　　　　　　　　 1,500,317円

事業名
公共下水道整備事業

公共下水道課
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一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

Ｈ２６

委託料

市債

金額説明（節）

負担金・分担金・寄附金

単位 ％

その他
特定財源

―

Ｈ２５

人 人

事　業　費　の　内　訳

工事請負費

金額

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 （公共下水道事業特別会計）事業費

一般職員

活動指標

第一排水区下水道長寿命化事業の実施率

直接事業費 23,581,800円

（公共下水道事業特別会計）下水道管理費

Ｈ２４

―

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 （公共下水道事業特別会計）下水道事業費

目

事業概要
市民生活に重大な影響を及ぼす事故発生や機能停止を未然に防止するため、ライフサイ
クルコストの最小化を踏まえ、下水道施設の計画的な改築・更新を行う。

事業目的

事業名
公共下水道長寿命化事業

公共下水道課担当課

下水道施設に起因する事故の未然防止及びライフサイクルコストの最小化を図るため。

執行状況
及び

事業成果

○工事請負費
　第一排水区長寿命化工事　   　       　　　20,995,200円
○委託料
　公共下水道長寿命化実施設計業務委託(1)    　2,586,600円
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人

臨時ごみ収集

収集量等

288ｔ

さわやか訪問収集 新規登録者82人（延べ登録者546人）165回

犬猫等死体収集 410件（犬4、猫335、他71）

衛生費

事務事業コード 担当課

ごみ収集の種類

持ち込みごみ受付件数

Ｈ２５Ｈ２４

塵芥処理費

直接事業費

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

事　業　費　の　内　訳

13,404,798円

特定財源

款

349回、28ｔ不法投棄巡回及び収集

Ｈ２６

単位 件

清掃費

委託料

目

説明（節） 金額

財　源　の　内　訳

説明（節）

執行状況
及び

事業成果

活動指標

報酬

項

高齢者・障がい者のさわやか訪問収集や学校・自治会等の活動で排出される公共のご
み、引越し等で臨時的大量に排出されるごみ、不法投棄の巡回及び収集を行う。

事業目的
大量に排出される臨時ごみ、公共のごみ、高齢者などのさわやか訪問収集などを行うこ
とで、快適な生活環境の保全や公衆衛生の向上を図るため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

臨時職員

市債

金額

事業名
臨時ごみ収集運搬事業

クリーンセンター業務課

旅費

一般財源
国庫支出金 負担金・分担金・寄附金府支出金 その他

事業概要
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合計

週１回

粗大ごみ収集

ごみの種類

週１回

古紙・古布収集

ペットボトル収集

びん・缶収集

プラスチック製容器包装収集

普通ごみ収集

（ｔ）
収集回数 収集量

塵芥収集業務

  ごみの減量化、資源の再利用を図るため、分別収集を行った。

週１回

月２回

週２回

事業名
一般ごみ収集運搬事業

クリーンセンター業務課

事業概要
家庭から排出された一般ごみの適正な処理を図るため、一般ごみの収集やごみ集積場所
の決定・変更、塵芥収集車の安全運行管理業務を行う。

担当課

説明（節）

小型ごみ収集

Ｈ２５

月１回

国庫支出金

単位

委託料

一般職員

使用料及び賃借料

再任用職員

金額

174,968,085円清掃費

事務事業コード

賃金

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２４

款

月１回

説明（節）

臨時職員

人

役務費

従事職員数
人 人

事業目的
家庭から排出された一般ごみの収集運搬を通じて、快適な市民生活環境を確保するた
め。

塵芥処理費

一般ごみ収集量

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

衛生費

需用費

市債

備品購入費

目

一般財源
負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

直接事業費

府支出金

項

特定財源

金額

Ｈ２６

事　業　費　の　内　訳

その他
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稼動日数

（ｔ）

事業名
施設棟管理運営事業

クリーンセンター施設課担当課

活動指標

680,962,335円

塵芥処理費

清掃費

衛生費

直接事業費

ｔ

項

焼却炉

目

執行状況
及び

事業成果

旅費

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

ごみ焼却施設及び粗大ごみ処理施設においてごみを効率的に処理するため、施設の安定
した運転・維持管理を継続的に実施する。

焼却量

委託料

役務費

その他
特定財源

人

備品購入費

人

市債

再任用職員一般職員

説明（節） 金額

報酬

事業概要

事業目的

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事　業　費　の　内　訳
金額

原材料費

人

臨時職員
従事職員数

需用費

公課費

一般財源
国庫支出金

ごみの焼却量

Ｈ２４

単位

廃棄物の適正な焼却処分等を行い、市民生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的とす
る。

説明（節）

１．塵芥処理業務
    焼却炉等の運転及びその施設の適正管理に努めた。
  ⑴焼却処理
  　市域内から排出された一般廃棄物を焼却処理した。

府支出金

（日） （ｔ）

４号炉

処理量
焼却灰

事務事業コード

２．焼却灰処理業務
　  焼却灰の処分を行った。

焼却状況

処分状況

Ｈ２６Ｈ２５

　⑵破砕処理
　　収集された粗大ごみ、資源ごみの一部を破砕し、破砕鉄と焼却ごみに分別した。
　　破砕処理量　2,101ｔ

５号炉
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旅費

財　源　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

報酬

説明（節）

排出基準値

その他

Ｈ２６

金額

市債

事業目的

し尿
７

１．し尿収集運搬業務

㎘単位

快適な市民生活環境の確保のため。

平成26年度平均水質値

70mg/ℓ

10mg/ℓ
30mg/ℓ

（㎘）
業者数

し尿処理費

衛生費

直接事業費

Ｈ２４

説明（節）

一般財源
国庫支出金 府支出金

141,399,781円

目

特定財源

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

金額

工事請負費

備品購入費

負担金補助及び交付金

人 人

臨時職員再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

活動指標

し尿・浄化槽汚泥の処理量

Ｈ２５

項 清掃費

役務費

従事職員数
一般職員

使用料及び賃借料

人

委託料

需用費

事業名
し尿処理施設運営管理事業

環境政策課

5.8～8.6

事業概要

   し尿処理施設から排出される処理水が、環境に悪影響を与えないように運営及び
 管理に努める。

計

   し尿の収集運搬は委託業者と一部直営で行い、浄化槽汚泥の収集運搬は許可業者
 で運営している。

事務事業コード

浄化槽汚泥

平成26年度収集実績
委託

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的として、家庭や事業所から排出されるし尿及
び浄化槽汚泥を環境に悪影響を及ぼすことなく衛生的に処理する。

担当課

許可
３

※一部、直営にて収集

２．処理水の水質管理
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市内一円　側溝整備工 49.25m フェンス等設置工 68.20m
集水桝設置工 2箇所 その他一式

市内一円 施工延長L=325.58m

委託料 （円）
業務内容 決算額

警備業務一式
業務名

土木作業所警備
道路収集残土処分 ｱｽﾌｧﾙﾄｶﾞﾗ処分 9.04t ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ処分 5.10t 残土処分 19.29t

道路施設等清掃業務
側溝清掃工 820.00m 集水桝清掃工 63箇所
タイル清掃工 500.00㎡ 泥土処分工 46.25㎥ その他一式

交通量及び土質調査 古川橋駅桑才線及び門真中央線　交通量調査２箇所 土質調査６箇所

道路標識調査 及び
道路ストック総点検

市道にある道路標識の状況調査 及び
市管理の道路照明灯・横断歩道橋・道路標識の安全総点検

島頭南北２号線測量 沖町地内 道路拡幅に伴う測量及び分筆

工事名 工事内容
工事請負費 （円）

舗装維持工事

側溝・桝等維持工事

区画線維持工事

（繰越）下馬伏町地内 工事延長L=139m 車道舗装打換え 側溝整備

市内幹線道路清掃 路面清掃 520.11km

下馬伏町地内 工事延長L=144m 車道舗装打換え 側溝整備

新橋町地内 工事延長L=264m 車道舗装打換え
沖町地内 工事延長L=95m 道路拡幅 舗装打換え 側溝整備
市内一円　表層工（人力）1,686.46㎡
表層工（機械）2,456.68㎡ 基層工（機械）578.50㎡

直営作業や委託業務による道路施設の維持補修工事箇所（単年度延べ計上）

款

直接事業費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

決算額
岸和田守口線舗装新設

岸和田守口線舗装新設

新橋町１号線他舗装新設

島頭南北２号線道路拡幅

備品購入費

道路橋りょう総務費/道路維持費

土木費

一般財源

報酬

従事職員数
人

需用費

単位

Ｈ２４

特定財源

臨時職員

人人

原材料費

再任用職員

金額

府支出金

役務費

委託料

説明（節）

工事請負費

一般職員

財　源　の　内　訳

その他

177,063,792円

市債負担金・分担金・寄附金国庫支出金

金額
事　業　費　の　内　訳

活動指標

項

目

道路橋りょう費

Ｈ２５

事業名
道路維持管理事業

土木課担当課事務事業コード

事業目的
安全で信頼性のある快適な道路を維持するため、舗装の状況、交通量を鑑み、計画的に
生活道路の改修を図るため。

事業概要
市民が安全で安心して快適に通行できるような道路空間を提供するため、老朽化した道
路の舗装の打ち換え等の改修を行い、道路及び付属施設等の適切な維持管理を実施す
る。

執行状況
及び

事業成果

説明（節）

Ｈ２６

箇所
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・土木積算システム委託料  1,227,941円
・大阪府道路協会負担金       40,000円
・日本道路協会負担金         60,000円

その他

土木管理費/道路橋りょう費

土木総務費/道路橋りょう総務費

負担金補助及び交付金

説明（節）

款

項

金額

財　源　の　内　訳

目

負担金・分担金・寄附金
一般財源

金額

土木費

1,327,941円

市債

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源
国庫支出金

委託料

府支出金

事業概要

事業目的

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

単位

直接事業費

一般職員 臨時職員

人人

再任用職員

人

ｍ

説明（節）

Ｈ２６Ｈ２５

市民が安全で安心して快適に通行できるような道路空間を提供するため、生活道路を中
心に公共空間を有効利用し、道路の再整備や改良を行う。

生活道路を中心に事故防止及び歩行者・自転車利用者の安全確保に寄与することを目的
とし、車道・歩道の道路改良を図るため。

道路整備延長

Ｈ２４

事務事業コード
事業名

道路整備事業

土木課担当課
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担当課

Ｈ２４

執行状況
及び

事業成果

事業目的

Ｈ２５

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの点検を定期的に実施し、長寿命化のた
めの修繕工事を行う。

今後、老朽化する道路橋の増大に対応するため、大切な資産である道路ストックを長く
大事に保全し、安全で安心な道路サービスの提供や修繕・架け替え等にかかるコストの
縮減等を図るため。

活動指標

国庫支出金

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき修繕する橋りょう数

府支出金 負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

市債

単位 橋

一般職員

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項

従事職員数

委託料

特定財源

金額

臨時職員

人

再任用職員

説明（節）

事務事業コード

事業概要

目

人

――

道路橋りょう費

款 土木費

直接事業費

その他

14,988,240円

Ｈ２６

橋りょう維持費

一般財源

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

事業名
橋りょう長寿命化事業

土木課

橋りょう長寿命化
修繕工事実施設計

次年度に修繕工事を予定する橋りょう４橋の詳細点検
と実施設計

委託料 （円）
業務名 業務内容 決算額

橋りょう点検業務
市内一円 市が管理する全橋りょう95橋の総点検・定期
点検
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一般財源

説明（節）

事務事業コード

財　源　の　内　訳

事業概要

事業目的

負担金・分担金・寄附金 その他

金額

30,007,140円

市債

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

人
従事職員数

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

直接事業費

旅費

項 道路橋りょう費

目 交通政策費

金額

府支出金

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

市内の公共交通不便地域の解消を図るため、バス事業者に対して運行経費を補助する。

公共交通不便地域における交通利便性の向上のため。

単位 回民間バス会社との協議回数

Ｈ２４

執行状況
及び

事業成果

活動指標

運行日数 乗降客数 １日平均

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

特定財源
国庫支出金

負担金補助及び交付金

事業名
コミュニティバス運行補助事業

まちづくり推進課

平成26年　４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

平成27年　１月

３月

○負担金補助及び交付金の内容
  コミュニティバスの運行補助金として、平成26年４月１日から平成27年３月31日ま
での補助金を支出した。

（日） （人）（人）

計

２月
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２月
月別申請者数

事業目的

事業概要

11月 12月10月

ふれあい巡回バスルート再編による激変緩和措置として、65歳以上で非課税の人を対象
にコミュニティバスに利用できるバスカードの購入補助を行う。

事業名
バスカード購入補助事業

高齢福祉課担当課

３月

事務事業コード

１月

  平成26年度対象者22,057人のうち、購入補助申請者は3,570人であり、対象者に占め
る購入補助申請者の割合は16.19％である。

（人）

Ｈ２５

老人福祉費

Ｈ２４

執行状況
及び

事業成果

単位

市内に居住する高齢者に対して、コミュニティバスで使用できるバスカードの購入費用
の一部の補助を実施することにより、公共交通サービスの充実に資することを目的とす
る。

人

臨時職員

申請者

項 社会福祉費

活動指標

購入補助申請者数

直接事業費 9,061,167円

Ｈ２６

人
従事職員数

人

再任用職員一般職員

その他

人

金額

特定財源
一般財源

負担金・分担金・寄附金

需用費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

府支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

役務費

金額

賃金

説明（節）

市債

財　源　の　内　訳

国庫支出金

目
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事業名
自転車対策事業

まちづくり推進課担当課

7,191台
4,685台

  市内自転車等放置禁止区域において、放置自転車の減少をめざすため事業を行っ
た。

【執行状況】

原付含む。

事業概要
生活環境の悪化をもたらす放置自転車等の駐車秩序の適正化を図るため、駅周辺の放置
自転車等の撤去及び保管・返還業務を行う。

事業目的 放置自転車等の駐車秩序を適正化し、通行の安全性を図るため。

  市内６駅での事業実績

執行状況
及び

事業成果

返還台数
撤去台数

事務事業コード

台

土木費

自転車撤去台数（区域外除く。）

Ｈ２４

58,348,830円

Ｈ２５ Ｈ２６

役務費

委託料

旅費

需用費

人

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

報酬

交通政策費

財　源　の　内　訳

目

負担金補助及び交付金

一般職員

人

説明（節）

市債

金額

一般財源
国庫支出金

説明（節）金額

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他
特定財源

事　業　費　の　内　訳

府支出金

自転車等保管場所の機械警備委託業務等

市内各駅において２人から３人で啓発活動を実施

65,701台

156回×１台

内原付　130台
内原付　125台

指定管理者制度事業
その他

原付　96 ％返還率

【事業成果】

放置自転車等街頭指導
保管場所従事者（シルバー）
撤去等移送委託業務

　放置自転車対策に係る委託等

項 道路橋りょう費

活動指標

  近年、放置自転車撤台数が増加している。引き続き街頭指導、撤去を行い放置自転
車等の減少を目指す。

単位

警告札を貼付している自転車等の保管場所への移送
門真南駅での駐輪施設の指定管理者委託による業務

自転車 65 ％
撤去回数

警告台数

２トントラック

市役所前及び門真南保管場所で２人から４人の配置
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―

Ｈ２６

自転車ネットワーク基本計画の策定

事務事業コード

　現状と課題、計画の必要性や基本的考え方を整理し、整備手法を検討し、自転車
ネットワーク基本計画の策定業務を進めた。部内での確認において見直し事項があ
り、修正、再検討を進めた。

執行状況
及び

事業成果

市内の駅・公共施設等を結ぶ自転車ネットワークを形成するため、基本計画及び整備実
施計画を策定する。

事業概要

事業目的

特定財源

０円

事業名
サイクルロード整備事業

土木課担当課

―

財　源　の　内　訳
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

直接事業費

その他

Ｈ２５活動指標

項 ―

目 ―

款

人

市内にある公共交通機関の各駅と公共施設・生活関連施設を結ぶ自転車道等の整備を図
るため。

―

府支出金

Ｈ２４

負担金・分担金・寄附金

単位 策定

―

再任用職員一般職員
従事職員数

臨時職員

人

金額 説明（節）

人

金額

市債

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

一般財源
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事業名
住居表示整備事業

まちづくり推進課

臨時職員

人人

再任用職員

目

その他市債負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

金額
事　業　費　の　内　訳

金額説明（節）

需用費

委託料

直接事業費

一般職員

都市計画費

内　　　　容

事業概要

事業目的

府支出金

款 土木費

財　源　の　内　訳

担当課事務事業コード

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

役務費

特定財源
国庫支出金

一般財源

説明（節）

市街化調整区域を除く全市域において、市街地の進展状況を勘考しながら、順次住居表
示を行う。

市民生活の利便性の向上のため。

項

活動指標 Ｈ２５

住居表示整備費

13,101,902円

執行状況
及び

事業成果

住居表示実施面積

Ｈ２４

単位

日　　程

Ｈ２６

砂子小学校　体育館

○三ツ島東部地区（大字三ツ島、及び大字下島頭の一部）67.1ヘクタールについて、
平成26年11月22日を実施日として住居表示を行い、新町名として三ツ島４丁目、三ツ
島５丁目、三ツ島６丁目とした。

○地元説明会の開催

平成26年７月12日

平成26年７月13日

○住居表示を実施することで、合理的で誰もがわかりやすい住所となり、市民の日常
生活の利便性が向上した。当地区の完了により、全市域面積の約92％が完了した。

出席者：78人
二島小学校　体育館

出席者：50人
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事業名
開発指導要綱に基づく指導事業

建築指導課

開発指導要綱に基づき、良好な住環境を提供するため、開発事業者に対し適切に指導す
る。

良好な住環境づくりをめざすため。

開発協議率

Ｈ２４

単位

臨時職員

人人

再任用職員一般職員

16,000円

市債

Ｈ２６

財　源　の　内　訳

従事職員数

直接事業費

人

金額

その他負担金・分担金・寄附金府支出金

％

款 土木費

金額

項

 ・開発事業事前協議　　　76件

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

都市計画費

目

説明（節）

負担金補助及び交付金

事業概要

事業目的

都市計画総務費

Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

 ・開発事業協議　　　　　25件

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

特定財源
国庫支出金

一般財源

担当課事務事業コード

○大阪府開発指導行政協議会負担金　　　　　　　　　　　 10,000円

  計画的で良好なまちづくりを進めるため、開発行為指導要綱に基づき協議、指導を
行う。

○平成26年度　申請実績

○開発許可制度近畿ブロック協議会参加負担金　　　　　　　6,000円

 ・開発行為許可　　　　　13件
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  建築基準法に基づき、建築指導行政の適切な運営を図る。

７

―
建築設備 ８ ８
工作物 ０ ０ ７

建築物
確認申請 ７ ６
計画通知 ３ ３ ―

― ―

○完了検査申請実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
門真市 指定確認検査機関

実施 交付 実施 交付

計画通知
基礎 ６ ６ ― ―
建て方

確認申請
基礎 　１ １
建て方 １ １

一般財源
国庫支出金

完了検査等の実施件数

Ｈ２４

平成26年４月１日から平成27年３月31日までの検査受付件数

○中間検査申請実績　                                        （件）
門真市

事務事業コード

府支出金

説明（節）

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
金額

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

０円

市債

―

特定財源
負担金・分担金・寄附金 その他

―

従事職員数
人

再任用職員一般職員

人

臨時職員

人

金額

指定確認検査機関
実施 交付 実施 交付

７７

財　源　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

活動指標

項 ―

目

説明（節）

事業概要 建築物の安全性と質の向上を図るため、中間検査・完了検査の適正な執行を図る。

事業目的 建築物等の安全性の確保と質の向上を図り、違反を未然に防止するため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

件

事業名
建築物の中間検査・完了検査に関する事務事業

建築指導課

建築物

単位
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平成26年度

  住宅・建築物のアスベスト飛散防止対策として、民間建築物のアスベスト分析調査
及び除去等工事に対する補助制度により支援を行う。

○アスベスト除却等事業補助金交付実績　　　１件＝4,000,000円（国,市）

建築物の安全性の確保の推進及びアスベストによる被害の未然防止を図るため、民間建
築物のアスベスト分析調査や除去等工事に対して補助金を交付する。

一般財源
府支出金

単位 回

その他

項

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

都市計画費

事　業　費　の　内　訳

役務費

負担金補助及び交付金

直接事業費 4,000,082円

市債

説明（節）金額説明（節）

一般職員
従事職員数

臨時職員

人 人

再任用職員

金額

人

担当課

都市計画総務費

事業概要

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

事業目的
・建築物の安全性の確保の推進のため。
・アスベストによる被害の未然防止を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

補助制度の周知活動回数

Ｈ２４ Ｈ２５

事業名
住宅・建築物アスベスト飛散防止対策事業

建築指導課事務事業コード
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耐震性及び不燃性の著しく劣る住宅等の建替えにより、防災機能の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

　建築物の建替えに向けた周知活動や建替え時の相談窓口の充実、建築物の除却工事
に対する補助制度により支援を行う。

○木造住宅除却補助金交付実績
　・住宅　　　３件＝773,000円（国、市）
　・集合住宅　７件＝9,792,000円（国、市）

事業名
木造住宅等建て替え促進事業

建築指導課担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 都市計画費

目

事業概要
木造住宅等の建替えへの誘導、促進により建築物の安全性の確保を図るため、建築物を
除却する工事に対して支援する制度を整備し、許認可等の運用改善を行う。

事業目的

活動指標

補助制度の周知活動回数

直接事業費 10,565,807円

都市計画総務費

Ｈ２４

特定財源

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

一般職員

金額

臨時職員

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

単位 回

その他

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

負担金補助及び交付金

金額説明（節）
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一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

Ｈ２６

負担金補助及び交付金

市債

金額

単位 回

その他

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２５

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

金額

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 土木費

一般職員

活動指標

対象建築物の所有者への連絡回数

直接事業費 468,283円

都市計画総務費

Ｈ２４

特定財源
財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 都市計画費

目

事業概要
崩壊の危険性がある建築物の除却工事に対する補助制度により、建築物の安全確保を行
う。また、門真市域内の危険老朽家屋の問題点について調査研究を行う。

事業目的

事業名
危険家屋等対策事業

建築指導課担当課

倒壊等による危険を回避し、市民の安全確保及び防災機能の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

　崩壊の危険性が高い建築物に対する除却補助制度により、安全性の確保を図る。

○危険廃屋等除却補助金交付実績　専用住宅（平屋）１戸＝ 468,000円（国・市）

　危険廃屋改善件数　２件（補修２件）
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拡幅整備により、狭あい道路を解消し、防災機能の向上及び住環境の改善を図るため。

金額

一般財源

説明（節） 説明（節）

執行状況
及び

事業成果

再任用職員

負担金・分担金・寄附金

人

―

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

事　業　費　の　内　訳
金額

その他府支出金

一般職員 臨時職員

人

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 ―

人

活動指標 Ｈ２４

０円―項

―

―

Ｈ２６

補助金交付要綱策定のための調査研究時間

Ｈ２５

狭あい道路の解消を図るため、建築行為の機会を捉え、当該道路の拡幅整備を行おうと
する者に対して支援を行う。

単位 時間

事業概要

事務事業コード

事業目的

和泉市

事業名
建築行為に伴う狭あい道路拡幅整備事業

建築指導課担当課

　後退整備及び後退部分の寄付にかかる測量、分筆費用すべて全額市の負
担としており、寄付を行わない場合にあっても整備費用を全額市の負担と
している。

　平成26年度においては、補助金交付要綱策定のために大阪市、和泉市の状況調査等
の研究を行った。

※他市の取り組み状況

団体名 要綱の内容

大阪市

　補助対象を市全域ではなく密集住宅市街地を優先地区として対象として
いる。また、後退整備以外に門、塀、樹木などの除去費用の補助もあるが
用地取得を目的としたものではなく後退用地は自主管理となっている。
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平成24年度

戸単位

5,356,800円

平成25年度

管理戸数

3,024,000円

平成26年度の主な事業として、

1,047,600円

単位あたりのコスト（千円/戸）

Ｈ２５

住宅管理費/改良住宅管理費

事業名
市営住宅維持管理事業

営繕住宅課

その他

市営住宅の入居者が安心して快適に過ごすため、施設の維持管理を行う。

事業目的 市営住宅の入居者が安心して快適に過ごせる環境を整備するため。

執行状況
及び

事業成果

管理戸数（戸）

負担金・分担金・寄附金国庫支出金

Ｈ２４

説明（節）

市債
一般財源

特定財源

平成26年度

事業概要

府支出金

本町市営住宅１期の給湯器及び混合栓取替修繕を実施

新橋市営住宅１期漏水修繕

Ｈ２６

人

役務費

委託料

補填補償及び賠償金

活動指標

土木費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

再任用職員

人

工事請負費

需用費

備品購入費

従事職員数

金額

一般職員

人

臨時職員

負担金及び交付金

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

旅費

金額

住宅費 直接事業費

財　源　の　内　訳

56,876,936円

目

項

本町市営住宅３期エレベータ戸開走行保護装置設置工事を実施

担当課

  門真市営住宅長寿命化計画に基づき、良好な住宅ストックの確保及びライフサイク
ルコストの縮減に努める。

事務事業コード
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○大阪府・門真市　府営住宅資産を活用したまちづくり会議

  ・周辺地域と連携したまちづくりをめざし、現実的で実効性のある基本構想（素
  案）となるよう、大阪府と協議・検討を行った。

  ・第１期工事における近隣住宅の安心・安全な生活が確保されるよう、工事車両の
  進入路、歩行者道路の確保等の安全対策の構築を図るよう大阪府へ要望を行った。

  平成24年８月29日に「大阪府・門真市 府営住宅資産を活用したまちづくり会議」を
設置した。平成25年６月には、大阪府と共同で「大阪府営門真住宅まちづくり基本構
想」を策定し、平成26年度については、大阪府営門真住宅建替の第１期住棟が竣工
し、平成27年２月より第１期住棟の入所が開始した。

まちづくり会議の要旨

門真市内の府営住宅の現況について等

開催日

会議の要旨 開催日

府営住宅の活用について（空き室・駐車場）等 平成26年10月17日

　・大阪府主催の本会議に出席し、「府営住宅資産を活用したまちづくり協議の
　場」を設置している市・町の間で、共通する課題等について情報共有を図った。

平成27年２月12日

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

市債

金額
事　業　費　の　内　訳

款

財　源　の　内　訳

目

直接事業費 1,060円

活動指標

総務費

総務管理費

人

国庫支出金
特定財源

その他

一般管理費

臨時職員

人 人
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項

再任用職員一般職員

府支出金

金額

一般財源

説明（節）

旅費

事業名
府営門真住宅建替計画調整事業

企画課

事業概要

担当課事務事業コード

回

府営門真住宅建替えにおける地域課題の解消や地域力の向上に向けて、大阪府と市によ
る「まちづくり会議」の場において提案・要望し、良好なまちづくりとなるよう協議を
進める。

単位大阪府との意見交換会の回数

大阪府営門真住宅の建替えに伴い、入居者の安全性を確保し、建替えに伴う周辺地域の
まちづくりも見据えた政策を進めるため。

○府営住宅を活用したまちづくり連絡会議

事業目的

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４
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事業名
非核平和推進事業

人権女性政策課

Ｈ２６

直接事業費

単位 人

人権政策推進費

活動指標

総務費

金額

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

82円

Ｈ２５

その他

担当課

特定財源

非核平和講演会の年間延べ参加者数

事務事業コード

事業目的

１. 非核平和講演会
　　参加者数　　210人
　　場　　所　　ルミエールホール　小ホール

平和コンサート
フォークシンガー　高石　ともや　氏

非核平和の重要性を広く市民に周知し、全人類の恒久平和を図るため。

事業概要
非核平和の推進を図るため、非核平和に関する各種協議会への参加、講演会・研修会の
開催等を行う。

執行状況
及び

事業成果

内容

府支出金 市債

Ｈ２４

一般財源

目

財　源　の　内　訳

日程

平成26年９月５日

役務費

款

項 総務管理費

国庫支出金

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

人 人

２．懸垂幕の掲示
　　 掲示期間　　平成26年８月１日～18日
　
　　非核平和の周知のため、「非核平和都市宣言　非核宣言　わが町平和のいしずえ
  に」を市役所本館に掲示した。

３. 原爆死没者の慰霊及び平和祈念の黙とう

    原爆死没者の慰霊と恒久平和の確立を祈念して、広報かどま８月号・市ホーム
  ページにて黙とうのお願いをした。

従事職員数
臨時職員

人

再任用職員一般職員

　⑷　基本目標－４　いきいきと人が輝く文化薫るまち
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項

款 総務費

日

その他市債

直接事業費

人権相談日数

財　源　の　内　訳

説明（節）金額

府支出金

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源
負担金・分担金・寄附金

金額

総務管理費

Ｈ２５

従事職員数
人

一般財源

臨時職員

説明（節）

活動指標

委託料

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

2,453,000円

事業概要
人権課題を抱える市民や様々な女性の問題に対し、相談事業等を通じて適切な助言等に
よりそれぞれの課題の解決を図るとともに、現状の本市が抱える人権課題等の集約、分
析等を行う。

Ｈ２６Ｈ２４

単位

事業目的
相談者自らが主体的な判断により、課題を解決することができるように事案に応じた適
切な助言や情報提供などにより支援するため。

執行状況
及び

事業成果

107件

人

目

再任用職員

人権政策推進費

事業名
人権相談事業

人権女性政策課担当課事務事業コード

２．人権週間における特設人権相談（門真市人権協会に委託）　相談員：人権相談員
　  相談者の利便性を考慮し、12月の人権週間におけるイベントに合わせて特設人権
  相談を夜間の時間帯に開設した。
（窓口開設の周知は12月発行の人権週間特集号に掲載）

１. 人権相談（門真市人権協会に委託）　相談員：人権相談員

相談日

場所

相談件数

月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く。）　午前９時30分～午後５時30分

市役所別館３階　人権女性政策課相談室

相談日 平成26年12月５日　午後６時～８時

場所 ルミエールホール　多目的室

相談件数 ０件
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日程

平成26年５月14日

平成26年６月６日

平成26年12月５日

45人

参加人数

テーマ

犯罪被害にあうということ

企業における「公正採用」と人権

平和コンサート

ミナミナの会
代表　藤戸　ひろ子 氏、梶原　美亜 氏

参加人数

アイヌと出会おう

増やせイクボス！～部下の育児を積
極的に応援する企業と上司～

２

３

平成27年３月20日

４

５

その他市債

人権政策推進費

Ｈ２５ Ｈ２６

日程

説明（節）

需用費

役務費

平成26年９月５日

項

旅費

  ※市が人権協会に補助している事業

フォークシンガー
　高石　ともや　氏

１

内容
第１部：Migiwa（ミギワ）氏によるトーク＆コンサート
第２部：パナソニックエコソリューションズ吹奏楽団による演奏
第３部：太鼓集団「魁」により和太鼓演奏

２．ひと・愛・コンサート 主催：門真市人権協会・門真市企業人権推進連絡会　場所：ルミエールホール大ホール

平成26年11月28日

国庫支出金

報償費

金額

款

総務管理費

総務費

一般財源

使用料及び賃借料

委託料

負担金補助及び交付金

金額 説明（節）

従事職員数
人

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

3,170,110円

府支出金

目

一般職員

人

臨時職員再任用職員

人

単位 回

様々に存在する人権問題に対し、各種テーマを取り上げ、市民講座等を通じて啓発事業
等を行う。

３．広報かどま「人権週間特集号」全戸配布

　12月４日から10日までの１週間が人権週間として位置づけられていることから、市
内全世帯に対して、タブロイド版の記事を作成し配布することで、人権問題に対する
認識を深め、差別のない社会づくりに資するものとして作成。

事務事業コード

事業目的
全ての市民が人権尊重の理念への正しい理解やこれを実践する態度を身に付けることが
できるようにするため。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

１．門真市人権講座「ともに生きる」　生涯学習課・門真市人権協会と共催　場所：保健福祉センターほか　延べ346人

700人

事業概要

執行状況
及び

事業成果

活動指標

門真市人権講座の開催回数

Ｈ２４

負担金・分担金・寄附金

事業名
人権啓発推進事業

人権女性政策課

25人

24人

担当課

210人

42人

講師
認定ＮＰＯ法人
大阪被害者支援アドボカシーセンター
　事務局長　木村　弘子 氏

大阪企業人権協議会
　サポートセンター長　芝本　正明 氏

元松下電工（株）情報機器事業本部
　部長　田中　敏明　氏
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元松下電工（株）
情報機器事業本部
部長　田中　敏明　氏

平成26年６月27日

参加人数

毎月第３火曜日　午後１時～４時（１人50分以内）

３．門真市男女共同参画審議会　場所：消費生活センター会議室

12件

４. 女性のための相談　場所：市役所別館３階人権女性政策課相談室　相談員：女性カウンセラー

概要

「第２次かどま男女共同参画プラン」推進状況等について

相談日
相談件数

款

平成26年６月28日

テーマ

女と男の笑いでコミュニケーション

講師

落語家
　桂　あやめ　氏

２．ワーク・ライフ・バランス啓発講座　場所：保健福祉センター

参加人数

200人

日程

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

596,653円総務管理費

総務費

人

目

直接事業費

人人

臨時職員

金額

一般職員 再任用職員

委託料

旅費

従事職員数

需用費

役務費

人権政策推進費

説明（節）

特定財源
負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳
金額

一般財源

報酬

報償費

府支出金

Ｈ２５

説明（節）

その他市債国庫支出金

事業目的

執行状況
及び

事業成果

活動指標

男女共同参画週間の講座延べ参加者数(～H25)／講演会・講座の参加者数(H26～)

１. 門真市男女共同参画週間講演会　場所：南部市民センター多目的ホール

　  男女共同参画週間（６月23日～29日）に合せ、３日間連続で開催していた「男女
  共同参画研究講座」に替え、より多くの方に参加いただくため、講演会形式で実施
 した。

男女が互いに認め合いながら、一人ひとりが個性と能力を十分に発揮することができる
男女共同参画社会の実現を図るため。

Ｈ２４ Ｈ２６

項

財　源　の　内　訳

単位 回

男女共同参画の推進を図るため、男女共同参画に関する各種協議会への参加、講演会・
研修会の開催等を行う。

開催日

事業概要

42人

日程

平成26年11月28日

テーマ

事務事業コード

増やせイクボス！
～部下の育児を積極的に応援する企
業と上司～

講師

事業名
男女共同参画社会推進事業

人権女性政策課担当課
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事業目的
本市の女性たちが、より働きやすく、のびのびと能力を発揮できるよう、そして、子育
てをしながら、自分らしく、さらに社会で活躍できるようにすることで地域力・市民力
の向上を図るため。

金額

一般財源

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

―

説明（節）

再任用職員

事　業　費　の　内　訳
金額

人

臨時職員

人

―

相談を受けた女性の就労率

Ｈ２５

人

その他府支出金

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 ―

活動指標 Ｈ２４

０円―項

―

―

Ｈ２６

第２次かどま男女共同参画プランの基本理念によるめざす姿「いきいきと男女がともに輝く男女
共同参画都市」を実現し、女性が新しい社会づくりの主体として活躍促進できるよう支援するた
めの拠点となる、「（仮称）門真市女性サポートセンター」を設置する。

単位 ％

事業概要

事務事業コード

  （仮称）門真市女性サポートセンターの平成27年10月の開所に向け、類似施設の視
 察や調査・研究を行った。

事業名
（仮称）門真市女性サポートセンター設置事業

人権女性政策課担当課
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平成26年６月６日
企業における「公正採用」と人権
講師　大阪企業人権協議会　サポートセンター長　芝本　正明　氏

２. 各種研修会への参加協力　参加企業数：延べ107社

１. 門真市企業人権推進連絡会研修会　場所：保健福祉センター　参加企業数：13社

役務費

款 総務費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

その他

人

臨時職員

人

一般職員 再任用職員

人
従事職員数

負担金・分担金・寄附金

19,250円

府支出金

説明（節）

国庫支出金

金額

Ｈ２５ Ｈ２６

総務管理費 直接事業費

事業概要
応募者の適正と能力に基づく公正な採用選考が図られるよう、就職の機会均等の保障に
向けた啓発事業を行う。

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

就職差別撤廃月間等の啓発研修延べ参加企業数

Ｈ２４

金額

社

　ハローワークや大阪企業人権協議会等が主催する研修会に対し、市が事務局を務め
る「門真市企業人権推進連絡会」の会員へ参加を呼びかけた。

事業目的

日程

財　源　の　内　訳
特定財源

項

単位

人権政策推進費

３．「就職差別撤廃月間」における周知・啓発活動

一般財源

執行状況
及び

事業成果

目

市債

担当課

活動指標

企業の採用選考において、本人の責任のない事項や本来自由であるべき事項で就職応募
者を判断せず、基本的人権を尊重するとともに、企業が本人の適正や能力に基づき、そ
の人の素質や長所を見出し判断することにより、就職差別の撤廃を図るため。

　大阪府では毎年６月を「就職差別撤廃月間」と定めているため、広報かどま６月号
にこの月間を周知・啓発するための記事を掲載した。
　また、平成26年６月６日に門真市企業人権推進連絡会と協力し京阪古川橋駅前にて
街頭啓発を実施した。

内容

事業名
就職差別撤廃月間啓発事業

人権女性政策課事務事業コード
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事業内容 ワイワイパーティーの開催

６団体出演団体数

内容
幼稚園児、小学生、中学生、高校生たちによるさまざまな国の伝統的
な文化・民族芸能等の発表と交流

○市民国際交流事業への補助金交付

開催日 平成26年11月29日
会場 速見小学校体育館
参加者数 314人

主催

成果

款

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

市民国際交流事業開催回数

項

説明（節）

51,993円

市債

文化芸術振興費

役務費

門真市民国際交流事業実行委員会

それぞれの国の多様な文化情景を認識するとともに、相互理解を求
め、共生の心を育てる機会となった。

従事職員数
人

再任用職員一般職員

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

負担金補助及び交付金

金額

人

臨時職員

人

府支出金

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

事業概要
多様な国際交流の促進に努め、外国籍市民などの文化の違いも認め合い、みんながとも
に楽しく暮らす環境をつくるため、門真市民国際交流事業実行委員会が行う国際交流事
業に対して補助金を交付する。

事業目的

目

事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

一般財源

多様な国際交流の促進に努め、外国籍市民などの文化の違いも認め合い、みんながとも
に楽しく暮らす環境をつくるため。

Ｈ２４

総務管理費

Ｈ２６

総務費

回

事業名
国際交流推進事業

生涯学習課担当課

その他

直接事業費

単位

国庫支出金

Ｈ２５

特定財源
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一般財源

説明（節）

負担金補助及び交付金

○補助金交付状況

需用費

款

項

目

国庫支出金

財　源　の　内　訳

点

門真市PTA協議会 研究発表大会事業等

金額

単位

社会教育総務費

教育費

文展事業

一般職員
従事職員数

人

事　業　費　の　内　訳
金額

市債府支出金
特定財源

負担金・分担金・寄附金

担当課

  社会教育活動の促進を図るため、市内の社会教育関係団体がより積極的に活動でき
るよう支援した。

説明（節）

直接事業費 401,840円

その他

社会教育費

臨時職員再任用職員

人人

事業概要
社会教育活動の促進を図るため、門真市文化協会・門真市PTA協議会が行う文化・生涯学
習事業に対して補助金を交付する。

事業目的 社会教育関係団体が健全かつ活発な活動を行うことができるようにするため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

文展出展数

Ｈ２５ Ｈ２６

門真市文化協会

事業名
社会教育活動促進事業

生涯学習課事務事業コード

金額

（円）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２４

団体名 対象事業名
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直接事業費

人

負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

備品購入費

国庫支出金

人

再任用職員

その他

目

特定財源

使用料及び賃借料

府支出金

金額

市債
一般財源

事　業　費　の　内　訳

一般職員 臨時職員

款

金額

教育費

社会教育費

生涯学習センター費

説明（節）説明（節）

財　源　の　内　訳

活動指標

1,621,346円

Ｈ２５

項

Ｈ２４

事務事業コード 担当課

Ｈ２６

生涯学習センターPC機器リース料
・131,922円×12箇月＝1,583,064円
ウイルスバスターライセンス更新
・7,178円

事業名
生涯学習センター運営事業

生涯学習課

執行状況
及び

事業成果

事業概要
市民の学習活動や文化活動を支援するため、活動の場を供し、情報の収集及び提供を行
い、もって生涯学習の振興を図るため、生涯学習センターの管理運営を行う。

単位 件会議室等年間利用件数

事業目的
市民の学習活動や文化活動を支援するため、活動の場を供し、情報の収集及び提供を行
い、もって生涯学習の振興を図るため。
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事業概要
門真市と世界を舞台に活躍するグローカルな人材を育成するため、中学生英語プレゼン
テーションコンテストを開催するとともに、中学生海外派遣研修を実施する。

事業名
めざせ世界へはばたけ事業

生涯学習課担当課

人単位

○中学生海外派遣研修
  研修期間　　平成26年８月２日～11日
  研修先　　　オーストラリア南オーストラリア州アデレード市
  参加者　　　11人（派遣生９名、引率者２名）
  海外派遣事前研修　　　平成26年６月７日、28日、７月25日
  帰国後交流会、同窓会　平成26年８月30日

○英語プレゼンテーションコンテスト
  実施日      平成27年２月22日
  応募人数　　　　　　　　　377人
  １次審査合格者　　　　　 　48人
  ２次審査合格者　　　　　 　18人（辞退１人）
  プレゼンテーション研修　平成27年１月17日、31日、２月７日、21日
  英語プレゼンテーションコンテスト
  最優秀賞 １人　優秀賞 ８人　奨励賞 ８人

Ｈ２６Ｈ２４

事業目的
本市在住の中学生に英語による意見発表の機会を提供することにより、英語学習に対する意欲と
実践的な英語コミュニケーション能力の向上を図るとともに、ホームステイ等を通じて自文化・
異文化への理解を深めることにより、国際化に対応できる優れた生徒の育成を図るため。

臨時職員再任用職員

人 人

府支出金

金額
事　業　費　の　内　訳

款

目

説明（節）

役務費

金額説明（節）

一般財源

4,874,349円

需用費

報酬

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

青少年費

使用料及び賃借料

従事職員数
人

一般職員

備品購入費

委託料

報償費

その他市債

活動指標

門真市中学生英語プレゼンテーションコンテスト応募者数

社会教育費

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

項

教育費
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需用費

報償費

報酬

子ども英会話講座

公民館９人 生涯学習センター14人
おおわだ保育園11人

公民館12人 生涯学習センター28人
おおわだ保育園21人

1,113,881円

内容

平成26年11月～
平成27年３月（10回）

小学５・６年生

参加者数対象者開催日時講座名

対象者

平成26年５月～10月
（10回）

実施日

プリント学習
リスニング
スピーキング

身のまわりの科学あそび
移動昆虫教室 平成26年７月29日 午前・午後

草木染 平成26年７月31日 午前・午後

天然ガス車ってなんだろう
ロボット製作
電気の力

平成26年８月20日 午後
平成26年８月19日 午前・午後

平成26年８月21日 午前・午後 19人
20人
41人
29人
38人

事業名
子ども英会話・理科講座運営事業

事務事業コード 担当課

36人

参加者数

  青少年が学校以外において学べる環境を整備し、多様な体験活動等により社会の変化に対応
する「生きる力」を育むとともに、市民が自らの経験や知識を生涯学習の成果として地域社会
に活かすことにより地域の教育力の向上が図れた。

後期

前期

生涯学習課

事業概要
青少年が学校以外においても学ぶことができる環境を整備するために、英会話・理科講
座を開設する。

事業目的
児童の学習機会を提供することにより学習環境の整備を図り、英語・理科に対する興味
関心を高めるため。

執行状況
及び

事業成果

理科講座

平成26年７月30日 午前・午後

小学４・５・６年生

62人

小学生

活動指標

英会話及び理科講座の合計実施回数 単位 回

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

直接事業費項 社会教育費

目 青少年費

財　源　の　内　訳

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄附金 市債 その他
一般財源

特定財源

金額金額 説明（節）

一般職員 再任用職員 臨時職員

人

役務費

委託料

人 人
従事職員数

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

光の万華鏡 平成27年３月26日 午前・午後 52人

風車で春を感じよう
身のまわりの科学あそび２

平成27年３月22日 午前・午後
平成27年３月25日 午前・午後

25人
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事業名
文化施設予約システム運用事業

生涯学習課担当課事務事業コード

事業概要
公平性・公正性の確保、市民の利便性の向上や業務の効率化を図るため、文化施設予約
システムを運用する。

事業目的
市民の文化施設の利用に対する利便性を向上させるとともに、市民の文化活動の活性化
を図るため。

予約システム対応施設数

Ｈ２４活動指標

執行状況
及び

事業成果

一般職員

委託料

役務費

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

府支出金

人

再任用職員

人 人

金額

臨時職員

金額

負担金・分担金・寄附金

特定財源
国庫支出金 市債

財　源　の　内　訳

その他

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

一般財源

説明（節）

社会教育総務費

項

目

款 教育費

社会教育費

Ｈ２５

664,506円

単位

Ｈ２６

直接事業費

施設

・門真市民文化会館（ルミエールホール）
・門真市立市民交流会館（中塚荘）

　文化施設予約システムで予約受付、自動抽選を行うことにより、文化施設利用の公
平性の確保や市民の利便性の向上、業務の効率化を図った。

予約システム対応施設
・門真市立公民館
・門真市立文化会館
・門真市立青少年活動センター
・門真市立生涯学習センター
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財　源　の　内　訳

目

国庫支出金
一般財源

府支出金
特定財源

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

Ｈ２４

指定期間
奥アンツーカ株式会社
平成25年４月１日から平成28年３月31日まで

59,429,943円

円

金額

単位 人

139,814,019円

市民プラザ費

工事請負費

使用料及び賃借料

需用費

臨時職員

人

Ｈ２６

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

委託料

説明（節）

活動指標

青少年活動センター及び
生涯学習センター利用者数

直接事業費

金額

人

負担金補助及び交付金

事業目的

一般職員

市債負担金・分担金・寄附金 その他

項 社会教育費

Ｈ２５

事業概要
さまざまな分野における市民の自律的な社会教育活動を通じ、市民力を育み、もって生
涯学習の推進を図るための拠点施設としての市民プラザの管理運営を行う。

執行状況
及び

事業成果

担当課

○指定管理者の指定

・門真市民プラザ受水槽更新工事

利用件数

事務事業コード
事業名

市民プラザ運営事業

生涯学習課

かどまにほんごきょうしつ

さまざまな分野における市民の自律的な社会教育活動を通じ、市民力を育み、もって生
涯学習の推進を図るため。

（人）

団体名

・門真市民プラザ外壁改修工事 円

プラザde朝市　門真もん

延べ
延べ

延べ

指定管理料（平成26年度）

パソコン教室
ロビーコンサート

陶芸教室

事業名

○利用状況

（人）

○主な修繕の実施状況

延べ

施設名
青少年活動センター

実施回数

７
延べ

（件）

○主な事業の実施状況 （回）

利用者数

生涯学習センター

参加者数
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事業名
（仮称）市立生涯学習複合施設建設事業

生涯学習課

〇他市の図書館等への視察の実施

事務事業コード

社会教育総務費

執行状況
及び

事業成果

担当課

活動指標

視察件数

直接事業費

Ｈ２６

項

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

事業概要
地域とともにコミュニティを育む、文化・学習の交流拠点として、図書館機能と文化会
館機能を併せ持つ（仮称）市立生涯学習複合施設を開設するため、生涯学習複合施設の
建設を推進する。

事業目的
門真市生涯学習複合施設建設基本計画に基づき、地域とともにコミュニティを育む、文
化・学習の交流拠点を開設するため。

実施日 視察先

臨時職員

Ｈ２４

従事職員数
人

一般職員

金額

再任用職員

説明（節）

国庫支出金

人 人

事　業　費　の　内　訳

需用費

単位 件

その他
特定財源

Ｈ２５

社会教育費 1,850円

一般財源

説明（節）

府支出金

金額

 書籍  [ベーシック司書講座・図書館の基礎と展望９]図書館施設特論（福本徹著）

財　源　の　内　訳

目

市債

〇資料の収集

平成26年６月26日
平成26年８月７日

神戸市立東灘図書館
八尾市立八尾図書館

負担金・分担金・寄附金
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登録者（全館） （人）

本館

一般 児童

・一般書展示会

複写サービス　　　　3,556枚　　　　　レファレンス件数（調査相談）　1,709件

ＡＶブース利用件数　837回　1,065人

行事活動（読み聞かせ事業以外）（全館）

・図書館フェア（リサイクル市）　・職業体験学習　　　　・手づくりあそび

・一日図書館員（小学生）　　　　・英語で楽しむおはなしの会

合計分館 本館 分館

合計

個人（含郵送） 団体（含相互貸借）

計
貸出点数（全館） （点）

ＡＶ資料 50巻 70巻 318巻 5,704巻
児童書 2,429冊

廃棄数
171,637冊

蔵書内訳（全館）

事務事業コード

蔵書数

国庫支出金

1,707冊

図書館費

説明（節）

事業名
図書館運営事業

図書館担当課

需用費

委託料

事　業　費　の　内　訳
金額

報償費

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

再任用職員 臨時職員

使用料及び賃借料

従事職員数
人人

一般職員

事業概要
赤ちゃんからお年寄りまで市民の知る権利を保障するため、幅広いニーズにあった資
料・情報を収集し、図書の貸出やレファレンスサービス、行事等により資料・情報提供
サービスを行う。

事業目的
円滑な図書館資料の利用及び維持管理により市民及び図書館利用者の知る権利を保障す
るとともに、利用者の安全で快適な利用空間を維持するため。

700冊 1,457冊

購入数
3,932冊

74,323冊

寄贈数

款 教育費

府支出金

執行状況
及び

事業成果

活動指標

一般書 4,901冊

年間貸出点数（全館）

Ｈ２４

直接事業費

説明（節） 金額

備品購入費

負担金補助及び交付金

旅費

報酬

一般財源

目

その他市債

項 41,860,740円

負担金・分担金・寄附金

社会教育費

・児童書展示会　　　　　　　　　・ビデオ上映会　　　　・朗読ボランティア養成講座

単位 点

Ｈ２５ Ｈ２６
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事業名
図書館市民プラザ分館運営事業

図書館事務事業コード

・児童書展示会「“家族”って最強の“なかま”」
　平成26年５月３日～12日
・手づくり遊びの会

単位

Ｈ２４

事業目的 市民の余暇活動と生涯学習を支援するため。

執行状況
及び

事業成果

事業概要 図書館本館業務と連携を図り、地域に根ざした資料・情報提供サービスを行う。

再任用職員

人

担当課

人

年間貸出点数

Ｈ２５

使用料及び賃借料

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

活動指標 Ｈ２６

旅費

需用費

臨時職員一般職員

国庫支出金

報酬

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

府支出金

役務費

委託料

説明（節） 金額

11,331,359円

市債 その他負担金・分担金・寄附金

金額

財　源　の　内　訳

貸出点数（分館）

登録者（分館）

備品購入費

負担金補助及び交付金

個人 団体 合計

複写サービス　　　　　278枚

目 図書館費

款

一般財源

教育費

項

児童 合計一般

　譲与者数　　562人、　譲与冊数　　4,182冊

直接事業費社会教育費

点

特定財源

（点）

（点）

　譲与者数　　317人、　譲与冊数　　1,977冊
　平成26年６月８日～11日

行事活動（読み聞かせ事業以外）
・図書館フェア（リサイクル市）

・生涯学習フェスティバル（第２弾リサイクル市）

　平成26年５月24日、25日
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4回

31回

18人

62人 1回

1回

1回

1回

赤ちゃんふれあい絵本タイム

英語で楽しむおはなしの会

4回

どんぐりんのラブリーシアター

352人

48人

134人

597人

10人

34人

参加人数 実施回数

44回

事業の実施状況

おはなしのじかん 97回613人

絵本の広場

絵本の広場スペシャル

クリスマスおはなし会

事務事業コード 担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

事業名
読み聞かせ事業

図書館

款 教育費

事業の実施状況一覧

絵本の好きな子よっといで

金額

社会教育費

目

事　業　費　の　内　訳

府支出金

図書館費

項

事業概要
図書館利用の促進のため、「おはなしのじかん」等により読書の楽しさを啓発するとと
もに、幼児、児童への情操を高める。

事業目的
絵本を通して新生児、乳幼児、幼児、児童と保護者の向き合う時間の確保を図り、心の
通い合う親子関係を形成し、絵本の読み聞かせを端緒として、読書の大切さを啓発し、
図書館の利用増に結び付けるため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

読み聞かせ実施回数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

再任用職員 臨時職員

財　源　の　内　訳

人 人

特定財源
国庫支出金

報償費

従事職員数
人

一般職員

金額説明（節） 説明（節）

役務費

単位 回

市債 その他
一般財源

106,000円

親子で楽しむ紙芝居とおはなしの会

直接事業費

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２４

合計 1,868人 184回
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（人）

事業概要
新生児４か月健診時に、絵本等をプレゼントするとともに新生児に読み聞かせを実施す
る。

担当課

配布者数

事業名
ブックスタート事業

図書館事務事業コード

活動指標

絵本配布者数

Ｈ２４

南部市民センター（12回）

後日受取

Ｈ２５

目

社会教育費

事業目的
親子で絵本に親しむことの大切さ、子どもに絵本を読み聞かせすることの重要性を啓発
するため。

執行状況
及び

事業成果

合計

保健福祉センター（12回）

人

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

人

再任用職員

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

財　源　の　内　訳

項

事　業　費　の　内　訳

臨時職員

人
従事職員数

一般職員

需用費

その他

図書館費

単位

直接事業費 884,865円

府支出金
特定財源

国庫支出金

説明（節）金額 金額

一般財源

説明（節）

市債
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事業名
第２次子ども読書活動推進計画策定事業

図書館担当課

Ｈ２６

子どもの読書活動を総合的かつ計画的に推進するため、第２次子ども読書活動推進計画
を策定する。

単位 回

事業概要

事務事業コード

事業目的

直接事業費

款 教育費

活動指標 Ｈ２４

53,400円社会教育費項

図書館費

―

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

―

審議会開催回数

Ｈ２５

人

その他府支出金

人

臨時職員

人

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）

再任用職員

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

役務費

子どもの活字離れが指摘される中、豊かな心を育み、人生をより深く生きる力を身につ
けるよう、子どもの読書活動を連携・協力をもって円滑に推進するため。

○第２次門真市子ども読書活動推進計画審議会等の開催

金額

一般財源

説明（節）

報酬

概要

子どもの読書活動のアンケート調査について
等

第１回審議会 平成26年11月19日

開催日

第１回作業部会 平成26年10月20日 子ども読書活動推進計画策定について等

第２回作業部会 平成27年１月29日
子どもの読書活動のアンケート調査について
等

第２回審議会 平成27年２月25日
子どもの読書活動のアンケート調査結果につ
いて等
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趣味や教養、創作活動を通して、参加者
の交流を深めた。

日常生活に必要な日本語を学習する機会
を提供した。

延べ1,803

参加者数

延べ326

延べ209
日本語読み書
き講座

内容

７～３月

　幼児から高齢者までを対象とした講座を年間を通じて実施した。

回数

１

開催時期

ふれあいフロ
アー事業

４～７月
９～２月

ふれあい体験
交流事業

事業名
公民館運営事業

生涯学習課

事業概要

地域に根ざす公民館として、実行委員会
を組織し「公民館まつり」を企画・実施
する中で、利用者の拡大を図り、市民の
交流の場となった。

市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与するため、公民館の運営を行うほか、公民館を活用した多様な講座等を開催す
る。

事業目的
市民の文化活動を積極的に支援し、本市の文化の振興を図るとともに、地域に根差す公
民館として、市民の豊かな人間関係の形成に寄与するため。

事務事業コード 担当課

人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

サークル団体登録数

事業名

Ｈ２５

一般職員

３月

再任用職員 臨時職員

人
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

需用費

役務費

報償費

使用料及び賃借料

団体

項

単位

款

委託料

旅費

Ｈ２４

公民館費

教育費

備品購入費

報酬      

金額 金額説明（節）説明（節）

12,523,447円

事　業　費　の　内　訳

府支出金

社会教育費

国庫支出金

直接事業費

目

一般財源

（回） （人）

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳
特定財源

その他市債



－ 268 －

８ ７ ５

市債

直接事業費 10,118,574円

７ ９

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節）

府支出金

Ｈ２５

事　業　費　の　内　訳

款 総務費

項 総務管理費

特定財源

執行状況
及び

事業成果

会議室
⑵

０

金額

その他

％貸館稼働状況

Ｈ２４

料理室
和室
⑴

・市民交流の促進を図るため。
・生活文化の振興を図るため。
・生活コミュニティの活性化及び市民福祉の増進を図るため。

（件）利用状況

会議室
⑴

財　源　の　内　訳

目

事業概要
南部市域における市民交流の促進や生活文化の向上を図るため、南部市民センターの管
理運営を行う。

担当課

事業目的

和室
⑵

人 人

一般職員 再任用職員

人

臨時職員

負担金・分担金・寄附金

南部市民センター費

委託料

需用費

説明（節）金額

Ｈ２６

従事職員数

国庫支出金
一般財源

事業名
南部市民センター運営事業

南部市民センター

単位

全日
計

午前～午後
午後～夜間 ６

事務事業コード

多目的ホール

夜間
午後
午前
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枚方市立渚市民体育館

旧第六中学校体育館

説明（節）

報酬

場所

参加人数

３

５

門真市スポーツ推進委員スポーツ研修会

北河内地区スポーツ推進委員連絡協議会研修会 ラポールひらかた

近畿スポーツ推進委員研究協議会研修会

紅葉ウォーキング

校区対抗スリータッチボール交流会

平成26年９月20日

平成26年11月23日

日時

平成27年２月８日

内容

平成26年６月20日

平成27年２月６日

役務費

一般財源
国庫支出金 府支出金

需用費

単位

Ｈ２６Ｈ２５

市債

人

事　業　費　の　内　訳

負担金補助及び交付金

人

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

金額

旅費

保健体育総務費

款 教育費

目

項

特定財源

保健体育費

再任用職員

人

臨時職員

金額説明（節）

その他

659,149円直接事業費

負担金・分担金・寄附金

健康づくりから本格的なスポーツまで、多様なスポーツ・レクリエーションに親しむこ
とができる環境づくり及びスポーツの推進に係る体制の整備を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

スポーツ推進委員数

Ｈ２４

スポーツ教室（カローリング）

京都山科～南禅寺

市民プラザ体育館

内容

事業名
スポーツ推進委員育成事業

スポーツ振興課

事業概要
スポーツ推進委員が市民に対するスポーツの実技指導、その他スポーツに関する指導及
び助言を行うために必要な各種の支援を行う。

事務事業コード 担当課

事業目的

参加人数

５

２

大阪府スポーツ推進委員協議会研修会

なら100年会館

平成26年９月６日 なみはやドーム

  研修の成果として、スポーツ推進委員が中心となり、次のスポーツ活動を実施した。

平成27年２月28日

平成27年２月７日

等のスポーツ活動に関する能力向上に努めた。
（人）

（人）

　スポーツ推進委員に対して次の研修を実施し、ニュースポーツの普及啓発の指導法

北河内地区スポーツ推進委員連絡協議会研修会

平成26年６月15日

日時 場所

五月田小学校
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大阪府総合体育大会

参加者数

（円）
交付額

三島・北河内地区対抗柔道大会

北河内地区駅伝競走大会

（人）　スポーツ団体が主催する大会・事業に対し、補助金を交付した。

平成26年５月21日
～７月31日

平成27年２月１日

単位

府支出金

直接事業費

平成26年８月５日
～10月17日

平成26年11月９日

610,800円

Ｈ２６

教育費

Ｈ２５

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

　スポーツ団体の協力の下実施した次の大会に本市市民が参加した。
大会名

目

保健体育費

保健体育総務費

一般財源

項

執行状況
及び

事業成果

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

金額説明（節）

従事職員数
人

一般職員

負担金補助及び交付金

活動指標

スポーツ団体が実施した補助金交付対象大会数

Ｈ２４

金額
事　業　費　の　内　訳

市債

款

担当課

大会

その他

再任用職員

人 人

臨時職員

事業概要
スポーツの振興、体力づくりの推進を図るため、市民が広く参加する各種スポーツ事業
を行う団体等に対して、支援を行うとともに補助金を交付する。

事業目的
市民の健康維持・体力向上を図るとともに、アマチュアスポーツ団体の組織と活動を充
実し、市民の体育、スポーツ活動の振興を図るため。

事業名
スポーツ団体育成事業

スポーツ振興課

延べ84

事務事業コード

参加者数

延べ295

日程
（人）

北河内地区総合体育大会

門真市スポーツ少年団

団体名 事業名 日程

平成26年10月５日
～12月20日

平成27年１月17日
平成27年２月21日

門真市スポーツ少年大会

本部事業
（リーダー養成講習会）
（市民救命士講習会）
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通年 延べ3,024
テニス大会 １
体験型セミナー １

（件） （人）

事業名 実施回数 参加人数
テニス教室

テニスの集い １

青少年運動広場は、特に休日については盛況に利用された。

テニスコートは、平日・休日ともに盛況に利用された。

施設名 利用件数 利用人数
テニスコート
青少年運動広場

指定管理者の指定
団体名 奥アンツーカ株式会社
指定期間 平成27年４月１日～平成32年３月31日
指定管理料（総額） 21,600,000円

施設利用状況

主な事業の実施状況

従事職員数

金額

事業概要

スポーツ及びレクリエーションを通じて青少年をはじめ、市民の心身の健全な育成と豊
かな市民生活の向上を図るため。

事務事業コード

Ｈ２５

特定財源

執行状況
及び

事業成果

事業名
テニスコート･青少年運動広場運営管理事業

スポーツ振興課担当課

説明（節）

体育施設費

金額

款

市民のスポーツ活動の普及、健康・体力づくりを図るため、テニスコート及び青少年運
動広場の管理運営を行う。

事業目的

目

項 保健体育費

活動指標

単位

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

その他

事　業　費　の　内　訳

府支出金

人

一般財源

財　源　の　内　訳

国庫支出金

人

一般職員 再任用職員

指定管理者が実施する自主事業数

臨時職員

市債

Ｈ２６Ｈ２４

負担金・分担金・寄附金

報酬

需用費

人

事業

教育費

4,912,324円直接事業費

（回） （人）

説明（節）

委託料
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（件） （人）

（回）

相撲場
グラウンド

施設名 利用件数 利用人数
体育室
剣道場
柔道場

スポーツ及びレクリエーションを通じて青少年をはじめ、市民の心身の健全な育成と豊
かな市民生活の向上を図るため。

事業名
市民プラザ体育館・グラウンド運営管理事業

スポーツ振興課事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

担当課

事業概要
市民のスポーツ活動の普及、健康・体力づくりを図るため、市民プラザ体育館・グラウ
ンドの管理運営を行う。

事業目的

説明（節） 金額 説明（節）

保健体育費

負担金・分担金・寄附金

単位

638,012円直接事業費

事業

金額

需用費

事　業　費　の　内　訳

備品購入費

一般財源

財　源　の　内　訳

府支出金
特定財源

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人

項

一般職員 臨時職員

Ｈ２６

人人

市債 その他

再任用職員

指定管理者が実施する自主事業数

Ｈ２４

款

目

活動指標

―

市民プラザ費

教育費

Ｈ２５

  グラウンドは、特に休日が盛況に使用された。

施設利用状況

事業名 実施回数 参加人数
こども運動教室 延べ1,495

主な事業の実施状況
（人）

卓球教室 延べ215
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目

活動指標

単位

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２６

財　源　の　内　訳

項 保健体育費

事業名
スポーツ施設予約システム運用事業

スポーツ振興課担当課

Ｈ２４

    （上記設置場所の端末の他、インターネットからの予約受付も可能）

箇所

  スポーツ施設予約システムで予約受付、自動抽選を行うことにより、スポーツ施設
利用の公平性の確保や市民の利便性の向上、業務の効率化を図った。

予約端末設置個所

　・教育委員会事務局生涯学習部スポーツ振興課
　・門真市民プラザ体育館管理人室
　・市立テニスコート管理棟

執行状況
及び

事業成果

事業概要
公平性・公正性の確保、市民の利便性の向上や業務の効率化を図るため、スポーツ施設
予約システムを運用する。

事業目的
施設予約に関する市民の利便性向上を図り、幅広い市民のスポーツ活動を支援するた
め。

事務事業コード

款

事　業　費　の　内　訳

特定財源
国庫支出金 負担金・分担金・寄附金 その他市債

委託料

一般財源

説明（節）

府支出金

人

説明（節）

臨時職員

金額

従事職員数
人

一般職員

人

再任用職員

役務費

金額

教育費

2,997,813円直接事業費

予約端末設置箇所数

Ｈ２５

体育施設費
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人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

（仮称）市立総合体育館建設工事の一般競争入札の実施

建設に向けた取組

執行状況
及び

事業成果

人

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

事業名
（仮称）市立総合体育館建設事業

スポーツ振興課担当課

事業概要
誰もが身近に利用しやすい生涯スポーツ推進拠点をつくるため、（仮称）市立総合体育
館の平成28年度開設に向けた検討を行う。

活動指標

事務事業コード

  （仮称）市立総合体育館建設に向けて下記の業務委託を行った。

事業目的

健康づくりから多様なスポーツ・レクリエーションに至るまで、だれもが生涯にわたって、主体的にスポー
ツ活動に取り組める拠点・生涯スポーツの推進を図るための協働・連携を促し、スポーツを通して地域コ
ミュニティを活性化していく場・周辺地域のうるおいある都市景観づくりを先導し、まちづくりの核となる
場をつくるため。

項 39,895,200円

教育費

府支出金

款

負担金・分担金・寄附金

目

直接事業費

一般職員 臨時職員

金額

保健体育費

人

Ｈ２６

説明（節）

一般財源

Ｈ２４

―

金額

特定財源
国庫支出金 市債

基本設計

説明（節）

委託料

財　源　の　内　訳

体育施設費

プロポーザル方式による随意契約
（地方自治法施行令第167条の２第１項第２号）

委託名 （仮称）市立総合体育館建設実施設計業務委託

単位 ―

実施設計

Ｈ２５

その他

（仮称）市立総合体育館実施設計業務委託　　　　　39,528,000円

契約の相手方 株式会社久米設計大阪支社　支社長　小西　威史

契約方法

  （仮称）市立総合体育館建設工事に伴う周辺建物事前調査業務委託　367,200円

開札　平成27年３月５日

委託名 （仮称）市立総合体育館建設工事に伴う周辺建物事前調査業務委託

契約の相手方 株式会社浜名技術コンサルタント　代表取締役　黒田　泰弘

一般競争入札

第１回

告示　平成27年１月９日

開札　平成27年２月16日

結果　１者入札のため不成立

第２回

告示　平成27年２月16日

結果　入札無しのため不成立

契約方法
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教育費

校区体育祭補助金　1,961,000円
（人）

四宮小学校

大和田小学校
門真小学校

％

負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

その他

参加人数

保健体育費 1,965,064円

Ｈ２４

従事職員数
人

一般職員

Ｈ２５

項 直接事業費

活動指標

担当課事務事業コード

Ｈ２６

体育祭実施率（実施校区数／小学校区数） 単位

  校区体育祭に対し、補助金を交付した。

再任用職員

人

金額

市債
一般財源

説明（節）

役務費

金額

目

説明（節）

府支出金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

負担金補助及び交付金

保健体育総務費

款

地域の交流の促進、健康の増進を図るため、小学校区単位で行われる体育祭事業に対し
て、補助金を交付する。

事業目的
各小学校区において体育祭を実施することにより、校区住民の体力づくりの機会を提供
し、住民の健康維持と親睦の機会を確保するため。

人

臨時職員

執行状況
及び

事業成果

事業名
校区体育祭補助事業

スポーツ振興課

事業概要

平成26年10月12日
平成26年10月５日
平成26年10月５日

平成26年10月５日

平成26年10月12日砂子小学校

平成26年10月19日
開催日

平成26年10月19日
雨天中止

平成26年10月19日
平成26年10月５日
平成26年10月５日

校区

古川橋小学校
門真みらい小学校
沖小学校
上野口小学校
速見小学校
五月田小学校

平成26年10月５日

　校区住民に体力づくりの機会を提供し、併せて校区の住民間、団体間の連帯意識の
高揚を図った。

－

東小学校

二島小学校
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学校施設開放
（件）

　学校施設を積極的に開放することにより、市民の体力向上と健康の保持増進を図っ
た。

校庭開放

運動場

施設名

実施場所　全小学校運動場

参加者数　14,023人
実施回数　合計568回（各小学校概ね40回程度）

　安全な遊び場が不足している本市において、小学校の運動場を開放することによ
り、児童生徒の健全育成を図った。

体育館
使用件数

事業名
学校体育施設開放事業

スポーツ振興課

人 人

事務事業コード

目

事業概要 市民のスポーツの振興、健康の増進を図るため、小中学校の体育施設の開放を行う。

事業目的
市民の体力向上と健康の保持増進を図り、スポーツの振興と明るい地域社会の形成に寄
与するため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

再任用職員

担当課

開放している学校体育施設数

Ｈ２４

金額

役務費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

臨時職員一般職員

委託料

教育費

国庫支出金

項

府支出金

保健体育総務費

保健体育費

説明（節） 金額

市債

説明（節）

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

4,027,387円

一般財源

款

報償費

需用費

単位

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

施設

その他
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その他

Ｈ２６

直接事業費

財　源　の　内　訳

担当課

市債府支出金 負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

事業概要
市民のスポーツの振興、健康の増進を図るため、府立門真スポーツセンター（なみはや
ドーム）プールの利用料金に対して一部補助を行う。

事業目的

説明（節）

なみはやドームを利用し、市民の遊泳施設の確保と健全なレクリエーションの場を提供
することにより、市民の健康増進と体力の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

説明（節） 金額

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

一般財源

需用費

目

人 人

再任用職員

項 保健体育費 7,027,992円

使用料及び賃借料

人

金額

特定財源
国庫支出金

臨時職員

Ｈ２４

一般職員

保健体育総務費

従事職員数

事業名
なみはやドームプール補助事業

スポーツ振興課事務事業コード

本事業の周知媒体数

Ｈ２５

単位 媒体

小人

期　　間　　平成26年４月１日～平成27年３月31日
利用料金　　大人　360円（通常　830円）
　　　　　　小人　180円（通常　420円）
利用状況

利用人数
大人

(人)
合計
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一般・中学生
学童

10/26・11/15
11/９

一般
中学生

スポーツに触れる

スポーツを習う

スポーツを学ぶ

体力を知る

一般・小学生・中学生・壮年・シニア

一般・シニア

（レクリエーション部門）

コンセプト

４チーム
10チーム・96人

201人
７チーム
８チーム

72人

ソフトボール
バドミントン
卓球
インディアカ
バレーボール
ソフトテニス

（競技部門）
開催種目 参加チーム・人数

57チーム
355人

41チーム

サッカー
グラウンド・ゴルフ

軟式野球

種別

日常的にスポーツをしている人のみならず、普段は運動に縁のない人でも気軽に参加
し、気持ちのいい汗を流すことで、心身ともにリフレッシュを図り、今後の市民のス
ポーツ振興及び健康維持・増進を図るため。

金額

一般財源

説明（節）

負担金補助及び交付金

第１回　門真市スポーツ・レクリエーション大会　開催内容

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

説明（節）

再任用職員

事　業　費　の　内　訳
金額

人

臨時職員

人

―

大会参加者数

Ｈ２５

人

その他府支出金

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 教育費

活動指標 Ｈ２４

3,973,130円保健体育費項

保健体育総務費

―

Ｈ２６

市民のスポーツの振興、健康の増進を図るため、市民の誰もが気軽に参加でき、スポー
ツ・レクリエーション活動のきっかけづくりとなる「スポーツ・レクリエーション大
会」を開催する。

単位 人

事業概要

事務事業コード

事業目的

事業名
（仮称）スポーツ・レクリエーション大会事業

スポーツ振興課担当課

約1,100人

参加人数プログラム
フライングディスク・カローリング・スリータッチボール・スカイクロ
ス・ガラッキー　等
リズム体操教室・ヨガ教室・フラダンス教室・岡本依子のテコンドー教
室・こども体操教室・こどもテニス教室・相撲体験教室　等
カラダが目覚めるルーティングエクササイズ・自分でできる簡単テーピ
ング・日本赤十字ＡＥＤ講習会　等
体力測定（血圧・全身反応・膝伸展筋力・骨密度・血管年齢・体組成・
足指筋力・カウンセリング）

11/２

開催日

一般・中学生
一般男子・女子

10/19～12/21

11/２～12/14

一般・少年
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活動指標

文化芸術振興審議会開催回数

Ｈ２４ Ｈ２５

事業概要

事業目的

報酬

項 総務管理費

目

金額

その他

総務費

一般財源

説明（節）

府支出金

金額

人

説明（節）

一般職員

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

役務費

文化芸術振興費

款

単位

市債

回

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費 33,846円

人

臨時職員

人

再任用職員

事業名
文化芸術振興事業

生涯学習課事務事業コード 担当課

文化・芸術が市民にとってより身近なものになるよう、地域に根ざし深く息づく文化・
芸術の振興を図るため、文化芸術振興基本方針に基づき、文化芸術振興施策を総合的に
推進する。

○門真市文化芸術振興審議会の開催
　門真市文化芸術振興審議会を開催し、門真市文化芸術振興基本方針に基づき実施し
たこれまでの文化芸術事業について審議するとともに、今後の審議会のあり方につい
て検討を行った。

開催日 概要
本市の文化芸術振興施策
今後の門真市文化芸術振興審議会

第１回文化芸術振興審議会 平成27年２月24日

第５次総合計画に掲げるまちづくりの基本目標のひとつ「いきいきと人が輝く文化薫る
まち」を実現するため。

執行状況
及び

事業成果
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延べ105 ９～11月

回数 参加者数 開催時期

４ 延べ60 ６～７月

子育て体験
交流事業

８

サークルが一年間の成果の発表と多くの市民とので
あい、ふれあい、育ちあいの機会を提供した。

４

高齢者の健康増進と自己表現力の習得を図る。

女性の元気と活気をパワーアップすることで、家庭・職場・
地域・そして社会全体を明るくするため、そして何より自ら
が明るくなることを目指して、健康な体の維持・増進や身体
ほぐし、心ほぐしの方法を学び、体験交流をする。

親子のふれあい、アレルギー問題などの現状と課題につい
て、正しい知識と対応の仕方を学び、講師や保護者の相互交
流を通して、育児の不安を解消し、楽しい子育てを目指す。

延べ382

  市民が健康で文化的な活動を行うための拠点を目指し、幼児から高齢者までが幅広
く参加できる講座、事業を実施した。　　　　　　　　　　（回）　（人）

５ 延べ96 ９～11月

子ども達のいろいろな体験学習を通じ、異年齢間の交流を図っ
た。
○子ども教室（料理教室、紙工作教室、手芸教室、マジック教
室、科学教室）
○ふれあいまつり（紙工作、リサイクル工作、バルーンアート）

事業名

高齢者生き
がい事業

女性セミ
ナー

家庭教育学
級

府支出金

Ｈ２５

教育費

ふれあいま
つり

１

延べ47

その他

社会教育費

社会教育施設費

サークル公
開講座（一
日体験）

14,563,841円直接事業費

延べ3,354

団体

Ｈ２４

サークル活動を通じて習得した教養や技能,技術,趣味などを
広く市民に公開して文化の普及に努めた。
あざみダンス・篆友会・ブルースカイ・英会話イブニング・
グラスアートを楽しむ会・みよしの会・サークル華・さわや
華園芸・英会話エルダー

款

項

目

活動指標

サークル登録団体数

一般財源

説明（節）

備品購入費

使用料及び賃借料

役務費

金額説明（節）

旅費

報酬

人

報償費

市債負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

需用費

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

委託料

金額

執行状況
及び

事業成果

臨時職員

人

再任用職員
従事職員数

Ｈ２６

単位

７～３月

４～３月

３月

市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与するため、文化会館の運営を行うほか、文化会館を活用した多様な講座等を開催
する。

内容

事業名
市立文化会館運営事業

生涯学習課担当課

事業概要

事務事業コード

事業目的
市民の文化活動を積極的に支援し、本市の文化の振興を図るとともに、地域に根差す文
化会館として、市民の豊かな人間関係の形成に寄与するため。
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指定期間 平成26年４月１日から平成31年３月31日まで
特定非営利活動法人トイボックス

132,979,000円

○主な工事の実施状況
・市民文化会館外壁改修工事 33,139,800円

施設名
門真市民文化会館
門真市立市民交流会館

備品購入費

需用費

事　業　費　の　内　訳

項 総務管理費

総務費款

目

特定財源
一般財源

負担金・分担金・寄附金

従事職員数

説明（節）

市債

201,174,406円

一般職員

Ｈ２６

役務費

府支出金 その他

報酬

人

工事請負費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

金額

直接事業費

再任用職員

金額

委託料

説明（節）

活動指標

利用件数

人 人

文化芸術振興費

国庫支出金

臨時職員

Ｈ２５Ｈ２４

事業目的

・市民文化会館については、市民の優れた文化・芸術に接する機会を提供するとともに、市民自らの文化活
動を促し、もって市民の交流と文化向上に寄与するため。
・市立市民交流会館については、市民の相互交流の場を提供するとともに、市民自らの文化活動や交流活動
を促し、もって市民の交流と文化向上に寄与するため。

単位 件

執行状況
及び

事業成果

事業概要

事務事業コード
市民に優れた文化・芸術に接する機会を提供するとともに、市民自らの文化活動を促し、市民の交流と文化
の向上を図るため、市民文化会館（ルミエールホール）の運営を行う。また、市民の相互交流の場を提供す
るとともに、市民自らの文化活動や交流活動を促し、市民の交流と文化の向上を図るための市民交流会館
（中塚荘）の運営を行う。

利用件数

事業名
市民文化会館及び市民交流会館運営事業

生涯学習課担当課

○指定管理者の指定

指定管理料（平成26年度）

団体名

○利用状況 （件）

門真手作り市（中塚荘）

るみえーる亭上方落語の会
サマーアートフェスティバル

コーラスフェスティバル

事業名

約800

約500

吹奏楽フェスティバル

○主な事業の実施状況 （回） （人）

１

延べ

延べ

１
３

実施回数 参加者数

１
３

約900
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事務事業コード
事業名

音楽と活気のあふれるまちづくり推進事業

生涯学習課担当課

事業概要
市民が音楽等に楽しむ機会を増やし、市民であることの誇りを育むことのできる環境を整えるとともに、市
外に居住されている方が門真市に対して抱く都市イメージの向上を図るため、まちかど・まちなかにおける
コンサートの開催や、市民が自発的に取り組むコンサートなどへの支援を行う。

事業目的

門真市文化芸術振興基本方針において重点施策として位置づけている門真の誇りづくりや都市イメージの向
上、シンボルづくりにつながる事業を実施することにより、本方針の３つの方向性「協働による新しい文化
芸術活動の振興」「文化芸術にふれられる場づくり」「文化芸術の担い手づくり」の実現を図り、ひいては
市民が住みたい・住み続けたいと思えるまちの実現を図るため。

単位 回

執行状況
及び

事業成果

まちかど・まちなかコンサートの開催数

○まちかど・まちなかコンサートの開催
名　称

―

Ｈ２６Ｈ２５

財　源　の　内　訳

目

活動指標 Ｈ２４

―

社会教育費

特定財源

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 教育費

直接事業費 594,446円

社会教育総務費

項

臨時職員

人

再任用職員一般職員

人 人

金額

負担金・分担金・寄附金

金額

その他

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

一般財源

説明（節）

府支出金 市債

成　果 屋外、屋内それぞれの実施方法や効果を検証することができた。

国庫支出金

委託料

ルミエールクリスマスコンサート
平成26年12月25日

第１部

第２部

屋外のくすのき広場で、大道芸、キッズダンス、門真市出身のアー
ティストによる弾き語りなどを行い、道行く人を含む約100人の人が
鑑賞した。

屋内の大ホールホワイエで、門真市在住の声楽家や少年少女合唱団な
どによる演奏を行い、268人の来場者があった。

開催日
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平成27年３月29日

第６回ミュージアムコンサート（津軽三味線）

落語＆ミニ講演会　
シンポジウム　茨田堤再発見!!

思い出ある門真の民具
茨田堤　再発見！！
かどま歴史探訪

平成26年10月12日

平成26年11月30日

平成26年12月14日

８

平成27年１月24日
平成27年２月28日

平成26年10月７日～平成27年６月28日

平成26年８月18日
平成26年６月１日
平成26年７月20日

（人）

（人）

開催日テーマ
平成26年８月５日
平成26年８月11日

特別講座

６
ガラスケ・ストラップを作ってみよう
はがき・しおりをつくってみよう

文化財ボ
ランティ
ア養成講
座

文禄堤を掘る　
大東市市民学芸員養成の取り組み　

高槻市立しろあと歴史館でガイドを体験して
みよう

門真の民話に親しもう

テーマ
幣原家の足跡を訪ねて

開催期間

常設展

平成26年１月28日～９月７日

○歴史講座等の開催
参加者数講座名

事務事業コード
事業名

歴史資料館運営事業

生涯学習課担当課

人

臨時職員

負担金補助及び交付金

人

一般職員

講座等開催数

Ｈ２４

役務費

再任用職員

人

委託料

活動指標

報償費

目

金額

需用費

項

款

単位 回

その他

教育費

社会教育総務費

府支出金

事業概要
郷土の文化や歴史的遺産を後世に継承するため、文化財の保護保存に努め、文化財愛護
意識の高揚を図る。

事業目的
市内に散在する歴史資料、考古資料及び民俗資料を収集し、保存するとともに、これら
を展示して広く市民に公開し、市民文化の向上に努めるため。

執行状況
及び

事業成果

○常設展及び企画展の開催

話し方講座

古墳の見方

こども講
座

歴史講座

従事職員数

来館者数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

直接事業費 10,837,918円

備品購入費報酬

旅費

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

市債
一般財源

社会教育費
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８

大東市立歴史民俗資料館市民学芸員養成の取り組み

３

高槻市立しろあと歴史館でガイドを体験してみよう

話し方講座

（人）
参加者数

平成26年11月30日

平成26年12月14日

平成26年10月12日

開催日テーマ

使用料及び賃借料

単位

金額

役務費

回

その他

Ｈ２５

説明（節）

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

４

Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

委託料

報償費

教育費

一般職員

金額

臨時職員

364,382円

Ｈ２４

人 人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

社会教育費

事業概要

活動指標

市民学芸員養成講座(ボランティアガイド養成講座)開催数

直接事業費

社会教育総務費

―

特定財源
財　源　の　内　訳

事務事業コード

項

事業目的

目

事業名
歴史遺産整備事業

生涯学習課担当課

歴史遺産や保存運動に改めて光をあてることにより、文化財保護意識の向上を図るとと
もに、歴史遺産をいかした個性ある地域づくり、ひとづくりを通じて、市民が本市に対
して誇りと愛着を持つことができる環境を醸成するため。

文化財ボ
ランティ
アガイド
養成講座

講座名

執行状況
及び

事業成果

〇旧街道案内板の設置
　平成25年度に老朽化した市内の史跡説明板10箇所を更新したことや市内歴史遺産の
ウォーキングコースを設定した歴史散策マップを改訂したことに続き、市内散策の
きっかけとなるよう、旧街道を紹介する案内板を古川橋駅南側に新たに設置した。

〇生涯学習フォーラム「茨田堤 再発見！！」の開催
　平成24年度の発掘調査、平成25年度の歴史資料館企画展「茨田堤 再発見！！」を踏
まえ、本市で初めて大阪国際大学で生涯学習フォーラムを開催し、74人の参加者を得
た。

○文化財ボランティアガイド養成講座
　平成25年度に引き続き、文化財ボランティアガイド養成講座を３回開催した。

文化財保護意識の向上を図るとともに、歴史遺産をいかした個性ある地域づくり、ひと
づくりを推進するため、市民学芸員養成講座の開催や史跡の整備を行う。
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事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

市債

直接事業費

金額

負担金補助及び交付金

従事職員数

事　業　費　の　内　訳

人

再任用職員一般職員

説明（節）

社会福祉総務費

一般財源

金額

目

民生費

事務事業コード

Ｈ２４

説明（節）

負担金・分担金・寄附金府支出金

臨時職員

人 人

款

日常生活自立支援事業利用者数

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 その他

事業概要
門真市における社会福祉事業の組織的活動を促進し、地域福祉の推進を図るため、社会
福祉協議会が実施する各種事業に対する運営補助を行う。

事業目的
門真市における社会福祉事業の能率的運営と組織的活動を促進し、地域福祉の増進を図
るため。

項 社会福祉費 20,931,000円

単位 人

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２６Ｈ２５

　行政サービスとしての実施が難しい多様な福祉ニーズに応えるため、地域の特性を
踏まえた公共性の高い事業を実施する機関である門真市社会福祉協議会に支援を行う
ことで、地域福祉の推進を図った。

　○主な活動
　　・共同募金事業
　　・日常生活自立支援事業
　　・生活福祉資金貸付事業
　　・在宅福祉サービス事業　など

事業名
社会福祉協議会補助事業

地域福祉課担当課

　⑸　基本目標－５　健やかな笑顔あふれる支え合いのまち
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市債
特定財源

社会福祉総務費

執行状況
及び

事業成果

款 民生費

　個別活動としての地域住民への相談支援、一人暮らし高齢者等要援護者の見守り・
実態把握のほか、組織活動として、地域や福祉施設等での子育てサロンや高齢者サロ
ン等の開催、各種団体の行事への参加協力を行った。
　さらに毎月１回（８月は休会）全委員が出席対象となる「定例会」を開催し、行
政、各種団体からの依頼・報告事項の伝達、研修会や事例発表会の開催による福祉制
度等情報の共有、相談技術の研鑽を実施し、円滑な民生委員児童委員活動に寄与する
ことができた。
　また、協議会及び民生委員制度を広く住民に周知するため広報誌の発行（年３回）
や街頭啓発活動を実施した。

一般財源

目

項 2,792,000円

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他府支出金

財　源　の　内　訳

Ｈ２６

民生委員・児童委員数 単位 人

Ｈ２４

国庫支出金

金額金額

負担金補助及び交付金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

社会福祉費

説明（節）

人 人

再任用職員

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

旅費

一般職員
従事職員数

臨時職員

人

事業目的
民生委員児童委員協議会は、民生委員法第20条で全民生委員が組織的な援助活動を行う
ことを義務付けた市町村単位必置組織であり、社会奉仕の精神の高揚に努め、他の行政
機関・諸団体との連携、地域社会の福祉増進に寄与するため。

活動指標

事業概要
民生委員法により民生委員全員が組織し、活動を行うことが義務付けられた市町村単位
必置組織である民生委員児童委員協議会の福祉活動を支援する。

担当課

Ｈ２５

事業名
民生委員児童委員協議会活動助成事業

地域福祉課事務事業コード
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・担い手の取り組みについて

・地域福祉に関する情報の提供について

・交流や支援の場づくりの推進について

・会議の公開について

内容
・会長及び副会長の選任について

・今後のスケジュールについて

・市の災害時要援護者の支援体制について

平成27年２月４日第３回

平成26年８月６日第１回

平成26年11月27日第２回

　　 開催日

・門真市第２期地域福祉計画の進捗状況について

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要
「門真市第２期地域福祉計画」により効果的な推進を行うため、「門真市地域福祉計画
推進協議会」を設置し、本計画の進捗状況及び計画推進に必要な取組について検討す
る。

事業名
地域福祉計画進行管理事業

地域福祉課

社会福祉費

活動指標

推進協議会開催回数

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

社会福祉法第107条（市町村地域福祉計画）に基づく、地域福祉の推進に関するサービス
を一体的に提供するため。

民生費

一般財源

説明（節）

事業目的

157,728円

社会福祉総務費

Ｈ２４

―

Ｈ２６

単位 回

人 人

事　業　費　の　内　訳

報酬

一般職員

役務費

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

　計画の進行管理を行うため「門真市地域福祉計画推進協議会」を設置し、計画に基
づく各事業の実施状況の確認及び情報共有をすることにより、課題の抽出及び必要な
取組について検討を行った。

金額説明（節）
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地域防災士養成講座 １回 ７人

8,773人

開催回数研修名

26,647人

○各種研修会

その他

24回

障がい者

165人

参加人数
533人

合計
その他 11,045人

４人
子育て中の親子

・グループ援助活動（いきいきサロン、ふ
れあい食事サービス、世代間交流　等）

・個別援助活動（個別台帳整備、見守り
声かけ訪問活動、配食サービス　等）

高齢者

265人 子育て中の親子 50人

高齢者

事業名
小地域ネットワーク活動推進事業

地域福祉課

　おおむね小学校区単位で、青少年指導員、民生委員、自治会役員等委員により構成
する校区福祉委員会を設置し、住民の参加と協力による地域福祉活動を推進した。各
校区福祉委員会において、いきいきサロンや配食サービス、世代間交流、子育てサロ
ン等の地域住民相互の支えあい活動が行われた。
　また、認知症サポーターや地域防災士の養成講座を開催し、誰もが暮らしやすい地
域を作るボランティア養成に取り組んだ。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

事業目的

項

０人

合計

○小地域ネットワーク活動参加者

8,554人

目

臨時職員

財　源　の　内　訳

人

一般職員

人

事　業　費　の　内　訳

事業概要
高齢者、子育て中の親子、障がい者（児）等が地域で孤立することなく安心して生活が
できるように、地域住民の参加と協力により支えあい助け合う活動を推進する小地域
ネットワーク活動を実施する。

負担金補助及び交付金

金額

一般財源

活動指標

金額

社会福祉費

精神障がい者理解促進事業

市債

直接事業費 18,164,235円

説明（節）

府支出金

おおむね小学校区単位で青少年指導員、民生委員、自治会役員等委員により構成する校
区福祉委員会を設置し、住民の参加と協力により地域福祉活動を推進するため。

15,337人

認知症サポーター養成講座

障がい者

社会福祉総務費

担当課

特定財源
負担金・分担金・寄附金 その他国庫支出金

説明（節）

人

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

２回 35人

単位

小地域ネットワーク活動リーダー研修会 １回 ２人

グループ援助活動参加者数
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金額

委託料

事　業　費　の　内　訳
説明（節）説明（節）

社会福祉総務費

民生費

項

Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２４

5,800,000円

金額

款

御堂町14-１（門真市保健福祉センター１階）

単位 件

直接事業費

負担金・分担金・寄附金府支出金 市債

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

社会福祉費

一般財源
その他

一般職員 再任用職員

人 人

事業目的
核家族化による孤立や虐待等課題を抱え援護を要する高齢者、障がい者、子育て中の親
等を見守り、専門的相談の実施、専門機関へのつなぎ等を行うためのセーフティネット
の構築を図るため。

執行状況
及び

事業成果

臨時職員

事業名
コミュニティソーシャルワーカー配置事業

地域福祉課

　「いきいきネット相談支援センター」に配置しているコミュニティソーシャルワー
カーが、福祉に関する専門相談を実施し、既存の福祉サービスでは対応困難な事案の
解決に向け、各関係機関のサービスへのつなぎや同行支援等を行った。
　また、ケース会議や地域福祉の担い手で構成する地域福祉連絡会を開催し、要援護
者に対する見守り・相談・つなぎのセーフティネット体制づくりに努めた。

活動指標

相談受付延べ件数

目

担当課

門真市社会福祉協議会
いきいきネット相談支援センター

課題を抱えた要援護者に対し、課題の整理や関係機関への連携・引き継ぎ等を行うコ
ミュニティソーシャルワーカーをいきいきネット相談支援センターに配置し、専門的な
相談支援等を行う。

○コミュニティソーシャルワーカーの配置場所

事務事業コード

事業概要
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24,971,410円

納付確認額
④

15,953,820円

　新たな保険料滞納者の発生を防ぐため、電話による自主納付の呼びかけ業務委託を
実施した結果、納付承諾率で72.08%、納付達成率で63.89%となり、後の効率的かつ効
果的な納付相談へつなげる事ができた。

架電件数

12,438件

通電件数
①

納付達成率
④/③

63.89％

納付承諾件数
②

1,487件

納付承諾率
②/①

事業概要

事業名
国民健康保険コールセンター運営事業

保険収納課事務事業コード

新たな保険料滞納者の発生を防ぐため、市税、保育料等の収納担当課と合同でコールセ
ンターを設置し、納期を過ぎても納付のない納め忘れに対し、自主納付の呼びかけ等を
行う。

担当課

事業目的

Ｈ２５

新たな滞納者発生の未然防止に努め、保険料収納率を向上させるため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

2,063件

件

納付対象額
③

直接事業費 3,823,095円

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

府支出金

財　源　の　内　訳

款

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

（国民健康保険事業特別会計）総務管理費

（国民健康保険事業特別会計）総務費

市債

項

一般財源

目

人
従事職員数

臨時職員一般職員

人

再任用職員

人

役務費

金額

単位架電件数

Ｈ２４

委託料

（国民健康保険事業特別会計）一般管理費

特定財源
国庫支出金

Ｈ２６

その他

金額説明（節）

負担金・分担金・寄附金
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ペイジー実績
　４月～３月までの利用件数260件

現年

滞納 ０

（国民健康保険事業特別会計）一般管理費

単位

保険料収納率
（％）

特別徴収額
（千円）

推進員収納額
（千円）

口座振替額
（千円）

事業目的

その他
（千円）

保険料確保のため各種収納対策を実施し、保険料収納率向上に努め、国保財政の健全化
を図るため。

執行状況
及び

事業成果

  ※収納額合計については、還付未済額を差し引きした額
  　現年還付未済額　4,008,967円、滞納還付未済額　64,790円

コンビニ収納額
（千円）

収納額合計
（千円）

　門真市国民健康保険事業特別会計収支改善計画（第１次改訂版）における、平成26
年度の目標収納率88.68％に向け、滞納整理支援システムを活用した納付相談を実施
し、窓口等での納付相談や、収納推進員による訪問指導、職員による夜間・休日納付
指導及び月１回の日曜納付相談日の開設等や、集金及び金融機関の口座振替（平成25
年11月よりペイジー口座振替受付サービスを開始し、口座振替手続きの簡素化）やコ
ンビニ収納等の収納ツールを駆使し、納付意識の向上や納付機会の拡大を図り、保険
料の確保に取り組んだ。

事業概要
保険料の納付を促進するため、滞納整理支援システムを活用した納付相談、また、口座
振替やコンビニエンスストアでの収納を可能とし、被保険者の納付機会を拡充し利便性
を向上させる。

事業名
保険料収納推進事業

保険収納課担当課事務事業コード

一般職員

活動指標

滞納処分金額

Ｈ２４

款

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人

旅費

人 人

臨時職員再任用職員

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

金額

目

償還金利子及び割引料

説明（節）

一般財源

報酬

千円

直接事業費 81,357,463円

市債

Ｈ２５

（国民健康保険事業特別会計）総務管理費

府支出金 その他

（国民健康保険事業特別会計）総務費

項

使用料及び賃借料

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

委託料

需用費

役務費

報償費
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国民健康保険被保険者の禁煙外来を推奨することで、喫煙者及び受動喫煙により健康被
害を受けていた世帯員などの疾病予防、健康保持の増進並びに将来における医療費増大
の抑制により国保財政の健全化を図るため。

事業概要
市民の健康保持増進及び将来の医療費負担の軽減を図るため、国民健康保険の被保険者
で禁煙を希望する人に対し、禁煙外来（保険適用）の費用（自己負担分）の内、半額を
助成（上限１万円）する。

事業目的

執行状況
及び

事業成果

申請者数

補助金交付者数

補助金交付額

【執行状況】
　制度周知については、広報、ホームページの活用や作成したポスターの市内医療機
関等への掲示を行った。

事業名
禁煙外来受診費用助成事業

健康保険課担当課

Ｈ２４

７人

７人

事務事業コード

項 （国民健康保険事業特別会計）保健事業費

目

負担金・分担金・寄附金

特定財源

【事業成果】　　平成26年度禁煙外来受診費用助成事業実績

人

その他

60,800円

活動指標

禁煙サポート申請者数

直接事業費 61,135円

（国民健康保険事業特別会計）趣旨普及費

財　源　の　内　訳

単位

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 （国民健康保険事業特別会計）保健事業費

一般職員 臨時職員

人 人

需用費

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

負担金補助及び交付金

金額 説明（節）
事　業　費　の　内　訳

Ｈ２５ Ｈ２６

市債

金額
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  被保険者がコンビニで保険料を納付できるよう納付の機会・場所を拡大すること
により、市民の利便性の向上及び収納率の向上を図った。

収納率（現年+過年）

収納率（滞納繰越分）

収納額(現年+過年）

33,884,409円

収納額（滞納繰越分）

1,474,180円

収納件数（現年+過年）

3,459件

事業名
後期高齢者医療保険料コンビニ収納事業

保険収納課事務事業コード

目

事業概要
後期高齢者医療保険料をコンビニエンスストアで収納できるようにすることにより、被
保険者の納付機会を拡充し、利便性を向上させる。

事業目的 被保険者の納付機会の拡充及び利便性の向上により、収納率の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

収納件数

Ｈ２４

臨時職員再任用職員

人 人

担当課

（後期高齢者医療事業特別会計）徴収費

款 （後期高齢者医療事業特別会計）総務費

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

説明（節）

251,366円

金額

市債

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

金額

単位

直接事業費

事　業　費　の　内　訳

件

その他

Ｈ２５

委託料

項 （後期高齢者医療事業特別会計）徴収費

収納件数（滞納繰越分）

123件

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金
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Ｈ２６

単位

国庫支出金

千円

その他

Ｈ２５

直接事業費 5,491,931円

金額

委託料

償還金利子及び割引料

（後期高齢者医療事業特別会計）徴収費/滞納処分費

一般財源

説明（節）

府支出金

需用費

役務費

報酬

臨時職員

市債負担金・分担金・寄附金

金額説明（節）

Ｈ２４

特定財源

事　業　費　の　内　訳

人 人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 （後期高齢者医療事業特別会計）総務費

保険料の納付を促進するため、滞納整理支援システムを活用した納付相談、また、口座
振替やコンビニエンスストアでの収納を可能とし、被保険者の納付機会を拡充し利便性
を向上させる。

事業目的

一般職員

活動指標

滞納処分金額

担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 （後期高齢者医療事業特別会計）徴収費

目

事業概要

推進員収納額
（千円）

その他
（千円）

事業名
後期高齢者医療保険料収納推進事業

保険収納課

収納額合計
（千円）

  ※収納額合計については、還付未済額を差引きした額
　  現年還付未済額　1,953,587円、滞納還付未済額　6,948円

  後期高齢者医療保険料収納率の向上に向けて、滞納整理支援システムを活用した納
付相談を実施し、窓口等での納付相談や、収納推進員による訪問指導、職員による夜
間・休日納付指導及び月１回の日曜納付相談日の開設等や、集金及び金融機関の口座
振替・コンビニ収納等の収納ツールを駆使し、納付意識の向上や納付機会の拡大を図
り、保険料の確保に取り組んだ。

保険料確保のため各種収納対策を実施し、保険料収納率向上に努め、後期高齢者医療の
財政の健全化を図るため。

執行状況
及び

事業成果

滞納

保険料収納率
（％）

現年

特別徴収額
（千円）

コンビニ収納額
（千円）

口座振替額
（千円）

０
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金額説明（節）

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

委託料

単位 件

その他

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

金額

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 （後期高齢者医療事業特別会計）総務費

一般職員

活動指標

架電件数

直接事業費 759,881円

（後期高齢者医療事業特別会計）徴収費

Ｈ２４

特定財源
財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 （後期高齢者医療事業特別会計）徴収費

目

事業概要
新たな保険料滞納者の発生を防ぐため、市税、保育料等の収納担当課と合同でコールセ
ンターを設置し、納期を過ぎても納付のない納め忘れに対し、自主納付の呼びかけ等を
行う。

新たな滞納者発生の未然防止に努め、保険料収納率を向上させるため。事業目的

事業名
後期高齢者医療保険コールセンター運営事業

保険収納課担当課

納付承諾件数
②

架電件数

執行状況
及び

事業成果

  新たな保険料滞納者の発生を防ぐため、電話による自主納付の呼びかけ業務委託を
実施した結果、納付承諾率で82.40%、納付達成率で84.24%となり、後の効率的かつ効
果的な納付相談へつなげる事ができた。

125件

納付対象額
③

1,610,476円

納付確認額
④

1,356,665円

納付達成率
④/③

84.24％

納付承諾率
②/①

82.40％103件476件

通電件数
①
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説明（節）

従事職員数
再任用職員

役務費

人

一般職員

事業名
敬老会事業

高齢福祉課

事業目的 本市に居住する高齢者の長寿とご健勝を祝うため。

執行状況
及び

事業成果

直接事業費

款 民生費

Ｈ２６

人

臨時職員

人

金額

委託料

使用料及び賃借料

活動指標

敬老会への出席者

需用費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

Ｈ２５

事務事業コード

Ｈ２４

高齢者の長寿を祝うとともに、感謝の気持ちを表すため敬老会の開催を行う。

単位 人

担当課

負担金・分担金・寄附金

老人福祉費

府支出金 その他市債国庫支出金

項 社会福祉費

一般財源

財　源　の　内　訳

目

特定財源

  広く市民が高齢者の福祉について関心と理解を深めるとともに、高齢者が自らの生
活の向上に努めるよう敬老会事業を通じ啓発する。
  市として高齢者の方をお祝いし、健康の維持増進を図っていただくことを目的とし
ている。

  ※平成26年度の入場者数はおよそ430人である。

事業概要

報酬

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

589,737円
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活動指標

その他市債

単位

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２６

項 社会福祉費 3,898,740円

目

直接事業費

款 民生費

一般財源

説明（節）

報償費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

金額

一般職員

特定財源
国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

役務費

人

臨時職員

金額

再任用職員

人

祝品・祝金・金婚記念品を贈与した件数

Ｈ２４

老人福祉費

Ｈ２５

府支出金

長寿を祝福するため、祝金や祝品の贈与を行う。また、結婚50年を迎える夫婦へのお祝
いとして、金婚記念品の贈与を行う。

件

担当課

事業目的
本市に居住する高齢者に対し、その長寿若しくは金婚を祝福するため祝金又は祝品を贈
与することにより、高齢者の福祉の増進及び市民の敬老思想の高揚を図るため。

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要

事業名
長寿祝金等贈与事業

高齢福祉課

  本市に居住する高齢者に対し、その長寿を祝福するため100歳の方に祝金、77歳の方
に祝品、金婚を迎える夫婦に記念品を贈与することにより、高齢者の福祉の増進及び
市民の敬老思想の高揚を図る。
　毎年敬老会にて、式典及び芸能等で長寿のお祝いをする。

　※平成26年度実績
　　長寿祝金（50,000円）13人
　　長寿祝品（3,000円相当の品）1,488人
　　金婚記念品（3,000円相当の品）173組
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　高齢者が健康で明るい生活を営むため、各種の相談に応ずるとともに、健康の維
持、教養の向上、及びレクリエーションのための便宜を総合的に提供する施設の提供
を行った。

  ※平成23年10月１日より指定管理者制度を導入し、平成26年４月１日から平成31年
  ３月31日までの間は、社会福祉法人晋栄福祉会が指定管理者となった。

　※平成26年度老人福祉センター等来館者数77,918人である。

事務事業コード

Ｈ２４

高齢者の余暇活動や交流を促進するための活動拠点として、老人福祉センター等の管理
運営を行う。

単位

担当課

事業概要

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金府支出金

39,226,403円

款

高齢者交流施設費

工事請負費

目

委託料

その他
特定財源

国庫支出金

直接事業費

市債

民生費

項 社会福祉費

財　源　の　内　訳

金額

需用費

備品購入費

説明（節）

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般財源

人

一般職員

人 人

再任用職員

説明（節） 金額

臨時職員

回

事業目的
高齢者に対して、各種の相談に応じたり、健康の増進・教養の向上及びレクリエーショ
ンのための便宜を供与することによって、福祉の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２５ Ｈ２６活動指標

講座等開催回数（サークル含まず。）

事業名
老人福祉センター等運営管理事業

高齢福祉課
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事業名
高齢者保健福祉計画策定事業

高齢福祉課担当課

事業概要

事務事業コード

門真市高齢者保健福祉計画審議会等の開催
　審議会、推進委員会、推進委員会ワーキンググループ等を開催し、パブリックコメ
ントを実施し、審議会より答申の後、本計画を策定した。

事業目的 高齢者福祉の推進のため。

―

Ｈ２６

老人福祉法に基づき高齢者等の健康づくりや介護予防、生活自立支援、社会参加など高
齢者の生活全般にわたる施策を包含した計画について、「くすのき広域連合介護保険事
業計画」と整合性を図り策定する。

単位 回

―

計画策定のための会議開催回数

Ｈ２５

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 民生費

活動指標 Ｈ２４

社会福祉費項

社会福祉総務費

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

6,159,893円

府支出金

一般職員

市債

人人

その他

金額

人

臨時職員再任用職員

委託料

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

旅費

役務費

金額

一般財源

説明（節）

報酬

特定財源

説明（節）

　平成26年度審議会等開催状況

第１回ワーキンググループ

第１回推進委員会
第１回審議会
第２回推進委員会
第２回審議会
第３回推進委員会
第３回審議会
パブリックコメント
第４回審議会

開催日
平成26年９月５日
平成26年10月23日
平成26年10月31日
平成26年11月25日
平成26年12月19日

市民意向調査について等
概要

高齢者保健福祉計画策定について等
高齢者保健福祉計画策定について等
高齢者保健福祉計画（骨子案）について等

高齢者保健福祉計画（骨子案）について等

高齢者保健福祉計画（素案）について等

案件名「高齢者保健福祉計画（素案）について」

高齢者保健福祉計画（案）について

高齢者保健福祉計画（素案）について等
平成27年１月９日
平成27年２月５日
平成27年２月13日～３月６日

平成27年３月26日
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事業目的
高齢者虐待の防止及び早期発見、虐待を受けた高齢者の迅速かつ適切な保護等、養護者
に対する適切な支援並びに関係機関、団体等との連携協力体制の整備を行うため。

金額

一般財源

説明（節）

役務費

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

委託料

説明（節）

再任用職員

事　業　費　の　内　訳
金額

人

臨時職員

人

―

個別ケース会議の開催

Ｈ２５

人

その他府支出金

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 民生費

活動指標 Ｈ２４

66,658円社会福祉費項

老人福祉費

―

Ｈ２６

高齢者虐待の防止、早期発見による被害拡大を防止のため、高齢者虐待防止のネット
ワークを構築し、被虐待者の適切な処遇や養護者への支援の充実を図る。

単位 回

事業概要

事務事業コード

 高齢者虐待に関する相談について、法的・福祉的な専門的助言を得るために開催した
会議（大阪弁護士会弁護士、大阪社会福祉士会社会福祉士が出席）
　平成26年度は２回実施
　　○平成27年２月25日
　　○平成27年３月24日

事業名
高齢者虐待防止事業

高齢福祉課担当課
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説明（節） 金額

役務費

単位

款

国民年金法による老齢年金等の対象外となった、在日外国人の福祉の増進を図るため。

事業概要
国民年金法による老齢年金等の対象外となった在日外国人高齢者の福祉の増進を図るた
め、特別給付金の支給を行う。

事業目的

Ｈ２６

人

金額
事　業　費　の　内　訳

Ｈ２４

担当課

Ｈ２５

　大正15年４月１日以前に生まれ、昭和57年１月１日以前から廃止前の外国人登録法
に基づき外国人登録をされていた者で引き続き外国人住民である者又は昭和57年１月
１日以後に帰化し、引き続き住民基本台帳に記載されている者を対象に、月額10,000
円の給付金を支給することにより在日外国人の福祉の増進を図る。
　年金制度に加入できなかった外国人の方が自立的な生活を維持することができるよ
うに、金銭的補助を行っている。

  ※平成26年度の本事業における対象者は７人である。

直接事業費

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳
特定財源

社会福祉費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

840,469円

臨時職員

人
従事職員数

人

再任用職員

人

一般職員

老人福祉費

民生費

市債国庫支出金 その他府支出金

扶助費

項

執行状況
及び

事業成果

活動指標

給付者数

目

一般財源

事業名
在日外国人高齢者等特別給付金給付事業

高齢福祉課事務事業コード
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事業名
高齢者日常生活用具給付事業

高齢福祉課

臨時職員

人

事業概要
高齢者の日常生活の不安の解消及び福祉の増進を図るため、火災報知器等の生活用具の
給付を行う。

再任用職員

人

役務費

説明（節）

扶助費

一般財源

金額 説明（節）

国庫支出金

款

従事職員数
人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

直接事業費

民生費

事　業　費　の　内　訳
金額

項

Ｈ２４

老人福祉費

Ｈ２５

市債負担金・分担金・寄附金

Ｈ２６

社会福祉費

事業目的

執行状況
及び

事業成果

活動指標

給付機器台数

その他

133,082円

台単位

目

  概ね65歳以上のひとり暮らしの高齢者等を対象に、電磁調理器・火災報知器・自動
消火器を給付することにより日常生活の便宜及び福祉の増進を図る。

  ※平成26年度の実績は、電磁調理器が12件、火災報知器が３件、自動消火器が１件
　である。

日常生活に支障のある高齢者に対し、必要な日常生活用具を給付することにより、当該
高齢者の日常生活の便宜を図り、もってその福祉の増進に資することを目的とする。

府支出金

担当課事務事業コード
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単位

Ｈ２６

本市に住民登録をしているひとり暮らしで低所得の高齢者を対象に、本市が電話加入権
を有する電話機の貸与及び基本使用料の補助を行い、安否確認及び緊急時の連絡手段を
確保するため。

台

事業名
高齢者福祉電話貸与・補助事業

高齢福祉課担当課事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

活動指標

福祉電話貸与・補助台数

Ｈ２５Ｈ２４

　本市に住民登録をしているひとり暮らしで低所得の65歳以上の高齢者を対象に、安
否確認及び緊急時の連絡手段を確保するため、本市が電話加入権を有する電話機を貸
与、また、基本使用料等の一部負担を行い、福祉の増進を図る。

  ※平成27年３月31日現在の実績は貸与事業・補助事業併せて147件である。

人

臨時職員

人
従事職員数

人

一般職員 再任用職員

扶助費

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

役務費

市債

説明（節）

財　源　の　内　訳
特定財源

説明（節）

一般財源

直接事業費社会福祉費

府支出金

金額

民生費

事業概要

金額

3,911,031円項

款

老人福祉費

その他負担金・分担金・寄附金

高齢者の安否確認等のため、電話機の貸与及び基本使用料に対する補助を行う。

事業目的

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）
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Ｈ２４

（件）月別通報件数

11月７月 １月

件
数

金額

その他市債

5,459,679円

老人福祉費

国庫支出金

台単位

項 社会福祉費

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

府支出金

款

活動指標 Ｈ２５

金額 説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

役務費

一般財源

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

委託料

執行状況
及び

事業成果

２月 ３月12月５月

民生費

事業概要
急病等の緊急時にボタンを押すとオペレーションセンターにつながり、対話できる装置
の貸与を行う。

８月 10月

  概ね65歳以上の病弱な高齢者等を対象に、急病等の緊急時に簡単な操作で第三者に
通報でき、迅速で適切な対応ができるよう緊急通報装置を貸与し、福祉の増進を図
る。
  平成27年３月31日現在で461台設置しており、平成26年度の延べ通報件数は781件で
ある。

事務事業コード

緊急通報装置設置台数

目

臨時職員
従事職員数

人

一般職員

人 人

再任用職員

担当課

Ｈ２６

  781件の通報件数のうち60件が救急搬送されている。

合計６月４月 ９月

事業目的
高齢者等に対し、簡単な操作により第三者に通報することができる緊急通報装置を貸与
することにより、急病等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図り、もって、高齢者等の福
祉の増進に資することを目的とする。

事業名
緊急通報装置貸与事業

高齢福祉課
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Ｈ２４

事業概要
ふれあいシルバーハウジング入居者の緊急時の対応、日常生活の支援を図るため、援助
員の派遣を行う。

単位 世帯

事業目的

需用費

金額説明（節）

2,700,046円

事　業　費　の　内　訳

目

説明（節）

府支出金

役務費

直接事業費

その他市債
特定財源

負担金・分担金・寄附金

老人福祉費

財　源　の　内　訳

委託料

国庫支出金

活動指標

入居世帯数

款 民生費

項 社会福祉費

一般財源

人
従事職員数

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人

担当課

Ｈ２５ Ｈ２６

金額

ふれあいシルバーハウジングに入居する高齢者が地域社会で安全かつ快適な生活を営む
ことができるよう、その在宅生活を支援するため。

執行状況
及び

事業成果

臨時職員

  府営住宅であるふれあいシルバーハウジングに生活援助員を派遣し、毎日の安否確
認・日常的な生活相談・緊急時の対応等を行い、入居されている高齢者の在宅生活を
支援する。

  ※市町村民税額に応じて個人負担があり、平成27年３月31日現在、20世帯が入居し
  ている。

再任用職員

事業名
シルバーハウジング生活援助員派遣事業

高齢福祉課事務事業コード
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月別延べ利用者数

一般財源

説明（節）

府支出金

人単位

委託料

8,041,941円

説明（節） 金額

Ｈ２５

担当課

Ｈ２４

高齢者の介護予防及び社会参加の促進を図るため、街かどデイハウスの運営を行う。

その他市債

人 人

負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

再任用職員

金額

事務事業コード

社会福祉費

臨時職員一般職員

直接事業費

施設名

特定財源

老人福祉費

登録者数

事業概要

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳

国庫支出金

目

事　業　費　の　内　訳

項

事業目的
概ね65歳以上の高齢者が、住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう、地域の既存施
設を活用し、住民参加による柔軟できめ細かなサービスを提供し、高齢者の自立支援・
介護予防の推進及び地域福祉活動の向上を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２６

  一人暮らしの高齢者にとどまらず、自立を助長する意味ですべての高齢者にとって
の事業であり、介護予防の効果も望める。

  ※門真市内に現在３箇所あり、平成27年３月31日現在で、在籍人数は226人である。

事業名
街かどデイハウス運営事業

高齢福祉課

３月

街かどデーハウス
サロン遊友

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

まちデイ・しろがき

NPO法人ぶどうの木

（人）
12月 １月 合計10月 11月 ２月
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事業概要 65歳以上の重度障がい者等に対して、医療費の一部を助成する。

事業目的
医療費の一部を助成することにより、重度障がいのある高齢者の健康の保持及び福祉の
増進を図ることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果 　65歳以上の重度障がい者等に対し、医療費の一部を助成できる医療証を発行し、本
人が医療機関に支払う医療費を助成している。

平成26年度老人医療助成事業

（円）（件）

事業名
老人医療助成事業

障がい福祉課事務事業コード

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

老人医療助成費

事　業　費　の　内　訳

228,526,738円

臨時職員
従事職員数

再任用職員

人人 人

一般職員

扶助費

役務費

使用料及び賃借料

その他

Ｈ２６

直接事業費

件

金額

単位

Ｈ２５

担当課

款

活動指標

老人医療助成事業における延べ受診件数

Ｈ２４

民生費

金額

府支出金

目

説明（節）

項 社会福祉費

市債

需用費

一般財源

１人あたり
公費負担額

１件あたり
公費負担額

（円）

公費負担額

（円）

受診件数
平成26年度
末の対象者

数
助成対象区分

国保加入者

社保加入者

後期高齢者医療加入者

合計

（人）
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事業名
介護保険サービス実施事業

高齢福祉課事務事業コード

％

担当課

執行状況
及び

事業成果

　高齢者の自立した生活を支援するための事業であり、保険リスクの分散、財政の安
定化等、一元化したサービスの質の向上や広域的な調整によるサービス基盤の構築を
目指す。
　本市の場合、守口市、四條畷市との広域連合による執行体制をとっていることか
ら、３市における事業格差や市民へのサービス受給の格差が生じないよう事業全体へ
の検証を続けることが求められる。

府支出金

活動指標

高齢者等が住み慣れた町で介護が必要になっても、人間として尊厳を持ち自立した生活
ができるよう介護保険サービスを提供する。

Ｈ２６Ｈ２５

事業目的
加齢に伴って生じる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態となり、入浴、排せつ、食事
等の介護を要する者について、これらの者が自立した日常生活を営むことができるよう、必要な
介護サービスに係る給付を行うことをもって、福祉の増進を図ることを目的とする。

事業概要

臨時職員

人 人

市債

再任用職員
従事職員数

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

負担金・分担金・寄附金

財　源　の　内　訳

その他

項

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

負担金補助及び交付金

旅費

款 民生費

特定財源

社会福祉費

一般財源

社会福祉総務費

国庫支出金

目

説明（節） 金額 金額

単位65歳以上の方に占める要介護認定者率（各年度３月１日現在）

1,265,534,430円

Ｈ２４
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事業概要

事業名
老人クラブ連合会補助事業

高齢福祉課

執行状況
及び

事業成果

高齢者の社会参加の促進、健康の増進を図るため、老人クラブ連合会・単位老人クラブ
が行う活動に対して、補助金を交付する。

事業目的
高齢者の生きがいと健康づくりに資する活動等に助成を行い、明るい長寿社会の実現と
保健福祉の向上に寄与するため。

　高齢者の社会参加の促進、また、福祉の増進を図るため老人クラブ連合会が行う交
流事業・教養・講座等に対して補助金の交付を行う。
　高齢者の生きがいと健康づくりに資する活動事業を促進し、明るい長寿社会の実現
と保健福祉の向上に寄与する。

款 民生費

老人クラブ数

直接事業費

特定財源

社会福祉費

財　源　の　内　訳

活動指標

事務事業コード 担当課

クラブ

負担金・分担金・寄附金 その他市債

事　業　費　の　内　訳

負担金補助及び交付金

再任用職員一般職員

金額

人

臨時職員

人 人
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節） 金額説明（節）

目

項

国庫支出金 府支出金

単位

老人福祉費

Ｈ２５Ｈ２４ Ｈ２６

7,470,000円

一般財源
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事務事業コード

項 社会福祉費

事業概要
高齢者の雇用・社会参加の促進を図るため、拠点となるシルバー人材センターの事業に
対して、補助金を交付する。

事業目的

款

16,960,000円

府支出金

Ｈ２５

民生費

負担金・分担金・寄附金

補助金を交付することにより、高齢者の就業の増大を図り、もって高齢者の福祉の推進
に寄与するため。

直接事業費

特定財源

説明（節） 金額

その他

目

一般財源

金額

負担金補助及び交付金

人

一般職員 再任用職員
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

臨時職員

人 人

単位

国庫支出金 市債

老人福祉費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

活動指標

シルバー人材センター会員数（各年度３月31日現在）

Ｈ２４

　高齢者の雇用・社会参加の促進の拠点となるシルバー人材センターの運営事業費に
対して、補助金の交付を行う。

担当課

Ｈ２６

人

事業名
シルバー人材センター補助事業

高齢福祉課



－ 311 －

高齢者の就業を通した社会参加を促進するとともに、健康増進及び介護予防に寄与する
ため。

事業名
シルバー人材センター就業先開拓事業

高齢福祉課

事業概要

事務事業コード

高齢者の経験や技能等の活用に対する潜在的な需要を掘り起こすため、シルバー人材セ
ンターにおいて営業経験等を有する人を雇用し、事業者等を積極的に訪問する等、就業
先開拓に取り組む。

担当課

事業目的

老人福祉費

―

Ｈ２６

―

Ｈ２５活動指標

単位 件事業所等訪問件数

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

一般財源

款 民生費

人

一般職員

市債

人

臨時職員

人

再任用職員

金額説明（節）

委託料

金額

負担金・分担金・寄附金

特定財源
その他

26件

国庫支出金

497人

○シルバー人材センター業務等を紹介するリーフレットを作成し、10月に全戸配布

府支出金

3,189,800円

○事業所等訪問による業務受託状況

Ｈ２４

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

財　源　の　内　訳

執行状況
及び

事業成果

目

直接事業費

業務受託による就業延人員

受託件数

社会福祉費項
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　コミュニケーション・遊び・生活習慣などの知的機能及び社会生活能力の基礎・基本
を習得することを支援し、将来できる限り社会的に自立して生活していくことを目指し
て療育した。
　また、上肢・下肢・体幹の運動機能訓練を行うとともに、社会生活能力の基礎・基本
を習得することを支援し、将来できる限り社会的に自立していくことを目指して療育し
た。

○主な訓練内容
  ・理学療法…運動機能の発達に障がいや課題のある子どもに対して、一人ひとりの発
　達に応じて必要な能力の改善・向上・獲得に向けて支援する。
　・作業療法…手指の操作能力の向上、感覚をうまく調整して場面に適応する力、食事
　や着替えなど身の回り動作獲得に向けて遊びを通じて支援する。
　・言語療法…食べることを通じて発声、発語の基礎となる口腔の運動機能を育てるこ
　とで、言語の発達を促し、また、言語での課題、発音の心配についての相談を受けて
　いる。

○相談
　・ことばの相談会
　・発達相談等
○その他
　・保護者会
　・ふれあいの会

従事職員数

需用費

人 人

役務費

旅費 負担金補助及び交付金

一般職員 再任用職員 臨時職員

人

報償費 備品購入費

賃金 使用料及び賃借料

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

報酬 委託料

目 児童通園施設費/社会福祉総務費

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金 市債 その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

直接事業費 74,033,951円項 児童福祉費/社会福祉費

府支出金

事業目的
心身の発達等に課題を持つ就学前の子どもたちが、通園する中で一人ひとりの可能性を
最大限に引き出すよう早期療育を行うことを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

園児数（毎年３月末日時点） 単位 人

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

担当課 こども発達支援センター

事業概要
障がい児の療育環境を充実させるため、療育・機能回復訓練、相談業務を行い効果的な
療育体制の整備を図る。小学校・幼稚園・保育所との交流会や見学会を開催し、他施設
の園児・児童との交流を促進する。

事業名
こども発達支援センター運営事業

事務事業コード
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Ｈ２５ Ｈ２６

市債

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

扶助費

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

単位 人

その他

人 人

一般職員

金額

臨時職員

特定財源

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

国民年金法の障害基礎年金等の支給を受けられない外国人の重度心身障がい者に対し、
障がい福祉金を支給する。

事業目的
外国人であることを理由に、障害基礎年金等の支給を受けられない重度心身障がい者に
対し、障がい福祉金を支給することにより、当該障がい者の福祉の増進に寄与すること
を目的とする。

活動指標

障がい福祉金の支給人数

直接事業費 720,000円

社会福祉総務費

Ｈ２４

担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 社会福祉費

目

事業概要

支給合計金額

支給月額

支給人数

事業名
外国人障がい福祉金支給事業

障がい福祉課

　障がい者福祉制度・年金制度の公平性の観点から支給している外国人障がい福祉
金は、障害基礎年金等を受けられない外国人の重度心身障がい者にとって貴重な福
祉金となっており、年に１回は受給者に現況届を提出してもらい、現況確認を行っ
ている。執行状況

及び
事業成果

平成26年度外国人障がい福祉金支給事業 

720,000円

20,000円

３人
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（円）
平成26年度障がい者団体活動補助事業

内容 金額

　

合計

　障がい者のニーズは障がい特性により多種多様化しており、各種団体における研修
会や行事等での情報交換が必要である。それぞれの団体活動の活発化を図るため、団
体が行う福祉活動事業に対して補助金を交付している。

手をつなぐ育成会補助金

項

款 民生費

607,000円

Ｈ２６

団体単位

社会福祉総務費

Ｈ２４

社会福祉費

Ｈ２５

直接事業費

目

事　業　費　の　内　訳

特定財源

金額

財　源　の　内　訳

市債 その他負担金・分担金・寄附金

活動指標

補助金交付団体

一般財源

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

府支出金

負担金補助及び交付金

説明（節） 金額

一般職員
従事職員数

人

臨時職員再任用職員

人 人

事業目的
障がい者団体の福祉活動事業に係る費用を補助することにより、障がい者同士における
親睦等の推進と社会参加の促進を図ることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

身体障害者福祉会等が行う福祉活動事業に対して、補助金を交付する。

担当課

身体障害者福祉会補助金

聴覚障がい児（者）親の会補助金

国庫支出金

説明（節）

事務事業コード
事業名

障がい者団体活動補助事業

障がい福祉課

事業概要
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9,037人

476,322円

4,314,120円

平成26年度障がい者福祉センター運営事業

延べ利用者数

備品購入費（送迎車買替え、備品修理など）

修繕料（車検費用、備品修理など）

　生活介護、放課後等デイサービスといった障がい福祉サービス等を提供すること
により、障がい者の福祉の向上及びその介護者の負担軽減を図っている。
  また、民間活力を導入することにより管理経費の削減も行っている。

活動指標

延べ利用者数

執行状況
及び

事業成果

人単位

Ｈ２４ Ｈ２５

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源

目

款

一般財源

財　源　の　内　訳

備品購入費

金額

従事職員数
人

一般職員

説明（節） 金額

生活介護、放課後等デイサービスといった障がい福祉サービス等を提供することにより、障がい者
（児）への福祉の向上及び介護者の負担軽減を図り、また、福祉関係団体等に施設貸与を行うことに
より、障がい福祉活動の推進に寄与することを目的とする。

臨時職員

府支出金 負担金・分担金・寄附金

事　業　費　の　内　訳

国庫支出金 その他市債

需用費

人

説明（節）

再任用職員

社会福祉費

Ｈ２６

4,797,051円

社会福祉総務費

直接事業費

民生費

項

人

事業名
障がい者福祉センター運営事業

障がい福祉課担当課事務事業コード

事業概要
保健福祉センター内の障がい者福祉センターにおいて、日常生活上で介護を要する障がい者（児）に
対し、生活介護、放課後等デイサービスといった障がい福祉サービス等を提供する。

事業目的
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府支出金

活動指標

社会福祉費

目

項

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

民生費

成年後見制度申立件数

０件

成年後見制度事務手続き件数 ２件

知的障がい者等に対し、成年後見制度利用に関する支援を行う。

その他市債

Ｈ２６

328円

特定財源

直接事業費

社会福祉総務費

Ｈ２４

一般財源

件

事務事業コード

判断能力が不十分な知的障がい者、精神障がい者等の権利擁護を図ることを目的とす
る。

金額説明（節）

成年後見人成立件数

事　業　費　の　内　訳

再任用職員一般職員

  成年後見制度は家庭裁判所に申立てをする必要があり、本人や家族に対して、職
員が申立てに係る事務的な手続や制度についての説明を行う。申立てを行う者がい
ない場合は、市長が申立てを行い、必要時に報償費の支払いを行う。

Ｈ２５

人 人

金額

単位

説明（節）

役務費

人

臨時職員
従事職員数

事業名
成年後見制度利用支援事業

障がい福祉課

事業概要

役務費（通信運搬費） 328円

担当課

事業目的

国庫支出金

款

財　源　の　内　訳

平成26年度障がい者成年後見制度利用支援事業

執行状況
及び

事業成果

負担金・分担金・寄附金
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【

国保加入者

助成対象区分
平成26年度末
の対象者数

延べ受診件数

社保加入者

合計

公費負担額

（円）（円）（件）（人）

１件あたり
公費負担額

件単位

その他市債府支出金
一般財源

金額説明（節）

人

事　業　費　の　内　訳

償還金利子及び割引料

役務費

一般職員
従事職員数

人 人

扶助費

臨時職員再任用職員

金額

Ｈ２４

障がい者医療助成事業における延べ受診件数

直接事業費

Ｈ２５

　65歳未満の重度障がい者（児）に対し、医療費の一部を助成できる医療証を発行
し、本人が医療機関に支払う医療費を助成している。

（円）

１人あたり
公費負担額

執行状況
及び

事業成果

活動指標

負担金・分担金・寄附金

社会福祉費

Ｈ２６

特定財源
国庫支出金

身体障がい者医療助成費
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

担当課

款 民生費

項

財　源　の　内　訳

目

説明（節）

139,675,746円

事務事業コード

事業概要 65歳未満の重度障がい者（児）に対し、医療費の一部を助成する。

事業目的
医療費の一部を助成することにより、重度障がい者（児）の健康の保持及び生活の安定
に寄与し、もって身体障がい者（児）及び知的障がい者（児）の福祉の増進を図ること
を目的とする。

平成26年度身体障がい者及び知的障がい者医療助成事業

事業名
身体障がい者及び知的障がい者医療助成事業

障がい福祉課
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その他

事　業　費　の　内　訳
金額

府支出金

Ｈ２５

需用費

委託料

使用料及び賃貸料

役務費

説明（節）

目

一般財源
市債

項 8,165,043円

延べ患者数

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

49回 59人

金額

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

直接事業費

衛生費

保健衛生費

従事職員数
人

一般職員 再任用職員

執行状況
及び

事業成果

地域の診療所では対応が困難な障がい者（児）に対する歯科診療機会を確保し、障がい
者（児）の福祉の向上を図る。

説明（節）

報償費

事務事業コード

診療所費

款

485人

担当課

人

臨時職員

人

実施回数 実患者数

事業名
障がい者（児）歯科診療事業

健康増進課

事業概要

単位

活動指標

受診者数（実人数）

Ｈ２４

事業目的
障がい者（児）歯科診療の実施には専門性が求められ、実施医療機関が一部に限られて
いたことから、保健福祉センター診療所において実施し、障がい者（児）の必要な医療
を確保する。

人

受診状況
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事業名
自殺防止対策事業

障がい福祉課事務事業コード 担当課

事業概要 自殺予防に関する啓発を行う。

　国において、毎年３月を自殺対策強化月間に、９月を自殺予防週間に設定しており、
市民への啓発活動として市広報にて周知している。
　また、自殺についての正しい知識の普及を図るとともに、命の大切さや、自殺の危険
を示すサインや対処方法について理解を深めるために、一般市民等を対象とした研修会
等を開催している。 　　　　　　　　　　　    （回）  （人）         　　（円）

事業目的
自殺に対する誤解や偏見をなくし、人の命についてもう一度考えるということを啓発す
ることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

財　源　の　内　訳
特定財源

５

活動指標

平成26年度自殺防止対策事業

事業名 内容 回数 参加者数 事業費開催時期

Ｈ２６

市民対象健康教
育講座

市職員対象研修
会

自殺の現状、窓口対応、セルフ
ケアなど知識の習得を図るため
の研修を実施した。

うつ病をテーマに講座を実施し
た。

１

１ 延べ18

Ｈ２４

10月

１月延べ47

人

延べ15 １月～２月

校区福祉委員等
対象研修会

地域で福祉活動に参加している
校区福祉委員等を対象に、自殺
予防、自殺防止に関する知識の
習得を図るための研修を実施し
た。

２ 延べ108 ３月

Ｈ２５

地域住民対象傾
聴ボランティア
養成講座

地域住民を対象に、傾聴ボラン
ティアの知識と技術の習得を図
るための研修を実施した。

単位傾聴ボランテイア養成講座の修了者

金額説明（節）

負担金補助及び交付金

職員研修費/社会福祉総務費/予防費

276,124円項

款

直接事業費

目

総務管理費/社会福祉費/保健衛生費

国庫支出金

報償費

市債府支出金

臨時職員

人
従事職員数

人 人

負担金・分担金・寄附金
一般財源

金額

その他

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

再任用職員一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

総務費/民生費/衛生費

需用費
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平成26年度重度障がい者訪問看護利用料助成事業

（人） （日） （円）
助成金額延べ利用日数

　訪問看護の利用者や利用者の介護をする家族にとって、その利用料は大きな負担
となっていることから、当該助成事業を行うことにより、在宅療養の確保及び介護
者の負担軽減を図った。

７

実利用者数

合計

社保加入者

国保加入者

助成対象区分

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金国庫支出金 その他市債府支出金

事　業　費　の　内　訳

人単位実利用者数

説明（節）

直接事業費 2,318,813円

社会福祉総務費

Ｈ２６Ｈ２４

目

項

一般財源

Ｈ２５

社会福祉費

民生費

活動指標

役務費

扶助費

説明（節） 金額

従事職員数
人

再任用職員

人

執行状況
及び

事業成果

款

特定財源

一般職員

金額

人

事業概要
重度障がい者（児）に安心して在宅療養生活を送ってもらうため、訪問看護の利用者負
担率が１割となるよう助成する。

事業目的
在宅療養が必要な重度障がい者（児）に対し、訪問看護利用料の助成を行うことにより
訪問看護の利用を促進し、もって在宅医療の推進及び福祉の増進を図ることを目的とす
る。

臨時職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

事業名
重度障がい者訪問看護利用料助成事業

障がい福祉課担当課事務事業コード
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平成26年度小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業
　

相談件数 ３件

３件給付実績件数

　相談件数が少ないことから、守口保健所等と連携し、市ホームページや広報紙等
においても当該事業の更なる周知を図っていく。

扶助費

金額説明（節）

直接事業費

府支出金
特定財源

金額

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

その他

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

活動指標

申請者数

Ｈ２５

財　源　の　内　訳

目

市債
一般財源

人

臨時職員

人

人

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

一般職員

事業目的
小児慢性特定疾患児の日々の生活を快適にし、併せて患者家族の負担軽減を図ることを
目的とする。

執行状況
及び

事業成果

53,728円

社会福祉総務費

Ｈ２４ Ｈ２６

単位

担当課事務事業コード

項 社会福祉費

事業概要
小児慢性特定疾患児が必要とする日常生活用具の給付に係る購入費用の一部を助成す
る。

事業名
小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業

障がい福祉課
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  平成26年度においては、守口保健所や門真市医師会等に対し、再度の周知を行っ
た。今後においても市ホームページや広報紙等を通じて当該事業の更なる周知を
図っていく。

相談件数 ３件

給付実績件数 ０件

事業名
難聴児特別補聴器購入費助成事業

障がい福祉課

言語及び生活適応訓練を促進し、学齢期の貴重な経験を本人にとってより良い環境で受
けることができるようにすることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

担当課

平成26年度難聴児特別補聴器購入費助成事業

一般職員

単位 人

Ｈ２６

金額説明（節）

事務事業コード

項 ―

事業概要
身体障がい者手帳交付に該当しない聴力レベルの難聴児に対して、補聴器の購入基準額
の３分の２を助成する。（市民税課税世帯は対象外）

事業目的

活動指標

特別補聴器申請人数

直接事業費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 ―

―

Ｈ２４

従事職員数
人

再任用職員 臨時職員

人 人

その他
特定財源

負担金・分担金・寄附金

０円

Ｈ２５

財　源　の　内　訳

目

市債

説明（節）

府支出金

金額

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

一般財源
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事　業　費　の　内　訳

委託料

需用費

金額

扶助費

償還金利子及び割引料

国庫支出金

人 人

虐待相談件数

直接事業費

特定財源

Ｈ２６

役務費

市債

金額

その他

説明（節）

一般財源

説明（節）

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

一般職員

負担金・分担金・寄附金

臨時職員

584,112円

社会福祉総務費

Ｈ２４

項 社会福祉費

目

財　源　の　内　訳

Ｈ２５

府支出金

事業名
障がい者虐待防止事業

障がい福祉課

単位 件

活動指標

虐待の防止、早期発見、虐待を受けた障がい者に対する保護や自立の支援、養護者に対
する支援などを行うことにより、障がい者の権利利益の擁護を図ることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

平成26年度障がい者虐待防止事業

虐待相談件数

虐待相談後、対策を講じ
たケース数

21件

11件

　障がい者虐待防止に関するパンフレット等を作成し、相談支援事業所、障がい者
施設、社会福祉協議会等の窓口へ置くことにより、障がい者虐待防止の周知・啓発
に努めるとともに、平成27年３月より「障がい者虐待防止センター」を市相談窓口
から門真市障がい者基幹相談支援センターに移行した。
　また、聴覚障がい者の相談手段として夜間・休日にも対応できるよう宿直室にFAX
を設置している。

事業概要
障がい者虐待の防止、早期発見による被害拡大の防止を図るため「障がい者虐待防止センター」
の機能を有する相談窓口を設置し、支援体制の充実及び関係機関等との連携を図る。また、専門
的な対応が必要な場合には、社会福祉士や弁護士等に助言を求める体制を整備する。

事業目的

事務事業コード 担当課
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１．発達障がい児に関する保護者研修における実績

からだがはずめば心がはずむ第３回 平成26年11月10日

事業名
発達障がい児支援体制整備サポート事業

こども発達支援センター

実施日 講演内容

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

第１回 平成26年７月25日

３．市内の幼稚園・保育園及び本センターの職員対象にスキルアップの研修を実施

第２回
発達障がい児に関する事等

事業概要
発達障がい児への支援に関する経験及び知識を有する臨床心理士等を「サポートコー
チ」として配置し、体制検討にかかる指導的助言及び施策提言を受けながら、本市にお
ける発達障がい児への支援体制の検討整備を行う。

平成26年８月29日

　講演内容：知的障がい児の療育活動、Ｇボールを使った運動等

※講師：住本　一（大阪国際大学短期大学部幼児教育課非常勤講師）

（人）

発達障がい児に関する事等

人数

活動指標

各機関間での連携を行う事業数

府支出金
一般財源

　保育所等巡回相談に同行

Ｈ２４

―

項

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

未就学児に限らず０歳から18歳までの発達障がい児に対し、本市として児童のライフス
テージに応じた途切れない支援を行うため。

児童福祉費

説明（節）

特定財源

一般職員

事業目的

国庫支出金 市債

金額 説明（節）

人 人

事　業　費　の　内　訳

報酬

２．センター内の療育（地域の保育園・幼稚園に通う園児に対する療育を含む。）及び

単位 事業

民生費

目

800,000円

児童通園施設費

Ｈ２５ Ｈ２６

金額
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ネットワークを活用し、障がい者（児）の支援を
実施した延件数

委託料（基幹相談支援センターの職員人件費等） 1,169,000円

事業概要

—

Ｈ２６

障害者総合支援法に定める障がい者（児）（身体・知的・精神・難病等の障がい者（児））に対し、地域の
相談支援の中核的拠点として総合的かつ専門的な相談業務を担い、権利擁護のために必要な援助（成年後
見）、地域移行・地域定着支援、その他必要な支援を実施し、また関係機関とのネットワークを構築するこ
とにより相談支援体制の充実を図る。

単位 回

事業名
障がい者基幹相談支援センター運営事業

障がい福祉課

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 民生費

特定財源

項

関係機関とのネットワーク構築会議等の出席及び開催回数

一般財源
市債

事業目的
障がい者（児）や家族等からの様々な悩みや問題等の各種相談に総合的に対応できる機
関を設置し、支援機関のネットワークを構築することで、障がい者（児）が安心して生
活できるような環境を整備することを目的とする。

５回

Ｈ２４

関係機関とのネットワーク構築会議等の出席及び
開催回数

人

財　源　の　内　訳

目

委託料

説明（節）

府支出金

再任用職員

人

金額

臨時職員

その他

人

一般職員

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

活動指標

金額

平成26年度障がい者基幹相談支援センター運営事業

—

Ｈ２５

担当課事務事業コード

説明（節）

51件

国庫支出金

1,169,000円社会福祉費

事　業　費　の　内　訳

社会福祉総務費
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住宅改造費用の助成件数

住宅改造費用の助成合計金額

８件

２件

700,000円

　交通事故や脳梗塞等で突然、障がいを負ってしまった市民や、幼少時は親が介護
していたが、成長にするにつれて介護が困難となった方に対して、段差解消等の改
造を行うなど、本人の障がいに応じた居住環境を整え、今後も快適に生活できるよ
う支援をするために住宅改造費助成事業を行っている。
　また、平成25年10月から重度の内部障がい者にも対象を拡大したことから、再度
当該事業の対象となる市民に対して、個別通知を行い、当該事業の周知を行った。

重度障がい者（児）が住み慣れた自宅において安心して生活ができるよう、住宅改造費
用の一部を助成することにより、重度障がい者（児）の生活の利便の増進を図ることを
目的とする。

障がいの状況に応じて、住宅を安全かつ利便性に優れたものに改造を行う場合、その世
帯に対して、住宅改造費用を助成する。

担当課事務事業コード

相談件数

事業名
重度障がい者等住宅改造助成事業

障がい福祉課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳
特定財源

社会福祉費

事　業　費　の　内　訳

Ｈ２４ Ｈ２６

一般財源

事業概要

社会福祉総務費

活動指標

項

事業目的

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２５

相談件数

平成26年度重度障がい者等住宅改造助成事業

目

人

一般職員

その他

臨時職員再任用職員

金額説明（節）

府支出金

従事職員数
人 人

直接事業費

単位

700,000円

市債

件

金額

国庫支出金

扶助費

負担金・分担金・寄附金

説明（節）
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342人（431人）
57人（140人）

105人
480人

664件

３件

執行内容 人数

14人
６人

執行内容 実人数
障がい者相談支援人数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

目

Ｈ２５Ｈ２４

社会福祉総務費

負担金補助及び交付金

扶助費

156,137,733円

款

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

特定財源

報償費

一般財源
その他市債

従事職員数
臨時職員一般職員

人人

再任用職員

人

金額金額 説明（節）

役務費

委託料

事業概要
障がい者（児）を総合的に支援するため、相談支援、意思疎通支援（手話通訳・要約筆
記通訳）、日中一時支援、移動支援、日常生活用具給付等を実施する。

事業目的 地域独自のニーズに応え、障がい者（児）を総合的に支援することを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

人単位

コミュニケーション支援員派遣延べ人数
手話奉仕員養成講座参加人数
要約筆記奉仕員養成講座参加人数

件数

153人

執行内容

Ｈ２６

平成26年度地域生活支援事業内訳

移動支援事業
日中一時支援事業

執行内容

障がい者社会参加支援
（自動車改造助成・自動車免許取得助成）

日常生活用具給付等支援

地域活動支援センター利用者数

実利用人数（支給決定者数）

民生費

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

移動支援事業支給決定者数

直接事業費

財　源　の　内　訳

項

府支出金

社会福祉費

事業名
地域生活支援事業

障がい福祉課担当課事務事業コード
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事業目的

Ｈ２４ Ｈ２５

０

単位

事業概要

事業名
身体障がい者福祉電話貸与事業

障がい福祉課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

臨時職員

外出困難な重度身体障がい者のコミュニケーション及び緊急連絡の手段を確保し、もっ
て当該障がい者の福祉の増進を図ることを目的とする。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

緊急通報装置貸与件数

人

再任用職員一般職員

人
従事職員数

人

委託料

役務費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

特定財源

款 民生費

社会福祉費

府支出金

金額

項

負担金・分担金・寄附金

目 社会福祉総務費

金額

財　源　の　内　訳

市債

説明（節）

直接事業費 13,824円

件

その他国庫支出金

Ｈ２６

一般財源

（円）
件数 事業費

　外出困難な重度身体障がい者のコミュニケーション及び緊急連絡の手段を確保する
ことによって、当該障がい者の福祉の増進を図った。

合計

福祉電話の貸与 ０

１

１

外出困難な重度身体障がい者に対し、福祉電話又は緊急通報装置の貸与を行う。

担当課

緊急通報装置の貸与

平成26年度身体障がい者福祉電話貸与事業

内容

事務事業コード

（件）
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（人） （世帯） （円）

―

生活扶助費
延べ人数

事　業　費　の　内　訳

平成26年度生活保護給付事業実績

延べ世帯 金額

単位保護受給者数

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

財　源　の　内　訳

11,571,490,193円

民生費

Ｈ２６

款

目

項

その他市債
特定財源

償還金利子及び割引料

委託料

説明（節）

府支出金
一般財源

活動指標

国庫支出金

生活保護総務費／扶助費

生活保護費

金額

就労自立給付金

Ｈ２４ Ｈ２５

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

執行状況
及び

事業成果

臨時職員

人 人

再任用職員

出産扶助費

人

計
施設事務費及び委託料

葬祭扶助費
生業扶助費

　憲法第25条に規定する理念に基づき、生活保護受給者の困窮の程度に応じた必要な
保護を行うことで、健康で文化的な最低限度の生活の保障と自立生活への支援を実施
した。

需用費

役務費

金額

報償費

説明（節）

扶助費

人

旅費

報酬

一般職員
従事職員数

事業名
生活保護給付事業

保護総務課・保護課

事業目的
日本国憲法第25条に規定する理念に基づく、健康で文化的な最低限度の生活の保障と自
立生活のため。

事業概要

事務事業コード

教育扶助費
住宅扶助費

担当課

生活に困窮するすべての国民に対し、健康で文化的な最低限度の生活を保障し自立を助
長するため、困窮の程度に応じ必要な保護を行う。

区分

医療扶助費
介護扶助費
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上記のケースに対する延べ調査件数

不正受給が疑われる世帯に対して、ケース
ワーカーが指導を行った件数

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

単位

Ｈ２５

  適正化推進支援員（非常勤嘱託職員４名）を配置し、日常生活に課題のあるケース
や不正就労など不正受給が疑われるケースに対して、日常生活の状況等について調
査、確認等を行った結果、不正受給が疑われる30ケースに対して、ケースワーカーが
指導を行い、不正受給の抑止、生活保護の適正実施を図った。

15,464,648円

事　業　費　の　内　訳

報酬

金額

市債

活動指標

世帯の状況把握強化が必要な延べ調査ケース数 件

Ｈ２６

民生費

Ｈ２４

委託料

特定財源
国庫支出金

説明（節）

財　源　の　内　訳

金額

旅費

需用費

その他
一般財源

直接事業費

目

項 生活保護費

府支出金

生活保護総務費

一般職員 臨時職員

人 人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事業名
適正化推進事業

保護総務課・保護課

執行状況
及び

事業成果

平成26年度門真市適正化推進支援事業実績

事業概要
生活保護制度の適正な運用を図るため、市民からの情報提供を積極的に活用するととも
に、自立阻害要因の解消・不正受給の把握等を実施する適正化推進支援員を配置する。

事業目的

（件）

世帯の状況把握の強化が必要なケース件数

生活保護行政の適正化のため。

事務事業コード 担当課
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Ｈ２６

款

一般財源
特定財源

人

直接事業費

Ｈ２５

項

活動指標

目

市債負担金・分担金・寄附金府支出金

358,200円

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

単位

説明（節）金額

年金調査を行った人数

国庫支出金

平成26年度門真市年金調査事業実績

事務事業コード

人 人

一般職員

委託料

従事職員数
再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

生活保護費

民生費

生活保護総務費

執行状況
及び

事業成果

事業概要 生活保護受給者の年金受給資格の確認や調査等を実施する年金調査員を配置する。

事業目的 生活保護受給者の適正な年金受給のため。

　社会保険労務士等、専門知識を有する年金調査員（業務委託２名）を配置し、生活
保護受給者の年金受給資格の確認、調査を行った結果、1,615,791円の年金受給効果額
（＝扶助費の抑制額）を得ることができた。

担当課

Ｈ２４

財　源　の　内　訳

その他

年金調査を行った人数
（平成26年４月）

受給資格を確認した件数
（平成26年４月）

年金受給効果額
（平成26年４月）

15件

1,615,791円

114人

事業名
年金調査事業

保護総務課・保護課

臨時職員

人
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精神的援助 金銭的援助 合計

２

扶養照会書の作成件数
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（件）

扶養義務者からの扶養が優先するという生活保護法第４条（保護の補足性）の趣旨に則
り、扶養義務調査の徹底を図るため、扶養義務調査員を配置し、生活保護受給者の自立
助長の促進及び生活保護の適正実施を行うため。

事業名
扶養義務調査充実事業

保護総務課・保護課事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

平成26年度門真市扶養義務調査充実事業実績

扶養義務者調査ケース件数
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

　扶養義務調査員（業務委託２名）を配置し、平成22年度申請以前の扶養義務調査を
推進することによって、生活保護受給者の自立助長及び生活保護の適正実施を図っ
た。

事業概要
重点扶養能力調査者対象者をはじめ扶養義務の履行を徹底するため、扶養義務調査員を
配置する。

事業目的

活動指標

扶養義務者調査ケース件数

Ｈ２５

（件）

平成26年度の扶養照会書の作成件数に対し
て、扶養照会後、援助可能と回答を得られた
件数
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

Ｈ２４

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳

臨時職員

人 人

一般職員

担当課

Ｈ２６

直接事業費

特定財源

金額

項 生活保護費

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金府支出金

委託料

生活保護総務費

国庫支出金
一般財源

説明（節）

役務費

金額

目

説明（節）

単位 件

その他市債

2,032,612円
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（円）

事業名
債権管理適正化事業

保護総務課・保護課

Ｈ２５

事務事業コード

現年分

平成26年度門真市債権管理適正化事業実績

執行状況
及び

事業成果

計

債権回収額

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

項

一般職員 臨時職員

人 人

報酬

従事職員数
人

役務費

担当課

市債

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

事業概要

1,410,279円

事　業　費　の　内　訳

その他

金額

生活保護費

単位

未収金の回収、不納欠損の抑制を図るため、督促状や催促状を発送し、債権管理システ
ムを活用した債権管理を徹底する体制整備を行う。

債権の件数
（件）

需用費

一般財源

説明（節）

事業目的 債権の徹底管理により未収金、不納欠損のリスクの発生や再発を防止するため。

件

説明（節）

府支出金

　債権管理適正化員（非常勤嘱託職員１名）を配置し、生活保護法第63条又は第78条
に基づく生活保護費返還金の債権管理を徹底することで、生活保護の適正実施を図っ
た。

生活保護総務費

Ｈ２４

旅費

金額

滞納繰越分

活動指標

督促状及び催告状発送件数

直接事業費

目
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役務費

事　業　費　の　内　訳

一般職員

扶助費

市債

金額

人

臨時職員

説明（節）

人

府支出金

社会福祉費

負担金・分担金・寄附金

金額

担当課

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

説明（節）

再任用職員

国庫支出金

項

Ｈ２５

720,065円

貸付件数

一般財源

目

その他

直接事業費

件

民生費

事業目的

執行状況
及び

事業成果

　一時的に生活困窮状態にある援護者に貸付による支援を行うことで、生計の回復を
援助し、自立した生活への復帰につなげた。

款

社会福祉総務費

援護が必要な人に対し、一時的に日常の生計を維持することが困難となった際の日常最
低生活の維持に必要な援護資金の貸付を行う。

生活保護法による被保護者に準ずる援護を必要と認める者に対し、援護資金を貸し付け
ることにより、その者の生計回復を援助し更生を助長するため。

財　源　の　内　訳

事業概要

特定財源

活動指標

単位

事務事業コード

○平成26年度援護資金貸付実績

Ｈ２４ Ｈ２６

事業名
援護資金貸付事業

地域福祉課

24件

681,000円

貸付件数

貸付金額
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事業名
ホームレス自立支援事業

地域福祉課

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事　業　費　の　内　訳

事業目的 ホームレスの自立支援を行うため。

執行状況
及び

事業成果

財　源　の　内　訳
特定財源

項

府支出金
一般財源

市債

臨時職員

人 人

事務事業コード

目

事業概要

―

―

ホームレスの自立支援等に関する実施計画に基づき、巡回相談指導等を行い自立を促進
する。

活動指標

一般職員

負担金・分担金・寄附金

金額説明（節）

担当課

直接事業費

単位

０円

金額

○ホームレス巡回相談事業
  【執行状況】
　 巡回による相談支援を実施。相談内容としては、就労相談、住宅相談、医療相談そ
 の他、法律、人権、年金相談等を行う。

  【事業成果】
　　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　　　　平成25年度   　平成26年度
　  ホームレス者数　　　　　  　　　３人　　　　　　　４人　　　　　 ５人
　  巡回件数（実数）　　　　　　　　14件　　　　　　　６件　　　　　 ７件
　  巡回件数（延べ）　　　　　　　　66件　　　　　　　67件　　　　　121件

※本事業は北大阪ブロック分科会において実施しており、平成26年度は他市が幹事市
となるため、本市執行予算はない。

Ｈ２６

件

国庫支出金 その他

巡回相談指導等を行った延べ件数

説明（節）

Ｈ２５

―

Ｈ２４
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就労自立による保護廃止件数

就労達成率（Ｂ）/（Ａ）

就労効果額

府支出金

財　源　の　内　訳

単位

一般財源

人

238件

153件

158件

14件

  ケースワーカーと連携のもと、就労支援員（業務委託３名）及び求職支援相談員
（業務委託１名）を活用して、支援対象者の就労自立を促した結果、平成26年度にお
いては、35,646,507円の就労効果額（＝扶助費の抑制額）を得ることができた。

平均延べカウンセリング件数（１箇月当たり）

就労支援件数（Ａ）

約66.3％

35,646,507円

就労決定件数（Ｂ）

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２５

働くことができる生活保護受給者に対する就労を促進するため、専門員による就労相談
や職業紹介・就職活動・離職防止までの総合的な支援を行う。

生活保護費

平成26年度門真市就労支援促進事業実績

説明（節）

款 民生費

事業概要

国庫支出金
特定財源

カウンセリング人数

Ｈ２６Ｈ２４

直接事業費

その他

事務事業コード

生活保護総務費

事　業　費　の　内　訳
金額

従事職員数

委託料

臨時職員

人人

金額

再任用職員

執行状況
及び

事業成果

活動指標

目

人

一般職員

事業名
就労支援等事業

保護総務課・保護課

項 25,524,900円

事業目的

生活保護受給者のうち、稼働年齢層（原則18歳以上65歳未満の人）にあり、就労可能な状態にある人を対象
に、キャリアカウンセリング等１年以上の実務経験を有する就労支援カウンセラー及び職業相談・カウンセ
リング等の実務経験を有する求職開拓員が支援対象者の就労意欲、適性、能力、条件等を把握した上、連携
して就労決定に結びつけ、その世帯の自立の促進を図ることを目的とする。

担当課

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

市債

説明（節）
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民生費

金額

項 生活保護費

款

府支出金

Ｈ２６

件

直接事業費

その他市債

9,379,820円

一般財源

説明（節）

事業概要
子どもの教育や児童福祉等に関する専門的知識及び経験を有する、子ども育成相談員を
配置して、子どもの健全育成等に関する支援及び指導を実施し、母子世帯等の生活環境
の改善・自立助長の促進を図る。

事業目的

事務事業コード

報酬

目

一般職員

説明（節）金額

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

再任用職員 臨時職員

人 人

執行状況
及び

事業成果

活動指標

子どもの健全育成事業を実施したケース数

1,956件

負担金・分担金・寄附金

生活保護総務費

Ｈ２４

事業実施ケースの年間延べ訪問調査件数

Ｈ２５

就職が決定した件数 ７件

子どもの健全育成に関する諸問題を解決した件数

「貧困の連鎖」や「貧困の再生産」の防止の観点から、子どもの教育や児童福祉等に
関する専門知識を有する子ども育成相談員３名が、生活保護受給世帯（18歳未満の子
を持つ親）の中で、ネグレクトや子どもの不登校などの問題を抱えるケースについ
て、継続的な家庭訪問を行うことにより、子どもが健全に育成される環境の整備及び
教育支援の強化等を図った。

事業名
子どもの健全育成事業

保護総務課・保護課担当課

単位

子どもやその親が健全な日常生活習慣を身に付けるための支援、子どもの進学に関する支援、引きこもりや
不登校の子どもの自立に向けての支援など、福祉事務所が関係機関と連携しつつ幅広い支援をきめ細かく展
開することによって、「貧困の再生産」や「貧困の連鎖」を防止し、生活保護受給世帯の子どもが健全に育
成される環境の整備を目的とする。

平成26年度門真市子どもの健全育成事業実績

事業を実施したケース数 115件

親の養育不安の解消、子どもの不登校・生活習慣
の改善等を解決した件数

15件

大学の進学が決定した件数 １件

高校の進学が決定した件数 25件
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要指導

指導不要

要経過観察

（再掲）指導済のうち、改善

財　源　の　内　訳

金額 金額説明（節）

報酬

説明（節）

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人

臨時職員一般職員

需用費

人

旅費

単位

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

特定財源
国庫支出金

目

項 生活保護費

  健康管理支援員（非常勤嘱託職員２名）を配置し、頻回受診・重複受診ケースや、治療
が必要であるのに医療機関受診に至っていないケースに対して、日常生活の状況等の聞き
取りを行った結果、53ケースに対して指導を行い、頻回受診６ケース、重複受診28ケース
について改善が見られた。

款

Ｈ２６

件

事業概要
生活保護受給者の健康を保持し、医療費の適正化を図るため、日常生活の健康管理等が
困難な生活保護受給者に対し健康指導や相談を行う。

事業目的

執行状況
及び

事業成果

（件）

平成26年度門真市被保護者健康管理支援事業実績

その他市債

事　業　費　の　内　訳

１

計

対象者

民生費

2,623,768円

内
訳

（再掲）要指導のうち、指導済

生活保護総務費

Ｈ２４

健康に関する助言指導件数

活動指標

直接事業費

Ｈ２５

事業名
健康管理支援事業

保護総務課・保護課

重複

事務事業コード

生活保護受給者の健康管理に関し、健康管理や医療相談、生活状況の把握等の必要な事
項を実施し、自立阻害要因の解消を図ることなどにより、扶助費の適正化を図るため。

未受診

６ ０

１

担当課

頻回

支援対象者件数等

０

７
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１件

67件

132件

130件

目

Ｈ２４

項

人

Ｈ２６

直接事業費

単位

27,697,200円生活保護費

事務事業コード

　ケースワーカーと連携のもと、就労意欲喚起キャリアカウンセラー（業務委託３
名）及び、求職支援相談員（業務委託１人）を活用して、支援対象者の意欲喚起を促
した結果、平成26年度においては、12,549,915円の就労効果額（＝扶助費の抑制額）
を得ることができた。

就労支援件数（Ａ）

就労効果額

就労達成率（Ｂ）/（Ａ）

金額

府支出金 負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

その他市債

金額
事　業　費　の　内　訳

国庫支出金

委託料

人

一般職員

人
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

生活保護総務費

款

臨時職員再任用職員

人

民生費

説明（節）

事業目的

生活保護受給者のうち、稼働年齢層（原則18歳以上65歳未満の者）にあるが、就労意欲や生活能力、就労能力が低い、就労経験
がないなどの就労に向けた課題をより多く抱える人に対して、就労意欲喚起キャリアカウンセラーが就労意欲の喚起から、生活
能力向上のための訓練、就職活動支援までの総合的な支援を行い、既存の就労支援促進事業と密接に連携することにより生活保
護受給者に対する就労の実現及び充実を図り、もって就労による自立の助長に資することを目的とする。

活動指標

カウンセリング人数

Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

平成26年度門真市就労意欲喚起事業実績

就労自立による保護廃止件数

12,549,915円

事業概要

事業名
就労意欲喚起支援事業

保護総務課・保護課担当課

約51.5％

就労決定件数（Ｂ）

働くための生活習慣の改善や生活能力と就労能力の向上のため、訓練や就労活動支援を
行う就労意欲喚起キャリアカウンセラーを配置し、就労意欲の乏しい生活保護受給者の
就労意欲の喚起等を行い、就労意欲の醸成を図る。

平均延べカウンセリング件数（１箇月当たり）
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判断能力が不十分な生活保護受給者のアルコールやギャンブルへの依存、浪費癖等日常
生活上の生活課題について支援を行うことで、地域において安定した生活が出来るよう
自立支援を推進するため。

執行状況
及び

事業成果

　生活保護制度と都道府県社協事業である日常生活自立支援事業の調和を図りつつ、
利用者個人に対する自立支援プログラムを策定し、アルコールやギャンブルへの依
存、浪費癖等日常生活上の生活課題について訪問等により支援を行った。

認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者等の判断能力が不十分な生活保護受給者
が、地域において安定した日常生活を営めるよう訪問等による生活課題への支援を行
う。

事業目的

 平成26年度  支援活動件数 3,336件 ※延べ件数

事業名
生活保護受給者権利擁護支援事業

地域福祉課担当課

財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 社会福祉費

目

事業概要

活動指標

支援実人数

直接事業費 7,247,119円

社会福祉総務費

Ｈ２４

特定財源

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 民生費

一般職員

金額

臨時職員

人 人

事　業　費　の　内　訳

委託料

単位 人

その他

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

金額説明（節）
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　生活困窮に関する相談に対する一元的な窓口として相談者から丁寧に聞きとりを行
い、適切な支援先につないだ。窓口に来ることが難しい相談者に対しては訪問での相
談も実施した。
　また、継続的な支援が必要な場合は自立支援計画を策定し、計画に基づき関係機関
への連絡調整、訪問・電話による支援、同行支援等を行い、生活の自立へとつなげ
た。
　生活困窮者の早期把握、迅速な対応のため、自立相談支援機関が中心となって関係
機関と生活困窮者に対する連携体制の構築を行っている。
　　※平成26年度はモデル事業として実施

○支援計画

支援計画策定数

支援計画終結件数

うち自立により終結となった件数

26件（うち再プラン４件）

10件

７件

○ケース例
　雇用保険の受給手続きを行い、雇用保険を受給しながら住宅支援給付を申請。家
賃の補助を受けながら就職活動を行い、常用就職が決まった　等

相談者数（実数） 253人

○相談受付実績

事業名
生活困窮者自立支援事業

地域福祉課担当課

Ｈ２６

生活困窮者から広く相談を受け付けるとともに、生活困窮者が抱える課題や本人の意思
を十分に確認した上で、自立支援計画を策定して必要な支援をコーディネートし、それ
らの効果を評価・確認しながら、本人の自立までを包括的・継続的に支える。

単位 人相談者数（実数）

Ｈ２５

事業概要

事務事業コード

直接事業費

款 民生費

活動指標 Ｈ２４

12,494,733円社会福祉費項

社会福祉総務費

―

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

―

人

その他府支出金

人

臨時職員

人

再任用職員

委託料

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）

事業目的
生活困窮者に対し抱える課題を解決するため適切な支援先を紹介し、また、継続的な支
援が必要な生活困窮者に対し自立支援計画を策定して自立を促進するため。

金額

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

一般財源

説明（節）
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全日 計

○主な施設

   　 障がい者相談支援センター、障がい者基幹相談支援センター

３階　保健センター
２階　障がい者福祉センター

○貸し部屋利用状況（ふれあいサロン集会室を除く。）

工事請負費

役務費

負担金・分担金・寄附金

金額

国庫支出金 市債
一般財源

委託料

Ｈ２４

特定財源

金額

款

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

貸部屋状況

活動指標

衛生費

説明（節）

府支出金

件

その他

直接事業費

財　源　の　内　訳

事　業　費　の　内　訳

事業概要
市民の保健・医療・福祉分野の拠点施設として保健福祉センター建物の管理・運営を行
う。

事業目的

午前 午後

執行状況
及び

事業成果

○センター稼働日数  365日

（件）

人

目

項 保健衛生費

保健福祉センター費

一般職員

説明（節）

人

臨時職員

備品購入費

使用料及び賃借料

従事職員数
人

再任用職員

事業名
保健福祉センター運営事業

健康増進課担当課事務事業コード

門真市保健福祉センターの建物施設の点検、維持管理、警備、清掃等の業務を行うた
め。

需用費

４階　視聴覚室、会議室

１階　総合相談窓口、ボランティアセンター、育児サポートセンター、診療所

Ｈ２６Ｈ２５

単位

123,672,906円
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国庫支出金 その他

直接事業費

財　源　の　内　訳

社会福祉費

目

1,531,600円

老人福祉費

民生費

市債府支出金 負担金・分担金・寄附金

金額
事　業　費　の　内　訳

負担金補助及び交付金

金額

需用費

一般財源

説明（節）

特定財源

説明（節）

項

人人

一般職員 臨時職員

Ｈ２５Ｈ２４

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事業概要
高齢者が運動習慣を身につけ、健康の保持・増進を図るため、老人クラブ連合会との共
催により「歩こうよ・歩こうね運動」を行う。

事業目的

Ｈ２６

単位参加者数

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業名
「歩こうよ・歩こうね運動」推進事業

高齢福祉課

人

高齢者の健康保持・増進のため。

担当課事務事業コード

　門真市内に居住している60歳以上の高齢者が各自の体力に合わせて距離又は時間を
設定し、気軽に参加できる運動を実施することにより、高齢者の健康の維持増進を図
り、目標達成者には、努力賞として記念品（地域通貨）を贈呈する。

  ※平成27年３月31日現在で登録されているのは、105クラブである。

人数

（人）

参加者数

延べ達成者数
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単位 人

Ｈ２４ Ｈ２５

一般財源

金額

負担金・分担金・寄附金 その他市債

1,380円保健衛生費

特定財源
国庫支出金

Ｈ２６

直接事業費

目

府支出金

項

事　業　費　の　内　訳
金額説明（節）説明（節）

旅費

人 人 人

再任用職員

財　源　の　内　訳

一般職員

予防費

従事職員数
臨時職員

事業目的 健康の保持・増進を図るために、心身状態の確認・助言を行うため。

担当課

市民の健康の保持・増進を図るため、40歳以上で心身の健康に不安がある人に、保健師
等による訪問指導を行う。

被指導延べ人数訪問延べ日数

事業概要

実施状況（不在除く。）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 衛生費

※リハビリ相談の訪問件数は含まず。

事務事業コード

被指導実人数
２人 ５日 ５人

活動指標

被指導延べ人数

事業名
訪問指導事業

健康増進課

執行状況
及び

事業成果
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事務事業コード

事業概要
失語症者のコミュニケーション能力の改善を図るため、リハビリテーション教室並びに
訪問指導（リハビリ相談）を実施する。

担当課

実人数 延べ人数

執行状況
及び

事業成果

活動指標

失語症リハビリテーション教室参加人数（実人数）

説明（節）金額 金額

事業名
失語症リハビリテーション事業

健康増進課

事業目的
・失語症者の社会参加及び交流のため。
・言語障がいの啓発のため。
・病気や事故などで心身の機能が低下している人に対し、日常動作の改善を図るため。

実施状況

臨時職員

人 人

再任用職員
従事職員数

人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 衛生費

報償費

負担金・分担金・寄附金

保健衛生費

一般財源

財　源　の　内　訳

参加人数 15人 123人

　 訪問件数:リハビリ相談（不在除く。）
実人数

目

10人

項

22人

117,000円

Ｈ２４

説明（節）

Ｈ２６

特定財源
国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

府支出金

　失語症リハビリテーション教室を実施（年12回）

単位 人

その他市債

予防費

Ｈ２５

延べ人数
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― ― ―

胃がん検診

集団
個別

361（86） 124（55）

子宮がん検診大腸がん検診
乳がん検診
（マンモ）

２．がん検診・結核検診・肝炎検査・骨粗鬆症検診　受診者数 （人）

１．一般健康診査　受診者数

559（141）

計

単位 ％

事業名
健診・各種がん検診等事業

健康増進課

計
種類

集団 個別
15歳～39歳

種類

（人）

大腸がん検診 子宮がん検診

40歳以上
一般健康診査 ―

担当課事務事業コード

15歳～39歳 40歳以上

結核検診

予防費

説明（節）

報償費

事業概要

市民の健康の保持・増進を図るため、一般健康診査、障がい者健康診査、骨粗鬆症検診、成人歯科健康診
査、肝炎ウイルス検査、結核検診を実施している。また、胃がん検診、肺がん検診、乳がん検診、大腸がん
検診などの各種がん検診を実施している。加えて、国の制度を活用し、がん検診の受診率を向上させるた
め、特定の年齢の方に無料クーポン券等を交付している。

事業目的
生活習慣病（一般・がん・歯科・骨粗鬆症）予防のための健康診査や肝炎の早期発見の
ための検査を実施することにより、個々の市民が生活習慣改善の契機とするとともに、
疾病を早期に発見し、早期治療による予防を行うため。

計

Ｈ２５

金額

一般職員
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

122,303,795円

一般財源
国庫支出金

人

再任用職員

人

臨時職員

人

事　業　費　の　内　訳

役務費

財　源　の　内　訳

活動指標

肺がん検診受診率

直接事業費

Ｈ２４

衛生費

Ｈ２６

執行状況
及び

事業成果

款

項

目

需用費

保健衛生費

市債 その他負担金・分担金・寄附金府支出金

説明（節）

骨粗鬆症検診肝炎検査

―

扶助費

委託料

特定財源

―

肺がん検診種類

―

個別

計

　※（）内は受診者の内、障がい者健診の受診者数
訪問診査 ―

受診人数
40歳

歯周疾患者

４．成人歯科健康診査事業　受診者数               　　      　 （人）

集団

計
（人）

乳がん検診

※２、３は重複

３．がん検診推進事業　受診者数

60歳50歳30歳 70歳



－ 347 －

３月

10月４月
献血者数

献血者数
実施月 １月11月

事業名
衛生関係事業

健康増進課

執行状況
及び

事業成果

７月

献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発や、効率的な献血の実施を図
り、年間を通じて献血者を安定的に確保することにより、輸血用血液の安定的に供給す
ることを目的とする。

合計

  平成26年７月18日　京阪古川橋駅前南側ロータリー周辺
  平成26年12月19日　京阪古川橋駅前南側ロータリー周辺

  「愛の血液助け合い運動」及び「大阪府献血推進月間」に伴う、街頭キャンペーン
を実施した。

事業概要
輸血用血液を献血によって安定的に確保するため、門真市献血推進協議会、社会福祉協議会、大阪府赤十字
血液センターと連携し、献血の推進を図る。また、血液製剤の安全性を確保するため、４００ｍＬ献血、成
分献血の推進や献血時の問診強化、エイズ検査目的の献血の防止等の啓発活動を実施している。

９月６月実施月

事務事業コード

２月

５月

Ｈ２４ Ｈ２６

８月

単位

12月

Ｈ２５

回

活動指標

献血実施回数

実施状況

担当課

事業目的

臨時職員

人

直接事業費

人

一般職員

保健衛生費

従事職員数
再任用職員

一般財源
特定財源

人

府支出金 負担金・分担金・寄附金

2,161,254円

保健衛生総務費

説明（節）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 衛生費

委託料

国庫支出金

金額

目

説明（節）

負担金補助及び交付金

役務費

金額

旅費

事　業　費　の　内　訳

  市内に献血車を配車し、献血を実施した。 （人）

その他市債

財　源　の　内　訳

項
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40歳～74歳
75歳以上

計

重点健康相談

開催回数

開催回数
35回
77回

区分

集団健康教育

総合健康相談

需用費

予防費

Ｈ２４

健康教育・健康相談利用者数

金額 説明（節）

Ｈ２５ Ｈ２６

一般財源

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

550,219円

報償費

人

臨時職員

単位 人

その他市債

財　源　の　内　訳

衛生費

人
従事職員数

人

再任用職員

説明（節）

府支出金

一般職員

事　業　費　の　内　訳

役務費

金額

特定財源
国庫支出金

項 保健衛生費

目

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

款

事務事業コード

事業概要
市民の健康の保持・増進を図るため、健康手帳の交付、健康教育、健康相談、訪問指導
等を行う。

事業目的
生活習慣病予防や健康について、正しい知識の普及を図り、また、適切に相談や支援を
実施することにより、市民の健康の保持増進に資するため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業名
健康教室・相談事業

健康増進課

交付人数

担当課

１．健康教育

２．健康相談

３．健康手帳

53回

被指導参加延べ人数

参加延べ人数
1398人

443人
727人
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○定期予防接種

―
―
―

―

―
―

―
―
―

日本脳炎

ヒブ ○
四種混合 ○

12回
○

麻しん

○

○

―
不活化ポリオ ○

インフルエンザ

個別接種 接種者数

二種混合

事業名
予防接種事業

健康増進課

集団接種実施回数

事務事業コード 担当課

執行状況
及び

事業成果

活動指標

接種者数

種別

麻しん風しん混合 ○

三種混合 ― ○

○麻しん風しん混合予防接種第２期接種率向上及び接種期限延長事業
　　事業期間：平成26年４月１日～８月31日　　　接種者数：16人

ＢＣＧ

風しん

○

目

扶助費

金額

報償費

事業概要 予防接種法による各種予防接種事業を集団や個別において実施する。

事業目的 感染症の発生及びまん延防止のため。

Ｈ２４

項 保健衛生費

○

人 人

一般職員

人

再任用職員
従事職員数

臨時職員

役務費

委託料

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

金額説明（節）

府支出金
一般財源

特定財源
国庫支出金

説明（節）

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費 263,935,758円

その他市債

財　源　の　内　訳

事　業　費　の　内　訳

衛生費

予防費

○

需用費

旅費

単位 人

○風しんワクチン等接種助成事業
　　事業期間：平成26年４月１日～平成27年３月31日　　　接種者数：169人

Ｈ２５

小児用肺炎球菌 ― ○
子宮頸がん予防 ―
水痘 ― ○
成人用肺炎球菌 ― ○
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金額

府支出金

人

金額

8,656,360円

負担金・分担金・寄附金

保健衛生費

説明（節）

直接事業費

その他市債

Ｈ２４

事　業　費　の　内　訳

衛生費

門真市民の北河内夜間救急センター利用者数

負担金補助及び交付金

目 診療所費

一般財源
特定財源

国庫支出金

説明（節）

活動指標 Ｈ２５ Ｈ２６

単位

財　源　の　内　訳

項

人 人

一般職員 臨時職員

事業目的 夜間における小児急病患者の診療体制確保並びに二次救急医療体制の整備を行うため。

執行状況
及び

事業成果

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

事務事業コード

事業概要
夜間の小児急病患者の受診機会を確保するため、北河内夜間救急センターを通じた夜間
における救急診療を行う。また、二次救急医療機関が適切に運営されるよう関係機関と
の連携に努める。

担当課
事業名

救急医療協議会事業

健康増進課

門真市

計

全受診者数

７月 ８月 ９月 ２月 ３月

 二次救急医療及び夜間救急診療に関する事務を共同して管理し、執行した。
１．構成団体　　門真市・守口市・枚方市・寝屋川市・大東市・四條畷市・交野市
２．夜間救急診療受診状況（小児科）
月別受診者数 （人）

４月 ５月 ６月

３．負担金（※25年度の精算による追加負担金59,486円は、平成26年度負担金に含む。）

　　　 北河内二次救急医療協議会負担金　　　　4,294,874円
　 　　北河内夜間救急センター負担金  　　 　 4,361,486円（※）

11月 12月 １月10月
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２月
３月

12月
１月

Ｈ２５Ｈ２４

事業名
保健福祉センター診療所運営事業

健康増進課事務事業コード

休日等における急病患者の受診機会を確保するため、保健福祉センター内診療所におい
て診療を行う。

直接事業費 54,730,410円

診療所費

Ｈ２６

項 保健衛生費

活動指標

休日診療等受診者数

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 衛生費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

市債

役務費

委託料

事業概要

事業目的
市内診療所等の医療機関の多くが休診となる土曜準夜間帯や日・祝日、年末年始の期間
について応急の診療を行うことにより、市民の安全安心を確保するとともに、二次医療
機関への患者の集中を防ぎ、救急医療体制における効率的な連携を図るため。

執行状況
及び

事業成果

一般職員

人

使用料及び賃貸料

説明（節） 金額

人 人

事　業　費　の　内　訳

需用費

報償費

従事職員数
臨時職員

単位

（人） （人）

担当課

２.夜間診療

人

その他

金額

負担金・分担金・寄附金
一般財源

説明（節）

府支出金

旅費

４月

歯科 合計内科 小児科 その他

５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

計

４月

計

５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月

内科 小児科 その他 合計

１.休日診療

受診状況
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合計

障がい者（児）

対象者
65歳以上のひとり暮らし（日中のみ独居の者を含む。）

75歳以上が含まれる高齢者（65歳以上）のみの世帯

事業名
救急医療情報キット配付事業　

健康増進課事務事業コード

事業概要
高齢者等の対象者の緊急時の連絡先やかかりつけ医の情報などを保管した救急医療情報
キットを配付し、救急搬送時等に活用されるよう普及を図る。

事業目的
一人暮らしの高齢者や高齢世帯、障がい者など健康に不安を抱えている人を対象に、かかりつけ
医療機関や持病等救急時に必要な情報を保管するための救急医療情報キットを配付することによ
り、救急隊員による緊急時の迅速な救命活動に活用し、市民の安全と安心の確保を図るため。

活動指標

救急医療情報キット延べ申請者数

Ｈ２４

延べ申請者数

臨時職員再任用職員

人 人

目

需用費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

金額

一般職員

委託料

説明（節）説明（節） 金額

保健衛生総務費

1,516,140円

事　業　費　の　内　訳

Ｈ２５

項 保健衛生費

Ｈ２６

市債

担当課

府支出金 その他

実績状況

単位

款 衛生費

直接事業費

その他

執行状況
及び

事業成果

（人）

国庫支出金 負担金・分担金・寄附金

人

一般財源
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金額

単位 台

その他

229,302円

衛生費

直接事業費

委託料

項

Ｈ２５

市債府支出金

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

再任用職員一般職員

説明（節）金額説明（節）

款

一般財源

目

清掃費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

事　業　費　の　内　訳

事業概要
不法投棄された特定廃家電は家電リサイクル法により再商品化義務があるため、特定廃
家電の資源処理を実施する。

事業目的 不法投棄された特定廃家電（家電リサイクル対象品目）を処分するため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

不法投棄テレビ処分数

Ｈ２４

  不法投棄された特定廃家電の処分業務を行った。

人 人

塵芥処理費

担当課

臨時職員

事務事業コード

（台）

事業名
資源化処理事業

クリーンセンター施設課

平成26年度

９
１
０

テレビ
冷蔵庫
洗濯機・乾燥機
エアコン

　⑹　基本目標－６　環境と調和し、産業が栄える活力のあるまち
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回収量
㎏ ㎏ ㎏

Ｈ２４

単位 ｔ

その他

事　業　費　の　内　訳
金額

雑誌 ダンボール

役務費

活動指標

報償費

府支出金

直接事業費

説明（節）

新聞

事業概要

事業目的
資源の有効活用を図るとともに、ごみの減量・リサイクルの推進及び地域コミュニティ
の育成を図るため。

紙パック

執行状況
及び

事業成果

交付団体　　　118団体

交付金額　　　12,174,852円

回収量（平成26年１月～12月）

総回収量

㎏

目

Ｈ２６

廃食用油

㎏

古布

交付団体資源化量（回収量）

担当課

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 市債

12,209,387円

説明（節） 金額

リサイクル推進費

款 衛生費

負担金・分担金・寄附金

項 清掃費

一般財源

臨時職員再任用職員

人 人

事業名
再生資源集団回収奨励金交付事業

環境政策課

ℓ㎏

Ｈ２５

事務事業コード

種類

資源ごみのリサイクルを促進するため、古紙等再生資源の集団回収を行う団体に対して
奨励金を交付する。
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説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額

国庫支出金

金額

その他市債

266,998,712円

Ｈ２６

清掃費

塵芥処理費

一般職員

工事請負費

役務費

委託料

旅費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

説明（節）

府支出金

直接事業費

款

項

衛生費

需用費

目

負担金補助及び交付金

一般財源
負担金・分担金・寄附金

再任用職員

人 人

臨時職員

担当課

備品購入費

リサイクル施設において資源ごみを効率的に処理するため、施設の安定した運転・維持
管理を継続的に実施する。

報酬

Ｈ２４

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード

事業概要

事業目的 収集された資源ごみを処理することにより、リサイクルすることを目的とする。

単位 ｔリサイクルプラザの処理量

１．資源化処理
　  収集された資源ごみの、アルミ、スチール、びん、ペットボトル類、プラスチッ
  ク製容器包装を選別処理し再資源化を行った。

　  リサイクルプラザの処理量　2,877ｔ

活動指標 Ｈ２５

事業名
リサイクルプラザ施設維持管理・運転等事業

クリーンセンター施設課
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合計

自転車整備講座

講座名等 実施内容

自転車整備のコツを学んでいただく

包丁のとぎ方を学んでいただく

家事者の目から見た「もったいない」実践の講
座
「親子エコクッキング」、「古布ブローチ作
り」、「着物裏地スカーフ作り」、「ステンシ
ル染めランチョンマット作り」

実施回数

事業名
「もったいない」普及事業

環境政策課事務事業コード 担当課

事業概要
３Ｒ（ごみの減量、再利用、再資源化）など、地球環境を意識した生活様式の浸透を図るた
め、「もったいない」を意識した行動を体験していただく機会として、リサイクルプラザに
おいて、ものをメンテナンスして大切に使うことを学んでいただく講座などを開催する。

事業目的
市民の皆さんに「もったいない」を意識した行動を体験していただくことにより、３Ｒ
（ごみの減量、再利用、再資源化）など、地球環境を意識した生活様式を自発的、積極
的かつ継続的に実践しようとする「意志」の醸成を図るため。

活動指標 Ｈ２４

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２５

（人）

夏休みリサイク
ル工作講座

小学生のための
「もったいな
い」教室

地球環境に関する講義と「草木染め」の体
験

新聞紙ねんどを使った工作の体験

包丁研ぎ講座

家庭でできる
「もったいな
い」実践講座

単位

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 衛生費

一般職員

項

臨時職員

人 人

財　源　の　内　訳
特定財源

清掃費

府支出金国庫支出金

目

112,954円

リサイクル推進費

説明（節） 金額

一般財源

説明（節）

需用費

事　業　費　の　内　訳

報償費

その他

金額

市債負担金・分担金・寄附金

直接事業費

実施状況

回

Ｈ２６

（回）

講座等の開催回数

受講・利用者数

２

２

４

４

４
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説明（節）

（人）

説明（節）

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

款 衛生費

リサイクルプラザ費

清掃費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

事　業　費　の　内　訳

その他

項

従事職員数
人

一般職員

人

需用費

展示ホール

金額

府支出金

7,484,354円

金額

市債

Ｈ２５

イベント広場

執行状況
及び

事業成果

活動指標

リサイクルプラザ（工房）利用者数

リサイクルプラザ利用者数　　　7,094人

Ｈ２４

一般財源

役務費

備品購入費

旅費

報酬

合計

臨時職員再任用職員

人 人

Ｈ２６

裂織り・リフォーム工房

エコクッキング工房

マルチホール

会議室

単位

０

施設名

事業名
リサイクルプラザ運営・管理事業

環境政策課事務事業コード

石けん・染め工房

事業概要
廃棄物のリサイクルその他環境負荷の低減に関する意識啓発を図るため、リサイクルプ
ラザにおいてリサイクルに係る講座や研修会を開催するとともに、利用者の利便性や安
全確保のための運営を実施する。

事業目的 リサイクル思想の普及・啓発を行い、ごみの減量化・資源化を図るため。

担当課

利用者数

紙すき工房

（施設別内訳）
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  環境学習として市内14校の小学４年生（1,074人）がクリーンセンターを訪れ、施設
見学とあわせ、ごみ処理や減量方策などについての学習を実施。うち12校（954人）に
対しては、リサイクル工房体験も実施した。

事務事業コード

環境問題とリサイクルに対する意識を啓発するため、小学生を対象にした施設見学やリ
サイクル工房での体験学習等を行う。

リサイクル工房体験学習状況

染め工房

体験学習工房名 学校数 生徒数

（校） （人）

事業目的 環境問題とリサイクルに対する意識を高めるため。

担当課

事業概要

事業名
環境学習推進事業

環境政策課

執行状況
及び

事業成果

活動指標

学習参加者数

Ｈ２４ Ｈ２５

紙すき工房

委託料

臨時職員再任用職員

人 人

特定財源
国庫支出金

リサイクルプラザ費

款 衛生費

目

項

金額

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

府支出金

清掃費

人

その他市債

単位

370,016円

説明（節） 金額

需用費

事　業　費　の　内　訳

一般財源

説明（節）

合計

入浴剤作り

体験なし
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事業目的
門真市立リサイクルプラザを有効に活用するとともに、市民の認知度を高め、更なる利
用促進に努めるため。

金額

一般財源

説明（節）

需用費

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

備品購入費

説明（節）

再任用職員

事　業　費　の　内　訳
金額

人

臨時職員

人

―

門真市立リサイクルプラザ利用者数

Ｈ２５

人

その他府支出金

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

国庫支出金

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

直接事業費

款 衛生費

活動指標 Ｈ２４

27,773円清掃費項

リサイクルプラザ費

―

Ｈ２６

門真市立リサイクルプラザの利用者数増加を狙い、各種環境イベントの開催を行い活性
化を図る。

単位 人

事業概要

事務事業コード

七夕キャンドルナイト
　
　日頃のエネルギー消費について考え、地球温暖化対策を実践するきっかけとしてい
ただくことを目的に、キャンドルの幻想的な灯りと音楽に囲まれる環境イベントを実
施

　実施日　　平成26年７月７日（クール・アースデー）
　実施場所　リサイクルプラザ　イベント広場、展示ホールほか
　来場者数　約60人

エコフェスティバル

　環境保全意識等の啓発を目的に、市民活動団体、企業等と行政が協働し、フリー
マーケット、作品展示、工作コーナー等、盛りだくさんの環境イベントを実施

　実施日　　平成27年２月22日
　実施場所　リサイクルプラザ　イベント広場、展示ホールほか
　来場者数　約500人

事業名
リサイクルプラザ活性化事業

環境政策課担当課
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款

一般財源

説明（節）

項 保健衛生費

目

府支出金

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

特定財源
国庫支出金

単位 ｔ-ＣＯ₂

その他市債

35,244円

Ｈ２６

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

直接事業費

金額

環境美化保全費

衛生費

金額 説明（節）

需用費

役務費

一般職員

負担金補助及び交付金

従事職員数

旅費

再任用職員

人 人

臨時職員

事業目的

・「地球温暖化対策の推進に関する法律」で規定されている「地球温暖化対策実行計画（門真市エコオフィ
ス推進計画）」の目標達成のため。
・「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」で規定される計画年度内のエネルギー使用量を毎年１％削
減達成のため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

事業活動に伴う温室効果ガス排出量

Ｈ２４ Ｈ２５

１．地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地球温暖化対策実行計画の推進
　  地球温暖化対策実行計画（門真市エコオフィス推進計画）に基づく二酸化炭素削
　減の取組

２．エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づくエネルギー使用量の削減
　  特定事業者の指定を受け、市関連施設のエネルギー使用量削減の取組

３．庁内環境活動
　⑴グリーンカーテンの設置
　　市関連施設壁面にシダ性植物を植え、室内温度の低下及び市民への環境意識啓発
　を目的として実施
　⑵クールビズ・ウォームビズの推進
　　省エネルギー推進及び地球温暖化防止を図るための取組
４．打ち水活動
　  ヒートアイランド対策及び市民の環境意識啓発を目的として実施

事業概要
「地球温暖化対策の推進に関する法律」及び「エネルギーの使用の合理化等に関する法
律」に基づく「地球温暖化対策実行計画（門真市エコオフィス推進計画）」に沿って、
市役所関連施設の省エネ活動を推進する。

担当課事務事業コード
事業名

地球環境保全事業

環境政策課
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説明（節）

需用費

説明（節）

役務費

金額

旅費

項 保健衛生費

単位

7,731,018円

件

委託料

備品購入費

従事職員数
人

再任用職員

人

公害対策費

一般職員

事　業　費　の　内　訳

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

金額

負担金・分担金・寄附金

款 衛生費

府支出金
一般財源

直接事業費

人

担当課

その他市債

Ｈ２６

１．大気汚染対策

事業概要
法律、大阪府条例等に基づき、公害に関する調査や届出等の受理、事業者に対する指導
を行う。

事業目的
大気汚染、水質汚濁、騒音、振動及び悪臭に係る公害を防止し、市民の健康保護及び生
活環境の保全を図るため。

臨時職員

事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

活動指標

苦情件数

Ｈ２４ Ｈ２５

　⑴大阪府と連携し、基準の適合、施設の維持管理状況等の調査のため、関係工場等へ立入検査を実施した。

　⑵水質汚濁に係る苦情解決のため、現地調査等を行い、必要に応じ行政指導等を行った。

　　・門真市役所局及び門真市南局において、大気中のダイオキシン類の測定を年２回実施し結果を広報紙にて公表した。

　　・門真市内の公園３箇所において、土壌中のダイオキシン類の測定を年１回実施し結果を広報紙にて公表した。

事業名
公害対策事業

環境対策課

　⑴大阪府と連携し、基準の適合、施設の維持管理状況等の調査のため、関係工場等へ立入検査を実施
　した。

　⑷大気汚染常時測定

　　・門真市役所局及び門真市南局において、大気汚染物質の常時測定を実施し結果を広報紙にて公表した。

　⑸大気・土壌ダイオキシン類測定

　⑶光化学スモッグ予報・注意報等の発令時において、関係機関への電話連絡、看板の掲示等により周
  知を図り、被害の未然防止に努めた。

　⑵ばい煙、粉じん、悪臭に係る苦情について解決を図るため現地調査等を行い必要に応じ行政指導を
　行った。

２．水質汚濁対策

　　・公共用水域における水質汚濁（人の健康の保護及び生活環境の保全に関する項目）及びダイオキシン類による
　　水質の汚濁（水底の底質の汚染を含む。）状況の調査を実施し結果を広報紙にて公表した。

　⑴法律及び大阪府条例の対象となる工場等からの届出書類の受理及び審査事務を行った。

　⑵騒音、振動に係る苦情について解決を図るため現地調査等を行い必要に応じ行政指導等を行った。

　⑶環境騒音測定、自動車騒音測定、道路交通振動測定を実施した。

　⑷カラオケ騒音夜間パトロール（午後11時以降実施）を年２回実施した。

３．騒音振動対策

　⑶水質等調査
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担当課

委託料

第二京阪道路沿道の環境状況を把握するため、環境監視局を設置し、大気汚染･騒音等に
関する調査を行う。

事業目的
第二京阪道路供用後における交通量の増加を起因とした、大気汚染・騒音等の状況につ
いて客観的なデータを公表し、公害に対する住民の不安を解消するため。

事業名
 第二京阪道路環境監視事業

環境対策課事務事業コード

執行状況
及び

事業成果

活動指標

第二京阪道路に係る苦情件数

Ｈ２４ Ｈ２５

臨時職員再任用職員

人

一般職員

人

一般財源

役務費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

公害対策費

事　業　費　の　内　訳

衛生費

需用費

金額

その他市債

単位

12,750,559円

説明（節）

府支出金

金額

件

事業概要

説明（節）

１．沖町及び三ツ島の環境監視局で大気汚染、物質の常時測定を実施し結果をホーム
　ページにて公表した。

２．騒音交通量調査を年２回実施し結果をホームページにて公表した。

３．国土交通省、西日本高速道路株式会社、大阪府、門真市、寝屋川市、四條畷市、
　交野市、枚方市の８者で構成する「第二京阪道路（大阪府域）環境監視の在り方に
　関する検討会」にて大気汚染物質、騒音等の測定結果をとりまとめ、分析を行っ
　た。

款

項 保健衛生費
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　 また、申請があった自治会等の団体を門真市違法屋外広告物追放登録団体として登録するとともに、団体
ｌｌからの推薦者に講習会を実施し登録員（任期２年）として登録のうえ撤去活動を実施いただいた。（14団体）Ｌ

ｌｌｌ

　　・京阪電鉄門真市駅、古川橋駅、大和田駅及び西三荘駅周辺での啓発活動を行った後に門真市役所
　　　までのルートの清掃を実施した。

・平成26年９月６日から同月13日までを清掃ウィークとし、市内全域での清掃を実施した。

使用料及び賃借料

３．環境美化用具等の貸与

　  清掃活動を実施する美化活動団体に清掃用具を貸与した。（90団体）

４．街並み美化推進業務委託（期間：平成26年４月７日から平成27年３月20日まで）

　　・違法屋外広告物啓発・警告・撤去活動

２．門真市美化サポートプログラム「さわやかロード」

　  市道の一定区間の清掃及び緑化等の活動を自治会等と協定を交わして実施した。（７団体）

　　　公道上の電柱や道路柵のチラシ、また立看板等の違法広告物を掲出する事業者に対する指導及び掲出された
ｆｆ広告物の撤去を実施した。

その他

　　「キラッと！かどま2014」市内統一清掃を開催した。

　  環境美化表彰等被表彰者推薦部会

　  不法屋外広告物対策部会

　　・美しいまちづくり表彰（会長表彰）を３団体及び１個人に授与した。

金額

一般財源

金額

一般職員

需用費

旅費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

説明（節）

3,346,376円

担当課

Ｈ２６

事務事業コード

１．門真市美しいまちづくり推進協議会の活動

直接事業費

単位

環境美化保全費

　  公道上の電柱や道路柵のチラシ、また立看板等の違法広告物の簡易除却を公益社団法人門真市シルバー人材
あセンターに委託し実施した。
ああ撤　去　立看板　83本、はり札等　5,957枚、広告旗　21本
ああ清　掃　381袋（45ℓ/袋）回収（普通ゴミ、プラスチック製包装容器、びん・缶類、古紙古布、小型ごみ、ああ
あペットボトル、粗大ごみ等）
ああ総重量　3,330kg

人

項 保健衛生費

説明（節）

人（団体）

負担金・分担金・寄附金府支出金

事　業　費　の　内　訳

市債

款 衛生費

臨時職員

人

再任用職員

役務費

委託料

Ｈ２５

事業概要
市、市民及び事業者が協働して美しいまちづくりを推進するため、「門真市美しいまち
づくり推進協議会」を設置し、清掃・啓発活動を実施するとともに、市民の清掃活動支
援等を行う。

事業目的 市民及び事業者の環境美化に関する意識の高揚を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

環境美化表彰等受賞者（団体）の数

Ｈ２４

事業名
環境美化推進事業

環境対策課
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事業名
防疫事業

環境対策課

活動指標

苦情件数

Ｈ２４

事業概要 感染症の発生を予防するため、薬剤散布の実施や殺そ剤の配布等を行う。

事業目的
感染症予防法に定められる感染症の発生を予防し、そのまん延を未然に防止することに
より公衆衛生の向上を図るため。

１．不快害虫駆除
　⑴薬剤散布等
　　稼動日数　　　　　 205日
　　苦情件数　　　　　 119件
　⑵器具貸出
　　肩掛式噴霧機　　　　０件
　　マイクロジェーン　　９件
　　ハチ防護服　　　　　７件
　⑶薬剤使用量
　　スミチオン乳剤ＥＳ　486.6
　　ＵＬＶ乳剤Ｅ　　　　3.0ℓ

２．ねずみ族駆除
　⑴殺そ剤配布
　　殺そ剤メリーネコ（粒状袋入）　　 528袋

３．防疫用薬剤散布業務委託（期間：平成26年４月21日から10月31日まで）
　  期間中、月曜日から金曜日まで市内の市が指定した５地区において薬剤散布を実
ｇ施した。

件

臨時職員再任用職員

人 人

その他

説明（節）

特定財源
国庫支出金

金額

役務費

項

環境衛生費

従事職員数
人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

款 衛生費

委託料

旅費

需用費

報酬

市債

6,208,255円

負担金・分担金・寄附金

金額

担当課事務事業コード

Ｈ２６

単位

事　業　費　の　内　訳

府支出金

保健衛生費

一般財源

説明（節）

執行状況
及び

事業成果

目

Ｈ２５

直接事業費



－ 365 －

負担金補助及び交付金

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

需用費

市債 その他

保健衛生費

目 環境衛生費

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄附金

事業目的
飼い主のいない猫を地域住民で適切に管理する地域猫へと移行させる活動を行う団体等
に対し、当該活動で負担となっている不妊・去勢手術費用の一部を補助することによ
り、地域猫活動を推進し、市民の良好な生活環境を保持するため。

執行状況
及び

事業成果

１　平成26年10月１日　門真市地域猫活動補助金交付要綱の施行
２　執行状況及び事業成果
ｆ・地域猫活動団体登録数　　４団体
ｆ・地域猫不妊・去勢手術の補助金交付件数　雄１匹　雌11匹　合計12匹
３　交付金額　68,845円

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 衛生費

直接事業費 84,445円項

事業概要

一般職員
従事職員数

―

活動指標 Ｈ２４

―

地域猫の不妊・去勢手術実績

Ｈ２５

地域猫活動を推進し、飼い主のいない猫による糞尿等の生活環境被害を軽減するため、
当該猫を地域猫として適切に管理する活動を行う団体等に対し、猫の不妊、去勢手術に
係る費用の一部を補助する。

単位 匹

Ｈ２６

臨時職員

人

再任用職員

人 人

事業名
地域猫不妊・去勢手術費補助事業

環境対策課担当課事務事業コード
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項 都市計画費

説明（節）

市債

従事職員数
人

特定財源

金額

直接事業費

土木費

府支出金
一般財源

単位

289,930円

件

Ｈ２６

款

負担金・分担金・寄附金 その他

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

財　源　の　内　訳

役務費

負担金補助及び交付金

金額

目 緑化推進費

臨時職員再任用職員

人 人

・保存樹 15件 円

28件 円

事　業　費　の　内　訳

13件

一般職員

説明（節）

活動指標

保存樹等助成件数

Ｈ２４ Ｈ２５

執行状況
及び

事業成果

　合計

事業名
保存樹等助成事業

土木課

事業概要

事業目的 市内に現存する、保存樹林並びに保存樹を後世に残していくため。

事務事業コード

○保存樹等保護助成金

・保存樹林

担当課

円

本市に存在する、保存樹林並びに保存樹の保全に努めるため、枝葉の剪定等に係る一部
の費用を助成する。
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担当課

「門真市水路整備全体計画」に基づき、今ある水路をできる限り活かし、修景に配慮し
た護岸改修を行い、子どもたちの遊びの場や市民の憩いと安らぎを与える親水空間の整
備を行う。

Ｈ２６

単位

（円）

水路整備調整会議設置要綱に基づく調整会議実施回数

決算額業務名 業務内容

事業概要

人

臨時職員再任用職員

人

事業名
親水空間整備事業

土木課

Ｈ２４

事務事業コード

門真第９水路親水
空間整備工事実施
設計業務委託

土木費

負担金・分担金・寄附金

北島町地内　水路工詳細設計・道路詳細設計

従事職員数
人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

国庫支出金

説明（節）

府支出金

事業目的

執行状況
及び

事業成果

款

委託料

財　源　の　内　訳

Ｈ２５

回

目

北島町自治会から門真第９水路について、公共下水道整備が進む中で水質改善及び修景
に配慮した水路整備の要望が出ており、当該水路を有効利用し、生活の利便性向上のた
め、また年配者と現役世代の交流、憩いの場となり人が集まりやすくなるため。

活動指標

金額

市債 その他

金額

委託料

河川費 直接事業費

河川総務費

一般財源

事　業　費　の　内　訳

項

説明（節）

4,136,400円

特定財源
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弁天池公園指定管理 弁天池公園の管理運営業務

公園施設予約システム 公園施設予約システムの運用
公園等美化業務 市内一円 公園等の清掃業務

使用料及び賃借料

特定財源
その他

公衆便所清掃業務

公衆便所清掃業務

報酬

Ｈ２５

款

委託料

需用費

役務費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

事業目的

府支出金

項 都市計画費

土木費

業務名 業務内容

北打越公園浄化槽
清掃管理業務

旅費

国庫支出金

事業概要

執行状況
及び

事業成果

活動指標 Ｈ２４

直営作業や委託業務による公園施設の維持補修工事箇所（単年度延べ計上）

従事職員数
人

金額

一般職員

報償費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

公園費

市債

目

一般財源
負担金・分担金・寄附金

57,809,781円直接事業費

財　源　の　内　訳

工事請負費

金額説明（節）

原材料費

人

再任用職員

人

臨時職員

備品購入費

負担金補助及び交付金

単位 箇所

Ｈ２６

事業名
公園維持管理事業

土木課

工事名 工事内容

北打越公園公衆便所
清掃業務

四宮公園公衆便所
清掃業務

担当課

市内公園等の遊具等を安全に利用することができるよう、適切に点検・維持管理を行
う。また、既存公園内での老朽化した遊具等の施設の更新や追加設置、住民ニーズに合
わせた既存公園の改修・再整備等を行う。

施設の老朽化や破損等による事故を未然に防ぎ、また、周辺も含めて美しい環境を保
ち、安全・安心・快適に公園を利用できる状態を保つため。また、公園周辺の地域の状
況の変化や、公園施設等の安全性や流行等に関する新しい見識に対応していくため。

委託料 （円）

事務事業コード

保育園・幼稚園・小学校・中学校 23箇所　都市公園等 29箇所
その他公共施設 ９箇所

決算額
北打越公園
施錠管理業務 施錠管理業務

門真市・古川橋駅前
噴水管理業務 古川橋駅前・新橋公園　噴水施設保守点検及び清掃

決算額
御堂町神社裏児童遊園 手洗い場設置
岸和田５号公園 遊具撤去 広場再整備
地域高齢者交流サロン前公園 複合遊具設置 手洗い場設置
広場整備 インターロッキングブロック舗装 サインボード設置
下三ツ島公園 拡張整備工事に合わせて既存のパーゴラの改修等

公園施設等
設置更新工事

工事請負費

浄化槽維持管理業務

（円）

樹木薬剤散布
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（円）
業務名 業務内容 決算額

下三ツ島地区公共
用地購入

三ツ島２丁目地内　下三ツ島公園拡張整備用地の購入

公有財産購入費

工事請負費 （円）
工事名 工事内容 決算額

下三ツ島公園整備
工事

三ツ島２丁目地内　公園拡張整備工事

下三ツ島公園整備
工事実施設計

三ツ島２丁目地内　下三ツ島公園拡張用地及び既存公
園内の整備の測量業務及び実施設計

桑才市営住宅跡地
公園整備実施設計

東田町地内　測量業務・土質調査・公園整備設計・土
壌汚染対策措置検討・雨水流出抑制施設設計

執行状況
及び

事業成果

事務事業コード
事業名

公園整備事業

土木課

事業概要
「門真市緑の基本計画」に基づき、市民に身近で親しまれ、オープンスペースとしても
活用でき、緑化の推進にも資する都市公園の整備を進める。

都市計画費

活動指標

門真市が管理する公園・広場・緑地の面積

府支出金

目

従事職員数
人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

財　源　の　内　訳

臨時職員

担当課

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

その他

公園が希薄な地域を解消し、日常のレクレーションの場を増やすため。密集した市街地
において、火災の延焼防止効果や避難場所を確保するため。緑の量を増やし、まちの景
観や美観を向上させ、ヒートアイランド現象の抑制など環境保全に資するため。

公有財産購入費

土木費

一般財源

説明（節）

事業目的

59,236,922円

公園費

Ｈ２４ Ｈ２６

単位

人 人

事　業　費　の　内　訳

工事請負費

需用費

一般職員

委託料

市債

金額

Ｈ２５

特定財源
国庫支出金

項

金額説明（節）

委託料 （円）
業務名 業務内容 決算額

下三ツ島地区土地
鑑定業務

三ツ島２丁目地内　下三ツ島公園拡張用地購入に係る
用地買収価格の算定
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委託料 （円）
契約金額

市内一円

三ツ島６丁目

Ｈ２５

都市計画費

公共施設内植栽業務委託

市道・緑道剪定業務委託

「桜の苑」行楽客整理業
務委託

市内一円

その他市債

緑化推進費

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

15,569,711円

土木費

一般財源

委託料

原材料費

使用料及び賃借料

需用費

府支出金

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額金額

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款

目

項

説明（節）

臨時職員

人 人

再任用職員

執行状況
及び

事業成果

単位

活動指標

緑化樹の配布数

Ｈ２４

本

Ｈ２６

事業名
緑化推進事業

土木課担当課

委託名 委託場所 委託内容

事務事業コード

市内一円

公共樹剪定業務　一式

砂子桜行楽客整理業務　一式

公共施設内植栽業務　一式

市道・緑道剪定業務　一式　

事業概要 市内の緑化を推進していく。

事業目的 公有地及び民有地の緑化の推進を図るため。

公共樹剪定業務委託
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（件） （円） （円）

市債

件

直接事業費

Ｈ２５

款

項

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金
一般財源

商工費

その他

商工費

国庫支出金

説明（節） 説明（節）金額

役務費

人人

事業概要
市内にものづくり企業を誘致（立地）するために、一定の優遇措置を行い、市内経済の
活性化及び市内雇用の促進を図る。

事業目的
本市区域内における工場の立地等を促進し、本市における産業の振興、経済の活性化及
び市内雇用の創出を図るため。

活動指標

単位

負担金補助及び交付金

目 商工振興費

人

一般職員 臨時職員再任用職員
従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

12,472,876円

府支出金
特定財源

事　業　費　の　内　訳

事務事業コード
事業名

ものづくり企業立地促進制度奨励金事業

産業振興課

執行状況
及び

事業成果

担当課

機械

企業への周知件数

Ｈ２６

○制度変遷
　要綱施行　平成21年４月１日
　条例施行　平成23年４月１日

Ｈ２４

土地

年度

　企業訪問時におけるPR及び門真市ものづくり企業ネットワークメールの配信、ホー
ムページへの掲載等を通じ、事業の周知を図った。

機械

機械

対象

建物

土地

○奨励金交付実績

平成23年度

平成24年度
土地

平成25年度 建物

金額（合計）件数

２

３

４

金額（対象別）

平成26年度

土地

８
建物

雇用
機械
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＜主なプロジェクト＞

・航空機・輸送機・産業機械プロジェクト
　市内の金属加工、装置などの加工会社数社を航空機、輸送機、
　産業機械の大手とその関連企業との取引を支援し、販路を拡大する。

・メタルスーパー群団
　市内に多い金属加工の企業をグループ化し、協同受発注体制をつくる。

・門真れんこんプロジェクト
　市内の特産品であるれんこんを活用し、新たな商品開発を行う。

・植物工場プロジェクト
　市内企業の製品力を集結した植物工場を設立する。

事務事業コード
事業名

新規ビジネス創出支援事業（メイドイン門真）

産業振興課担当課

件

事業概要
市内企業が企業間連携により新たなビジネスや新規分野への進出を行う活動を、中小企
業サポートセンターのアドバイザーが、事業化のシナリオやそのポテンシャル、実現可
能性の調査等を側面支援することで新事業創出につなげていく。

事業目的 市内企業を中心とした企業連携による新規ビジネスを創出するため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

プロジェクト数

Ｈ２４

―

Ｈ２５

臨時職員再任用職員

人 人

商工振興費

款 商工費

府支出金

説明（節） 金額

委託料

一般職員

項 商工費

一般財源

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

目

事　業　費　の　内　訳

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

―

その他市債

単位

5,627,880円

金額 説明（節）

特定財源
国庫支出金
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平成25年度

事業名
守口門真商工会議所事業補助事業

産業振興課

執行状況
及び

事業成果

（円）

平成22年度

平成26年度

平成23年度
平成24年度

事務事業コード

年度 補助金額

担当課

　守口門真商工会議所が実施している中小企業相談所の運営、産官学交流プラザ、大
阪勧業展、大商業まつりの開催など市内の商工業振興及び発展に寄与している事業に
補助金を交付した。

○補助金実績（過去５年間）

商工振興費

款 商工費

説明（節）

Ｈ２４

事業概要 本市商工業の振興及び発展に寄与する事業の実施に対して、補助金を交付する。

活動指標

事務調整会議の回数

事業目的 市内商工業者の経営基盤の強化及び事業者及び従業員の資質の向上などを図るため。

回

Ｈ２６

従事職員数
人

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

項

金額

負担金・分担金・寄附金 市債

Ｈ２５

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金 府支出金 その他

臨時職員再任用職員

人 人

商工費

事　業　費　の　内　訳

一般財源

目

負担金補助及び交付金

金額

単位

2,950,000円

説明（節）

直接事業費
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事業目的
本事業を実施することで、創業者を増やし、まちの賑わいを取り戻し、活力ある産業集積を維持・発
展させる。また、地域の課題の解決に資する事業の創出を図り、企業の新陳代謝を活発化し、新たな
アイデアを持つ知の流入を促進させるとともに、市内のものづくり企業との連携を促進するため。

事業概要

一般財源

説明（節）

支援件数

事　業　費　の　内　訳
金額

その他負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

　平成26年３月に国の認定を受けた「創業支援事業計画」に基づき、市と商工会議
所、地域金融機関等が連携した、「もりかど産業支援機関ネットワーク」による支援
体制を構築し、創業相談窓口の設置、創業ハンズオン支援事業、創業塾の開催等によ
り創業希望者が創業できるよう支援する。

　創業相談窓口の設置・・・門真市・サポートセンターほか
　創業ハンズオン支援事業・・・サポートセンターによる支援
　創業塾・・・守口門真商工会議所が実施

金額説明（節）

臨時職員

人

再任用職員

項

府支出金

人

国庫支出金

款

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

―

人

―

件

―

―

一般職員

市債
特定財源

財　源　の　内　訳

目

直接事業費

―

活動指標 Ｈ２４

担当課

Ｈ２６

門真市、中小企業サポートセンター、守口門真商工会議所、市民公益活動支援センター、地域金融機
関等と連携し、新たに創業を希望する人を支援する体制を構築する。創業相談窓口、創業ハンズオン
支援事業、新規ビジネス創出支援事業、創業塾等の支援を実施する。

０円

単位

（目標）

創業支援件数

Ｈ２５

○平成26年度

事業名
創業支援事業

産業振興課

（実績）

事務事業コード

創業件数
（件）

（目標） （実績）
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研修及び講習会事業 大真トップセンター事業協同組合

補助金額団体名

担当課
事業名

商業振興補助事業

産業振興課

大真トップセンター事業協同組合

商業の振興・発展を図るため、商店街等が行う商業振興事業に対して、補助金等を交付
する。

商業者に意欲的に事業を実施してもらい商業の活性化を図るため。事業目的

執行状況
及び

事業成果

事業名

共同販売促進事業

　市内商業団体が共同販売、研修、活性化、共同施設整備などの事業を実施した場
合、事業費の一部を補助し、商業振興に努めた。                           （円）

事務事業コード

補助金額

事業概要

説明（節）

商業振興対策事業補助金交付申請件数 件

Ｈ２４

人

再任用職員

市債
特定財源

その他

一般職員
従事職員数

臨時職員

人

府支出金国庫支出金

人

金額

平成23年度
平成24年度

役務費

負担金補助及び交付金

款

平成26年度

目

活動指標

直接事業費

金額
事　業　費　の　内　訳

説明（節）

平成25年度

Ｈ２５

2,898,180円

商工振興費

商業活性化事業

大和田北活性会、幸福本通商店会、古川橋南北
地域活性化協議会、大真トップセンター事業協
同組合、大和田センター通り商店会、ラブリー
タウン古川橋会

共同施設整備事業
門真銀座商店会、大和田センター通り商店会、
月浜商店会

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

平成22年度
年度

財　源　の　内　訳

（円）
○補助金実績

負担金・分担金・寄附金

単位

Ｈ２６

一般財源

項 商工費

商工費
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その他

建材の配送・保管・加工・販売

１ ６月号

事業内容

一般財源

執行状況
及び

事業成果

掲載月

栄光技研株式会社

０円

２

市債

８月号 大日運輸株式会社

事　業　費　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

活動指標

項

企業名

目

― 直接事業費

線材加工部品、各種バネ、
金属・樹脂機械加工品等の製造

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

説明（節）

府支出金

単位

Ｈ２６

広報紙掲載回数

―

金額

特定財源

回

Ｈ２４

国庫支出金

臨時職員

説明（節）

人
従事職員数

人

金額

人

一般職員 再任用職員

款 ―

担当課

事業概要

Ｈ２５

事業目的
ものづくり企業として活躍しているオンリーワン・ナンバーワン企業の把握に努めると
ともに、市民にPRし、市の企業等に対する取組の一端を示し、市内工業の発展を図るた
め。

平成26年度 広報かどま掲載企業一覧

事務事業コード

市内産業の活性化を図るため、市内で頑張るものづくり企業を広報紙にて紹介する。

事業名
フラッシュ門真DEものづくり事業

産業振興課
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０

金額

平成26年度 ０ ０

○補助金交付実績

担当課

平成25年度 ０

（件） （円）
年度 件数

事務事業コード

平成23年度 １
平成24年度

事業名
企業操業支援補助事業

産業振興課

住工混在問題の解決策として、騒音対策等を行う事業者に補助を行い操業環境の確保を
図る。

事業目的
工場集積地に住宅が進出することにより、工場の操業に大きな影響を及ぼす住工混在問
題を解決し、住宅と工場が共存できる環境づくりを図るため。

単位

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

企業への周知件数

Ｈ２４

件

人

臨時職員

商工費

再任用職員一般職員
従事職員数

人人

その他市債

事　業　費　の　内　訳

役務費

目

事業概要

０

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２５

０

67円

財　源　の　内　訳

○要綱施行日
　平成23年11月15日

国庫支出金

執行状況
及び

事業成果

活動指標

商工費

一般財源

款

商工振興費

直接事業費

金額

Ｈ２６

説明（節）

府支出金

項

金額

特定財源

説明（節）
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（50音順）

平成26年度　カドマイスター認定企業一覧

担当課

事業目的
市が特徴ある市内の中小企業を把握し、情報を発信して企業が躍進できるよう支援を行
うため。

執行状況
及び

事業成果

事業概要
市内の優れた製品や技術を持つ企業をマイスターとして認定し、市内外に広く発信する
ことにより産業の活性化を図る。

事務事業コード
事業名

カドマイスターを探せ！事業

産業振興課

臨時職員再任用職員

人 人

活動指標

カドマイスター認定企業数

Ｈ２４

社

Ｈ２６

従事職員数
人

商工振興費

需用費

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

旅費

目

報酬

説明（節）

一般職員

説明（節）

財　源　の　内　訳

役務費

一般財源

報償費

項

Ｈ２５

商工費

特定財源
国庫支出金 その他府支出金

124,486円直接事業費

事　業　費　の　内　訳

単位

金額金額

負担金・分担金・寄附金 市債

５
６
７
８

大日運輸株式会社
大陽産業株式会社

企業名
有限会社アイ・ネット
有限会社岡本精工
三洋金属工業株式会社
株式会社大長機械

１
２
３
４

TakedaWorks株式会社
フジテック株式会社

代表者名
野田　鉄男
岡本　安次
下大川　洋一
長崎　崇高
石井　英信
加島　一人
原　正和
藤原　敏

事業内容
包装資材製造販売・輸入販売
金属部品加工
精密金属プレス加工・インサート成形
省人化設備設計・製作
住宅部材の製造加工
卓上用ポットのガラス真空二重瓶の製造・組立

ロータリージョイント、ローディングアーム等設計・製造・販売

金属製品製造業
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企業訪問件数（延）
相談件数

平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成25年度
平成26年度

○ホームページの開設
　掲載企業数　　　　43社

○主な支援内容
　社内の改善活動として５Ｓ活動・ＱＣサークル活動による生産性向上や販路開拓支
援などに取り組んだ。

人材資金 経営 技術

委託料

公有財産購入費

金額説明（節）

一般財源

説明（節）

府支出金国庫支出金

需用費

Ｈ２５ Ｈ２６

市債負担金・分担金・寄附金

単位 件

その他

人 人

事　業　費　の　内　訳

役務費

報酬

金額

臨時職員
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

一般職員

負担金補助及び交付金

活動指標

相談件数

直接事業費 21,687,032円

商工振興費

Ｈ２４

特定財源
財　源　の　内　訳

事務事業コード

項 商工費

目

事業概要
市内企業への訪問や相談を通して企業が抱える課題やニーズを把握し、効果的な施策展
開の参考にするとともに、企業間の連携や起業・操業支援を行う「ものづくり企業の支
援拠点」としてサポートセンターを運営する。

事業目的

事業名
中小企業サポートセンター運営事業

産業振興課担当課

開発

長引く不況の中で、企業経営に懸命に取り組む事業者に対し、人材育成の支援やビジネ
スマッチングなどを行うことにより、経営基盤の強化をはじめ新たな産業の育成と雇用
の創出を図るため。

執行状況
及び

事業成果

　相談内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （件）

○概要
  開設日：平成24年10月１日
  開館日：月曜日～金曜日 　アドバイザー：28名
　委託先：近畿産業技術クラスター協同組合

３平成24年度 ５ ２
合計

○企業対応等                                       （件）

販路 情報 その他
７
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９ ㈲森田製針所 森田　祐輔 針ステンレスパイプ加工

６

４ 大西　康弘
５

超硬切削工具製造・販売

シンエイ精工㈱

電子電気機器製造・加工業
産業用製品製造業

サンロール㈱

SST設計開発センター㈱
大峰化学㈱

池田　純孝

異型押出成形品の製造・販売

設計開発・試作品製作

國本  周生

杉山　茂

プラスチック製工業機械部品

ステンレス鋼材・加工品全般

巻取紙のスリッター加工
プラスチック金型

企業名
㈱出雲
臼谷電子㈱

若林　孝男
永江　政樹

商工費

出展企業数

直接事業費

説明（節）

市債国庫支出金 府支出金

事　業　費　の　内　訳

役務費

特定財源

説明（節）

一般財源

財　源　の　内　訳

目

項

その他

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

負担金補助及び交付金

款

一般職員

人 人
従事職員数

人

再任用職員 臨時職員

金額 金額

967,273円

商工振興費

Ｈ２４

負担金・分担金・寄附金

商工費

Ｈ２６Ｈ２５

３

執行状況
及び

事業成果

臼谷　公一

○出展企業一覧

２

○要綱施行日
　平成24年９月１日

代表者名

８ 成田　敏行

単位 社

杉山金属㈱
日研ツール㈱

㈱東穂

事業内容

市内ものづくり企業が持つ優れた技術・製品を広くPRするために、「ものづくりビジネ
スセンター大阪」内の常設展示場（MOBIO）への出展補助を行う。

１ 大坪　勤

事業目的
常設で展示されていることで、いつでも見てほしい人に見てもらうことができ、ホーム
ページなどでも情報発信されていることで、日本全国及び海外からの引き合いが期待で
き、市内企業の発展に寄与することができるため。

事務事業コード

７

事業名
ものづくり企業展示場出展補助事業

産業振興課担当課

事業概要
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一般財源

説明（節）

府支出金

旅費

金額

報償費

金額

市債

 毎月第４水曜日　　門真ネット定例会

国庫支出金

説明（節）

目

項

負担金・分担金・寄附金

特定財源

商工費

その他

活動指標

臨時職員一般職員

役務費

使用料及び賃借料

人 人
従事職員数

人

再任用職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

事　業　費　の　内　訳

需用費

ものづくり企業ネットワーク参加企業数

直接事業費 171,898円

商工振興費

Ｈ２４

社単位

Ｈ２６Ｈ２５

財　源　の　内　訳

 ネットワーク参加企業　72社　（平成27年３月現在）

 平成26年６月26日　第１回世話人会

 平成26年９月５日　第２回世話人会　

 平成26年７月７日　大阪府立産業技術総合研究所（産技研）見学会

平成26年10月21日～23日　第五中学校職場体験
 平成27年３月２日～６日　門真市ものづくり企業展 in ルミエール

事務事業コード 担当課

○門真市ものづくり企業ネットワーク実施事業内容

市の産業振興のために、民間の知恵・知識・力を活用してもらい、市内産業を支援し、
活性化と税収アップや雇用の創出などを目的とする。

事業名
ものづくりネットワーク事業

産業振興課

 平成26年９月２日～４日　はすはな中学校職場体験　

 平成26年９月24日　工場見学会

執行状況
及び

事業成果

事業概要
企業間連携の活性化を図るとともに、企業ニーズに合った効果的な産業振興施策検討の
一助とするため、市内のものづくり企業とそれらを支援する国・府・市及び学識経験者
によるネットワークを構築する。

事業目的

 平成26年７月18日　総会
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６．農業振興事業補助金　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　300,000円

・門真市の特産物である門真れんこん・くわいの栽培方法の維持及び後継者の育成を図り、農業の振興及び
技術の継承に寄与するため。
・農業用水確保のためのさく井事業に対する補助や、農産物品評会の実施などにより農業の振興を図るた
め。

報償費

需用費

執行状況
及び

事業成果

活動指標

本単位

事業名
農業振興事業

産業振興課

２．各種報償費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,491,858円
 　（用排水路清掃、樋門管理、農作物有害動植物発生調査）

１．農産物品評会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217,676円
　　開催日　平成26年11月８日

  　門真市特産の門真れんこん・くわいの試験田を設置し、
　  維持管理や品質改良に努めた。

事業概要
市の特産物である門真れんこん・くわいの栽培方法の維持、後継者の育成及び都市農業
の振興を図るため、北河内農業協同組合門真地区営農研究会が行う農業振興事業等に対
して、補助金を交付する。

事業目的

再任用職員

その他

目

国庫支出金

人

説明（節）金額

備品購入費

負担金補助及び交付金

Ｈ２６

府支出金

Ｈ２４

４．大阪府北部農業共済組合負担金　 　　　　　　　　      　       689,000円

５．北河内地区農業研究クラブ連絡協議会負担金                       40,000円

７．農業用水さく井事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,500,000円

れんこんの販売数（農業まつり）

Ｈ２５

臨時職員

事　業　費　の　内　訳

従事職員数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

人人

負担金・分担金・寄附金 市債
特定財源

  　農業用水確保のためのさく井事業に対して補助金を交付した。

３．農道橋りょう等補修材料費　　　　　　　　　　　　         　   319,464円

農林水産業費

農業総務費/農業振興費/農地費

一般職員

一般財源

項

金額

直接事業費 4,726,040円

款

委託料

事務事業コード

農業費

財　源　の　内　訳

旅費

担当課

原材料費

説明（節）

役務費
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  市民農園の運営を支援し、市民の余暇利用と緑化推進に寄与した。

3,605㎡

158人

計

853㎡ 983㎡

40人37人

野口農園 岸和田農園

事業目的
都市化により市内の農地が減少するなか、市民自らが土に触れ、農作物を栽培する機会
を提供することで、生活に潤いをもたらし、農業の楽しさや重要性を市民に理解しても
らうため。

面積

事業概要
市民が土に親しみ、生活に潤いをもたらす場の提供を図るため、市民農園運営委員会に
より運営する。

執行状況
及び

事業成果

㎡

柳田町農園

担当課事務事業コード

目

金額説明（節）
事　業　費　の　内　訳

事業名
市民農園運営事業

産業振興課

款

国庫支出金

一般職員

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

人 人

臨時職員

単位農園区画数

Ｈ２４

再任用職員

府支出金

直接事業費

従事職員数
人

―

説明（節） 金額

０円項 ―

区画

―

その他市債負担金・分担金・寄附金
一般財源

Ｈ２６

1,769㎡

81人

貸付１区画面積

活動指標 Ｈ２５

利用者数
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一般財源

説明（節）

府支出金 負担金・分担金・寄附金国庫支出金

Ｈ２５Ｈ２４

説明（節）金額
事　業　費　の　内　訳

単位 人

その他
特定財源

市債

Ｈ２６

直接事業費 500,000円

農業振興費

負担金補助及び交付金

人 人
従事職員数

人

再任用職員一般職員 臨時職員

目
事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 農林水産業費

財　源　の　内　訳

金額

項 農業費

事業概要
市内農業の振興を図るため、門真市農業まつり実行委員会が行う門真市農業まつりに対
して補助を行う。

事業目的
市民の農業に対する理解を深め、地場産農作物への愛着の向上や地産地消の取組を促進
し、農業の振興を図るため。

執行状況
及び

事業成果

活動指標

農業まつり来場者数

○主旨
　「門真市農業まつり事業」に対して補助することで、「門真れんこん・くわい」を
含む地場産農作物への愛着を高め、地産地消を促進し、地域の生産業者と消費者の絆
を育んでいく。

○農業まつりの概要
　日時　　  平成26年11月８日 開催
　場所　　  JA門真中央支店
　来場者数  3,600人
　内容　　  第35回門真市農業まつりは、「ふれあいが心にのこる　農業まつり」を
          テーマとして開催された。会場内では、門真物産の「門真れんこん・くわ
          い」をはじめとした野菜の即売や、試食などが行なわれ、多くの市民でに
          ぎわいを見せた。

事業名
農業まつり補助事業

産業振興課担当課事務事業コード
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役務費

説明（節）

款 商工費

市債

101,335円

財　源　の　内　訳

国庫支出金

目

府支出金

金額

単位 人

負担金補助及び交付金

商工振興費

事　業　費　の　内　訳

一般財源
その他

一般職員
従事職員数

人

再任用職員

人 人

臨時職員

説明（節）

補助金額

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

金額

商工費

特定財源

直接事業費

延べ人数

１

４

（人）

中小企業大学校関西校

５

事業概要 市内中小企業者のスキルアップを目的として、中小企業大学校等の受講料を補助する。

事業目的 市内の中小企業者等に企業経営上必要な知識を習得させるため。

項

Ｈ２５

受講先

計

（円）

Ｈ２６

大阪府工業協会

担当課

負担金・分担金・寄附金

執行状況
及び

事業成果

活動指標

参加者数

Ｈ２４

事業名
中小企業大学校等研修補助事業

産業振興課事務事業コード
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　　委託先　　　NPO門真ITまちづくりネット　　　

２

　　開催場所　　門真市民プラザ　IT視聴覚室

　　開催内容　　ワード　　平成26年11月22、23日　参加人数 13人
　　　　　　　　エクセル　平成26年11月29、30日　参加人数 14人

○地域就労支援センター相談事業　　　　　　　　　　　　　　　　　1,490,400円
　委託先　　　門真市人権協会　　　　
　利用者内訳　　                                                      （人）

○就労のための講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　194,400円
　・土日パソコン講習会

４

１
２

３

３

２
５

２

１

１
４

９月８月７月 11月

１

10月

２

６

12月 １月
１

計
６

３
２

２月
２

５

３月
１

４
１

８
４

６月

１
４
１
１

５月

２

４月

事業名
就労支援事業

産業振興課

事業概要
働く意欲がありながら就労阻害要因があるため就労できない人のために、相談事業を中
心に、就労に繋がる講習会・セミナー等を開催し、就労困難者を支援する。

事業目的 就労困難者の雇用実現を支援し、生活の安定を図るため。

計

中高年齢者

障がい者
母子家庭

執行状況
及び

事業成果

Ｈ２４

事務事業コード

Ｈ２５

２ ７

担当課

臨時職員

人 人

再任用職員

金額

負担金・分担金・寄附金

説明（節）

商工費

役務費

商工総務費

商工費

旅費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

金額

一般職員
従事職員数

人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

委託料

府支出金

Ｈ２６

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

項

一般財源

活動指標

単位

款

直接事業費

人

その他市債

1,688,105円

地域就労支援センター相談利用者数

若年者

８
その他

５１

１
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事業名
勤労対策事業

産業振興課事務事業コード 担当課

○北河内地域労働者福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　215,000円

単位

○門真雇用開発協会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　150,000円

事業所

執行状況
及び

事業成果

事業概要
中小企業に従事する従業員の福祉の増進、また、企業の労働力の確保を図り、産業の振
興に寄与するため、北河内地域労働者福祉協議会等に対し補助金等を交付する。

事業目的 勤労者の福利厚生の推進、雇用の促進、雇用環境の改善を図るため。

　学卒求人説明会　３回　雇用促進セミナー　１回など

　相談事業／相談件数（門真市）244件
　退職準備セミナー　16名など

人

臨時職員

人

項

役務費

商工総務費

負担金補助及び交付金

活動指標

雇用開発協会の事業所数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

商工費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

従事職員数
人

説明（節）

再任用職員一般職員

直接事業費 429,286円

商工費

旅費

款

金額

　雇用の場の確保を図り、また労働環境の整備に努めた。

○おおさか人材雇用開発人権センター負担金　　　　　　　　　　 57,000円
　職場見学会34回　職場実習266名など

Ｈ２４

負担金・分担金・寄附金

Ｈ２５ Ｈ２６

　地域に密着した活動を推進し、広く勤労者とその家族の福祉向上をめざすとともに
地域性・独自性を発揮し諸活動の取組を進めた。

府支出金 その他市債

金額

一般財源
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事業概要

事業名
住民活動災害補償事業

地域活動課

Ｈ２５

事務事業コード

保険料　 　　    1,345,100円

  ※保険期間は７月１日から翌年７月１日まで。

住民活動災害補償制度実施要綱に基づき、対象となる事故について、同要綱に定められ
た金額の範囲内で保険金の給付を住民活動の参加者及び指導者等に行う。

事業目的
住民活動参加者等の住民活動中の事故による災害を補償することにより、住民団体又は
その住民活動の参加者もしくはその参加者の遺族の救済を図り、もって住民活動の推進
と福祉の向上に資するため。

国庫支出金

項 総務管理費

財　源　の　内　訳
特定財源

府支出金

執行状況
及び

事業成果

地域コミュニティ費

人
従事職員数

人 人

役務費

臨時職員

Ｈ２６

再任用職員一般職員

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

目

活動指標

保険料

Ｈ２４

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 総務費

説明（節）

単位 円

その他

金額

一般財源
市債

金額

担当課

1,353,140円

保険金支払金額　　 665,000円（平成27年７月１日現在）

補償件数　　　      　　９件

２．１以外の事業
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その他
一般財源

旅費

事　業　費　の　内　訳
説明（節）

需用費

説明（節） 金額

単位

金額

国庫支出金 府支出金

備品購入費

役務費

580,380円

臨時職員一般職員

事務事業コード

市債

負担金補助及び交付金

人

Ｈ２５ Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

直接事業費

人

財　源　の　内　訳
特定財源

従事職員数
人

再任用職員

Ｈ２４

項 商工費

目 商工総務費

活動指標

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 商工費

事業概要 消費者保護のため適正に計量が行われているか事業所に立ち入り検査を実施する。

事業目的
市内の商店や事業所で使用されている計量器について、計量法に基づき定期検査を実施
するほか、企業の自主計量管理の育成、商品量目及び計量器使用状態を監視指導する
等、適正な計量の確保を図るため。

執行状況
及び

事業成果

定期検査及び商品量目検査の検査個数 個

担当課
事業名

計量器定期検査事業

地域活動課

146戸 368個 342個 26個

受検戸数 検査個数 合格個数 不合格個数 不合格率

検査品数
不適正件数 不適正の処理

過量 不足 口頭指導 文書指導 勧告

２．商品量目の立入検査

１．定期検査

０戸２戸 184品 ０品 ４品 １戸 ０戸

立入戸数
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一般財源

Ｈ２４ Ｈ２５

ボールペン

○グッズ販売実績（平成26年度）（円）

その他市債

販売価格 作成数

金額 金額

負担金・分担金・寄附金

商工費

Ｈ２６

府支出金

一般職員

直接事業費

委託料

使用料及び賃借料

2,337,478円

旅費

款

商工費

説明（節）
事　業　費　の　内　訳

従事職員数
人

説明（節）

再任用職員

活動指標

ガラスケ出演イベント日数

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳
特定財源

国庫支出金

目

項

需用費

商工総務費

負担金補助及び交付金

役務費

人

臨時職員

人

日

○デザイン承認件数

営利目的 非営利目的
平成25年度 平成26年度

（件）

執行状況
及び

事業成果

８ ３

事業概要
平成24年８月１日に門真市イメージキャラクター「ガラスケ」を決定し発表した。市民
に浸透させ、市民に親しまれ、市内外にも発信して市をアピールしながら、市のイメー
ジアップを図るため「ガラスケ」の活用を行う。

事業目的
市をPRするためのツールとして、全庁一丸となり、今まで以上に市の存在、特徴を市内
外に効果的に広く発信するとともに、イメージキャラクター「ガラスケ」を活用し、市
のイメージアップや産業の活性化を推進する。

非営利目的

担当課

単位

営利目的

販売数

事業名
イメージキャラクター活用事業

産業振興課事務事業コード

ピンバッジ
缶バッジ

グッズ名
ポロシャツ
ポロシャツ（ポケット付）

Ｔシャツ（子ども用）
手ぬぐい
クリアファイル
シャープペンシル

エコバッグ
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24,407 世帯 24,816 世帯

－－ － 健康保険課－－－ 担当課－

平成26年度末 年間平均

世     帯     数

事業名
国民健康保険事業

事務事業コード －－

39,525   人 40,344 　人

退職被保険者数

事業概要
被保険者の疾病、負傷、出産又は死亡に関して、必要な保険給付を行うとともに健康の
保持増進に必要な事業を行う。

事業目的
公的医療保険において国民皆保険制度の根幹を支えるとともに、事業の健全な運営を確
保し、社会保障及び国民保健の向上に寄与するため。

執行状況
及び

事業成果

１．被保険者数等

区         分

953   人 1,082 　人

被
保
険
者
数

総        数 40,478 　人 41,426   人

一般被保険者数

医療保険・後期高齢者支援金

１世帯当たり現年度分調定額 118,960 円

１人当たり現年度分収納額 64,659 円 17,057 円

介護保険

賦課限度額 510,000 円 160,000 円 140,000 円

22,901 円

１人当たり現年度分調定額 71,263 円 19,029 円

３．調定額

区         分

介護保険

所  得  割
※1 8.43 ％ 3.10 ％ 2.18 ％

※２　均等割は１人当たり、平等割は１世帯当たり。

平　等　割
※2 18,740 円 6,900 円 ―

均  等  割
※2 24,780 円 9,110 円 13,020 円

２．保険料率

※１　平成25年中の基準総所得金額にかかる。

区         分 医療保険 後期高齢者支援金
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1,082 人

1,436.26 ％ 1,767.84 ％

保険給付費 11,348,598,797 円

執行状況
及び

事業成果

区         分 一般被保険者 退職被保険者

医療費 13,505,487,067 円 500,778,166 円

407,663,709 円

受診率

４．諸費の状況

平均被保険者数 40,344 人

医療費保険者負担額 9,934,289,274 円 350,244,137 円

１人当たり医療費保険者負担額 246,240 円 323,701 円

１人当たり医療費 334,758 円 462,826 円

１人当たり保険給付費 281,296 円 376,769 円

５．件数及び給付額

区         分
一般被保険者 退職被保険者

件数（件） 給付額（円） 件数（件） 給付額（円）

一
般
診
療

入院

入院外

調剤診療

歯科診療

訪問看護

食事療養

※ 件数の合計は食事療養分を含んでいない。

療養費

療養の
給付

合計

移送費
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６．その他の給付

区         分 件数（件） 給付額（円）

執行状況
及び

事業成果

活動指標

国民健康保険事業特別会計実質単年度収支 単位 千円

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

款 国民健康保険事業特別会計

直接事業費 17,144,498,135円項 ―

目 ―

特定財源
国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄附金 市債 その他

委託料

報酬 使用料及び賃借料

報償費 負担金補助及び交付金

旅費 償還金利子及び割引料

従事職員数
一般職員 再任用職員 臨時職員

人 人 人

財　源　の　内　訳

一般財源

需用費

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

役務費

高額療養費等
一般

退職

精神・結核医療給付金

葬祭費

出産育児一時金

計

8,610 人

平成24年度 平成25年度 平成26年度

７．特定健診

集団健診 個別健診 出張健診

受診率 31.7 ％ 30.8 ％ 31.0 ％

８.特定保健指導

受診者数 2,123 人 6,456 人 31 人

動機付け支援 積極的支援 計

利用者数 48 人 15 人 63 人

※ 平成26年度は平成27年７月現在での見込

平成24年度 平成25年度 平成26年度

実施率 11.5 ％ 8.9 ％ 9.0 ％
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合計

平成27年３月27日

【事業成果】

【執行状況】
　国民健康保険料納入通知書送付時に、ジェネリック医薬品啓発パンフレット及び
「ジェネリック医薬品お願いカード」を同封し、全戸配布した。また、平成26年７
月、10月、平成27年１月、３月に「ジェネリック医薬品差額通知」を発送した。

事業名
ジェネリック医薬品推進事業

健康保険課－

院外処方

－ 担当課事務事業コード

院内処方 合計

（件）

－－－

Ｈ２４

事業概要
国民健康保険の被保険者に対して啓発パンフレットや「ジェネリック医薬品お願いカー
ド」を配布するとともに、被保険者が調剤された先発医薬品をジェネリック医薬品に変
更した場合の自己負担額の差額を表記した通知書を送付する。

－－－

事業目的
門真市国民健康保険事業特別会計収支改善計画（第１次改訂版）に基づき、ジェネリッ
ク医薬品の普及・啓発を行うことで被保険者の自己負担額の軽減と医療費の抑制を目的
とする。

－

款

（国民健康保険事業特別会計）総務管理費

執行状況
及び
事業成果

再任用職員

人 人

活動指標

ジェネリック医薬品差額通知発送件数

Ｈ２５

府支出金国庫支出金

2,298,500円

一般職員 臨時職員

役務費

従事職員数
人

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

財　源　の　内　訳

説明（節）金額
事　業　費　の　内　訳

金額

委託料

単位

直接事業費

その他市債

（国民健康保険事業特別会計）総務費

（国民健康保険事業特別会計）一般管理費

Ｈ２６

負担金・分担金・寄附金

　平成26年度ジェネリック医薬品差額通知発送件数

件

一般財源

説明（節）

目

発送日

平成26年７月１日

平成26年10月１日

平成27年１月５日

項

特定財源
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助成件数

基本 選択

項目名

市債

財　源　の　内　訳

負担金・分担金・寄附金

活動指標

人間ドック検診助成件数 件

Ｈ２６

目

款 (国民健康保険事業特別会計）総務費/保健事業費

一般財源

人

注　基本検診のみ、基本＋Ａ、基本＋Ｂの３種類

Ｈ２４

(国民健康保険事業特別会計）一般管理費/趣旨普及費

【執行状況】　　平成26年度人間ドック検診助成件数

Ｈ２５

一般職員

人 人

再任用職員

国庫支出金

2,557,267円項

臨時職員

事業概要
本市の指定医療機関で人間ドックを受診する国民健康保険被保険者に対して、費用の一
部を助成する。

単位

（円）

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

特定財源

説明（節）

事業名
人間ドック検診事業

健康保険課－－－－ －

事業目的

【執行状況】

従事職員数

（件）

被保険者の健康保持増進と疾病の予防を図り、医療費の安定化に資することを目的とす
る。

受診者負担額

委託料

金額

選択検診
（希望者のみ）

担当課事務事業コード －－－－

基本検診
　Ａ（ＣＴスキャン）
　Ｂ（ＭＲＩ）

説明（節）

役務費

執行状況
及び

事業成果

その他

　○事業期間　  平成26年４月１日～平成27年３月31日

合計

  ○事業内容
    門真市国民健康保険の被保険者であって本市が指定する医療機関において人間
  ドックを受診する旨の申請をし、要件を満たす者に対して証明書を交付すること
  で、費用の一部を助成する。
　

府支出金

事　業　費　の　内　訳
金額

直接事業費(国民健康保険事業特別会計）総務管理費/保健事業費
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一般財源
特定財源

国庫支出金

Ｈ２４

被保険者の納付機会の拡充及び利便性の向上により、収納率の向上を図るため。

収納件数 単位 件

Ｈ２５

事業目的

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

活動指標

財　源　の　内　訳

目

担当課

執行状況
及び

事業成果

－

Ｈ２６

－ 保険収納課

国民健康保険料をコンビニエンスストアで収納できるようにすることにより、被保険者
の納付機会を拡充し、利便性を向上させる。

国民健康保険料コンビニ収納事業

事務事業コード －
事業名

－－－－

事業概要

－－

（国民健康保険事業特別会計）総務費

直接事業費 4,558,779円（国民健康保険事業特別会計）総務管理費

（国民健康保険事業特別会計）一般管理費

款

項

府支出金 負担金・分担金・寄附金 市債 その他

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

委託料

人 人

収納額（滞納繰越分）

169,475,764円

収納件数（現年＋過年）

従事職員数
一般職員 再任用職員 臨時職員

人

59,539件

収納件数（滞納繰越分）

13,536件

  本市の国保加入世帯の約半数を一人世帯が占める状況を踏まえ、平成21年１月よ
りコンビニ収納業務を委託契約により導入。納付の機会・場所を拡大し、市民の利
便性の向上及び収納率の向上を図った。

収納率（現年＋過年）

収納率（滞納繰越分）

収納額（現年＋過年）

821,186,267円
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人 人

75歳以上の者 合計一定の障がいがある者（65歳から74歳まで）

290 人 12,992 人 13,282 人

２．保険料率

従事職員数
一般職員 再任用職員 臨時職員

委託料

旅費

人

負担金補助及び交付金

役務費

市債 その他

事　業　費　の　内　訳
説明（節） 金額 説明（節） 金額

1,220,830,356円―

―

事業目的

府支出金 負担金・分担金・寄附金

後期高齢者医療制度の運営が適切かつ円滑に実施されるように大阪府後期高齢者医療広
域連合と連携し、市町村が担う事務を行う。

事業概要

－－－ 健康保険課

後期高齢者医療事業

事務事業コード －
事業名

－－－－

国庫支出金

担当課

執行状況
及び

事業成果

－

Ｈ２６

単位

高齢期における適正な医療の確保を図るため、国民の共同連帯の理念等に基づき、国民
保健の向上及び高齢者の福祉の増進を図ることを目的とする。

円

事
業
に
か
か
っ

た
費
用
（

円
）

需用費

活動指標

財　源　の　内　訳

一般財源
特定財源

賦課限度額 570,000 円

款

項

目

Ｈ２４ Ｈ２５

後期高齢者医療広域連合納付金

後期高齢者医療事業特別会計

直接事業費

１．被保険者数（平成26年度末）

区分 料率

所得割 平成25年中の基準総所得金額　×　10.41　％

均等割  52,607 円



－ 408 －
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